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伊茶仁事業場

竣 工昭和58年11月

総工事費 341,274 (57年度191,74〇)千円

ふ化室内部(ボックス型ふ化槽)



飼 育 池

知内事業場

竣 工昭和58年11月 

総工事費177,307千円

養魚池上家・飼育池
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昭和58年度施設整備内容

網走事業場

昭和5 9年 8月竣工 総工費

ふ化室

3 4 3,1 8 0 千円

幌内事業場

昭和5 8年1〇月竣工 総工費

飼育池

5 3, 7 6 3千円

伊茶仁事業場

昭和5 8年11月竣工 総工費

ふ化室、飼育池

3 4 1,2 7 4 千円

計根別事業場

昭和5 8年11月竣工 総工費

ふ化室、養魚池

1 6 1,3 3 9 千円

中標津事業場

昭和5 8年 9月竣工 総工費

鉄骨塗装

2 8, 9 〇 〇千円

総工費

知内事業場

昭和5 8年11月竣工 1 7 7, 3 0 7 千円

養魚池、養魚池上家、飼育池

刊行のことば

本年、北海道におけるさけの来遊量は2, 3 〇 〇万尾と史上最高を記録し、また5 6年から3年続けて 

2» 〇 〇 〇万尾台の来遊となった〇

一方、本州におけるさけの来遊量は!.〇 8 3万尾と!,。 0 0万尾台となり、岩手県を中心として増加 

している。

定置漁業の操業期間は、前年身網、垣網の同時設置を前提として全道一律に3日間の前倒しを実施し、 

更に前期群が増加している地区については1日〜4日間の前倒しを実施したが、本年はこれに加えて、 

更に前期群が多く来遊すると見込まれる一部の地区で3日〜5日間の前倒しを実施した。

また、漁期の延長も、必要親魚の確保の見通しが得られたことから、4 B ～16日間の範囲で全道各 

地で実施された。

河川捕獲数151.5万尾のうち、11月上旬までに捕獲された早期群は12 5. 7万尾と8 3 %を占め、 

採卵数も約15. 3億粒のうち、13. 6億粒が早期卵で確保された。これら早期卵のうち約L 5億粒が、 

オホーツク海区、日本海区北部、南部など早期群の少ない全道各地に移植された。

本州へは、1府2 0県にわたり約L 8億粒を移殖した。

稚魚放流数約13億尾のうち約9. 5億尾が早期群である。5 6年から8億尾以上の早期群の稚魚を全 

道各地に放流しているので、5 9年以降早期群の本格的な回帰が期待される。

しかし、このことは早急な蓄養施設の整備が要求されるので、いわゆる正規分布型の資源造成という 

観点とも併せて、今以上に関係漁業者の努力、協力をお願いしたい。

ます類では、さくらますはここ数年全道的に河川そ上数が減少の一途にあり、本年も約8千尾の捕獲 

数で終了した。採卵数は6 9 〇万粒で、約3 8 〇万尾の稚魚を放流した。この他、5 9年度から実施す 

るスモルト化幼魚の放流を目指す新資源造或事業用の種苗として、約13 0万尾の稚魚が現在飼育中で 

ある。

からふとますは、本年の共同漁業権の切替えに当たって、操業期間、沖出し距離などを制限したのに 

加えて豊漁年に当たったこともあり、河川捕獲数約3 8万尾、採卵数も約2億粒となり、約1.5億尾の 

稚魚放流数と計画を3 〇 %以上上廻る成績で終了した。

増殖施設は、継続していた伊茶仁事業場の増改設工事が完成し、幌内、知内事業場は飼育施設等の増 

設を行なった。この他、中標津事業場においては、養魚池上家の保全のため鉄骨の塗り替えを行なった。

また、計根別、網走事業場は2年計画での増改設工事に着手した。

他方、民間施設については、国費補助を導入して古平他6箇所に施設が建設された。

昭和6 0年3月

北海道さけ、ますふ化場長
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本 書 の 見 方

1.さけ・ます増殖事業の実施体制と経過概要

北海道におけるさけ・ます増殖事業は、明治21年、現在の千歳支場の地に北海道庁所管の中央ふ 

化場の創設をもって始まり、その後、道内各地に民間(漁業組合)経営の人工ふ化場が設立され、一 

時、水産試験場の所属となったが、昭和9年にはふ化場を道営に移管した。

昭和2 7年、農林省所管水産道庁北海道さけ・ますふ化場が設立されて、さけ・ますの人工ふ化放 

流を行なうこととなったが、このうち親魚の捕獲事業は北海道立水産ふ化場に委託した。しかし、昭 

和41年以降は道立水産ふ化場に代って、牝海道さけ・ます増殖事業協会に委託している。

また、昭和4 6年以降は長期増大計画に伴い、道営•民営のふ化場が順次建設され、国営事業の補 

完と協力という形で運営されている。

2•主要魚種

創設当時から人工ふ化放流事業を実施している魚種はさけ・さくらます、からふとます及びひめま 

すである。このほかに、昭和4 2年度からべにざけ生産事業を実施している。

3. 計画年度と成績

単年度計画は、国の会計年度区分(4月〜翌年3月)によって計画を立てるが、この成績書は親魚 

の捕獲、採卵、卵管理、稚魚飼育、放流、降海稚魚の保護までの一環した成績を取りまとめているので 

で、翌会計年度の4〜7月頃までの成績を扱っている。

4. 主な用語の意味

〔沿岸来遊量〕さけ・ます漁業は、再生産のための河川内親魚の捕獲(特別採捕)を除いて、遠 

洋、近洋、沿岸の3つに大別出来る。このうち、沿岸漁獲量と河川内捕獲数を合せて沿岸来遊量とし 

ている〇

〔年級群〕さけ.ますの産卵のための回帰は主は2〜5年にわたっている。これらは産卵年から 

起算しての回帰年数であり(発生年ではない)、或年の2年魚•翌年の3年魚、翌々年の4年魚さら 

にその翌年の5年魚は同一年級群である。

〔河川そ上率〕河川そ上数(捕獲数):沿岸来遊量で表わしている。

〔移殖と移籍卵〕 採卵された河川以外に種卵を移すことを移殖という。

また、移殖する種卵を移殖卵というが、発眼卵で移殖する場合、移殖前に除去した死卵を、移殖卵 

の履歴として加え、卵の成績を表示したため、これを移籍卵とした。
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5.海区別と支場の担当区域

全道地域を5海区に分け、その境界はそれぞれ•知床岬、宗谷岬•白神岬、納沙布岬、襟裳岬で区

分している。

支場の担当区域は、下記区分の海面に流入する河川を包含する流域としている。

北見支 場 宗谷・網走支庁界～知床岬

根室支 場 知床岬 〜根室・釧路支庁界

十勝支 場 根室・釧路支庁界〜 十勝•日高支庁界

天塩支 場 宗谷・網走支庁界 〜雄冬岬

千歳支 場 雄冬岬 〜 神威岬、および十勝•日高支庁界 〜 地球岬

渡島支 場 地球岬〜神威岬

丫
、

場

場

支

支

見

勝

北

十場支歳
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§1 さけ•ます捕獲事業実施体制

昭和5 8年度のさけ•ます捕獲採卵事業は道内16 5河川、17 3捕獲場(さけ8 4箇所、さけ 

+ます8 5箇所、ます4箇所、ひめます1個所)で実施した。

このうち国が直接実施した捕獲場は2個所(遊楽部第1、支笏湖)、民間団体に委託して実施し 

た捕獲場は!71個所である。

この詳細については第1表のとおりで、支場別に整理したものが第2表である。

(表中の記号は下記のとおり)

さけの欄……〇さけ◎さけ•べにさけ

〇さくらます 。からふとます ◎さくらます、からふとます!®ひめます

第1表 昭和5 8年度さけ•ます捕獲採卵事業実施体制

海 捕 獲 所 属 実施区分 海 捕 獲 所 属 実施区分

水 系 さ け ま す 水 系 さ け ま す

区 採卵場 事業場 国 民 国 民 区 採卵場 事業場 国 民 国 民

ルシャ ルシャ 岩尾別 〇 〇 北見幌別 ノじケナイ 歌 登 〇

岩尾別 岩尾別 // 〇 ◎ 頓 別 頓 別 頓 別 〇 〇

遠音別 遠音別 // 〇 ◎ 猿 払 猿 払 〃 〇 〇

奥蔡別 奥藥別 斜 里 〇 〇 鬼志別 鬼志別 // 〇 〇

斜 里 斜 里 // 〇 ◎ 知来別 知来別 // 〇 〇

止 別 止 別 // 〇 ◎ 下苗太路 下苗太路 // ◎

浦志別 濤沸湖 〃 〇 時 前 時 前 // , 〇
ホ

藻 琴 藻 藻 藻 琴 〇 〇 計 3 〇 3 1 11 28 26

網 走 網 走 網 走 〇 〇 増 幌 増 幌 (宗谷» 〇 ◎

1 能取湖 能取湖 〃 〇 〇 大 沢 大 沢 〃 〇

常 呂 常 呂 北 見 〇 〇 天 塩 中 川 中 川 〇 ◎

ッ ライトコロ ライトコロ 〃 〇 日 〃 天 塩 天 塩 〇 〇

佐呂間別 佐呂間別 // 〇 〇 〃 美 深 // 〇

芭 露 芭 露 湧 別 〇 遠 別 遠 別 «増毛) 〇 ◎
ク

湧 別 湧 別 〃 〇 〇 本 風連別 風連別 // 〇 〇

藻べっ 藻べっ 渚 滑 〇 〇 築 別 築 別 〃 〇

海 渚 滑 渚 滑 〃 〇 〇 羽 幌 羽 幌 // 〇

沙 留 沙 留 〇 古丹別 古丹別 // 〇 〇

区 藻興部 藻興部 〃 〇 小平藥 小平藥 H 〇 ◎

興 部 興 部 // 〇 ◎ 区 信 砂 信 砂 〃 〇 ◎

雄 武 雄 武 幌 内 〇 〇 箸 別 箸 別 〃 〇 〇

幌 内 幌 内 // 〇 ◎ 暑寒別 暑寒別 U 〇 ◎

徳志別 徳志別 徳志別 〇 ◎ 浜 益 浜 益 千 歳 〇

北見幌別 北見幌別 歌 登 〇 ◎ 厚 田 厚 田 〃 〇
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海 捕 獲 所 属 実施区分 海 捕 獲 所 属 実施区分

水 系 さ け ま す 水 系 さ け ま す

区 採卵場 事業場 国 民 国 民 区 採卵場 事業場 国 民 国 民

石 狩 西 越 千 歳 〇 〇 忠 類 忠 類 伊茶仁 〇 〇

// 豊 平 // 〇 伊茶仁 伊茶仁 II 〇 〇

// 支笏湖 支笏湖 標 津 標 津 根 室 〇 ◎

0 余 市 余 市 «真狩» 〇 根
茶志骨 茶志骨 計根別 〇 〇

古 平 古 平 〃 〇 当 幌 当 幌 7/ 〇 ◎

美 国 美 国 〃 〇 春 別 春 別 II 〇 ◎

積 丹 積 丹 // 〇 室
床 丹 床 丹 77 〇 ◎

古 宇 古 宇 // 〇 〇 西 別 西 別 虹 別 ◎ ◎

本
盃 盃 〃 〇 矢臼別 矢臼別 77 〇 ◎

野 束 野 束 〇 海
風 蓮 風 蓮 浜 中 〇 ◎

尻 別 名 駒 尻 別 〇 〇 別当賀 別当賀 II 〇 ◎

朱 太 朱 太 «真狩» 〇 〇 温根別 温根別 虹 別 〇

海 泊 泊 利 別 〇 区
穂 香 穂 香 浜 中 〇

利 別 冷 水 // 〇 コタンケシ コタンケシ 77 〇

見 市 見 市 C熊石ナ 〇 ノッカマップ ノッ力マッフ 77 〇

相沼内 相沼内 〃 〇 トーサムポロ トーサムポロ II 〇

突 符 突 符 〇 計 2 9 2 9 7 29 23
区
厚沢部 厚沢部 厚沢部 〇 〇 ホロニタイ ホロニタイ 浜 中 〇

天 の 天 の 〃 〇 初田牛 初田牛 7/ 〇

石 崎 石 崎 II 〇 幌 戸 幌 戸 知安別 〇

釣 懸 釣 懸 〃 〇 え 新 川 新 川 77 〇

大鴨津 大鴨津 知 内 〇 〇 藻散布 藻散布 II 〇

小鴨津 小鴨津 // 〇 〇
り

別寒辺牛 厚 岸 II 〇

茂 草 茂 草 7/ 〇 チョロベン チョロベッ 釧 路 〇

及 部 及 部 7/ 〇 釧 路 釧 路 7/ 〇 〇

計 3 7 4 1 1 2 38 1 18 も
阿 寒 阿 寒 鶴 居 〇

ル サ ノレ サ 羅 臼 〇 〇 庶 路 庶 路 7/ 〇

相
サシルイ サシルイ 7/ 〇 〇 以 茶 路 茶 路 7/ 〇

知徒来 知徒来 77 〇 〇 音 別 音 別 7/ 〇

羅 S 羅 臼 77 〇 〇
東

厚 内 厚 内 十 勝 〇

松 法 松 法 〃 〇 浦幌十勝 浦幌十勝 7/ 〇
至

ポン幫咕丹 ホン都蹄 77 〇 〇 十 勝 千代田 札 内 〇 〇

春刈古丹 春刈古丹 〃 〇 〇
海

II 幕 別 幕 別 〇 〇

陸志別 陸志別 77 〇 〇 II 利 別 札 内 〇
海

植 別 植 別 〃 〇 〇 区 当 縁 当 縁 大 樹 〇

元崎無異 元崎無異 薫 別 〇 〇 歴 舟 歴 舟 7/ 〇 〇

茂
崎無異 崎無異 II 〇 〇 紋 別 紋 別 77 〇

薫 別 薫 別 II 〇 〇 小紋別 小紋別 7/ 〇

古多糠 古多糠 伊茶仁 〇 〇 豊 似 豊 似 7/ 〇 〇

海 捕 獲 所 属 実施区分

水 系 さ け ま す

区 採卵場 事業場 国 民 国 民

野 塚 野 塚 大 樹 〇

楽 古 楽 古 II 〇 〇

広 尾 広 尾 7/ 〇 〇

音調律 音調律 // 〇

猿 留 猿 留 «えりも) 〇 〇

計 2 5 2 7 9 27 8

歌 別 歌 別 «えりもナ 〇 〇

アベヤキ アベヤキ II 〇 〇

仁雁別 仁雁別 7/ 〇 ◎

幌 満 幌 満 77 〇 〇

え 様 似 様 似 7/ 〇 〇

日高幌別 日高幌別 77 〇 〇

り 元浦河 元浦河 7/ 〇 〇

三 石 三 石 7/ 〇

も 静 内 静 内 静 内 〇 〇

新 冠 新 冠 7/ 〇

以 沙 流 富 川 7/ 〇

鵡 川 鵡 川 敷 生 〇

西 錦多峰 錦多峰 7/ 〇

社 台 社 台 7/ 〇

海 白 老 白 老 7/ 〇 〇

敷 生 敷 生 II 〇

区 ァヨ 口 ァヨ口 77 〇

長 流 長 流 八 雲 〇

貫気別 貫気別 77 〇

礼文華 礼文華 II 〇

長万部 長万部 II 〇

海

区

水 系

捕 獲

採卵場

所 属

事業場

実施区分

さけ ます

国 民 国 民

国 縫 国 縫 A 雲 〇

え 

り 

も 

以 

西 

海 

区

遊楽部 

77

野田追 

落 部

鳥 崎

尾白内 

鹿 部

常 路

磯 谷

大 船

川 汲

矢 尻

尻岸内 

原 木

汐 泊

松 倉

大 野

戸辺地 

茂辺地 

大当別 

亀 川

知 内

福 島

厩矚1 

龄咅隴2 

野田追 

落 部 

鳥 崎 

尾白内 

鹿 部 

常 路 

磯 谷 

大 船 

川 汲 

矢 尻 

尻岸内 

原 木 

汐 泊 

松 倉 

大 野 

戸辺地 

茂辺地 

大当別 

亀 川 

知 内 

福 島

77

7/

77

7/

(森)

II

II

1/

7/

II

1/

〃

II

II

II

7/

7/

7/

77

II

知 内

77

7/

〇 00000000000000000
 0
 0
 0
 0
 0

〇

〇

〇

計 4 4 4 5 6 1 44 1 11

合 

計
16 5 1 7 3 4 3 1 166 2 86

第2表 支場別さけ・ます捕獲採卵事業実施体制

支 場 水 系

捕 獲

採卵場

実施区分

備 考さ け ま す

国 民間 国 民間

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

2 2

3 1

2 2

2 〇

2 5

4 5

2 2

3 1

2 4

2 3

2 7

4 6 1

2 〇

3 1

2 4

2 1

26

4 4 1

1 9

2 3

7

1 8

11

8

計 16 5 1 7 3 1 16 6 1 86

—5 —



§ 2さけ•ますふ化放流実施体制

昭和5 8年度のさけ•ます人工ふ化放流事業は、13 7個所のふ化放流施設(国3 7個所、道6 

個所、民間9 4個所)で実施したほか、計画を上廻る種卵については2 6個所に簡易な仮設池を設 

けて対応し、生産された稚魚は18 6水系に放流された。

この中には、捕獲を実施しているが、ふ化場のない河川、捕獲、ふ化とも行なっていない河川へ 

の稚魚の移殖放流が含まれる。

昭和5 8年度のさけ・ますふ化放流実施体制については、第1表から第3表に示したとおりであ 

る〇 (表中の記号は下記のとおり)

さけの欄...〇さけ◎さけ•べにさけ

ますの欄... 〇さくらます 。からふとます ◎さくらます•からふとます 励ひめます

第1表 昭和5 8年度さけ・ますふ化放流実施体制(国)

海区 水 系
実 

事

施

業場
支 場

魚 種
海区 水 系

実

事 業

施 

場
支 場

魚 種

さけ ます さけ ます

岩 尾別 岩 尾別 北 見 〇 〇 標 津 中 標 津 根 室 〇

斜 里 斜 里 〇 〇 根
// 根 室 〃 〇 〇

才
藻 琴 •藻 琴 〃 〇 〇 室

当 幌 計 根 別 〃 〇 〇

ホ 網 走 網 走 // 〇
海

西 别 虹 別 〃 ◎

1 常 呂 北 見 〃 〇
区

風 蓮 浜 中 〃 〇 ◎

ッ ライ トコロ a匕見第2) 〃 〇 別当 賀 飯中第2) // 〇 ◎

ク
、勇 別 湧 別 // 〇 〇 計 8 8 1 9 5

渚 滑 渚 滑 〃 〇 ◎ 別寒辺牛 知 安 別 十 勝 〇
海

幌 内 幌 内 〃 〇 ◎ え 〃 卸安掘2) // 〇
区 徳 志別 徳 志別 天 塩 〇 ◎ り

む
釧 路 釧 路 // 〇

北見幌別 歌 登 // 〇 〇
も

以
〃 鶴 居 〃 〇 〇

頓 別 頓 別 〃 〇 〇 東 十 勝 幕 別 〃 〇 〇

計 1 2 11 2 1 2 9 海 // 札 内 // 〇

天 塩 天 塩 天 塩 〇 〇 区 // 十 勝 // 〇

〃 中 川 〃 〇 〇 歴 舟 大 樹 // 〇 〇

本 石 狩 千 歳 千 歳 〇 〇 計 4 7 1 8 3

支 笏湖 支 笏湖 // © え以 静 内 静 内 千 歳 〇

海 尻 別 尻 別 渡 島 〇 〇 り£ 敷 生 敷 生 // 〇

利 別 利 別 // 〇 海 遊楽 部 八 雲 渡 島 〇 〇
125.

厚 沢部 厚 沢部 〃 〇
も区

知 内 知 内 // 〇

計 6 7 3 6 5 計 4 4 2 4 1

羅 臼 羅 臼 根 室 〇 合

薫 別 威 別 // 〇 3 4 3 7 6 3 9 2 3

伊 茶仁 伊茶仁 〃 〇 〇 計
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・ます増殖事業協会 
北海道さけ-ます増

:北海道さけ-ます 
会

清部、江良、小島漁協

北海道立水産ふ化場

松前漁協

島牧村

北海道さけ・ます増殖事業協会

北海道立水産ふ化場

神恵内村

北海道さけ・ます増殖事業協会

積丹町

北海道さけ-ます増殖事業協会

厚田漁協

留萌地区さけ・ます増殖事業協会 

北海道立水産ふ化場

北海道立水産ふ化場

北海道さけ•ます増殖事業協会

船泊漁協

北見事業協会

"・北,海道さけます曜直事業協会 

北見事業協会

牝海道さけ・ます増殖事業協会

北見事業協会

北海道さけ•ます増殖事業協会

北見事業協会

常呂町

北海道さけ・ます増殖事業協会

北見事業協会

//

紋別漁協

北海道さけ•ます事業協会

//

//

所 有 者
魚 

さけ 
・〇・ 

〇 

〇

〇 

〇

〇 

〇 

〇

〇 

〇 

〇

1 2

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

2 2

収容施設 支 場

ルシャ 北 見

岩尾別 //

遠音別 U

奥栗別 //

来 運 //

相 生 //

能 取 U

常 呂 n

置 戸 〃

湧別5線 //

丸瀬布 //

ウッツ //

興 部 //

幌内南 //

鬼志別 天 塩

1 5 2

船 泊天 塩

※宗 谷 〃

東利尻 〃

北 山 //

信 砂 //

※増 毛 //

厚 田 千 歳

余 市 //

古 平 //

美 国 〃

神恵内 渡 島

岩 内 〃

※真 狩 〃

島 牧 //

瀬 棚 //

※熊 石 //

寿 都 //

相沼内 〃

突 符 〃

上ノ国 〃

奥 尻 //

清 部 〃

及 部 //

2 3 3

放流水系

1 3

ル シ ヤ

活 尾 別

遠 音 別

奥 藥 別

斜 里

網 走

能 取

常

II

呂

湧

1/

別

渚 滑

興 部

幌 内

鬼 志 別

2 3

大 沢

増 幌

寿

天 塩

信 砂

暑寒 別

厚 田

余 市

古 平

美 国

古 宇

野 束

尻 別

泊

利 別

見 市

朱 太

相沼 内

突 符

天 の

釣 懸

小鴨 津

及 部

海 区

オホーツク海区

計

日本海区

第2表道(※印)、民間の収容施設

•

会

町

薯

協

厲

鑒

魚
 

整

部

!

 

ノ
殖
尻 

疆
乙
上
増
奥

—7 —



—8 —

海 区 放流水系 収容施設 支 場
魚種

所 有 者
さけ ます

根室海区

ル サ

モカセルベン 

サシルイ 

羅 臼

陸志別 

元崎無異 

古多糠 

忠 類

春 別

床 丹

西 別

〃

矢臼別 

穂 香

ノッ力マッフ 

卜・—ポロ

ノレ サ

モカセノLベン 

サシルイ 

湯の沢 

陸志別 

元崎無異 

古多糠 

忠 類

春 別

床 丹

本 別

西 別

矢臼別 

穂 香

灯 台

温根元

根 室

〃

//

//

//

〃

〃

〃

〃

//

//

//

〃

〃

〃

//

0000000000
 

00000

〇

〇

〇

◎

◎

羅臼定置協会

羅臼漁協

〃

〃

〃

標津漁協

〃

北海道さけ•ます増殖事業協会 

野付漁協

〃

別海町

根室南部6単協

別海漁協

根室漁協

歯舞漁協

〃

計 1 5 1 6 1 1 5 5

えりも以東海区

ホロニタイ

チッチャラベン

幌 戸

チョロベツ

釧 路

庶 路

茶 路

音 別

浦幌十勝

十 勝

〃

歴 舟

小紋別

楽 古

広 尾

猿 留

ホロニタイ 

落 石

幌 戸

チョロベッ 

芦 別

庶 路

茶 路

音 別

浦 幌

利 ,別

更 別

更 生

小紋別 

楽 古

広 尾

猿 留

根 室

//

十 勝

//

〃

〃

〃

〃

〃

〃

//

//

//

//

〃

千 歳

0000000000000000

〇

〇

〇

〇

落石漁協

//

浜中町さけ・ます振興事業協会

昆布森漁協

北海道さけ•ます増殖事業協会

白糠漁協

U

北海道さけ-ます増殖事業協会

浦幌町

池田町

大津漁協

大樹漁協

北海道さけ-ます増殖事業協会

広尾漁協

北海道さけ-ます増殖事業協会

〃

計 1 5 1 6 3 1 6 4

えりも以西海区

歌 別

//

日高幌別

様 似

元浦河

三 石

沙 流

※えりも 

歌 別

春 別

様 似

元浦河 

三 石

門 別

千 歳

〃

〃

〃

〃

〃

// *

〇
 

〇
 

〇 
〇
 

〇
 

〇

◎

〇

北海道立水産ふ化場

えりも町漁協

浦河漁協

様似町保護協力会

浦河地区さけ・ます保護協力会 

北海道さけ・ます増殖事業協会

〃

海 区 放流水系 収容施設 支 物
魚 種

所 有 者
さけ ます

鵡 川 鵡 川 千 歳 〇 鵡川漁協

錦多峰 錦多峰 // 〇 北海道さけ・ます増殖事業協会

白 老 白 老 // 〇 白老漁協

登 別 登 別 〃 〇 北海道さけ・ます増殖事業協会

長 流 気 仙 渡 島 〇 伊達市

(有珠湾) 有 珠 // 〇 有珠漁協

〃 虻 田 // 〇 虻田漁協

貫気別 貫気別 // 〇 豊浦漁協

静 狩 長万部 // 〇 長万部漁協

国 縫 国 縫 〃 〇 //

えりも以西海区 尾白内 ※森 // 〇 北海道立水産ふ化場

〃 尾白内 // 〇 北海道さけ・ます増殖事業協会

鹿 部 鹿 部 // 〇 鹿部漁協

大 船 大 船 // 〇 北海道さけ・ます増殖事業協会

矢 尻 矢 尻 〃 〇 //

尻岸内 尻岸内 // 〇 尻岸内漁協

原 木 原 木 // 〇 東戸井漁協

汐 泊 汐 泊 // 〇 銭亀沢漁協

戸辺地 上 磯 // 〇 上塗爵您•北海道さけ•ます増殖

茂辺地 茂辺地 // 〇 茂辺地漁協

大当別 大当別 // 〇 当別漁協

亀 JII 亀 川 〃 〇 木古内漁協

福 島 福 島 // 〇 〇 福島漁協

計 2 6 30 2 2 9 3

合 計 9 2 1 〇 〇 6 9 4 3 7

第3表支場別さけ・ますふ化放流実施体制

支 場
放流

水系数

ふ化施設数 実施区分
備 考

国 営 道営 民営 計 さ け ま す

北 見 2 1 8 1 4 22 〇 ◎

根 室 3 5 8 1 9 2 7 〇 ◎

十 勝 2 4 7 1 3 2 〇 〇 〇

天 塩 2 4 5 2 6 1 3 〇 ◎

千 歳 2 8 4 1 1 8 2 3 〇 〇@

渡 島 5 4 5 3 3 〇 3 8 〇 ◎

計 186 3 7 6 〇 〇 1 4 3

※仮設等6個所含む。
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§ 3さけ•ます増殖事業経費

昭和5 8年度のさけ•ます増殖事業のために要した経費、予算および決算額はド記のとおりであ 

る。

なお、昭和5 4年度から1〇カ年計画で「近海漁業資源の家魚化システムの開発にする総合研究」 

が実施されており、当場もそのメンバーとして14,3 31千円の配分があった。

昭和5 8年度さけ・ます増殖事業のための予算および決算額

区 分 予算額 決算額 備 考

(組 織) 千円 千円

水 産 庁

( 項 ) この他(項)水産庁施

北海道さけ・ますふ化場 1,1 3 4,8 3 9 1,1 3 3,8 5 3 設費!,115,。 4 7千円

( 目 ) 開発局支出委任

人 当 経 費 6 8 6,4 6 1 6 8 6,3 6 6

諸 謝 金 1 9 4 1 6 4 海牧研究予算

職 員 旅 費 1 0,5 9 2 1 0,5 8 8

庁 費 1 7,8 2 1 1 7,8 1 7

採卵ふ化放流庁費 3 8 4,5 4 0 3 8 4,5 3 8

土地建物借料 6,6 1 5 5,7 6 7

各 所 修 繕 1 2,7 〇 0 1 2,6 9 8

自動車重量税 7 10 7 I 〇

試験研究調査委託費 1 4,1 3 7 1 4,1 3 7 海牧研究予算

国有資産所在市町村交付金 1,。 6 9 1,。 6 8

(組 織)

農 林 本 省

( 項 )

農 林 本 省

( 目 )

国際機関等派遣職員給 与 3,。 〇 9

(組 織)

農林水産技術会議

( 項 )

農林水産業技術振興費

( 目 )

職 員 旅 費 1 2 〇

—10 —

§ 4 北海道さけ・ますふ化場の現員

昭和5 9年4月］,日現在の本場および支場別人員配置状況は第1表のとおI)である。

2.定数17 5名の職種別内訳

行 (一) 16 2名

行 (二) !名

研 研職 12名
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§ 5 北洋さけ•ます漁業

⑴漁業規模

第1表母船式さけ・ます流し網漁業(隻数)

年度

企業別 ''''''ゝ^
昭和5 7年 昭和5 8年

母 船

独 航 船

4

17 2

4

17 2

第2表 以南流し網•はえなわ漁業(許可隻数)

許可別

年度
昭和5 7年 昭和5 8年

太平洋 209 2 0 9

大臣〜•中型さけ・ ます流し網

日本海 !〇 9 1 〇 9

第3表 その他さけ・ます漁業(知事許可隻数)

ゝ～～^ 年度
昭和5 7年 昭和5 8年

許可別・

太平洋小型流し網 6 7 6 6 7 7

日本海小型流し網 1 6 1 6

津軽海峡流し網 8 〇 8 〇

日本海はえなわ(10トン以上) 2 5 6 2 4 7

—12 —

(2)さけ・ます漁業実績(昭和5 4年—5 8年)

第4表 日本のさけ・ます漁獲量(区域別)
(単位:トン)

年次 19 7 9 19 8 0 19 8 1 19 8 2 19 8 3

区分 、^ 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

母 船 式 1 5,5 0 0 1 5,5 0 0 1 5,5 0 0 1 5,5 0 0 1 5,5 0 0

割 太 平 洋

(中型流網) 2 0,6 0 0 2 0,6 0 0 2 0,6 0 0 2 0,6 〇 〇 2 0,6 0 0

日
当

(小型流網) 2,6 0 0 2,6 00 2,6 0 〇 2,6 0 0 2,6 0 〇

日 本 海

(流 網) 2,200 2,2 0 0 2,2 0 〇 2,2 〇 〇 2,2 0 〇

it
(延 繩) 1,6 〇 〇 1,6 0 0 1,6 〇 〇 1,600 1,600

計 4 2,5 00 4 2,5 0 0 4 2,5 0 0 4 2,5 0 0 4 2,5 0 0

母 船 式 1 5,4 4 9 1 5,4 4 1 1 5,4 4 5 1 5,4 2 9 1 5,4 1 4

実 太 平 洋

(中型流網) 2 0,5 5 7 2 0,1 0 8 2 0,。 2 3 2 0,3 1 8 2 0,3 4 2

(小型流網) 2,6 11 3,11 6 3,1 3 0 2,85-0 2,5 8 8

日 本 海

(流 網) 2,22 2 2,2 1 〇 2,2 5 6 2,1 8 9 2,1 6 7

本
績

(延 繩) 1,6 〇 8 1,6 0 5 1,6 1 3 1,5 82 1,5 8 7

計 4 2,4 4 7 4 2,4 8 0 4 2,4 6 7 4 2,3 6 8 4 2,。 9 8

沿 岸 8 6,。 8 6 7 7,3 2 2 1 0 4,8 4 5 9 1,。 8 6 11 4,8 6 7

日 本 計 1 2 8.5 3 3 11 9,8 0 2 1 4 7,3 1 2 1 3 3,4 5 4 1 5 6,9 6 5
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§6さけ•ます増殖事業成績総括

昭和5 8年度さけ・ます親魚の捕獲採卵は5 8年4月1日から5 8年12月2 8日までの間に実 

施しまた、ふ化、飼育した主要3魚種については5 9年1月1日から59年7月10日の間に放流 

した。この他に、ひめます、べにさけの放流を行なっている。これらの成績は第1表のとおりであ 

る〇

第1表 海区別、魚種別の成績集計表

(注)1.実績にそ上調査河川分を含む。

2•捕獲数には特々採分を含まず、又、さけ・からふとます採卵数(実績)には海産卵は含ま 

ないが、放流数の中には含まれる。

さ け

海 区 区 分
水 

系 

数

実
施
個
所
数

捕獲数

尾

採卵数

千粒

「水

［系

数

1
!放流数

千尾

オホーツク海区

計 画

実 績

達成率％

3 3

2 7

3 4

2 8

3 0 0,。 0 0

1 9 8.7 7 3

6 6.3

3 1 8.8 0 0

2 0 3.6 2 7

6 3.9

3 2

2 7

2 2 7,。 0 0

2 6 0,9 4 6

11 5.0j

日本海区

計 画

実 績

達成率％

3 7

3 5

3 9

3 8

2 2 8.4 0 0

4 2 9,。 4 7

1 8 7,8

1 9 9,8 0 0

3 3 7,5 0 3

1 6 8.9

4 1

4 6

1 5 9,5 〇〇

1 8 0,5 81,

113项

根室海区

計 画

実 績

達成率％

3 〇

2 9

3 〇

2 9

2 9 0,。 0 0

3 9 6,5 0 6

1 3 6.7

2 8 9,7 0 0

4 1 7,6 9 1

1 4 4.2

3 1

3 1

2 0 0,6 〇〇

2 2 9,1 81

11 4.2

えりも以東海区

計 画

実 績

達成率％

2 6

2 5

2 8

2 7

3 3 1,。 0 0

2 7 6,1 0 5

8 3.4

3 2 9,5 0 0

3 5 0,7 0 1

1 〇 6.4

2 7

3 〇

2 6 4,6 〇〇

2 7 1,7 7 4

1 〇 2.7

えりも以西海区

計 画’

実 績

達成率％

4 6

4 4

4 7

4 5

2 1 5,4 0 0

2 1 4,1 0 5

9 9.4

2 2 7,6 0 0

2 2 4,2 2 4

9 8.5

49

5 〇

1 8 7,3 0 0

2 。 4,2 8 1

1 〇 9.1

合 計

計 画

実 績

達成率％

1 7 2

1 6 〇

1 7 8

1 6 7

1,3 6 4,8 0 0

1,5 1 4,53 6

111.0

1,3 6 5,4 〇 〇

1,5 3 3,7 4 6

11 2.3

1 8 〇

1 8 4

1,。 3 9.0 0 0

1,1 4 6,7 6 3

11 0.4

3.さくらます放流数には拡大再生産事業分及び池中養成分は含まない。
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さ く ら ま す か ら ふ と ま

水 水 水 水

系 捕獲数 採卵数 系 放流数 系 捕獲数 採卵数 系 放流数

数 尾 千粒 数 千尾 数 尾 千粒 数 千尾

11 11 3.8 〇 〇 2,3 7 7 9 2,。 〇 〇 2 9 3 〇 1 9 5,。 0 0 1 0 6,。 0 0 2 7 8 4,5 0 0

9 9 3.6 6 3 1,8 6 〇 8 1,23 7 2 6 2 6 3 2 0,7 2 7 1 7 1,9 6 5 2 4 1 0 8.7 4 1

9 6.4 7 8.2 6 1.9 1 6 4.5 1 6 2.2 1 2 8.7

22 2 2 4,5 〇 〇 6,4 2 3 2 5 4,6 0 0 9 9 1 2,2 0 0 4,3 0 0 9 3.5 0 0

1 4 1 4 1,9 7 5 2,5 8 7 1 〇 1,。 2 1 9 1 〇 2 1 2 6 2 11 4,8 4 2

4 3.9 4 0.3 2 2.2 1.7 1.4 1 3 8.3

1 〇 1 〇 4,。 00 3,00 〇 1 〇 2,4 0 0 1 7 1 7 7 0,7 0 0 2 9,。 0 0 1 6 2 3,2 0 0

8 8 2,3 8 9 2,4 6 6 4 1,5 6 8 2 3 2 3 3 6,9 7 9 1 8.4 6 9 1 3 2 3,8 0 3

5 9.7 8 2.2 6 5.3 5 2.3 6 3.7 1 〇 2.6

6 7 3.2 0 〇 1,9 〇 〇 7 1,5 0 〇

7 8 1 9,1 6 9 8.3 48 6 9,8 7 3

5 9 9.0 4 3 9.4 6 5 8.2

6 6 1,2 0 0 1,3 0 0 7 1,。 〇 〇 9 9 2,。 〇 〇 9 5 0 8 1,5 0 0

3 3 6 6 1 4 9 9 2 7 3 9 7 3 5,5 3 1

0.5 0.5 0.4 1 3.7 1 0.2 3 6 8.7

49 4 9 1 3,5 〇 〇 1 3,。 0 0 5 1 1 0,。 0 0 7 〇 7 2 2 8 3.1 0 0 1 4 2,1 5 0 6 7 11 4,2 0 0

34 3 4 8.0 3 3 6,9 1 9 2 3 3,8 3 〇 7 4 7 6 3 7 7,3 6 0 1 9 8. 9 4 1 5 7 1 5 2,7 9 0

5 9.5 5 2.8 3 8.3 1 3 3.3 1 4 0.0 1 3 3.8
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海 区 区 分

ひ め ま す べ に さ け

捕獲数

尾

採卵数

千粒

放流数

千尾

捕獲数

尾

採卵数

千尾

放流数'

千尾

オホーツク海区

計 画

実 績

達成率％

日本海区

計 画

実 績

達成率％

1 8.7 0 0

5,4 76

2 9.3

1,3 6 〇

1,30 1

9 5.4

1,。 〇 〇

7 7 5

7 7.5

根室海区

計 画

実 績

達成率％

4 00

3 4

8.5

1 2 8

2

1.6

61

74

1 2 1.3

えりも以東海区

計 画

実 績

達成率％

えりも以西海区

計 画

実 績

達成率％

合 計

計 画

実 績

達成率％

1 8.7 0 0

5,4 7 6

2 9.3

1,3 6 〇

1,3 〇 1

9 5.7

1,。 〇 〇

7 7 5

7 7.5

4 0 0

3 4

8.5

1 2 8

2

1.6

61

74

1 2 1.3
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r
合 計

e獲数 採卵数 放流数

尾 千卵 千尾

4 9 8.8 0 0 4 2 7,1 7 7 3 1 3,5 0 0

5 2 3,1 6 3 3 7 7,4 5 2 3 7 0,9 2 4

1 〇 4.9 8 8.4 11 8.3

2 6 3,8 0 0 2 11.8 8 3 1 6 8.6 0 0

4 3 6,7 1 〇 3 4 1,4 5 3 1 8 7,2 1 9

1 6 5.5 1 6 1.2 111.0

3 6 5,1 0 0 3 2 1,8 2 8 2 2 6,2 6 1

4 3 5,9 0 8 4 3 8.6 2 8 2 5 4,6 2 6

11 9.4 1 3 6.3 11 2.5

3 3 4,2 0 0 3 3 1,40 0 2 6 6,1 0 0

2 9 5,2 7 4 3 5 9,。 4 9 2 8 1,6 4 7

8 8.4 1 〇 8.3 1 〇 5.8

2 1 8.6 0 0 2 2 9,8 5 0 1 8 9,8 0 0

2 1 4,3 8 4 2 2 4,3 2 7 2 0 9,8 1 6

9 8.1 9 7.6 11 0.5

1,6 8 0,5 0 0 1,5 2 2,1 3 8 1,1 6 4,2 6 1

1,9 0 5,4 3 9 1,7 4 0,9 0 4 1,3 0 4,2 3 2

11 3.4 11 4.4 11 2.0
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第2表さけ•海産卵(漁獲物からの供出魚による。)

海

区
実施漁協 実施期間

供出親魚数
早畜養数 早使用数 使用率 採卵数

平為

採卵数早 6 計

才

ホ
1 宇登呂 8.2 7～1 0.11

尾

4,3 61

尾 尾

4,36 1

尾

4,10 4

尾

3.2 96

%

7 5.6

千粒

8.6 42

粒

2,6 2 2

ツ 
ク 網走 9.オー 9. 9 19 1 9 1 9 8 4 2.1 19 23 7 5

海 区計 8.2 7～1 0.11 4,3 8 0 4,3 80 4,12 3 3,3 0 4 7 5.4 8.6 61 2,6 21

日

留萌

増毛
1 0.1 3^1 2. 6 171 43 214 171 1 62 9 4.7 4 74 2,9 26

本

島牧

西島牧
10.2 1～11.2 9 29 19 48 2 9 14 4 8.3 37 2,6 4 3

乙部町 1 0,21〜11.11 16 12 28 16 15 9 3.8 26 1,7 33

海 区計 10.13-12. 6 216 74 290 216 191 8 8.4 5 37 2812

根 羅臼 10. 5—11.24 10,。 4 0 3,7 4 9 1 3,7 8 9 1 0,。 4 0 8.11 3 8 0.8 1 9,4 65 2,3 99

室 野付 11.1—12. 3 1,70 8 609 2,317 1,6 71 1,5 9 8 9 3.6 3,474 2,17 4

海 区計 10. 5^-12. 3 11,7 4 8 43 5 8 1 6,10 6 11,711 9,7 11 8 2.7 2 2,9 3 9 2,3 6 2

ェ 昆布森 10.11～11.11 490 38 528 490 415 8 4.7 941 2,2 6 7

リ 大樹 1 〇• 7～11.1 2 905 284 1,1 89 905 882 97.5 2,3 39 2,6 52

モ 

以 

東

広尾

庶野

9.2 9—11.5

9.2 8～11.2 3

716

2。14

231

542

947

2,5 5 6

7 16

2り14

644

1,823

8 9.9

9 05

1,8 30

5,3 9 2

2,842

2,95 8

海 区計 9.2 H 1.2 3 4,125 1,。 9 5 5,22 0 4,1 25 3,764 9 1.2 10,502 2,7 90

えりWT 9.26—112 5 4,3 84 648 5,。 3 2 4,384 3,8 8 8 87.2 12,。 40 3,。 9 7

冬 島 9.2 5—11.2 4 1,303 259 1,5 6 2 1,3 0 3 962 7 3.8 2,6 2 4 2,72 8

ェ 様似 9.2 7～11.3 0 1,205 189 1,394 1,20 3 1,20 3 8 5.0 2,836 2,3 5 7

浦河 10. 5～11.2 0 6 15 153 768 615 485 7 8.9 1,33 5 2,7 5 3

リ 荻伏 10. 8—11.2 8 617 1 59 776 6 1 7 3 75 6 0.8 1,040 2,77 3

三石

モ 静内 -11.2—11.2 5 641 143 784 637 6 27 9 7.8 1,858 2,96 3

新冠 -

以 苫小牧

白老

西 虎杖浜 •11.10—11.2 9 469 77 546 469 400 8 5.3 983 2,4 5 8

登別 ■

尻岸内 10.31～11.8 252 11 8 3 70 133 1 22 4 8.4 245 20 0 8

海 区計 9.2 5^11.30 9,4 86 1,7 4 6 11232 9,3 61 8.0 6 2 8 5.0 2 2,9 61 2,84 8

合計 82 7～12. 6 29.9 55 72 7 3 37,22 8 2 9,5 3 6 2 5,。 3 2 8 3.6 6 5,600 2,6 21
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第3表 からふとます•海産卵(漁獲物からの提出魚による。)

海

区
実施漁協 実施期間

供出親魚数
早畜養数 早使用数 睇率 採卵数

平均

採卵数辛 $ 計

才 
ホ 

1

尾 尾 尾 尾 尾 % 千粒 粒

ツ 
ク
網走 9. 2-9.1 〇 393 40 433 362 320 81.4 405 1,2 6 6
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第4表 さけ持々採・捕獲採卵成績

海 区 水 系
捕

採 卵

獲

場

捕 獲 数
採卵数 実施期間

$ 3 計

石 尾 別 岩 尾 別 2,1 26 2,7 2 7 4,8 5 3 1 2. 5 〜 1.] 5

東 遠 Yr. 別 遠 別 69 80 14 9 1 2. 5 1 2.2 〇

奥 藥 別 奥 藥 別 393 266 659 1 2. 5 1 2.1 6

斜 里 斜 里 7,。 7 5 6,4 7 5 13,5 5 0 1 2. 5 1 2.2 9

才 止 別 止 別 702 468 1,1 7 0 1 2. 5 1 2.1 7

浦 志 別 濤 沸 湖 590 486 1,。 7 6 1 2. 5 1 2.2 7

藻 琴 藻 琴 1 4,8 6 9 14,198 2 9,。 6 7 1 2. 5 1. 7

ホ 網 走 網 走 1 5,607 16,1 6 6 31,7 7 3 1 2. 5 -■'― 1.1 1

部 能 取 湖 能 取 5,51 3 4,8 3 3 10,346 1 2. 5 〜 1 2.1 6

(東部計) (4 6,9 44) (4 5,6 9 め (92,6 4$ (1 2. 5 1.1 5 )

1 常 呂 常 呂 11,80 5 7,2 2 2 19,027 1 2. 5 1 2.2 2

中 芭 露 芭 露 233 179 4 12 1 2. 5 1 2.2 〇

湧 別 湧 別 7,9 6 7 7,798 1 5,7 6 5 1 2. 5 1 2.2 9

ッ 渚 滑 渚 滑 986 940 1,9 2 6 1 2. 5 1 2.2 8

興 部 興 部 60 33 93 1 2. 5 1 2.2 5

部 幌 内 幌 内 355 204 559 1 2. 5 —- 1 2.2 〇

ク (中部計) (2 1,4 〇 6) (16,3 7¢ (37,7 82) (1 2. 5 1 2.2 9 )

西 徳 志 別 徳 志 別 4 18 3 67 7 85 1 2. 5 1.1 〇

頓 別 頓 別 5 1 2 17 1 2. 5 1 2.1 〇

部 (西部計) (4 2 3) (37分 (802) (1 2. 5 1.1 〇 )

本 年 度 6 8.7 7 3 6 2,4 54 1 31,227 1 2. 5 1.1 5
海 区 計

前 年 度 4 3,7 4 3 4 1,4 51 85,1 94 1 2.1 8 1.1 5

北 増 幌 増 幌 3 1 4 1 2. 1 1 2.3 1

0 信 砂 信 砂 〇 〇 〇 .1 2. 1 ■ 1 2.3 1

暑 寒 別 暑 寒 別 〇 〇 〇 1 2. 1 — 1 2.3 1

部 (北部計) (3) ⑴ ④ (1 2. 1 1 2.3 1)

中部 余 市 余 市 5 8 54 11 2 1 2. 1 〜 1 2.1 5

本 南部 及 部 及 部 524 1,122 1,6 4 6 1 2. 1 1 2.2 5

本 年 度 585 1,]77 1,762 1 2. 1 1 2.3 1
海 区 計

前 年 度 1 03 101 204 1 2.11 〜 1.1 〇

—2〇 — —21—

海 区 水 系
捕 獲

場

捕 獲 数
採卵数 実施期間

採 卵 $ 8 計

(尾) (=m
ノレ サ ノレ サ 79 7 1 150 1 2. 5～12.2 1

羅 サシルイ サ シルイ 〇 〇 〇 1 2. 5 ～ 1 2.2 1

臼
羅 臼 羅 臼 1,403 1,33 1 2,7 3 4 1 2. 5 〜1 2.2 6

根
ポン春刈古丹 ポン春刈古丹 47 38 85 1 2. 5 ～ 1 2.2 0

地 春刈古丹 春刈古丹 131 144 275 1 2. 5～ 12.21

陸志 別 陸 志 別 67 72 139 1 2. 5～ 12.2 0
I2S.

植 別 植 別 336 324 66 〇 1 2. 5 ～ 1 2.2 4

(羅臼地区計) (2,。 63) (1,9 8 0) (4,。 4 紛 (1 2. 5～ 12.2 6)

元崎無異 元崎無異 50 51 101 1 2. 5 ～ 1 2.2 4

標 崎無 異 崎 無 異 100 89 189 1 2. 5 ～ 1 2.2 4

津
薫 別 薫 別 297 283 580 1 2. 5 ～1 2.2 3

古多 糠 古 多 糠 67 92 159 1 2. 5 ～ 1 2.2 4

地 忠 類 忠 類 246 221 467 1 2. 5 ～12.2 0

伊茶 仁 伊 茶 仁 32 32 6 4 1 2. 5 ～12.2 0

区
標 津 標 津 279 328 607 1 2. 5 〜1 2.2 3

(標津地区計) (1,07 1) (1,。 96) (2,16 7) (1 2. 5 — 12.24)

当 幌 当 幌 59 64 1 23 1 2. 5 〜1 2.1 4

南
春 别 春 別 32 41 73 1 2. 5 ～ 1 2.1 4

床 月 床 丹 64 61 125 1 2. 5 ～ 1 2.1 4

室
部 西 別 西 別 4,7 5 6 3,80 8 8.5 6 4 1 2. 5 ～ 1 2.3 0

(南部計) (4,911) (3,97 4) (8.88 § (1 2. 5 〜1 2.3 〇)

区 計
本 年 度 8.。 4 5 7,。 5 0 1 5,。 9 5 1 2. 5 ～12.3 0

前 年 度 10,05 7 8.3 6 8 18.425 1 2.11—1.1 3

厚 内 厚 内 1,2 4 9 64 1 1,8 9 0 1 2.1 ～ 1 2.2 5

え 十 勝 幕 別 1,188 650 1,838 1 2.12.2 0

り
西

千 代 田 6,72 8 4,5 99 11,3 2 7 1 2.1～ 1.1 4

厶
く小計> <7,9 1 6/ く5,2 4 少 <1 3,165> 1 2.1.1 4

当 縁 当 縁 1 8 1 8 36 1 2.1 ～ 1 2.2 2

以 歴 舟 歴 舟 2,9 81 2,2 0 2 5,18 3 1 2.1—1 2.2 8

東
部

紋 別 紋 別 4 〇 4 1 2.1～12.2 0

小紋 別 小 紋 別 392 552 944 1 2.1—1 2.2 8

豊 似 豊 似 54 4 5 16 1,。 6 0 1 2.1—1 2.2 5



捕 獲 捕 獲 数
海 区 水 系 採卵数 実施期間

採卵数 5 6 計

(® (W

野 塚 野 塚 3 4 32 66 1 2.1 2.2 4

え 西 楽 古 楽 古 85 9 746 1,60 5 1 2.1 ～ 1 2,2 6

り 広 尾 広 尾 2,82 1 2,。 88 4,909 1 2.1 ～ 1.1 〇

も 音調律 音調律 1 2 1 9 31 1 2.1 ～ 1 2.2 4

以 部 猿 留 猿 留 4 98 589 1,。 8 7 1 2.1—1 2.2 1

東 (西部計) (1 73 2$ (1 2,6 5 2) (29,9 80) (1 2.1 ～ 1.1 4)

海 区計
本年度 1 7,3 2 8 12,652 29,980 1 2.1 ～ 1.1 4

前年度 19,22 4 1 6,6 0 2 3 5,82 6 44 1 1 2.11 ～ 1.2'5

歌 別 歌 別 1,。 9 0 1,2 75 2,36 5 1 2.1 ～ 1.2 〇

仁雁別 仁雁別 728 874 1,602 1 2.1 ～ 1 2.2 7

日 幌 満 幌 満 1 86 227 413 1 2.1 2.2 7

様 似 様 似 232 248 480 1 2.1 ～ 1 2.3 〇

え 高 日高幌別 日高幌別 4,2 2 8 1 0,9 4 2 1 5,1 7 0 1 2.1—1.1 5

元 浦 元浦河 3,4 2 5 6,847 10,2 7 2 1 2.1—1.2 9

地 三 石 三 石 2,。 7 8 2,36 4 4,44 2 1 2.1 2.2 4

り 静 内 静 内 1,6 85 2,759 4,4 4 4 1 2.1 ～ 1 2.2 7

区 新 冠 新 冠 1,2 5 9 1,274 2,5 3 3 1 2.1—1 2.1 6

沙 流 富 川 80 95 1 75 1 2.1 ～ 1 2.1 4

も (日高幄計) (14,9 91) (26,90¢ (4 1,8 9 6) (1 2.1.20)

胆 錦多峰 錦多峰 255 500 7 55 1 2.1 ～ 1.1 4

振 白 老 白 老 879 537 1,41 6 1 2.1〜1.1 5

以 地 敷 生 敷 生 4 98 489 987 1 2.1 ～ 1.1 5

区 fflwaz計) (1,6 3 2 (1,5 26) (3,1 5 8) (1 2.1 ～ 1.1 5)

長 流 長 流 251 205 456 1 2. 5 ～ 1 2.2 8

西 噴 貫気別 貫気別 1 99 11 4 313 •1 2.1〜12.15

火 長万部 長万部 4 5 36 81 1 2.1～12.2 0

湾 遊楽部 遊楽部第2 2,9 9 5 2,6 1 〇 5,6 0 5 1 2.1 ～1 2.2 3

地 鳥 崎 鳥 崎 3,9 6 4 5,20 8 9,1 72 1 2.1 ～1 2.3 1

区 尾白内 尾白内 2,6 8 7 4,3 1 4 7,。 01 1 2.1〜12.3 1

(啾湾幄計) (2,14 1) (1 2,48¢ (2 2,62 8) (1 2.1 2.3 1)

道地 鹿 部 鹿 部 1 9 11 30 1 2.1—1 2.1 5

南区 常 路 常 路 23 2〇・ 43 1 2.1〜1 2.1 5
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水 系
捕 獲

採卵場

捕 獲 数
採卵数 実施期間料

$ 3 計

え

り

も

以

西

道

南

地

区

大 船

尻岸 内

汐 泊

戸辺地

茂辺地

知 内

福 島

大 船

尻岸内

汐 泊

戸辺地

茂辺地

知 内

福 島

(道南地区計)

1 37

44

72

894

616

4,2 7 2

931

(7,00 矽

292

54

141

837

3.12 6

4.7 8 7

1.8 5 5

(11,1 23)

(尾)
429

98

213

1.73 1

3.74 2

9,。 5 9

2,7 8 6

(1 8.13 1)

能)
1 2.1 ～ 1 2.2 0

1 2.1 ～ 1 2.1 3

1 2.1 ～ 1 2.2 0

1 2.1 ～ 1 2.2 5

1 2.1 ～ 1 2.2 8

1 2.1 ～ 1.1 3

1 2.1 ～ 1 2.2 5

(1 2.1 ～ 1.1 3 )

海区計
本年度

前年度

3 3,77 2

7,6 3 5

52,04 1

6,83 7

8 5,81 3

14,47 2 52

1 2.1 ～ 1.1 5

1 2.1 8 ～ 1 2.2 4

全 道 計
本年度

前年度

128.5 0 3

8 0,7 6 2

1 3 5,3 7 4

7 3359

263,877

15 4,121

〇

4 93

1 2.1—1.1 5

1 2.11—1.3 1
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第5表 最近5ヶ年のさけ増殖事業成績

()特別措置による採捕数で外数

< >仮施設による収容で内数

、、f^年度 

区分
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

来 遊 量(千尾) 1 8.9 0 3 1 5,1 4 3.9 2 1,926 2 0,。 4 〇 2 3,。 1 4

河川内捕獲数(千尾) 1,1 5 3
1,4 8 5.4 

(1 7 4.1)
1,5 1 〇 
(12 0)

1,6 1 6 

(154)

1,5 1 5

(2 64)

親魚そ上率(％) 5.9 1 0.7 7.4 8.8 7.7

?親魚捕獲数(千尾) 5 2 7
7 1 2 

( 7 3 )

6 8 9

(65)

7 3 9

(81)

6 84 

(129)

9 比(％ ) 4 5.7 4 7.9 4 6.3 4 6.3 4 5.7

$親魚使用数(千尾) 4 5 2 6 5 9 5 9 5 6 3 7 6 11

使用率(％) 8 5.7 9 2.5 8 6.4 8 6.2 8 9.3

採 卵 数(千粒) 1,11 4,2 1 8 1,5 6 4,5 2 4 1,4 4 5,2 5 1 1,5 5 0,6 7 9 1,5 3 3,7 4 6

一尾平均採卵数(粒) 2,4 6 6 2,3 7 5 2,4 2 8 2,4 3 4 2,5 1 2

海産卵(千粒) 3 9.9 11 1 5 5,7 8 3 6 5,8 5 5 7 1,4 3 3 6 5,6 0 0

特々卵(千粒) — — 4,3 6 7 4 9 3 〇

△供試卵(千粒) 6 3 1 20 1 2 8 1 〇 3 2 2 4

仮収容卵数(千粒) 1,1 5 8.7 9 0 1,7 2 0,1 87 1,5 1 5,3 4 5 1,6 2 2, 5〇 2 1,5 9 9,1 2 2

本州移殖卵数(千粒) 7 6,9 9 6 2 2 2,5 11 2 0 6,2 1 0 1 9 3.0 9 3 1 7 6,2 7 1

外国〃 (千粒) 2,1 84 3.6 9 7 2,8 1 3 3,6 〇 5 3.3 〇 7

収容卵数(千粒) 1,。 7 8.6 0 4
1,2 6 3.9 6 3 

<2 3 0,。 6 6>

1,3 0 6,3 22
<2 1,8 9 6>

幻,4 2 5,8 0 2
<4 9,7 1 4>

•<<1,4 1 9,5 4 1
<4 2,7 5 5>

収/仮(％) 9 3.6 8 6.8 8 6.2 8 7.9 8 8.8

ふ出尾数(千尾) 9 1 5.6 8 6
1,。 9 3.9 9 1 

<1 7 9,7 2 1>
1,1 3 9,9 0 1 
<1 9.5 7 5>

1,1 7 4,5 7 1 

<4 1,。 3 9>

1,2 2 2,。 4 2 

<37,。 9 8>

ふ/収(％) 8 4.8 ,. 8 6.6 8 7.3 8 2.4 8 6.1

給餌開始尾数(千尾) 8 3 1,2 8 2 9 7 7,7 5 8 1,。 2 2,1 0 5 1,。 7 9,2 0 2 1,。 6 4,9 2 7

給/ふ(％) 9 0.8 8 9.4 8 9.7 9 1.9 9 3.8

給餌放流尾数(千尾) 8 0 8.9 4 8 9 4 4,7 1 6
9 7 6,。 1 6

<6,1 2 〇>
1,。 2 9,2 8 7 
<2 0,9 2 1>

1,06 4,5 2 1
< 8.6 7 2>

総放流尾数(千尾) 8 7 3.4 8 9
1,。 3 0,。 9 2 

<11 6,。 8 7>

1,。 7 9,8 9 3

<1 9,5 5 〇>
1,11 3,8 9 3 
<3 9,7 5 8>

1,1 4 6,7 6 3 

<3 4,。 9 6>

給/総(％ ) 9 2.6 9 4.0 9 0.4 9 2.4 9 2.8

総/収(％ ) 8 0.9 7 9.6 8 2.7 7 8.1 8 0.8

汰5 7年度発眼後2千粒試験控除、5 8年度発眼後3千粒試験控除
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§ 7さけ増殖事業

1.さけ沿岸来遊概況

昭和5 8年度の北海道のさけ来遊量(沿岸+河川)は2,3 01万尾であり史上最高を記録した昭 

和5 6年を上廻り、史上最高の来遊量となった。その主群は、5 4年級の4年魚で1,2 5 0万尾、 

次いで3年魚の5 6 〇万尾であるが、5年魚は4 9 〇万尾と5年魚としては多い来遊がみられた。 

また、2年魚も2 7万尾と多く来遊した。

本州の来遊量は、!,。 8 3万尾と昭和5 7年の8 3 4万尾を上廻る史上最高となったが、これは 

太平洋側域の来遊が多かったためである。そして、その主群は4年魚であるが、3年魚、5年魚 

の来遊も少なくなかった。

各海区の来遊状況は次の通りである。

。北海道域

1) オホー、ンク海区

来遊量は、512万尾と昭和5 6年の5 7 7万尾には及ばなかったが、史上2位の来遊量とな

った〇

2) 根室海区

来遊量は、6 6 5万尾と6 〇 〇万尾台の多くの来遊があり、羅臼地区3 〇 〇万尾、標津海区は

2 〇 〇万尾以上と多く来遊した。そして、標津川、薫別川など前期にこの地区の河川に大量のそ 

上がみられたが、これはこの地区河川の前期群の回帰が多かったことと、前期に操業期間を調整 

し、河川そ上を促したためである。

3) えりも以東海区

この海区は、昭和5 4年から4 〇 〇万尾台の多くの来遊がみられるようになり、昭和5 6年に 

は5 7 6万尾とこの海区としては最も多い来遊となったが、本年5 2 〇万尾と好漁であり、特に 

十勝川系の来遊が非常に多かった。

4) えりも以西海区

この海区は、年々来遊量が多くなっており、昭和5 6年には3 5 〇万尾とこの海区としては史 

上最高を記録したが、本年はそれを上廻り、4 4 4万尾と史上最高の来遊量となった。

5) 日本海区

来遊量が少ない海区であるが、昭和5 4年より来遊が増加し、昭和5 6年には1〇 〇万尾台の 

来遊となっている。本年は16 0万尾と史上最高の来遊量となった。これは、中部・北部地区系 

の資源が増加し、特に石狩川系•天塩BI系の資源の増加が著しいためのものである。

〇本州域
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1) 太平洋域

来遊量は!,。 2 ?万尾であり、岩手県下の河川系の増加が著しく、非常に多く回帰した。その主 

群は、昭和5 4年級の4年魚であるが昭和5 5年級の3年魚、5 3年級の5年魚も多く回帰して 

おり、これらの各年級群とも高位年級群である。

2) 日本海域

来遊量は、5 6万尾と略々前年並みであり、太平洋域の著しい増加傾向に比べ資源の増加米認 

められない。しかし、県毎には変化が見られ、新潟県以南の地区は、徐々にではあるが増加のき 

ざしがみられる。主群は、昭和5 4年級の4年魚であるが、資源量としては低位であり、また、 

3年魚の昭和5 5年級も低位年級と考えられる。

2.沿岸漁業と再生産用親魚の確保

北海道沿岸に来遊するさけ資源は、ほとんどが人工ふ化事業によるものであり、その漁業の大 

部分がさけ定置網漁業によって占められている。

最近の沿岸来遊資源の増加に伴って、共同漁業権に係る他魚種を対照とする小定置網および刺 

網漁業でも、海区および地区によってさけの混獲量が増加する傾向にある。

再生産用親魚の確保については、結果的には河川そ上数が17 7万尾を超え、捕獲数も151.5 

万尾と計画数136.5万尾を11.0 %も上廻った。
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第1表 海区別のさけ沿岸漁獲数、河川捕獲数および河川そ上率(北海道)

単位｛
沿岸、河川(千尾) 

そ上率(％ )

注’)1.千尾未満の数字は四捨五入してまとめた。

2. 河川そ上率とは、河川捕獲数:(沿岸漁獲数+河川捕獲数)である。

3. 特・•…帰別措置による採捕数
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第2表 県別のさけ沿岸漁獲数•河川捕獲数および河川そ上率(本州)

海

域

県

名 事弟X
19 74

49年度

19 7 5

50年度

19 7 6

51年度

19 7 7

52年度

197 8

53年度

19 7 9

54年度

19 8 0

5 5年度

1981

5咪度

19 82

57年度

19 8 3

5圧度

青
沿岸 1 0 5.6 188.0 16 23 1 75.8 3 75.3 75 6.2 5 6 23 8 91.2 1,。 1 9.3 1,0 6 5.1

河川 15.0 25.7 19.4 10.2 7.2 175 14.0 2 4.5 3 3.6 2 5.5

森
合計 1 20.6 213.7 181.7 1 86.0 3 82.5 7 7 3.7 5 71.3 915.7 1,052.9 1,。 9 0.6

太
そ上率 12.4 1 2.0 10.7 5.5 1.9 2.3 1.6 2.7 3.2 23

岩
沿岸 44 1.0 83 9.6 88 4.0 1,114.2 1,8 7 6.1 2,9 0 15 4,7 1 4.9 5,7 7 7.2 5.9 7 3.9 8.1 88.2

河川 1 0 4.4 1 88.6 1 3 2.3 2 0 23 2 62.3 3 7 6.6 9 0 0.2 5 2 2.1 6 41.8 4 5 6.7

手
合計 5 4 5.4 1,0 2 8.2 1,。 1 6.3 1,3 1 6.5 2,1 3 8.4 3,2 7 8.1 5,61 5.2 6,2 9 9.3 6,6 1 5.7 8.64 4.9

そ上率 1 9.1 1 8.3 1 3.0 154 12.3 11.5 1 6.0 8.3 9.7 5.3

宮
沿岸 21.8 5 6.8 3 8.7 3 3.4 7 1.6 91.9 13 3.7 1 269 9 9.2 3 0 32

河川 1 9.7 19.6 11.5 1 2.1 12.8 2 42 2 8.7 2 79 3 54 5 3.8

平
城
合計 4 1.5 7 6.4 5 0.2 4 5.5 8 44 11 6.1 16 25 1 5 4.8 13 4.6 3 5 7.0

そ上率 4 75 2 5.7 2 2.9 2 6.6 15.2 20.8 1 7.7 18.0 2 6.3 15.1

福
沿岸 2 0.5 2 5.5 2 3.5 2 1.4 31.9 10 8.1 10 5.6 7 8.2 5 7.4 7 7.1

河川 1 2.7 2 6.6 1 9.3 24.2 3 2.9 6 2.7 5 5.3 4 6.0 4 7.4 6 8.5

島
合計 3 32 5 2.1 4 2.8 4 5.6 6 4.8 17 1.8 16 0.9 124.2 1 04.8 14 5.6

そ上率 3 8.3 5 1.1 4 5.1 5 3.1 5 0.8 3 65 3 4.4 3 7.0 4 52 4 7.0

洋 茨
沿岸 0.6 1.7 1.9 2.2 1.6 1.2 2.1 2.1 0.9 3.6

河川 4.2 1.6 0.9 4.2 5.7 8.3 8.7 6.7 9.6 1 8.6

城
合計 4.8 3.3 2.8 6.4 7.3 9.5 10.8 8.8 1 0.5 2 2.2

そ上率 8 7.5 4 85 3 2.1 6 5.6 7 8.1 87.4 8 0.6 7 6.1 91.4 8 38

沿岸 (22) 0.2 (22) 0.3
千
河川 (31) 0.3 (66) 0.9

合計 (53) 0.5 (88) 12

域 葉
そ上率 5 8.5 60.0 7 5.0 7 5.0

沿岸 5 89.5 1,111.6 1,11 0.4 1,3 4 7.0 23 5 65 3,858.9 5,51 8.6 63 7 5.8 7,15 0.6 9,6 3 7.5

河川 15 6.0 2 6 2.1 18 34 2 5 3.0 3 20.9 4 90.3 1/)。 7.0 6 2 7.5 7 6 7.8 6 24.0

合計 7 4 5.5 1,3 7 3.7 1,2 9 3.8 1,6 0 0.0 2,6 77.4 4,3 4 9.2 6,5 2 5.6 7,5 0 3.3 7,9 1 8.4 102615

そ上率 2 0.9 1 9.1 14.2 1 5.8 12.0 11.3 15.4 8.4 9.7 6.1

沿岸 3 0.5 3 2.6 4 88 8 53 35.4 9 5.8 1 0 3J0 119.1 7 0.0 17 0.7
日 青

河川 0.5 05 0.2 0.7 0.8 0.5 0.8 0.5 1.2 2.3

本 森
合計 3 1.0 3 3.1 4 9.0 86.5 3 62 9 6.3 1 0 3.8 119.6 7 1.2 1 73.0

そ上率 1.6 1.5 0.4 0.8 2.2 0.5 0.1 0.4 1.7 1.3

海 秋
沿岸 13 5.5 1 31.6 96.8 2 58.1 1 66.5 29 2.6 116.8 11 8.1 88.9 116.6

河川 8.7 6.3 6.0 5.2 5.4 7.4 10.1 10.8 9.5 14.7

域 田
合計 14 4.2 13 7.9 10 2.8 263.3 1 71.9 3 00.0 126.9 128.9 9 8.4 131.3

そ上率 6.0 4.6 5.8 2.0 31 2.5 8.0 8.4 9.7 11.2
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冨京ヽ尹度 19 74 19 7 5 19 7 6 19 7 7 19 7 8 19 7 9 19 80 19 8 1 19 8 2 19 8 3

域 名 事理 49年度 5〇年度 51年度 5 2年度 53年度 5 4年度 55年度 5 6•年度 5 7年度 58年度

山
沿 岸 988 1 23.3 5 8.9 11 3.6 6 4.2 1 6 6.2 7 8.6 7 9.7 6 9.7 6 0.6

河 川 520 5 9.1 4 0.8 70.2 3 6.5 4 8.1 2 7.8 2 8.1 4 5.0 4 4.7

形
合 計 1,5 0 8 1 8 2.4 9 9.7 1 83.8 10 0.7 214.3 10 6.4 10 7.8 11 4.7 10 53

そ上率 3 45 3 2.4 4 0.9 3 82 3 6.3 2 25 2 6.1 2 6.1 39.2 4 2.5

日
新

沿
岸

2 2.9 5 9.7 3 34 5 3.8 3 4.4 86.2 41.4 49.6 5 45 47.1

河 川 1 6.5 18.0 20.4 2 7.0 166 3 4.2 3 6.4 4 8.3 5 2.7 5 7.7

潟
合 計 3 9.4 7 7.0 5 3.8 8 0.8 51.0 12 04 7 7B 9 7.9 10 7.2 104.8

そ上率 4 1.9 2 3.4 3 7.9 3 3.4 3 2.6 2 8.4 4 6.8 4 9.3 4 9.2 5 5.1

富
沿

河

岸

川

1.7

1 0.3

3.9

16.1

1 33

19.8

139

1 8.3

9.9

1 3.7

1 8.2

2 7.6

1 4.1

1 6.9

7.9

11.1

125

15.2

14.6

2 4.6

本 山
合 計 1 2.0 2 0.0 3 2.1 3 2.2 2 3.6 4 5.8 31.0 1 9.0 2 7.7 3 9.2

そ上率 8 5.8 80.5 61.7 5 6.8 6 8.1 6 0.3 5 45 5 8.4 5 4.9 6 2.8

石
沿 岸 05 0.2 0.2 0.3 0.3 1.1 2.6

河 川 — — 0.2 0.1 0.7 1.9 6.8

川
合計 

そ上率

0.5 0.2 0.4

5 00

0.4

2 5.0

1.0

7 0.0

3.0

6 33

9.4

7 23

海 京
沿

河

岸

川

0.1 0.1

(16)

0.2

0.2

0.5

0.5

0.5

0.7

都
合計 

そ上率

0.1 0.1 0.4

5 0.0

1.0

5 0.0

1.2

5 8.3

福
沿

河

岸 

川

0.2 0.3

(47)

0.5

0.4

0.6

1.1

域 井
合計 

そ上率

0.2 0.3 0.9

4 4.4

1.7

6 4.7

兵
沿 岸 (16) (21) (30) 0.2

河 川 — (11) (147) (33)

庫
合 計 (16) (32) (177) 0.2

そ上率 一 3 44 8 3.1 16.5

,諏 河 川 (16) (26) (59) 0.4

沿 岸 2 8 9.4 351.1 2 512 5 2 5.7 310.6 6 5 9.3 3 5 4.5 3 7 5.2 2 97.7 4 14.1

河 川 88.0 100.0 87.2 121.4 73.0 11 8.0 9 2.1 9 9.7 12 6.5 1 5 2.5

合 計 3 7 7.4 4 51.1 3 3 84 64 7.1 38 3.6 7 7 7.3 4 46.6 4 74.9 4 24.2 5 6 6.6

そ上率 2 3.3 2 2.2 2 5.8 18.8 19.0 1 52 2 0.6 21.0 29.8 26.9

終 沿 岸 87 8.9 1,4 6 2.7 1,3 6 16 1,8 2 7.7 2,6 6 7.1 43 1 8.2 5,8 7 3.1 7,2 5 1.0 74 4 8.3 100516

河 川 2 4 4.0 3 6 2.1 2 7 0.6 3 744 3 9 3.9 6 0 8.3 1,0 9 9.1 7 27.2 8 94.3 7 7 65

1+
合 計 1,12 2.9 1,82 4.8 1,6 3 2.2 2,247.1 3,06 1.0 5.12 65 6,9 7 2.2 7,9 7 8.2 8.3 4 2.6 10328.1

そ上率 2 1.7 19.8 16.6 16.7 12.9 11.9 1 5.8 9.1 10.7 7.2
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第3表昭和5 8年度さけの年令組成

海区 河 JII 名 調査 月 日

年令組成例
標本数

2年 3年 4 年 5 4--

M-I 
石 尾別 川 1 0.1 6〜 11. 2 5 2.0 2 5.0 2 8.5 4 4.5 2 0 0

斜 里 JII 9.2 1〜 1 2. 3 — 3.7 7 4.1 2 2.2 4 0 9

才 藻 琴 JII 1 2. 3～ 1 2. 7 — 1 4.3 7 8.8 6.9 1 8 9

ホ 網 走 川 9.2 9 〜 11.1 4 — 5 7.5 3 7.9 4.6 6 8 0

1 常 呂 JII 11.4 〜 11. 2 9 — 4.6 8 8.4 7.0 3 0 2

ッ 湧 別 JII 9.2 8 〜 1 2. 6 — 1 0.1 8 5.9 4.0 5 0 2

ク 渚 滑 川 11.9 〜 11. 2 5 — 8.3 8 7.5 4.2 9 6

海 幌 内 川 1 0.1 8 — 4.0 7 3.4 2 2.6 1 2 4

区 徳 志別 川 9.1〜 11 1 3 0.2 8.1 6 2.3 2 9.4 5 3 3

幌 別 JII 8. 2 〇〜 1 〇 2 4 — 4.2 7 7.1 1 8.7 6 6 8

頓 別 川 9. 2 5 〜 11 1 8 — 1 3.9 8 2.9 3.2 3 3 9

羅 S 川 11.2 5 〜 11 2 6 — 2 8.9 6 5.6 5.5 3 8 4

植 別 JII 1 2. 5 〜 1 2 6 — 1 6.9 8 0.0 3.1 6 5

根 元 崎無異 川 1 2. 6 〜 1 2 1 2 — 2 5.3 6 4.2 1 0.5 9 5

崎 無異 川 1 2. 5 〜 1 2. 8 — 1 2.8 8 4.9 2.3 8 6

薫 別 川 9.1 3 〜 1 2 7 — 1 8.0 6 7.0 1 5.0 6 5 7

室 古 多糠 JII 1 2. 5 〜 1 2 1 2 — 3 5.8 5 7.9 6.3 9 5

忠 類 川 1 2. 5 〜 1 2 6 — 2 2.0 7 1.4 6.6 9 1

伊 茶仁 JII 9.1 9〜 1 2 1 6 — 0.7 1 9.1 8 0.2 1 3 4

海 標 津 川 9. 2 〇〜 1 2 6 — 11.8 6 9.8 •1 8.4 6 1 8

当 幌 川 ! 〇» 8 〜 1 2 1 3 — 7.6 6 1.9 3 0.5 5 2 5

春 別 川 1 2. 5 〜 1 2 1 4 — 3 2.8 6 5.5 1.7 5 8

区 床 丹 JII 1 2. 5 〜 1 2 1 3 — 2 5.7 7 3.3 1.0 1 〇 1

西 別 川 9.1 8 〜 11 7 0.2 1 4.6 5 4.1 3 1.1 4 8 8

風 蓮 JII ! 〇. 8 〜 一 3.0 4 6.7 5 0.3 1 6 9

別 当 賀 Jil 9. 3 〇 〜 — — 3 5.6 6 4.4 13 5

—3〇 —

年令組成0
海区 河 川 名 調査月 日 — 標本数

2年 3年 4 年 5 年

え
釧 路 川 9. 9〜11.2 5 — 9.3 4 4.3 4 6.4 2 9 3

り 十 勝 川 9.2 2〜1 2.1 — 9.2 5 7.4 3 3.4 6 2 5
も

以 歴 舟 川 9.2 8〜11.3 0 — 4.9 6 2.7 3 2.4 3 0 4
東

海 広 尾 JII 1 0.1 0 〜1 2. 8 — 1 6.2 6 0.0 2 3.8 2 3 5
区

猿 留 川 1 2. 5 — 8.6 7 2.9 1 8.5 8 1

歌 別 JII 1 0.11〜12. 6 — 1 2.0 4 6.1 4 1.9 2 1 7

仁雁別川 1 2. 3 — 3 3.0 5 5.3 11.7 9 4

え
幌 満 川 12.11〜12.15 3 5.6 5 6.7 7.7 9 〇

様 似 川 1 2. 3 〜1 2.1 0 4 0.9 5 8.0 1.1 8 8
り

幌 別 川 1 2. 3 — 3 7.1 5 5.1 7.8 8 9

も
元 浦 川 1 2. 7〜1 2.2 8 — 6 0.6 3 2.0 7.4 9 〇

以 静 内 川 9.2 9 〜11.2 2 1.2 2 8.2 6 2.2 8.4 5 0 0

西
錦多峰川 1 2. 6 〜1.3 — 7 6.9 2 3.1 — 2 6

白 老 川 1 2.2 5 — 8 6.0 1 0.0 4.0 1 〇 〇

海
敷 生 川 11.2 4 — 2 6.0 6 4.0 1 0.0 6 6

区
遊楽部川 1 〇• 8〜1 2. 7 — 5.9 4 5.1 4 9.0 3 9 2

鳥 崎 川 1 2. 5 — 7 2.6 1 9.0 8.4 9 5

尾白内川 1 2. 5 — 9 2.9 2.0 5.1 9 8

茂辺地川 1 0.2 2 〜11.2 6 — 5 0.7 4 6.8 2.5 2 0 6

知 内 川 1 0.2 4〜11.24 — 2 5.1 7 3.3 1.6 1 9 1

天 塩 川 11.1 4〜11.2 1 1.3 7 8.7 1 5.0 5.0 2 3 1
日

石 狩 川 9.1〜11.7 0.2 7 3.7 1 6.9 9.2 4,3 9 4
本

海
余 市 川 1 2.1 5 0.4 4 0.5 5 1.1 8.0 2 7 4

区
利 別 川 9.2 2 〜11.2 4 0.6 1 9.4 5 0.0 3 0.0 18 0

厚沢部川 9.2 2 〜11.2 0 — 2 9.5 5 4.1 1 6.4 2 8 1
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3.捕獲採卵成績

第4表 昭和5 8年度海区別さけ事業成績集計表

、、項目

海区 、、

捕 獲 採 卵

*%, 

成

捕 獲 数

9 比
2親魚 

使用数

2親魚 

使用率

平均 

採卵数

ヽ

採卵数

5 6 計

オホーツク海区

尾

9 3.569

尾

10 5.2 04

尾

19 8.77 3

%

4 7.1

尾

83,97 0

%

90.0

粒

2,425 203,627

日本海区 17 2,3 4 1 256,706 4 2 9D 4 7 40.2 138.3 86 80.3 2,4 3 9 337,503

根室海区 1 8 5,07 5 2 11,431 3 9 6,5 06 4 6.7 17 6,755 95.5 2,3 6 3 4 1 7,6 91

えりも以東海区 1 37,159 1 3 8.94 6 2 7 6,1 0 5 4 9.7 1 2 7,。 9 2 9 2.7 2,7 59 350,701

えりも以西海区 96,3 0 5 117,800 2 1 4,10 5 4 5.0 84,465 87.7 2,65 5 2 2 4,224

合 計 6 84,4 4 9 8 3 0,087 1,5 1 45 3 6 4 52 610,66 8 8 9.3 2,512 1,5 3 3,7 4 6

前 年 度 7 39,162 8 7 6,895 1,6 1 6,。 5 7 4 5.7 63 6,9 9 7 8 6.2 2,4 34 1,550,679

第5表 昭和5 8年度支場別さけ事業成績集計表

x 項目

海区 、、

捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数

S 比
2親魚 

使用数

2親魚 

使用率

平均 

採卵数
採卵数

$ 3 計

北見支場

根室支場

十勝支場

天塩支場 

千歳支場

渡島支場

尾

77,345

185.12 3

1 3 6,81 7

63,602

130,74 8

90,814

尾

8 5,830

2 11,465

1 3 8,592

9 2,6 9 0

181,19 1

1 2 0,3 19

尾

1 6 3,1 7 5

3 9 6,5 88

275.409

1 5 6,29 2

311,9 3 9

211,13 3

%

4 7.4

4 6.7

4 9.7

4 0.7

41.9

4 3.0

尾

7 1,4 3 2

1 76,797

1 2 6,801

4 8.112

1 07,898

79,628

%

92.7

9 5.5 .

9 2.7

7 5.6

82.5

8 7.7

粒

2,40 6

2,3 6 3

2,7 6 0

2.3 7 8

2.4 86

2,65 5

千粒

1 71,84 5

4 17,770

3 50,。 22

11 4,4 13

2 6 8.2 76

2 11,420

合 計 6 84,44 9 830,087 1,514,536 4 5.2 610,668 8 9.3 2,512 1,533,746

前 年 度 7 3 9,162 87 6,895 1,6 16,。 5 7 4 5.7 636,997 8 6.2 24 34 13 5 0,6 79
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—
績 ふ 化 放 流 成 績

増減卵数 仮収容卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

海

球
8.66 1

初

212,288

月/日月/日

"9 〜1ノ4

仙

3 13302

千尾

2 7 3,。 5 4

%

8 7.2

千尾

2 60,94 6

月/日月/日 
\/1〜例〇

△ 

海

223

537
3 3 7,81 6 い〇〜1"0 22 0,。 87 193,077 877. 180,5 81 2/1〜切9

海 22,9 3 9 440,630 必1〜1グ8 287037 247,361 8 6.2 2 2 9.1 81 2/12 〜い5

海 10,5 0 2 361,203 "8 〜"5 33 5,96 1 281,882 8 3.9 271,774 1/15 〜§/15

海 22,96 1 247,185 北1〜1游8 2 63,154 226,668 8 6.1 2 04,281 3/ 1〜“4

△

海

224

65.6 0 0
15 99,122 "1〜1么8 1,419,541 1922,042 8 6.1 1,14 6,763 レ1〜航5

1
103
493

71.4 3 3
1,62 2,5 0 2 "7〜1游5 1,42 5,8 0 2 1,1745 71 8 2.4 1,11 339 3 1/15〜拠5

注)海 海産卵

△ 調査試験控除卵数

持 持々採による親魚からの採卵数

績 ふ 化 放 流 成 績

増減卵数 仮収容卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

海

枷

8.66 1

球

1 80,5 0 6

月/日月/日 

9/ 1—12/ 5 2 70,718

千尾

235,204

%

8 6.9

千尾

22 6,95 7

月/日月/日 

レ1〜ySo

海 2 293 9 4 40,7 0 9 y1〜1冰4 2 9 3,743 2 53,4 71 8 63 2 3 7,302 缪2〜い5

海 5,11 0 3 5 5,13 2 シ1〜1那5 3 19,83 1 2 6 7079 83.7 2 5 5,。 1 6 "5 〜い6

海 474 114387 "9 〜1ノ 4 119,724 106S74 89.3 9 7,1 0 4 2/ 7 〜”6

△

毎
224

28.10 8
296,160 い〇〜I/O 1 6 6,99 8 14 3,924 8 6.2 1 36,861 2/ ］〜“4

海 308 2 11,728 シ1〜1醇8 248527 2 14,99 0 8 65 193523 ノ 7〜切8

A 

追
224

6 5.6 〇 0
1,599,122 "1〜1^/28 1,419,541 1,222,04 2 86.1 1,14 6,763 レ1〜い5

△
1

103
493

71.43 3
1,622,502 航7〜1め5 1,4 2 5,80 2 1,174,5 71 8 2.4 1,113,893 “5〜い5
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第6表 昭和5 8年度海区•水系別さけ親魚捕獲採卵成績表

捕 獲 数
海区

部

使用親魚

東

西

ZJ、 不
$ 6 計 9 6

尾 尾 尾 尾
£

ルシャ ルシャ 〇 〇 〇 — —

岩尾別 岩尾別 3,1 6 9 3,。 4 3 6,2 1 2 3,1 4 7 1,3 64

遠音別 遠 音別 3 6 6 1 8 7 55 3 3 6 6 1 60

奥蔡別 奥藥別 2,1 6 2 1,9 8 7 4,1 4 9 2,。 9 9 2 5 4

斜 里 斜 里 3 0,9 8 1 2 6,9 1 0 5 7,8 9 1 2 8.5 4 8 7,4 11

止 別 止 別 1,。 2 8 9 6 4 1,9 9 2 1,。 2 8 7 4 0

浦志別 濤沸湖 3 9 3 3 0 6 6 9 9 1I 〇 1 〇 7

藻 琴 藻 琴 3,3 〇 6 2,6 8 2 5,8 8 8 3,2 8 〇 9 8 6

網 走 網 走 1 5,1 6 0 2 6,。 1 4 4 1,1 7 4 1 4,2 1 9 4,5 2 9

能取湖 能取湖 7,2 6 5 11,2 8 9 1 8.5 5 4 6,。 5 8 〇

(東部計) (6 3,8 3 0 ) (7 3,3 8 2 ) (1 3 7,2 1 2 ) (5 8. 8 5 5 ) (1 5,5 5 1)

常 呂 常 呂 2,9 〇 1 1,88 1 4,7 8 2 2,8 6 1 6 9 1

ライトコロ ライトコロ 1 2 9 2 1 5 1

佐呂間別 佐呂間別 2 6 7 1 4 3 4 10 2 5 7 1 3 5

芭 露 芭 露 〇 〇 〇 — —

湧 別 湧 別 3,4 2 3 3,8 6 3 7,2 8 6 3,2 9 7 1,2 2 6

藻べっ 藻べっ 7 6 1 3 4 5

渚 滑 渚 滑 24 1 2 5 3 4 9 4 2 2 6 8 7

興 部 興 部 1 〇 〇 9 5 19 5 94 9 2

雄 武 雄 武 4 1 9 2 5 6 6 7 5 3 86 7 9

幌 内 幌 内 6,1 4 5 5,9 4 2 1 2,。 8 7 5,4 4 7 2,81 3

(中部計) (1 3,5 1 5 ) (1 2,4 4 8 ) (2 5,9 6 3 ) (1 2,5 7 7 ) (5,1 2 9)

徳志別 徳志別 8.8 7 7 11,6 9 3 2 0, 5 7 0 7,。 3 6 1,3 95

北見幌別 北見幌別 3,7 6 8 3,7 82 7,5 5 〇 2,2 5 8 7 83

パンケナイ 6 8 0 6 3 2 1,3 1 2 4 5 2 18 7

く小計> <4,4 4 8> <4,4 14> <8.8 6 2> <2,71 〇> <97 〇>

頓 別 頓 別 2,7 6 8 3,1 4 3 5.9 11 2,7 〇 6 1,3 4 1

猿 払 猿 払 5 3 5 9 11 2 3 4 1 2

鬼志別 鬼志別 3 6 2 2 5 8 2 〇 8

知来別 知来別 4 〇 42 8 2 3 2 1 8
・一
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海:海産卵 厶:調査試験控除卵
------------- - '

数
採珊数 増減卵数 仮収容卵数 〇総仲用宠 平均楔用数 実旅耶 間

計

尾 (世 (燃 (%) 粒 月/日 月/日
— — — — — 9.2 5 〜11.3 〇

4,5 11 7,99 1 7,9 9 1 9 9.3 2,5 3 9 9.1〜1 2. 4

5 2 6 9 1 4 9 1 4 1 〇 0.0 2,4 97 9.1 6 〜1 2. 4

2,3 5 3 5,1 6 1 5,1 6 1 9 7.1 2,4 5 9 9.11〜1 2. 4

3 5,9 5 9 6 9.0 5 2 6 9,。 5 2 9 2.1 2,4 1 9 9.1〜1 2. 4

1,7 6 8 2,4 〇 1 2,4 〇 1 1 〇 0.0 2,3 3 6 9.1〜1 2. 4

2 1 7 2 2 6 22 6 2 8.0 2,。 5 5 11.2 6 〜1 2. 4

4,2 6 6 6,8 3 0 6,8 3 0 9 9.2 2,。 8 2 9.11〜1 2. 4

1 8.7 4 8 3 1,1 9 4 3 1,1 9 4 9 3.8 2,1 9 4 9.1〜1 2. 4

6,。 5 8 1 3,3 7 5 1 3,3 7 5 8 6.6 2,1 72 9.2 8 〜1 2. 4

(7 4,4 〇 6 ) (1 3 7,1 4 4 ) 澎(8.6 6 1) (1 4 5,80 5 ) (9 2.6 ) (2,3 3 0 ) (9.1〜1 2. 4 )

3,5 5 2 6,5 2 4 6,5 2 4 9 8.6 2,2 8 〇 9.1〜1 2. 4

6 8 8 4 1.7 1,6 〇 〇 11.1〜1 2. 5

3 92 5 1 3 5 1 3 9 6.3 1,9 9 6 1 0.11〜1 2. 3

— — — — — 11.2 5 〜1 2. 4

4,5 2 3 9,2 64 9,2 6 4 9 6.3 2,8 1 〇 9.1〜1 2. 4

9 11 11 5 7.1 2,7 5 〇 9.2 1〜1 2. 4

3 13 5 7 8 5 7 8 9 3.8 2,5 5 8 9.1〜1 2. 4

18 6 2 4 1 2 4 1 9 4.0 2,5 6 4 9.1 8 〜1 2. 4

4 6 5 1,2 3 9 1,2 3 9 9 2.1 3,2 1 〇 9.1〜1 2. 4

8.2 6 〇 1 6,3 2 3 1 6,3 2 3 8 8.6 2,9 9 7 9.1 ～ 1 2. 4

(1 7,7 0 6 ) (3 4,7 0 1) (34,70 1) (9 3.1) (2,7 5 9 ) (9.1〜1 2. 4 )

8.4 3 1 1 7,5 6 5 1 7,5 6 5 7 9.3 2,4 9 6 8.] 9 〜1 2. 4

3,。 4 1 5,7 52 5,7 5 2 5 9.9 2,5 4 7 9.1〜11.3 0

6 3 9 1,2 7 0 1,2 7 〇 6 6.5 2,8 1 0 1 〇. 4 〜11.2 〇

<3,6 8 〇> <7,。 2 介 <7,。 2$> <6 0.9> <2,59 1> <9.1〜11.3 〇>

4,。 4 7 6,9 6 2 6,9 6 2 9 7.8 2,5 7 3 9.1〜1 2. 4

4 6 9 1 9 1 6 4.2 2,6 7 6 9.1〜11.2 0

2 8 5 4 5 4 5 5.6 2,7 〇 〇 9.1〜11.2 0

5 〇 8 8 8 8 8 0.0 2,7 5 〇 9.1〜11.2 0
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捕 獲
海区 捕獲採卵場水系

6

時前 前時西

部 (西部計) (1 2,5 3 8 )(1 6,22 4 ) (1 9,3 7 4 ) (3 5,5 9 8 ) (3,7 4 4)

本年•度 1 9 8,7 7 3 8 3,9 7 09 3,5 6 9 1 0 5,2 0 4 2 4,4 2 4

前年度 1 4 9,1 9 5 1 4 0,2 4 2 4 5,3 4 11 4 0,5 8 7 2 8 9,7 8 2

増 幌 増 幌 2 〇1 3 〇

塩天 塩天 1 6,。 3 5 4,1 〇 42 4,1 5 1 4 2,7 3 7 6 6,8 8 8

中 川 6 0 42,2 2 71,4 7 4 1 9 77 5 3

北
美 深 1 2,3 5 01 0,2 5 9 2 2,6 0 9 9.6 1 5 2,8 8 〇

<3 5,1 6 <26,2 5 4> <7,1 8 1>く小 計> <5 6,5 6 1> <9 1,7 2 4>

0 別遠 遠 別 7,7 8 3 2,2 6 62,9 7 6 4,8 0 7 8 1 4

連 別風 風 連 別 2 6 86 4 73 8

別築 別築 〇 〇1 2 2 1 4

羽 幌 幌羽 〇〇 〇

別古 丹 古 別丹 8 〇 〇113

藥平小 笨平小 22 〇8 1 2 4
部

砂信 信 砂 2 9 62,。 1 3 7 8784 0 1,1 7 3

箸 別 箸 別 3 1 1 53 6 5 1 8 7

別寒暑 寒 別暑 6,2 2 68.3 1 3 1 8,9 7 5 1,9 5 21 0,6 6 2

(北部計) (3 5,5 7 4 )(4 7,3 7 8 ) (7 3,3 1 6 ) (1 2 0,6 9 4 ) (1 0,2 6 9 )

益浜 益浜 22 6 12 2 8 3〇 〇17 4 4

厚 田 厚 田 9 0 8 7 8 9 5 2 01,。 1 〇 1,9 1 8

狩石 越西 0 9,3 0 5 1 5 9,9 9 7 2 6 9,3 2 8 9. 〇 2 〇 1 8.2 5 01 〇中

平豊 6 0 9 1,3 1 6 3 6 9 87 0 7 5

本
<1 8.3 4$><8 9.5く小 計> <1 0 9.9 1 4> <1 6 0,7 0 4> <2 7 0,6 分1 5

市余 市余 7 826 2 9 9 1,5 42 〇1 3 5 7

平古 平古 6 95 4 1 89 3 〇 5 67 1,3 14

部 国美 国美 3 97 5 14 9 5 17 4

積 丹 積 丹 0610 6 22 9 9 31 23 1

(1 9,5 4 3 )(中部計) (11 2,3 9 9 ) (2 7 6,1 8 6 ) (9 1,6 3 7 )(1 6 3,7 8 7 )

古 宇 古 宇 1 6 〇4 2 5 6 2 0 1,。 4 5 3 6 5

盃 盃 1 56 2 10 6 5 344

南 

部

才

ホ

尾
2

尾
〇

尾
3

尾尾

用親魚

ツ 

ク 海 区 計
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て
採卵数 増減卵数 仮収容卵数 2総使用率 平均採卵数 実施 期間

計

尾 (千勘 (TW (%) 粒 月/日 月/日
〇 〇 〇 〇 9.1 〜1 0.3 1

—---------
(1 6,2 82 ) (3 1,7 8 2 ) (3 1,7 8 2 ) (7 7.3 ) (2,3 3 6 ) (8.1 9 〜11.3 0 )

- ----

1 0 8.3 9 4 2 0 3,6 2 7 © 8.6 6 1 2 1 2,2 8 8 9 0.0 2,4 2 5 8.1 9 〜1 2. 4

1 8 5,5 8 3 3 2 2,8 6 5 © 3 5,4 62 3 5 8.3 2 7 9 4.0 2,3 〇 2 9.1 〜1 2.1 7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 9.1 〜1 0.3 1

2 0,1 3 9 3 6,1 7 0 3 6,1 7 0 6 6.4 2,2 56 9.1 〜111 7

8 0 1 1,7 3 9 1,7 3 9 8 0.2 2,8 7 9 9.1 〜11.2 〇

1 2,4 9 5 2 1,6 1 0 2 1,6 1 0 9 3.7 2,2 4 8 1 0.11 〜11.3 〇

<3 3,4 3 <5 9,5 1 <5 9.5 1以 <7 4.7> <2,2 6 7> < 9.1 〜11.3 〇>

3,。 8 〇 5,4 3 〇 5,4 30 7 6.1 2,3 9 6 9.1 2 〜11.2 8

1 5 7 7 3 0.8 8 7 5 9.1 〜11.1 〇

〇 〇 〇 〇 〇 9. 6 〜11.3 〇

— — — — — — 9. 6 〜11.3 〇

〇 〇 〇 〇 〇 9.1 〜11.1 〇

6 7 7 2 5.0 3,5 0 0 9.1 〜11.3 〇

1,。 8 3 2,。 8 6 2,。 86 9 3.7 2,6 5 1 9.3 0 〜11.3 〇

4 6 8 2 82 8 6.1 2,6 4 5 ! 〇• 7 〜11.3 〇

8.1 7 8 1 5,5 0 0 1 5,5 0 0 7 4.9 2,4 90 9.1 9 〜11.3 〇

4 5,8 4 3 (8 2,63 1) ® (474) (8 3,1 0 5 ) (7 5.1) (2,3 2 3 ) (9.1 〜11.3 0 )

2 0 5 3 11 3 11 5 4.0 2,5 4 9 9.1 〇 〜11.3 〇

1,3 〇 9 2,。 7 8 2,。 7 8 8 6.9 2,6 3 4 9.1 〜11.2 7

1 0 7,2 7 0 2 1 7,4 1 5 △ 2 1 9 2 1 7,1 9 6 8 1.5 2,4 4 2 8.3 〇 〜11.3 〇

6 3 4 1,1 9 2 ZX 5 1,1 87 8 8.0 2,2 2 4 9.2 7 〜11.3 〇

<J 07,9 0 4> <2 1 8.6 0 7> Z^<2 24> <2 1 8.3 8^> <8 1.5> <2,44 1> <8.3 〇 〜11.3 〇>

8 4 8 1,7 1 6 1,7 1 6 9 0.6 3,。 11 9. 6 〜11.3 〇

6 2 5 1,2 5 3 1,2 5 3 8 4.3 2,7 48 9. 8 〜11.3 〇

9 〇 1 3 〇 1 3 〇 6 8.0 2,5 4 9 ! 〇•1 〜11.3 〇

1 9 9 22 7 2 2 7 8 7.7 2,4 4 1 ! 〇•1 〜11.3 〇

Q11,1 8 0 ) (2 2 4,32 2 ) △(224) (22 4,。 9 8 ) (8 1.5 ) (2,4 4 8 ) (8.3 〇 〜11.3 0 )

525 1,1 4 2 1,1 42 8 5.9 3,1 2 9 9.2 5 〜11.3 〇

6 8 1 6 7 16 7 8 5.5 3,1 5 1 1 0.1 〜1 0.2 5



海 区 水系 捕獲採卵場
捕 獲 数 使用 親魚

$ も 計 $ a

尾 尾 尾 尾
野 束 野 束 2 2 2 4 4 6 1 3 1 6

尻 別 名 駒 1,5 5 4 1,4 88 3,。 4 2 1,2 2 4 4 0 4

0 朱 太 朱 太 1,。 7 2 7 4 4 1,8 1 6 1,。 1 5 4 90

南 泊 泊 11 3 1 6 1 2 7 4 8 3 44

利 別 冷 水 74 4 85 4 1,5 9 8 74 4 4 16

相沼内 相沼内 8 70 1,6 2 9 2,4 9 9 7 4 6 44 2

突 符 突 符 3 5 6 1 9 6 2 5 3 5

厚沢部 厚沢部 5,5 3 7 1 0,。 7 3 1 5,6 1 0 5,2 9 3 2,7 8 9

天 の 天 の 4 6 8 5 9 7 1,。 6 5 34 6 .22 9

石 崎 石 崎 5 1 10 3 15 4 11 9

釣 巷 釣 懸 1 6 5 2 1 1 〇 3

大鴨津 大鴨津 8 〇 1 4 6 2 2 6 6 7 6 5

本 部 小鴨津 小鴨津 2 7 0 3 5 0 6 2 0 20 5 1 4 7

茂 草 茂 草 22 3 7 5 9 8 1 3

及 部 及 部 1,22 3 2,6 6 7 3,8 9 〇 9 6 7 4 80

(南部計) (1 2,5 6 4 ) (1 9, 6 0 3 ) (3 2,1 6 7 ) (11,1 7 5 ) (5,7 5 7

本年度 1 7 2,3 4 1 2 5 6,7 0 6 4 2 9.。 4 7 1 3 8.3 8 6 3 5.5 6 9

海 I2S. 6T

前年度 1 0 4,。 9 9 1 3 6,1 4 3 2 4 0,2 4 2 7 1,9 6 8 1 7,4 4 7

ル サ ル サ 2 3 1 1 89 4 2 0 2 12 7 3

サシルイ サシルイ 3 58 2 49 6 0 7 2 97 102

羅
根 知徒来 知徒来 6 3 5 4 11 7 5 9 22

羅 臼 羅 臼 1,2 2 7 9 1 9 2,1 4 6 1,1 2 9 3 6 8

臼
松 法 松 法 3 2 7 3 9 3 1 5

ポン春刈古丹 ポン春刈古丹 1 5 〇 11 7 2 67 13 3 4 6

地
春刈古丹 春刈古丹 6 4 1 4 7 1 1,11 2 5 9 3 19 7

陸志別 陸志別 3 9 5 2 2 3 6 1 8 3 6 8 1I 〇
区

植 別 植 別 5 88 3 59 9 4 7 5 7 6 9 〇

(羅臼地区計) (3,6 85 ) (2,5 8 8 ) (6,2 7 3 ) (3,3 9 8 ) (1,。 1 3

室
標

元崎無異 元崎無異 6 3 1 29 9 9 3 0 6 2 9 4 3

津
崎無異 崎無異 1,。 1 8 7 2 5 1,7 4 3 9 9 9 3 74

薫 別 薰 別 2 8.9 5 7 3 5,。 7 1 6 4,。 2 8 2 6,6 2 7 7,5 5 7

)
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数
採卵数 増減卵数 仮収容卵数 9総使用率 平均採卵数 実施期間

-------

尾
29

1,62 8

1,5 〇 5

1 27

1,1 6 0

1,1 88

6 〇

(初)
3 8

3.7 〇 8

3.2 92

1 8 6

2.2 8 3

1.7 9 2

67

3 8

3.7 〇 8

3.2 9 2

1 86

2.2 8 3

1.7 9 2

6 7

1 3,9 2 6

9 6 9

2 6

2 7

1 2 9

4 2 1

1 7

2.3 6 〇

(%)

5 9.1

7 8.8

9 4.7

7 3.5

1 〇 0.0

8 5.7

7 1.4

9 5.6

7 3.9

2 1.6

6 2.5

8 3.8

7 5.9

4 4.4

7 9.1

粒
2,9 2 3

3,02 9

3.2 4 3

2.2 4 1

3,。 6 9

2,4 0 2

2,6 80

2.6 3 1

2.8 〇 〇

2.3 6 4

2.7 〇 〇

1.9 2 5

2,。 54

2,1 2 5

2.4 4 1

月/日 月/日
1 0.1 3 〜11.2 4

9.1〜11.3 0

9.1〜11.3 〇

9.1〜11.3 0

9.2 1〜11.3 〇

9.1 6 〜11.7

9. 3 〜11.2 0

9.11〜11.2 6

9. 7 〜11.2 8

9.2 8 〜11.11

1 0.2 3 〜11.6

1 〇. 8 〜11.3 〇

1 〇.1〜11.3 0

1 〇•1 ～ 11.3 0

1 〇.1〜11.3 〇

5, U 3 乙

5 7 5

2 〇

1 3

1 3 2

3 5 2

2 1

1,4 4 7

! 〇,y 4 〇

1
Q A Q

2 6

2 7

1 2 9

4 2 1

1 7

2,3 6 0

(1 6,9 3 2 ) (3 0,5 5 0 ) ® (63) (3 0,6 1 3 ) (8 9.0 ) ( 2,7 34) 9.1〜11.3 0

1 7 3,9 5 5 3 3 7,5 0 3
侷 5 3 7
鶴 Z\2 2 4 3 3 7,8 1 6 8 0.3 2,4 3 9 8.3 0 〜11.3 〇

8 9.4 1 5 2 0 1,6 2 8 適 1° 8
倒 A1 0 3 2 0 1,63 3 6 9.1 2,8 0 1 8.2 5 〜1 2.11

2 8 5

3 99

8 1

1,4 9 7

3 6

1 7 9

7 9 0

4 7 8

6 6 6

4 5 7

6 92

1 2 8

2,4 7 3

6 7

2 80

1,2 6 9

8 0 7

1,1 4 4

4 5 7

6 9 2

1 2 8

2,4 7 3

6 7

2 8 0

1,2 6 9

8 0 7

1,1 4 4

9 1.8

8 3.0

9 3.7

9 2.0

9 6.9

8 8.7

9 2.5

9 3.2

9 8.0

2,1 5 6

2,3 3 〇

2,1 6 9

2,1 9 〇

2,1 6 1

2,1 〇 5

2,1 4 0

2,1 9 3

1,9 8 6

9.1 3 ～ 1 2. 4

9. 2 〜1 2. 4

9. 9 〜1 2. 4

9. 7 〜1 2. 4

1 0.1 8 〜1 2. 4

9.13 〜12. 4

9.1〇〜12. 4

9. 9 〜1 2. 4

9.1〜1 2. 4

(4,4 11) (7,3 1 7 ) ®(1 9.4 6 5) (2 6,7 8 2 ) (9 2.2 ) (2,1 5 3 ) 9.1〜1 2. 4

6 7 2

1,3 7 3

3 4,1 84 ___

1,3 3 4

2,。 9 3

6 1,9 7 0

1,3 3 4

2,。 9 3

6 1,9 7 0

9 9.7

9 8.1

9 2.0

2,1 2 1

2,。 95

2,3 2 7

9.1〜1 2. 4

9.1〜1 2. 4

8.2 5 〜1 2. 5
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え 

り 

も 

以 

東

捕 獲 数 使用親魚
尽ギ ナ用慢怵リP场

$ 6 計 $

尾 尾 尾 尾 尾
古多糠 古多糠 3 9 8 2 8 5 6 8 3 3 62 〇

標 忠 類 忠 類 1,2 1 5 1,504 2,7 1 9 1,。 6 9 7 7 9

津 伊茶仁 伊茶仁 11,6 0 2 9.4 5 2 2 1,。 5 4 11,。 1 0 1,9 2 2

地 標 津 標 津 6 3,6 1 2 7 5.6 2 7 1 3 9.2 3 9 4 8.8 6 2 1 2,5 3 〇

区 ※く北見輸送分> 11,7 99 9 3 6

く小計> <6 3,6 1ウ <7 5,6 2 7> <1 3 9.2 3 少 <6 0,6 6 1> <1 3,4 6 食

(標津地区計) (1 0 7,4 3 3 ) (1 2 2,9 6 3 ) (2 3 0,3 9 6 ) (1 0 1,3 5 7 ) (2 4,1 4 1)

茶志骨 茶志骨 13 3 1 〇 1 2 3 4 1 2 1 1 7

当 幌 当 幌 1 7,5 7 4 2 5.8 0 5 4 3,3 7 9 1 7,3 7 4 7,4 29

南 春 別 春 別 2,3 5 3 2,。 4 8 4,4 〇 1 2,3 1 7 1,697

床 丹 床 丹 3,1 9 2 3.1 0 6 6,2 9 8 3.1 5 2 2,。 0 3

西 別 西 別 3 0,5 2 8 3 1,7 8 6 6 2,3 1 4 2 9. 7 0 0 7,6 2 1

矢S別 矢臼別 5 0 9 5 86 1,。 95 4 8 9 1 09

風 蓮 風 蓮 9,1 9 1 1 0, 7 5 0 1 9.9 4 1 8.7 5 0 2,6 1 〇

別当賀 別当賀 9.7 7 4 11,。 0 5 2 0, 7 7 9 9.4 6 2 3.3 〇 4

温根別 温根別 5 3 9 5 2 9 1,。 6 8 4 9 2 3 9 6

穂 香 穂 香 1 2 4 1 2 1 2 4 5 1 〇 4 1 06

コタンケシ コタンケシ 4 4 8 4 4

部 ノッが?ップ ノッカマップ 16 1 5 3 1 1 5 1 3

トーサムポロ トーサムポロ 2 〇 2 4 44 2 〇 2 4

(南部計) (7 3,95 7 ) (8 5. 8 8 0 ) (1 5 9.83 7 ) (7 2,。 0 〇) (2 5. 3 3 3 )

本年度 1 8 5.0 7 5 2 11,4 3 1 3 9 6,5 0 6 1 7 6,7 5 5 5 0,4 8 7
海 pT

前年度 2 0 0,8 0 0 2 2 0,6 4 9 4 2 1,4 4 9 1 84,4 1 3 5 9.5 9 1

ホロニタイ ホロニタイ 2 7 1 8 4 5 2 3 1 5

東 初田牛 初田牛 2 1 1 6 3 7 1 9 1 3

幌 戸 幌 戸 1,4 1 8 1,3 6 3 2,7 8 1 1,23 9 4 6 1

新 川 新 川 6 1 6 1 1 22 5 〇 4 〇

藻散布 藻散布 4 2 4 1 8 3 2 1 2 3

別寒辺牛 厚 岸 9 7 3 80 9 1,7 82 96 4 1 8 7

部 チョロベツ チョロベッ 11 2 11 4 2 2 6 9 7 86

釧 路 釧 路 3 7,7 0 2 3 8.9 3 3 7 6,6 3 5 3 2,9 6 2 9.5 6 2

—4〇 —

※北見支場管内へ親魚輸送し蓄養・採卵したもの
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捕 獲 数 使用親魚
时 に 小 ホ 州厚怀リI场

8 計 $ a

尾 尾 尾 尾 尾
東 阿 寒 阿 寒 11 5 8 4 1 9 9 9 5 〇

庶 路 庶 路 1,4 9 5 1,5 9 7 3,。 9 2 1,2 3 8 2 5 9

え
部

茶 路 茶 路 2,1 9 7 1,55 6 3,7 5 3 1,6 9 1 3 82

(東部計) (4 4,1 6 3 ) (4 4,5 9 2 ) (8 8.7 5 5 ) (3 8.3 9 9 ) (11,。 2 8)
ヽ

音 別 音 別 6 17 3 9 9 1,。 1 6 5 6 6 2 17

厚 内 厚 内 1,。 4 7 4 7 8 1,5 2 5 1,。 3 5 4 3 0

り
浦幌十勝 浦 幌 6 0 9 3 5 6 9 6 5 5 4 8 1 4 5

十 勝 幕 別 2 3,。 7 5 2 5,5 2 9 4 8. 6 0 4 2 1,9 1 2 8.8 7 3

西 千代田 6 2,3 3 2 6 2,9 0 9 1 2 5,2 4 1 5 9,7 4 7 1 6,9 6 1

利 別 1,1 〇 7 1,2 〇 6 2,3 6 7 1,。 6 4 4 9 5

も
く小計> <8 6,5 1 4> <8 9.6 9 8> <1 7 6,2 1 2> <8 2,7 2 3> <2 6,3 2 9>

当 縁 当 縁 5 〇 4 7 9 7 5 〇 2 5

歴 舟 歴 舟 1,5 6 5 1,4 8 4 3.0 4 9 1,4 82 1,。 88

紋 別 紋 別 6 4 3 7 1 〇 1 6 〇 2 6

以
小紋別 小紋別 8 1 6 2 4 8 7

豊 似 豊 似 4 9 5 3 7 6 8 7 1 4 4 1 184

野 塚 野 塚 6 8 1 4 5 4

部 楽 古 楽 古 5 9 4 3 6 4 9 5 8 5 1 6 229

東
広 尾 広 尾 1,1 2 5 7 66 1,8 9 1 1,。 〇 2 3 99

音調律 音調律 8 5 1 3 8 5

猿 留 猿 留 2 94 3 2 0 6 1 4 2 49 9 6

(西部計) (9 2,9 9 6 ) (9 4,3 5 4 ) (1 8 7,3 5 0 ) (8 8.6 9 3 ) (2 9,1 84)

区 計
本年度 1 3 7,1 5 9 1 3 8.9 4 6 2 7 6,1 0 5 1 2 7,。 9 2 4 0,2 12

前年度 1 9 3,9 5 6 2 8 4,5 7 7 4 7 8.5 3 3 1 6 5,4 7 3 4 9.4 0 9

え
歌 別 歌 別 75 2 3 4 3 1,。 9 5 6 8 6 1 87

日 アベヤキ アベヤキ 8 5 1 3 8 4

り

高
仁雁別 仁雁別 3 2 3 2 3 0 5 5 3 3 0 6 42

も 幌 満 幌 満 1 〇 2 1 3 1 1 〇 2

以
地

様 似 様 似 6 5 4 1 1 〇 6 3 5 19

西 区 日高幌別 日高幌別 1,4 7 9 1,1 7 5 2,6 5 4 1,4 4 9 4 74

元 浦 元浦河 9 8 1 1,1 3 3 2,11 4 89 7 3 1 4

 42 

—------
数

----- - 採卵数 増減卵数 仮収容卵数 2総使用率 平均採卵数 実施期間
・ 計

尾 * (透 时 (%) 粒 月/日 月/日
9 5 2 84 2 84 8 2.6 2,9 8 9 9. 2.〜11.2 〇

1,4 9 7 3,6 0 0 3,6 〇 〇 8 2.8 2,9 〇 8 9.1〜1 2.1

2,。 7 3 4,5 04 4,5 〇 4 7 7.0 2,6 6 4 9.1〜1 2.1

( 4 9.4 2 7 ) (1 0 6,9 2 2 ) ® (941) (1 0 7,8 6 3 ) (8 6.9 ) (2,7 8 4 ) (9.1〜1 2.1)
1,---------

7 8 3 1,4 58 1,4 5 3 9 1.7 2,5 7 6 9.1〜1 2. 5

1,4 6 5 2,4 6 8 2,4 6 8 9 8.9 2,3 8 5 1 〇. 8 〜11.3 〇

6 9 3 1,4 6 9 1,4 6 9 9 0.0 2,6 8 1 9. 3 〜11.2 7

3 0,7 8 5 6 0,2 9 4 6 0,2 9 4 9 5.0 2,7 5 2 8.2 8 〜11.3 〇

7 6,7 0 8 1 6 5, 3 7 0 1 6 5,3 7 0 9 5.9 2,7 6 8 9.1 〇 〜11.3 〇

1,5 5 9 3,2 9 5 3,2 9 5 9 6.1 3,。 9 7 9.1 6 〜11.2

く1 0 9,。 5 ウ <2 2 8.9 5 9> <2 2 8.9 5 9> <9 5.6> <2,7 6 8> <8.2 8 〜11.3 〇>

7 5 11 2 11 2 1 〇 0.0 2,2 4 〇 9.1〜11.3 0

2,5 7 〇 3,7 2 9 3,7 2 9 9 4.7 2,5 1 6 9.1〜11.3 0

8 6 1 4 3 14 3 9 3.8 2,3 83 9.1〜11.3 0

1 5 1 6 1 6 1 0 0.0 2,。 0 〇 9.1〜11.3 〇

6 2 5 1,。 8 4 1,。 84 8 9.1 2,4 5 8 9.11〜11.3 〇

9 1 2 12 8 3.3 2,4 〇 〇 11.1〜11.3 〇

7 4 5 1,2 7 6 1,2 7 6 8 6.9 2,4 7 3 9.1’〜11.3 〇

1,40 1 2,4 3 5 2,4 3 5 8 9.1 2,4 30 9.1〜11.3 0

1 3 1 8 1 8 1 〇 0.0 2,2 5 〇 11.1〜11.3 〇

3 4 5 6 0 0 6 0 0 8 4.5 2,4 1 〇 9.1〜11.3 〇

(11 7,8 77 ) (2 4 3,7 7 9 ) ®( 9.5 6 1) (2 5 3,3 4 0 ) (9 5.4 ) (2,7 4 9 ) (8.2 8 〜1 2. 5 )

1 6 7,3 0 4 3 5 0,7 0 1 ®1 0,5 02 3 6 1,2 0 3 9 2.7 2,7 5 9 8.2 8 〜1 2. 5

2 1 4,8 8 2 3 9 7,3 1 3
© 4 4 1
® 4,9 〇 〇 4 0 2,6 5 4 8 5.3 2,4 〇 1 8.2 4 〜1 2.1 8

8 7 3 1,7 3 1 1,7 3 1 9 1.2 2,5 2 3 9.1〜11.3 〇

1 2 2 1 2 1 1 〇 0.0 2,6 2 5 9.1 8 〜11.3 〇

3 4 8 7 5 9 7 5 9 9 4.7 2,4 8 〇 9.1〜11.3 0

1 2 2 1 2 1 1 〇 0.0 2,1 00 1 0.1 3 〜11.3 〇

5 4 8 9 8 9 5 3.8 2,5 4 3 9.1〜11.3 〇

1,9 2 3 3,4 〇 〇 3,4 〇 〇 9 8.0 2,3 4 6 9.1〜11.3 0

1,2 11 
------ ------

2,1 3 6 2,1 3 6 9 1.4 2,3 8 1 9.1〜11.3 0

—43 —



捕 獲 数 使用 親魚
湿 ヌ 永 M 捕獲採卵場附 - V

$ 計 2 8

尾 尾 尾 尾 S

日 三 石 三 石 59 5 5 6 3 1,1 58 5 5 6 1 84

高 静 内 静 内 2,8 0 6 4,1 4 8 6,9 5 4 2,4 4 1 4 79

地 新 冠 新 冠 1,9 6 6 2,6 98 4,6 6 4 1,6 3 6 5 1 9

区 沙 流 富 川 2,4 6 8 2,4 2 5 4,8 9 3 2,2 2 7 7 6 2

え
(日高地区計) (11,4 5 3 ) (1 2,78 2 ) (2 4,2 35 ) (1 0,2 5 1) (2,9 8 6 )

鵡 川 鵡 川 2,8 8 3 2,6 3 3 5,5 1 6 2,2 4 9 8 9 7

胆 錦多峰 錦多峰 5 2 3 5 8 7 4 7 2 〇

振 社 台 社 台 1 80 8 8 2 6 8 1 8 〇 8 7

地
白 老 白 老 4,。 49 2,4 5 5 6,5 〇 4 3,7 2 5 1,1 2 9

り 敷 生 敷 生 7 5 2 9 7 5 1,7 2 7 6 9 6 372

区
ァ ヨ 口 ァ ヨ 口 3 7 1 5 5 2 3 4 1 4

(胆振地区計) (7,95 3 ) (6,20 1) (1 4,1 5 4 ) (6,93 1) (2,5 1 9 )

長 流 長 流 1 8 9 1 3 3 3 2 2 1 8 6 111

噴
貫気別 貫気別 9 8 7 2 1 7 〇 7 7 5 5

も
礼文華 礼文華 3 1 2 4 5 5 2 7 2 〇

,レ
長万部 長万部 4 7 2 39 6 8 6 8 4 3 6 1 5 4

国 縫 国 縫 3 8 1 4 0 4 7 85 3 11 14 7

遊楽部 第 ,1 4,。 6 8 2,81 8 6,8 8 6 3,5 9 8 1,1 2 0

湾
第 2 5,6 4 5 8.6 4 2 1 4,2 8 7 3,8 6 8 1,7 8 5

く小計> <9.7 1 3> <11,4 6〇> <2 1,1 7 3> <7,4 6 6> <2,9 0 5>

以 地
野田追 野田追 70 1I 〇 1 80 6 2 6 1

落 部 落 部 1,3 67 1,。 3 5 2,4 0 2 1,3 67 8 2 8

1人 鳥 崎 鳥 崎 7,。 55 5.3 87 1 2,4 4 2 5,9 8 7 2,2 4 9

尾白内 尾白内 3,8 4 3 2,9 〇 6 6,7 4 9 3,3 5 3 1,2 2 6

(噴火湾地区計) (2 3,2 1 9 ) (2 1,92 7 ) (4 5.1 4 6 ) (19,2 7 2 ) (7,7 5 6)

西 鹿 部 鹿 部 1 4 11 2 5 1 3 9

道 常 路 常 路 1 3 5 1 3 2 2 6 7 1 2 1 66

南
磯 谷 磯 谷 7 1 3 2 〇 7 1 〇

地 大 船 大 船 3 98 2 9 1 6 8 9 3 7 9 2 1 2

区 JII 汲 JII 汲 1 7 1 3 3 〇 1 4 1 〇

矢 尻 矢 尻 1 3 1 7 3 2 0 4 6 〇 3 8
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数
---------- 採卵数 増減卵数 仮収容卵数 9総使用率 平均採卵数 実施期間

計
— 

尾 (如 (=F® (%) 粒 月/日 月/日
7 4 0 1,5 〇 3 1,5 0 3 9 3.4 2,7 〇 3 9.1〜11.3 〇

2,9 2 〇 7,。 3 7 7,。 3 7 8 7.0 2,8 8 3 9.1〜11.3 0

2,1 55 4,4 98 4,4 9 8 8 3.2 2,7 4 9 9.1〜11.3 〇

2,9 8 9 6,3 4 〇 6,3 4 〇 9 0.2 2,8 4 7 9.1〜11.3 0

(1 3,2 3 7 ) (2 7,5 35 ) @ ( 2 1,7 3 3 ) (4 9,2 68 ) (8 9.5 ) (2,6 8 6 ) (9.1〜11.3 0)

3.1 4 6 6,4 32 6,4 3 2 7 8.0 2,8 6 〇 9. 7 〜11.2 6

6 7 11 3 11 3 9 0.4 2,4 〇 4 1 0.1 5 〜11.3 〇

2 67 4 4 2 4 4 2 1 〇 0.0 2,4 5 6 9.1〜11.3 0

4,8 5 4 1 0,1 9 6 1 0,1 9 6 9 2.0 2,7 3 7 9.1〜11.3 0

1,。 6 8 1,8 7 7 1,8 7 7 9 2.6 2,6 97 9.1〜11.3 0

4 8 8 5 8 5 9 1.9 2,5 〇 〇 9.2 7 〜11.3 〇

(9.4 5 0 ) (1 9,1 4 5 ) @ (983) (2 0,1 2 8 ) (8 7.1) (2,7 6 2 ) (9. 7 〜11.3 0 )

2 9 7 5 2 5 52 5 9 8.4 2,8 2 3 1 〇.1〜11.3 〇

1 3 2 1 7 9 1 7 9 7 8.6 2,3 25 9.11 ～ 11.3 〇

4 7 7 〇 7 〇 8 7.1 2,5 9 3 9.11〜11.3 〇

5 9 0 1,1 94 1,1 9 4 9 2.4 2,7 3 9 9.1 9 〜11.3 〇

4 5 8 8 9 8 8 9 8 8 1.6 2,8 8 7 9.1 7 〜11.3 〇

4,7 1 8 1 0,6 0 2 1 0,6 0 2 8 8.4 2,9 4 7 1 〇•1〜1 2.2 8

5,6 5 3 11,5 4 8 11,5 4 8 6 8.5 2,9 86 9.2 3 〜11.3 〇

(10,3 7 1) <2 2,1 5 〇> <2 2,1 5 〇> <7 6.9> <2,9 6 7> < 9.2 3 〜1 2.2 8>

1 2 3 1 4 9 1 4 9 8 8.6 2,4 〇 3 9.2 6 〜11.3 〇

2,1 95 3,5 4 4 3,5 4 4 1 〇 0.0 2,5 9 3 9.2 6 〜11.3 〇

8.2 3 6 1 6,2 9 6 1 6,2 9 6 8 4.9 2,7 2 2 1 〇. 6 〜11.3 〇

4,5 7 9 9,。 6 〇 9.0 6 〇 8 7.2 2,7 02 1 〇. 3 〜11.3 〇

(2 7,。 2 8 ) (5 4,。 6 5 ) (5 4,。 6 5 ) (8 3.0 ) (2,8 0 5 ) (9.11〜1 2.2 8)

22 3 9 3 9 9 2.9 3,。 〇 〇 1 〇. 4 〜11.3 〇

1 8 7 3 7 5 3 7 5 8 9.6 3,。 9 9 1 〇. 4 〜11.3 〇

1 7 2 〇 2 〇 1 0 0.0 2,8 5 7 1 〇.1〜11.3 〇

5 9 1 1,。 5 9 1,。 5 9 9 5.2 2,7 9 4 1 〇.1〜11.3 〇

2 4 4 〇 4 〇 8 2.4 2,8 5 7 1 〇. 6 〜11.3 〇

9 8 1 05 1 〇 5 4 5.8 1,7 5 〇 1 〇.1〜11.3 〇
i
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海 区 水 系 捕獲採卵場
捕 獲 数

使用親オ

$ 計 2 合J

え
尻 岸 内 尻 岸 内

尾
2,6 3 9

尾
3,4 05

尾
6,。 4 4

尾
2,2 2 1

或

1,。 2 8

道 原 木 原 木 7 6 8 4 89 1,2 5 7 6 22 3 6 9

汐 泊 汐 泊 4,7 8 9 5,9 6 1 1 0,7 5 0 3,8 1 2 3,2 6 2

り
南

松 倉 松 1 3 1 〇 8 1 2 1 1 〇 〇

大 野 大 訂 1 8 5 3 8 0 5 6 5 1 4 3 9 1

も 戸 切 地 戸 切 地 2,9 1 9 3,1 77 6,。 9 6 2,6 2 1 8 6 3

地 茂 辺 地 茂 辺 地 2 6,。 5 0 4 3,1 6 1 6 9.2 11 2 3,3 6 0 1 2,1 7 0

以
大 当 別 大 当 别 5 66 1,3 4 8 1,9 1 4 5 1 9 2 11

区 亀 川 亀 川 3.6 6 4 3,1 5 6 6,82 〇 3,61 6 1,6 88

知 内 知 内 9,4 5 〇 11,1 5 7 2 0,6 0 7 8.7 85 3,4 5 8

西 福 島 福 a 1,9 3 5 4,。 1 5 5,9 5 〇 1,7 〇 8 72 7

(道南地区計) (5 3.6 80 ) (7 6, 8 9 0 ) (1 3 0,5 7 0 ) (4 8.0 11) (2 4,2 1 2 )

海 区 計
本 年 度 9 6,3 0 5 11 7,8 0 0 2 1 4,1 0 5 8 4,4 65 3 7,4 7 3

前 年 度 9 1,11 2 9 4,9 3 9 1 8 6,。 5 1 7 4,9 0 1 3 0,1 5 〇

全 道 計

本年度
6 8 4,4 4 9 8 3 0,。 8 7 1,5 1 4,5 3 6 6 1 0, 6 6 8 1 8 8.1 6 5

前年度
7 3 9,1 6 2 8 7 6, 8 9 5 1,6 1 6,。 5 7 6 3 6,6 6 8 2 0 1,9 3 8
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数
採卵数 増減卵数 仮収容卵数 2総使用率 平均採卵数 実施 期間

計

尾 (千粉 莉 例 粒 月/日 月/日
3.2 4 9 5.6 80 5,6 8 0 8 4.2 2,5 5 7 9.1 9 11.3 〇

99 1 1,7 3 6 1,7 3 6 8 1.0 2,7 9 1 9.1 9 〜 11.3 〇

7,。 7 4 9.9 5 4 9,9 5 4 7 9.6 2,6 11 9.2 〇 〜 11.3 〇

1 〇 25 2 5 7 6.9 2,5 〇 〇 1 0.2 6 〜 11.3 〇

2 3 4 4 0 6 4 0 6 7 7.2 2,8 3 9 9.2 5 〜 11.3 〇

3,4 8 4 7,8 0 2 7,8 〇 2 8 9.8 2,9 7 7 ! 〇.1 〜 11.3 〇

3 5,5 3 〇 5 5,。 0 1 5 5,。 0 1 8 9.7 2,3 5 4 ! 〇.1 〜 11.3 〇

7 3 0 1,4 9 6 1,4 9 6 9 1.7 2,8 8 2 1 0.11 11.3 〇

5,3 〇 4 11,。 9 0 11,。 9 0 9 8.7 3,。 6 7 1 0.11 ■- 11.3 〇

1 2,2 4 3 2 4,8 4 6 2 4,8 4 6 9 3.0 2,8 2 8 ! 〇.1 〜 11.30

2,4 3 5 3,8 〇 5 3,8 〇 5 8 8.3 2,2 2 8 9.1 2 1‘ 11.3 〇

(7 2,2 2 3 ) (1 2 3.4 7 9 ) @ (245) (1 2 3,72 4 ) (8 9.4 ) (2,5 7 2 ) (9.1 2 11.30 )

1 2 1,9 3 8 2 2 4,2 2 4 @2 2,9 6 1 2 4 7,1 8 5 8 7.7 2,6 5 5 9.1 〜 1 2.2 8

1 0 5,。 5 1 1 9 6,3 8 0
® 5 2
@1 4,。 8 5 2 1 0,5 1 7 8 2.2 2,6 2 1 9.1 〜 1 2.2 5

7 9 8.8 3 3 1,5 3 3,7 4 6 ®6 5,6 0 0 1,5 9 9,1 2 2 8 9.3 2,5 1 2 8.11〜1 2.2 8

△ 22 4

8 3 8.9 3 5 1,5 5 0,6 7 9 ®7 1,4 3 3 1,6 2 2,5 0 2 8 6.2 2,4 3 4 8.1 7 .〜1 2.2 5

® 49 3
△ 1 〇 3

えりも以東

さけ採卵数

1,533,746 千粒

えりも以西

2 2 4,2 2 4千粒

1 4.6%

2 0 3,6 2 7=^

1 3.3 %

ぞ近

4 1 7,6 9 1稀

2 7.2%

歹

3 3 7,5 0 3=F®

2 2.0%

3 5 0,7 0 1

稀

オホーック
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第7表 昭和5 8年度支•事業場別さけ親魚捕獲採卵成績表 く特>持別措置による捕獲 △調査試験控除 海 海産卵
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支場 事 業 場
捕 獲 数 使 用親魚

$ 計
■ ■ ■ ■■ —
6

岩 尾 別
尾

3,5 3 5
尾

3,2 3 〇
尾

6,7 6 5
尾

3.5 1 3
尾

1,5 2 4

斜 里 3 4,1 7 1 2 9.8 6 1 6 4,。 3 2 3 1,6 7 5 8.4 〇 5

北 藻 琴 3,6 9 9 2,9 8 8 6,6 8 7 3,3 9 〇 1,。 9 3

網 走 2 2,4 2 5 3 7,3 0 3 5 9,7 2 8 2 0,2 7 7 4,5 2 9

北 見 3.1 8 〇 2,。 3 3 5.2 1 3 3,1 2 3 8 2 7

湧 別 3.4 2 3 3.8 6 3 7,2 86 3,2 9 7 1,2 2 6

渚 滑 3 4 8 35 4 7 0 2 3 2 4 1 8 4

幌 内 6,5 6 4 6,1 9 8 1 2,7 6 2 5,8 3 3 2,8 9 2

見
本 年 度

7 7,3 4 5
<»>

6 8.3 5 0

8 5,8 3 0

6 2,。 7 5

1 6 3.1 7 5

1 3 0,4 2 5

7 1,4 3 2 2 0,6 8 0

前 年 度
1 4 0,6 5 1 <^>

4 3,2 9 4

1 3 0,2 2 3

4 1,1 4 8

2 7 0,8 7 4

8 4,4 4 2

1 3 6,。 3 7 4 3.7 4 3

羅 S 3,6 8 5 2,5 8 8 6,2 7 3 3.3 9 8 1,。 1 3

薫 別 3 0,6 0 6 3 6,。 9 5 6 6,7 0 1 2 8.2 5 5 7,9 7 4

根 伊 茶 仁 1 3,2 1 5 11,2 4 1 2 4,4 5 6 1 2,4 4 1 2,7 0 1

※根室・中標津 6 3,7 4 5 7 5,7 2 8 1 3 9,4 7 3 6 0,7 8 2 1 3.4 8 3

計 根 別 2 3,11 9 3 0, 9 5 9 5 4,。 7 8 2 2,8 4 3 11,1 2 9

虹 別 3 0, 5 2 8 3 1,7 8 6 6 2,3 1 4 2 9,7 0 0 7,6 2 1

浜 中 2 0,2 2 5 2 3,。 6 8 4 3.2 9 3 1 9.3 7 8 6,5 9 4

室
本 年 度

1 8 5,1 2 3

8.0 4 5

2 11,4 6 5

7,。 5 〇

3 9 6,5 8 8

1 5,。 9 5

1 7 6,7 9 7 5 0,5 1 5

前 年 度
2 0 0, 8 3 9 
g

1 0,。 5 7

* 2 2 0,6 8 3

8.3 6 8

4 2 1,5 2 2

1 8.4 2 5

1 8 4,4 4 3 5 9.6 1 8

知 安 別 2,4 9 4 2,2 7 4 4,7 6 8 2,2 7 4 7 11

鶴居 •釧 路 4 2,2 3 8 4 2,6 8 3 8 4,9 2 1 3 6,6 4 9 1 0,5 0 6

十 十 勝 1,6 5 6 8 3 4 2,4 〇 9 1,5 8 3 5 7 5

幕 別 2 3,。 7 5 2 5,5 2 9 4 8.6 0 4 2 1,9 1 2 8.8 7 3

札 内 6 3,4 3 9 6 4,1 6 9 1 2 7,6 0 8 6 0,8 11 1 7,4 5 6

大 樹 3.9 1 5 3.1 〇 3 7,。 1 8 3,5 7 2 1,9 67

勝
本 年 度

1 3 6,8 1 7

1 6,8 3 0

1 3 8.5 9 2

1 2,。 6 3

2 7 5.4 0 9

2 8.8 9 3

1 2 6,8 0 1 4 0,。 8 8

前 年 度
1 9 3,4 9 2 <^>

1 8.4 7 4

2 8 4,1 9 0

1 5,9 6 5

4 7 7,6 8 2

3 4,4 3 9

1 6 5,1 4 0 4 9.1 8 0

—49 —

一-------
数

---------- 採卵数 増減卵数 仮収容卵数 ・親魚使用率 平均採卵数 実施 期間
計

尾 千粒 % 粒 月/日 月/日
5.0 3 7 8.9 〇 5 8,90 5 9 9.4 2,5 3 5 9.「〜1 2. 4

4 0, 〇 8 0 7 6,6 1 4 7 6,6 1 4 9 2.7 2,4 1 9 9.1〜12. 4

4,4 8 3 7,。 5 6 7,。 5 6 9 1.6 2,。 8 1 9.11-〜1 2. 4

2 4.80 6 4 4,5 6 9 4 4,5 6 9 9 1.5 2,1 9 8 9.1—1 2. 4

3.9 5 〇 7,。 4 5 7,。 4 5 9 8.2 2,5 5 6 9.1—1 2. 5

4,5 23 9,2 6 4 9,2 6 4 9 6.3 2,8 1 〇 9.1—1 2. 4

5 0 8 8 3 0 8 3 0 9 3.1 2,5 6 2 9.1*～1 2. 4

8.7 2 5 1 7,5 6 2 17,5 6 2 8 8.9 3,。 11 9.1-～1 2. 4

9 2,11 2 1 7 1,8 4 5 ® 8,6 6 1 1 8 0,5 0 6 9 2.7 2,4 〇 6 9.1—1 2. 5

<1 2. 5—1.1 5>

1 7 9,7 8 0 3 1 2,4 3 0 @ 3 5.4 6 2 3 4 7,8 9 2 9 6.7 2,2 9 7 9.1—1 2.1 7

<1 2.18-〜1.1 5>

4,4 11 7,3 1 7 7,3 1 7 9 2.2 2,1 53 9.1—1 2. 4

3 6,2 2 9 6 5,3 9 7 6 5,3 9 7 9 2.3 2,3 1 5 8.2 5-～1 2. 5

1 5.1 4 2 2 9,9 1 8 2 9,9 1 8 9 4.1 2,4 〇 5 8.2 7-～1 2. 8

7 4,2 6 5 1 4 5.6 0 0 1 4 5.6 0 0 9 5.4 2,3 9 5 8.2 5—1 2. 6

3 3,9 7 2 5 4,7 7 1 5 4,7 7 1 9 8.8 2,3 9 8 8.11—1 2. 4

3 7,3 2 1 6 8.9 1 7 6 8,9 1 7 9 7.3 2,3 2 〇 8.2 1—1 2.1 5

2 5,9 7 2 4 5,8 5 0 4 5,8 5 0 9 5.8 2,3 6 6 8.11—1 2. 4

22 7,3 1 2 4 1 7,7 7 0 ® 2 2,9 3 9 4 4 0,7 0 9 9 5.5 2,3 6 3 9. r〜1 2. 4

<1 2. 5 ～1 2.3 〇>

2 4 4,。 6 1 4 3 2,5 6 2 ® 1 7,。 6 3 4 4 9.6 2 5 9 1.8 2,3 4 5 8.1 7 〜1 2.1 8

<1 2.11 —1.1 3>

2,9 8 5 7,1 02 7,1 〇 2 9 1.2 3,1 2 3 9.1 〜11.3 〇

4 7,1 5 5 1 0 1,1 9 9 1 0 1,1 9 9 8 6.8 2,7 6 1 9.1 —1 2. 5

2,1 5 8 3,9 3 7 3,9 3 7 9 5.6 2,4 8 7 9. 3 —11.3 〇

3 0,7 8 5 6 0,2 9 4 6 0,2 9 4 9 5.0 2,7 5 2 8.2 8 —11.3 〇

7 8.2 6 7 1 6 8.6 6 5 1 6 8,6 6 5 9 5.9 2,7 7 4 9.1 〇 —11.3 〇

5.5 3 9 8.8 2 5 8,8 2 5 9 1.2 2,4 7 1 9.1 —11.3 〇

1 6 6,8 8 9 3 5 0,。 2 2 ® 5,11 0 3 5 5,1 3 2 9 2.7 2,7 6 〇 9.1 — 12. 5

<1 2.1—1.1 4>

21 4,3 2 0 3 9 6,4 5 4 3 9 6,4 5 4 8 5.3 2,4 〇 1 9.1 —1 2.1 〇

<1 2.11 〜！.1 7>



支場 事 業 場
捕 獲 数 使 用親魚 敝____

採卵数 増減卵数 仮収容卵数 9親魚使用率 平均採卵数 実施期間
計 $ 一計

徳 志 別
尾

8,8 7 7
尾

11,6 9 3
尾

2 0,5 7 0
尾 

7,。 3 6

■■■■■......—

尾
1,3 9 5

尾
8,4 3 1

千粒
1 7,5 6 5

枷
1 7,5 6 5

%

7 9.3
粒

2,4 9 6
月/日 月/日

8.1 9〜12. 4

天 歌 登 4,4 4 8 4,4 1 4 8,8 6 2 2,7 1 〇 9 70 3,6 8 〇 7,。 2 2 7,。 2 2 6 0.8 2,5 9 1 9.1〜11.30

頓 別 2,7 6 8 3,1 4 3 5,9 11 2,7 〇 6 1,34 1 4,。 4 7 6,9 6 2 6,9 6 2 9 7.8 2,5 7 3 9.1〜12. 4

«宗 谷» 1 3 2 1 2 6 2 5 8 8 6 3 8 1 2 4 2 3 3 2 3 3 6 5.6 2,7 〇 9 9.1〜11.2 0

天塩 • 中川 3 5,1 6 3 5 6,5 6 1 9 1,7 2 4 2 6,2 5 4 7,1 8 1 3 3,4 3 5 5 9,5 1 9 5 9, 5 1 9 7 4.7 2,2 6 7 9.1〜11.3 0

«増 毛) 1 2,2 1 4 1 6,7 5 3 2 8,9 6 7 9,3 2 〇 3,。 88 1 2,4 0 8 2 3,11 2 2 3,11 2 7 6.3 2,4 8 〇 9.1〜11.3 0

塩
本 年 度

6 3,6 0 2

<〇
4 2 6

9 2,6 9 0

3 8 0

1 5 6,2 9 2

8 0 6

4 8,11 2 1 4,。 1 3 6 2,1 2 5 11 4,4 1 3 4 7 4 11 4,8 8 7 7 5.6 2,3 7 8 8.1 9〜12. 4

<1 2.1〜1 2.3 1>

前 年 度
2 1,5 9 4 

〇>
5 18

2 6,6 0 1

3 9 3

4 8,1 9 5

9 11

11,3 8 7 3,5 8 1 1 4,9 6 8 3 1,9 6 1 © 3 5 3 1,9 9 6 5 2.7 2,8 〇 7 9.1〜12.17

<1 2.11〜1.11>

千 歳 111,。 4 8 1 6 1,8 8 8 2 7 2,9 3 6 9 0,4 6 7 1 8.9 5 1 10 9,4 1 8 2 2 0,9 9 6 △ 2 2 4 2 2 0,7 7 2 8 1.5 2,4 4 3 8.3 〇〜11.3 〇

千 (え り も) 3,9 1 2 3,2 6 8 7,1 80 3,6 4 〇 1.1 3 8 4,7 7 8 8,7 5 7 8.7 5 7 9 3.0 2,4 〇 6 9.1〜11.3 〇

為 内 7,8 3 5 9,8 3 4 1 7,6 6 9 6,8 6 0 1,9 4 4 8.8 〇 4 1 9,3 7 8 1 9,3 7 8 8 7.6 2,8 2 5 9.1〜11.3 0

敷 生 7,9 5 3 6,2 〇 1 1 4,1 5 4 6,9 3 1 2,5 1 9 9.4 5 〇 1 9,1 4 5 1 9,1 4 5 8 7.1 2,7 62 9. 7〜11.3 0

歳
本 年 度

1 3 0, 7 4 8 

く〇
1 7,1 7 9

1 8 1,1 9 1

2 9,。 7 4

3 11,9 3 9

4 6,2 5 3

1 0 7,8 9 8 2 4,5 5 2 1 3 2,4 5 0 2 6 8,2 7 6

®
2 2 4

2 8,1 0 8

2 9 6,1 6 0 8 2.5 2,4 8 6 8.3 〇〜11.3 0

<1 2.1〜1.2 0>

前 年 度
1 0 7,4 0 5

4,5 4 〇

1 3 6,4 0 1

4,8 2 〇

2 4 3,8 0 6

9.3 6 〇

7 7,3 2 6 1 6,9 1 4 9 4,2 4 0 2 0 8,6 5 0 1
A

1 8.8 0 0
4 9 3
10 3

2 2 7,8 40 7 2.0 2,6 9 8 8.2 5〜1 2.1 7

く 12.18〜1.2 6>

尻 別 2,6 2 6 2,2 3 2 4,8 5 8 2,2 3 9 894 3.1 3 3 7,。 〇 〇 7,。 〇 〇 8 5.3 3,1 2 6 9.1〜11.3 0

(真 狩» 1,9 7 3 2,7 4 8 4,7 2 1 1,6 8 4 8 2 7 2,5 11 4,8 5 9 4,8 5 9 8 5.4 2,8 8 5 9. 6〜11.3 0

渡 利 別 7 4 4 8 5 4 1,5 9 8 7 4 4 4 1 6 1,1 6 〇 2,2 8 3 2,2 8 3 1 〇 0.0 3,。 6 9 9.2 1〜11.3 0

C熊 石» 9 7 2 1,7 9 8 2,7 7 〇 7 9 2 4 8 9 1,2 8 1 1,9 1 2 1,9 1 2 8 1.5 2,4 1 4 9. 3 〜11.2 〇

厚 沢 部 6,。 〇 5 1 0,6 7 0 1 6,6 7 5 5,6 39 3,。 1 8 8.6 5 7 1 4,8 9 5 1 4,8 9 5 9 3.9 2,6 4 1 9. 7 〜11.2 8

八 雲 1 2,3 2 1 1 3,6 3 4 2 5.9 5 5 9,9 3 2 4,2 8 1 1 4,2 1 3 2 8,7 0 9 2 8.7 0 9 8 0.6 2,8 9 1 9.11〜1 2.2 8

森 4 9.5 2 9 6 6,8 5 5 11 6,3 8 4 4 3,2 4 2 2 1,8 1 4 6 5,。 5 6 1 0 9, 0 9 4 1 0 9.0 9 4 8 7.3 2,5 2 3 9.1 9 〜11.3 〇

知 内 1 6,6 4 4 2 1,5 2 8 3 8,1 7 2 1 5.3 5 6 6,5 7 8 2 1,9 3 4 4 2,6 6 8 4 2,6 6 8 9 2.3 2,7 7 9 9.1 2〜11.3 〇

島
本 年 度

9 0,8 1 4

1 7,6 7 3

1 2 0,3 1 9

2 4,7 3 2

2 11,1 3 3

4 2,4 0 5

7 9.6 2 8 3 8.3 1 7 11 7,9 4 5 2 11,4 2 0 3 0 8 2 11,7 28 8 7.7 2,6 5 5 9.1〜12.2 8

<1 2.1〜1.13>

前 年 度
7 5.1 8 1 

<«>
3,8 7 9

7 8,7 9 7

2,6 6 5

1 5 3,9 7 8

6,5 4 4

6 2,6 6 4 2 8.9 0 2 9 1,5 6 6 1 6 8.5 6 8 7 3 1 6 8,6 4 1 8 3.4 2,6 9 〇 9.1〜12.2 5

く 12.18 〜1.3 1>

全

道

計

本 年 度
6 8 4,4 4 9 

<M>
1 2 8,5 0 3

8 3,00 8 7

1 3 5.3 7 4

1,5 1 4,5 3 6

2 6 3,8 7 7

6 1 0,6 6 8 1 8 8.1 6 5 7 9 8,8 3 3 1,5 3 3,7 4 6

△

6 5.6 0 0

2 24

1,5 9 9.1 2 2 8 9.3 2,5 1 2 8.11〜1 2.2 8

<1 2.1〜1.15>

iill 年 度
7 3 9,1 6 2

<K>
8 0,7 6 2

8 7 6, 8 9 5

7 3,3 5 9

1,6 1 6,。 5 7

1 5 4,1 2 1

6 3 6,9 9 7 2 0 1,9 3 8 8 3 8.9 3 5 1,5 5 0,6 7 9 g
zx

7 1,4 3 3
4 9 3
1 〇 3

1,6 2 2,5 0 2 8 6.2 2,4 3 4 8.1 7〜1 2.2 5

<1 2.11〜 1.3 1>
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4.さけ種卵の移殖

本年度は全道で1,5 9 9.3 4 6千粒を採卵し、採卵時期別には前期群(9/上〜10/中)7 8 7,9 31 

千粒(4 9 % )•中期群(1〇/下〜11/中)6 3 5.8 0 8千粒(4 0 % )•後期群(11/下〜12z下) 

17 6,6 0 7千粒(11%)であった。

道内での種卵の供給は、十勝支場を除く 5支場から行われ、受精直後卵では！3 2,518千粒、発 

眼卵では8 3.9 7 4千粒(採卵数換算、以下同じ)を移殖した。資源均てん化を図るため前期群の多 

い標津・薰^川系と石狩川系から前期群の少ないオホーツク海区•日本海区北部•南部へ移殖した。 

又本年度も前期群の標津川の親魚を北見支場管内へ輸送し、2 9,4 5 0千粒を採卵収容した。

本州への供給は全支場から1府2 〇県にわたり17 6,2 4 2千粒(実卵数152,519千粒)を移殖 

した。前期卵の一部は石狩川系から日本海側の各県へ、又標津川系から岩手•宮城県へ移殖した。

国外においては、本年も南米チリ国へ後期卵を3回に分け3,3 0 7千粒(実卵数3,。 0吁粒)を移 

殖した。

第8表 さけ種卵の移殖並びに試験供用等に伴う移動内訳

増減 卵 数 受精直後

支 場 採卵数
海 産 卵 供 試卵

仮収容卵数
供 給

北 見
2 9,4 5 0

1 7 1,8 4 5
8.6 6 1 2 0 9.9 5 6

根 室 3 8 8.3 2 0 2 2,9 3 9 4 11,2 5 9 4 4,4 5 6

十 勝 3 5 0,。 2 2 5,11 0 3 5 5,1 3 2

天 塩 11 4,4 1 3 4 7 4 11 4,88 7

千 歳 2 7 1,6 0 2 2 8.1 0 8 4 224 2 9 9.4 8 6 8 8.0 6 2

渡 島 2 0 8,。 9 4 3 0 8 2 0 8.4 0 2

合 計 1,5 3 3,7 4 6 6 5,6 0 0 4 2 2 4 1,5 9 9,1 2 2 1 3 2,5 1 8
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移殖事業は次の方針に基づいて行なわれた。

1) 道内への資源均てん化と前期群の育成を図るための供給

2) 本州に対する資源育成のための再生産種苗の供給

3) 南米チリ国との水産養殖プロジェクト計画に伴う供給

単位:千粒

卵の移殖 発眼 卵 の 移殖

最終収容卵数

受 給
道 内

本 州 外 国 供 試

供 給 受 給

6 1,1 8 7 2,1 4 2 1 5,1 6 1 1 3,4 4 4 2 7 0,7 1 8

5 3,4 3 9 7,5 2 3 2 7,1 4 4 2 9 3.7 4 3

1 0,5 1 6 4 5,8 1 7 3 1 9.8 3 1

1 6.0 5 3 3,5 2 8 1 4,7 4 4 11 9.7 2 4

2 5,9 1 7 1 8.5 8 0 3 3.7 7 9 3,3 0 7 △ 3 1 6 6,9 9 8

4 4,7 6 2 2,4 7 6 3 9,1 8 2 4 1,3 4 3 2 4 8.5 2 7

1 3 2,5 18 8 3,9 7 4 8 3,9 7 4 1 7 6,2 7 1 3,3 〇 7

1_________________________

4 3 1,4 1 9,5 4 1
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(単位:千粒)
第9表さけ供給状況一1

供給地 移 殖

年月 日

受給地 移殖卵の内訳
備 考

支場 事業場 支場 事業場 移籍卵数 移殖前死牌 移殖実卵数

北見 斜里

II

//

5 9.1.1 〇

1.17

1.2 0

小計

千歳

II

秋田県

千歳

a

1,03 8

1,1 0 4

5.6 〇 6

7.7 4 8

38

1 〇 4

606

74 8

1,。 〇 〇

1,。 0 0

5.0 〇 〇

7,。 〇 〇

至斜里(1/4)(チリ国向け)

至斜里(1レ4 )( 〃 )

務斜里4,9 09

止別他797(1ソ1Tソ3)

(相生)

//

5 9.128

//

小計

富山県

石川県

2.8 9 9

4.9 3 9

7,8 3 8

8 99

9 39

1,8 3 8

2,。 0 〇

4,。 〇 〇

6,。 〇 〇

・網走(1め3〜1ノ4)

至網走(1ノ17 ノ3)

北見支場計 1 5.5 8 6 2,5 8 6 1 3,。 0 0

根室 羅S 5 9. 3. 6 青森県 4,3 0 4 1,8 3 1 2,4 7 3 至羅臼地区(11/2 〇〜12/5 )

薫別 5 8.1 〇. 3

10. 4

10. 6

小計

北見

〃

〃

湧別

(置戸)

幌内

4.4 7 2

4.5 3 9

4,。 9 8

1 3,1 0 9

4.4 7 2

4.5 3 9

4,。 9 8

1 3.1 0 9

道標津

II

稣別2,37 7標津1,7 21

伊茶仁 5 8.1 〇. 3

10. 4

10. 5

! 〇. 8

5 9.1.14

1.2 5

小計

」匕見

II

1/

〃

山形県

育森県

渚滑

(相生)

II

幌内

4,5 1 5

4,7 2 1

7,。 0 8

4,5 8 7

2,3 0 4

1,2 4 7

2 4,3 8 2

3 12

19 7

5 09

4,5 1 5

4,7 2 1

7,。 0 8

4,5 8 7

1,99 2

1,。 5 〇

2 3.8 7 3

值)標津3.13呼茶仁1,380

管標津

值標津5.392伊茶仁1554

•標津3.72 9伊茶仁85 8

空薫別1,06 5
門^ 無異他1,239(11/2 1—11/2 6 )

朝標津地区(H/2 6〜12/3 )

中標津 5 8.11.18

//

II

112 4

11.30

II

.12. 5

59. 2.1

小計

千歳

//

〃

天塩 

岩手県 

宮城県 

渡島 

青森県

Ctりも>

(春別)

(元浦河)

天塩

知内

2.1 8 8

3.3 3 5

1,9 9 7

3,5 2 8

2.2 9 2

2.3 。 5

1 3.5 3 4

2.3 3 6

31.5 1 5

1 88

2 4 0

2 99

3 5 2

29 2

3 0 5

1.4 3 2

3 3 6

3.4 4 4

2,。 0 〇

3.0 9 5

1,6 9 8

3.1 7 6

2,。 0 0

2,。 〇 〇

1 2,1 〇 2

2,。 0 0

2 8.0 7 1

務当幌1,962春別2 26(9/2 6)

瓮当幌(9/2 3〜9/2 4)

至当幌1,93 5春別 62(9/197/2 2)

縫標津(9/29)

・標津(10/3〜1Q/4)

瓮標津(1Q/4)

標津4,199(1レS)当悦7,914
至春別他1,421 (1Q/Jg/15)

(1Q/4〜 1Q/8)

発西別(12/8)

注)•備考:採卵河川名と採卵月日を記載

•事業場名で()は道立、()は民営
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さけ供給状況一 2

(単位:千粒)

供 給地 移 殖

年 月 日

受給地 移殖卵の内訳
備 考

支 場 事業場 支場 事業場 移籍卵数 移浦W蹴 移殖実卵数

根 室 虹 別 5 8.11.8 千歳 3りも) 2,4 9 7 5 30 1,9 6 7 飴伊茶仁(9/217/22 )

11.8 U (猿 留) 3.9 4 5 5 5 8 3,3 8 7 套薰別(9/26)

11.12 渡島 知 内 11.9 8 6 1,。 9 5 1 0,8 9 1
隣薰別6«5 66
迎標津 5.4 20( 9/2 5-9/27 )

11.17 H A 里 1 0.4 2 9 7 7 3 9.6 5 6
酵薫別 6.1 52( 9/30) 
対標津 4,2 77 (1 0/1—1 〇/7 )

12.27 秋田県 5,4 6 〇 3 7 1 5.0 8 9
隣西別2,92 5
归当幌他 2,164(11/1 4〜11/22 )

5 9.1.14 山形県 6,8 9 6 4 1 7 6,4 7 9 窮西別(11/2 4〜11/29 )

小計 4 1,2 1 3 3.7 4 4 3 7,4 6 9

浜 中 5 8.1 〇. 7 十勝 釧 路 6,。 2 9 6.0 2 9 (©風蓮3.689別当賀2,3 4 0

1 0.11 II 1 4,4 8 7 4,4 8 7
禽)別当賀2«575風蓮1,557 
回矢臼別3 55

小計 1 0,5 1 6 1 0,5 1 6

根室支場計 1 2 5.0 3 9 9.5 2 8 11 5.5 11

十 勝 釧 路 5 9.1.10 福島県 5,3 9 3 9 7 6 4,4 1 7 飴釧路(11/9)

鶴 居 5 9.1.10 福島県 1,7 9 3 2 60 1,5 3 3 急釧路(11/14)

12 0 富山県 9.3 6 0 2,3 6 〇 7,。 〇 〇 盈釧路(11719〜12/5)

小計 11,1 5 3 2,6 20 8.5 3 3

十 勝 5 8.1227 秋田県 9.6 6 8 1,6 6 8 8.0 0 0 絕十勝(11/1 4—11/19)

H 山形県 7,9 2 2 7 2 2 7,2 〇 〇 発十勝(11/11—11/14 )

59.1.10 宮城県 1,37 5 3 7 5 1,。 〇 〇 発十勝(11/21)'

H 茨城県 3,。 6 2 5 62 2,5 0 0 発十勝(11/2 H 1/2 6 )

U 千葉県 2,6 4 5 6 4 5 2,。 〇 〇 命十勝(11/2 d 1/3〇 )

H 群馬県 11 9 19 1 〇 〇 命十勝(11/24)

小計 2 4,7 9 1 3,9 9 1 2 0,8 0 0

札 内 58.12.2 7 秋田県 2,42 4 4 2 4 2,。 〇 〇
易舉内1.7 3 6
浦幌 688( 1 1/12〜11/26)

5 9.1.1 〇 群馬県 1 3 2 3 2 1 〇 〇 瓮厚内(11/30)

// 栃木県 4 5 5 5 5 4 00 圈浦幌!39
做厚内 316(11/2 7〜11/2 8 )

// 埼玉県 2 5 9 5 9 20 0 飽厚内(11/2卜11/30)

小F+ 3,2 7 0 5 7 0 2,7 00

大 樹 5 9.1.1 〇 福島県 1,2 1 〇 1 60 1,。 5 〇 絕歴舟(11/17〜11/24 )

十勝支場計 4 5.8 1 7 8.3 1 7 3 7,5 0 0

天 塩 天 塩 58.1 2. 7 青森県 7,2 4 1 5 8 0 6,6 6 1 瓮天塩(]0/2 4-1 0/30 )

12.19 秋田県 7,5 0 3 5 3 1 6,9 7 2 題天塩(11/&-11/7)

小計 1 4,7 4 4 1,111 1 3.6 3 3
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さけ供給状況一3

(単位:千粒)

供給地 移 殖

年 月 日

受給地 移殖卵の内容
備 考

支場 事業場 支場 事業場 移籍卵数 街®前您戯 移殖実卵数

天塩支場計 1 4,7 4 4 1,111 1 3.6 3 3

千歳 千歳 5 8.1 0.11 

101 2

1 01 3 

10J 4

111 5

1 22 3

12.2 3

12.1 5

10.1 〇

10.2 0

1 0.31

9.3 〇 

! 〇. 2 

10. 3 

10.18

10.1 9

10.2 8

1 0.2 7

112 2 

10.29

12. 5

12.20 

12.( 6 
12? 7

12. 6

12. 7 

1 2.1 2

12.12 

121 3

12.1 3 

121 3 

12.14

北見

根室 

天塩

渡島

新潟県

〃

石川県 

福井県 

長野県 

京都府 

兵庫県 

島根県

山口県 

鳥取県 

福島県

(相生)

u

湧別

n

網,！

ゴ匕見

中標津

«宗谷

(増毛)

//

CM狩»

//

〃

n

〃

u

利別

u

瞒石>

7.6 1 〇 

7,。 1 6

6.7 1 7

5.9 〇 4

5.9 3 8 

3.19 3 

6,。 3 〇

7.5 2 3

2.7 9 7 

6,2 7 6

6.9 8 0

2.6 3 6

3.4 6 1

3.7 0 6

6.2 6 6 

8.6 9 6

6.5 3 7

6.5 11

3.2 3 3 

6,9 4 9

5.6 6 2

1.6 5 6

3.6 6 7

1.3 4 4

5 7 8 

2,11 6

5 2 9 

1,5 8 7

1 〇 5

1.4 7 2 

1,1 6 9

6 2 0

2 5 1

5 9 2

1,1 5 4

3 3 6

6 6 2

11 6

6 6 7

2 4 4

7 8

11 6

29

8 7

5

1 7 2

1 6 9

7.6 1 〇

7,。 1 6

6.7 1 7

5.9 〇 4

5.3 1 8

2.9 4 2

5.4 3 8

6.3 6 9

2.7 9 7

6.2 7 6

6.9 8 0

2.6 3 6

3.4 6 1

3.7 〇 6

6.2 6 6

8.6 9 6

6.5 3 7

6.5 11

2.8 9 7

6.9 4 9

5.0 〇 〇

1.5 4 〇

3,。 〇 〇

1,1 〇 〇

50 0

2,。 00

5 00

1,5 0 0

1 〇 〇

1.3 〇 〇

1,。 〇 〇

(!石狩

© 〃

領〃

領"

銘石狩(9/30^10/5)

照石狩(11/5)

命石狩(U/7)

箇石狩(1Q/24)

損石狩

值Z/

值"

傾"

值"

窗n

® a

B //

© a

絕石狩(1レ4)

•©石狩

命石狩(10/21)

命石狩(11/1)

卷石狩(1レ/22)

卷石狩(10/^2—10/2 3) 

免石狩(10/21—10/2 2 ) 

穽石狩(10/25 )

II

1/

瓮石狩(1Q/2H Q/26) 

©6狩(10/26^1(^/2 7) 

郵狩(1Q/27)
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さけ供給状況一 4

(単位:干粒)

供給地 移 殖 受給地 移 殖卵の内 容
備 考

支場 事業場 年月 日 支場 事業場 移籍卵数 戯 移殖実卵数

千歳 千歳 5 8.12.2 0

122 0

11.2

5 9.1.25

1.11

1.18

1.2 5

小計

山形県

富山県

養殖研

n

チリ国

a

a

6,2 2 8

7,6 3 7

1 8

11

1,。 3 8

1,10 4

1,1 6 5

1 5 1,。 6 5

4 3 8

5 6 7

3

1

3 8

1 〇 4

1 6 5

6,6 1 4

5.7 9 0

7,。 7 0

1 5

1 〇

1,00 0

1,。 0 0

1,。 0 0

1 4 4,4 5 1

籟石狩(11/1)

奥石狩(11/2)

題石狩(9/14)

能遊楽部(12/9)

命斜里(11/24)

窮斜里(12/4)

命遊楽部(12/6-12/9)

千歳支場計 1 5 1,。 6 5 6,6 1 4 1 4 4,4 5 1

渡島 «真繪 5 8.121 9 千酸 (美国) 1,30 0 9 2 1,2 0 8 瓮石狩(10/19)

八雲

知内

5 9.1.25

5 8.122 7

5 9,1.12

1.9 

小計 

58.12.15

1 2.20

12.2 7 

小計

千酸

皆森県

a

秋田県

皆森県

//

//

千歳 1.1 7 6

7,5 7 3

6.2 2 4

5.7 2 2

2 0,6 9 5

5.3 8 2

11,4 4 2

5.0 0 0

2 1,8 2 4

16 6

1,00 7

9 4 5

4 66

2,5 84

6 5 0

8 5 6

5 16

2,。 22

1,。 1 〇

6,5 6 6

5.2 7 9

5.2 5 6

1 8.111

4,7 3 2

1 0,5 8 6

4,4 8 4

1 9.8 0 2

診遊楽部(1涉4泌)(チリ鄙］け)

翁茂辺地5.7 8 3
弛遊楽部他1,790(1好4レ24)

&遊楽部3.5 85
即茂辺地他2,639 (1レ!Z レ50)

彖辺地3.14 3
喩楽部他2«579(1レ1卜い〇)

を茂辺地4568戸切地703
而大野1,111( 11/^1/10)

昼知内11,117当別325
四 (.1レ!A1レI8)

盛知内4910当別90
知 (1レ21〜1レ30)

渡島支場計 4 3.8 1 9 4,6 9 8 3 9.1 2 1

合 計 3 9 6,。 7 0 3 2,8 5 4 3 6 3.2 1 6
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第1〇表さけ受給状況一1(道内)

(単位:千粒)

受給地 移 殖

年 月 日

供給地 移殖卵の内訳

備 考

支場 事業場 支場 事業場 移籍卵数 碗岫戯 移殖実卵数

北見 網走 58.1 22 3 千歳 千歳 3,1 9 3 2 5 1 2,9 4 2 卷石狩(11/5)

(相生) 5 8.! 〇. 4

10. 5

10. 8

10.12

10.1 3

小計

根室

千歳

伊茶仁

//

千歳

H

〃

//

4,7 2 1

7,。 〇 8

7.6 1 〇

7,。 1 6

6.7 1 7

3 3,。 7 2

4,7 2 1

7,。 〇 8

7.6 1 0

7,。 1 6

6.7 1 7

3 3,。 7 2

值標津

管標津5392伊茶仁1,544忠類6 2

值石狩

n

u

北見 5 8.12.2 3 千歳 II 6,。 3 〇 5 9 2 5.4 3 8 発石狩(U/7)

(置戸) 58.1 〇. 4 根室 薰別 4,5 3 9 4,5 3 9 值標津

湧別 5 8.1 〇. 3

10.14

11.15

小計

根室

千歳

薫別

千歳

II

4,4 7 2

5,9 0 4

5,9 3 8

1 6,3 1 4

6 2 0

6 2 0

4,4 7 2

5,9 0 4

5.3 1 8

1 5.6 9 4

值標津

•I石狩

発石狩(9/3 0—10/5 )

渚滑 5 8.1 〇. 3 根室 伊茶仁 4,5 1 5 4,5 1 5 (!標津3,135伊茶仁1,38 0

幌内 58.1 〇. 6

10. 8

小計

根室 薫別

伊茶仁

4,。 9 8

4.5 8 7

8.6 8 5

4,。 9 8

4.5 8 7

8.6 8 5

值薫別2,3 7 7標津1,7 21

虐標津3,7 29伊茶仁858

北見支場計 7 6,3 4 8 1,4 6 3 7 4,8 8 5

根室 中標津 5 8.1 2.1 5 千歳 千歳 7,5 2 3 1,1 5 4 6,36 9 飴石狩(1〇/2 4 )

根室支場計 7,5 2 3 1,1 5 4 6,3 6 9

十勝 釧路 5 8.1 〇. 7

1 0.11

小計

根室 浜中

〃

6,。 2*9

4,4 8 7

1 0,5 1 6

6,。 2 9

4,4 8 7

1 0,5 1 6

值風蓮3.68 9別当賀2,3 4 0

僧別当賀25 75風蓮1,55 7
矢臼別35 5

十勝支場計 1 0,5 1 6 1 0,5 1 6

天塩 妹給 5 8.1 0.1 〇 千歳 千歳 2,7 9 7 2,7 9 7 管石狩

天塩 11.2 4 根室 中標津 3,5 2 8 3 5 2 3,1 76 整標津(9/29)

後形 10.20

10.31

小計

千歳 千歳

H

6,2 7 6

6,9 8 〇

1 3.2 5 6

6,2 7 6

6,9 8 0

1 3,2 5 6

值石狩

//

天塩支場計 1 9,5 8 1 3 5 2 1 9.2 2 9

千歳 千歳 5 9.1.10

1.17

北見 斜里

〃

1,。 3 8

1,1 0 4

3 8

10 4

1,。 0 0

.1,。 0 0

堯斜里(11/24)

朝里(1冰4)

—58 —

さけ受給状況一 2 (道内)

(単位:千粒)

受 給地 移 殖

年 月 日

供 給地 移殖卵の内訳
備 考

支 場 事業場 支 場 事業場 移籍卵数 球U死^数 移殖実卵数

千 歳 千 5 9.1.2 5 渡 烏 八 1,1 76 166 1,。 1 〇 至遊楽部(12/&-12/9 )

小計 3,3 1 8 3 0 8 3,。 1 〇

国) 5 8.1 2.1 9 渡 島 真 狩 1,3 00 9 2 1,2 0 8 瓮石狩(10/19)

也 留) 58.11.8 根 室 別 3,9 4 5 5 5 8 3,3 8 7 盈薰別(9/26)

(えりも｝ 11.8 根 室 虹 別 2,4 9 7 5 3 0 1,9 6 7 發伊茶仁(9/21〜9/22)

11.18 中標津 2,1 88 1 8 8 2,。 0 0 至当幌1,962春別22 6(9/26)

小計 4,6 8 5 7 1 8 3,9 6 7

別) 5 8.11.18 根 室 中標津 3,3 3 5 2 4 0 3,。 9 5 整当幌(リ21/24)

(元浦河) 5 8.11.18 根 室 中標津 1,9 9 7 2 99 1,6 9 8 融当幌1,935春別62("9～^々2)

千歳支場計 1 8,5 8 0 2,2 1 5 1 6,3 6 5

渡 島 CM 狩» 5 8. 93 0 千 歳 千 歳 2,6 3 6 2,6 3 6 道石狩

10. 2 a 3,4 6 1 3,4 6 1 ® a

10. 3 〃 3,7 〇 6 3,7 〇 6 儉〃

10.18 a 6,2 6 6 6,2 6 6 值!I

1 0.19 H 8.6 9 6 8.6 9 6 修H

1 0.2 8 II 6,5 3 7 6,5 3 7 值〃

小討 3 1,3 0 2 3 1,3 0 2

利 別 5 8.10.2 7 千 歳 千 歳 6,5 11 6,5 11 歯石狩

11.2 2 II 3,2 33 3 3 6 2,8 9 7 瓮石狩(1*4)

小計 9.7 4 4 3 3 6 9.4 0 8

«熊 石> 5 8.1 0.29 千 歳 千 歳 6,9 4 9 6,9 4 9 管石狩

八 雲 5 8.11.17 根 室 虹 別 1 0,4 2 9 7 7 3 9.6 5 6
幽薫別 6,152( 9/30) 
知標津 42 7 7 (1 0/1〜1 0/7)

知 内 5 8.11.12 根 室 虹 別 11,9 8 6 1,。 9 5 1 0,8 9 1
磴黨別6,566標津5.4 20
頭 (9/2A9/2 7)

12. 5 中標津 1 3,5 3 4 1,4 3 2 1 2,1 0 2
曲標津4199(1Q/5)当幌7,914
翅春別他1,421 (1レJ1Q/15)

小計
(ig/!〜i")

2 5,5 2 0 2,5 2 7 2 2,9 9 3

渡島支場計 8 3,9 4 4 3,6 3 6 8 0,3 0 8

道 内 計 2 1 6,4 9 2 8.8 2 〇 2 0 7,6 7 2
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さけ受給状況一 3 (道外)

(単位:千粒)(単位:千粒)

受給地

移 殖

年 月 日

供給地 移殖卵の内訳
備 考

支場 事業場 移籍卵数 碗前潮數 移殖実卵数

青森県 5 9.1.2 5

2.1

3. 6

58.12. 7

12.15

12.20

12.2 7

12.2 7

5 9.1.1 2

根室

//

〃

天塩

渡島

n

〃

U

n

伊茶仁 

中標津 

羅臼 

天塩 

知内

//

it

八雲

a

1.2 4 7

2.3 3 6

4.3 。 4

7.2 4 1

5.3 8 2

11,4 4 2

5,。 0 〇

7,5 7 3

6,22 4

1 9 7

3 3 6

1,8 3 1

5 8 0

6 5 0

8 5 6

5 1 6

1,。 〇 ?

9 4 5

1,。 5 〇

2,。 0 0

2.4 7 3

6.6 6 1

4.7 3 2

1 0,5 8 6

4.4 8 4

6.5 6 6

5.2 7 9

瓮標津地区(11/2&-12/3)

套西別(12/8)

至羅臼地区(11/20-12/5 )

発天塩(1レ2 410/30)

あ茂辺地4568戸切地703大野111
迎 (11/8^11/1 〇 )

発知内!1,117当別325(1レ141レI8)

命知内4,910当別90(1/1rレ30)

/茂辺地5.783遊楽部他1,790
姻 (1レト1レ&)

翁遊楽部3585茂辺地他2.639
即 (1レ!卜I/O)

小計 5 0,7 4 9 6,9 1 8 4 3.8 3 1

岩手県 5 8.11.30 根室 中標津 2,2 9 2 2 9 2 2.0 〇 〇 融津(1レ3〜10/4)

宮城県 5 8.1 1.30

5 9.1.1 〇

根室

十勝

中標津

十勝

2.3 。 5

1.3 7 5

30 5

3 7 5

2.0 0 0

10 0 0

瓮標津(10/4)

釦一勝(11/21)

小計 3,6 8 0 6 8 0 3.0 00

福島県 59.1.10

//

//

5 8.12.14

十勝

//

〃

干歳

釧路

鶴居

大樹

千歳

5.3 9 3

1,7 9 3

1,2 10

1,1 6 9

9 7 6

2 60

1 6 〇

1 6 9

4.4 1 7

1.5 3 3

1,。 5 0

1,。 00

命釧路(11/9)

卷釧路(11/14)

絕歴舟(11/1H1/24)

飴石狩(10/27)

小計 9.5 6 5 1,5 6 5 8.0 0 0

茨城県 5 9.1.10 十勝 十勝 3,。 6 2 5 6 2 2,5 0 0 発十勝(11/21〜11/26 )

秋田県 59.1.20

5 8.12.2 7

5 8.12.19

59.1.9

北見

根室

十勝

n

天塩

渡島

斜里 

虹別 

札内 

十勝

天塩 

八雲

5.6 〇 6

5.4 6 0

2.4 2 4

9.6 6 8

7.5 〇 3

5.7 2 2

ヽ 6 0 6

3 7 1

4 2 4

1,6 6 8

5 3 1

4 66

5.0 〇 〇

5.0 8 9

2,。 〇 〇

8.0 0 〇

6.9 7 2

5.2 5 6

能斜里4909止別他797(1勿!〜1必)

至西別 2925 当幌他 2,164( 11/14^1^22)

瓮厚内!,736浦幌688(1レ!2〜1レ26)

絕十勝(11/14〜11/19 )

・天塩(11/7〜11/10)

屋戊辺地3.143遊楽部他2,579
(11/!A1レ30)

小計 3 6,3 8 3 4,。 6 6 3 2,3 1 7

山形県 5 9.1.14 

u 

58.12.2 7

12.2 0

根室

U

十勝

千歳

伊茶仁 

虹別 

十勝 

千歳

2,3 0 4

6.8 9 6

7.9 2 2

6,2 2 8

3 1 2

4 1 7

7 2 2

4 38

1,9 9 2

6,4 7 9

7,2 0 0

5,7 9 〇

別!,06 5崎無異他1,239

(11/21〜11/2 6)

発西別(11/2 4〜11/2 9)

宅十勝(11/11〜11/14)

発石狩(11/D

小計 2 3.3 5 0 1,8 8 9 2 1,4 6 1

さけ受給状況一4 (道外)

受給地
移 殖

年 月 日

供給地 移殖卵の内容
備 考

支場 事業場 移籍卵数 斷!前死 移殖実卵数

新潟県 58.12. 5

12.20

r歳

n

千歳

a

5.6 6 2

1.6 5 6

66 2

11 6

5.0 0 0

1.5 4 〇

卷石狩(1Q/21)

命石狩(11/1)

小計 7,3 1 8 77 8 6,5 4 〇

富山県 5 9.1.28

1.20

5 8.1220

北見

十勝

千歳

(相生)

・居

千歳

2,8 9 9

9.3 6 0

7,6 3 7

8 99

2,3 6 〇

5 67

2,。 0 0

7,。 0 0

7.0 7 〇

窮網走(12/3〜 12/4)

命剣路(11/1卜1勿5 )

卷石狩(U/2)

小計 1 9.8 9 6 3.8 26 1 6,。 7 0

千葉県 5 9.1.10 十勝 十勝 2,6 4 5 6 4 5 2,。 0 0 瓮十勝(11/2卜11/3 0)

石川県 59.1.28

58.12< 6 
12? 7

北見

千歳

(相生)

V 歳

4,9 3 9

3.6 6 7

9 3 9

66 7

4,。 0 0

3,。 〇 〇

豁網走(1レ1〜12/3)

至石狩(10/22)

小計 8.6 0 6 1,6 0 6 7.0 〇 〇

福井県 5 8.1 2. 6 千a 千歳 1.3 4 4 2 4 4 1,1 0 0 命石狩(10/2 2^1 〇/23)

京都府 5 8.1 2.12 千歳 千歳 2.1 1 6 11 6 2.。 0 0 命石狩(10/25)

兵庫県 58.1 2.12 千歳 f 歳 5 2 9 2 9 5 00 卷石狩(10/25)

鳥取県 58.1 21 3 千歳 千歳 1.4 7 2 17 2 1,3 0 0 彘石狩(1 0/2 6—1 0/2 7 )

島根県 5 8.1 21 3 r 歳 千歳 1,5 8 7 87 1.5 0 0 曲石狩(10/25)

群馬県 5 9.1.10

//

十勝 

a

札内

十勝

1 3 2

119

3 2

1 9

100

1 00

命厚内(11/30)

使十勝(H/24)

小計 2 5 1 5 1 2 0 0

栃木県 5 9.1.10 十勝 札内 4 5 5 5 5 4 00 至浦幌139厚内316(1い7〜1レ28)

埼玉県 5 9.1.10 十勝 札内 2 5 9 5 9 2 00 偷厚内(11/28—11/3〇)

山口県 5 8.12.13 千歳 千歳 10 5 5 10 0 龛石狩(1 〇/2 H 0/26 )

長野県 5 8.1 2. 7 千歳 千歳 5 7 8 7 8 5 00 曲石狩(1レ2I〜10/22 )

本州計 
(!府20県)

1 7 6.2 4 2 2 3.7 2 3 1 5 2,5 1 9

養殖研究所 5 8.11.2

5 9.1.2 5

千歳

a

i 歳,

U

1 8

11

3 

1

1 5

1 〇

命石狩(9/14)

曲石狩(12/9)

小計 29 4 2 5

チリ国 5 9.1.11

1.18

125

北見

a

渡島

糾里

斜里

八雲

1,。 3 8

1,1 0 4

1,1 6 5

3 8

10 4

1 6 5

1,。 〇 〇

1.0 0 0

1,。 〇 〇

瓮斜里(H/24)

瓮斜里(12/4)

命遊楽部(1レ6〜1レ9)

小計 3.3 07 30 7 3,。 〇 〇

道外計 1 7 9.5 7 8 2 4,。 3 4 1 5 5.5 4 4

合 計 3 9 6,。 7 0 3 2.8 5 4 3 6 3.2 1 6

—6〇 — —61——



%

8 8.0

86.6 9,19 2

9 0.0 1,1 50

8 6.9 10,3 42

9 4.6 1,758

3,7 62

9 1.5 29,208

9 3.3令っ

9 2.3 ※く

3,。 7 3

989

8 93

7 4.4

7 8.8

9.611

2,5 9 5

千尾 
2,105

2,1 碧

9,192

1,150

10,3 42

1,758

1,2 4 7 5.。 09

600 2 9.808

3,329
洪210

15.134

3,9 2 9
米210

4 4,942

3.073

989

9.611

4,896 7,491

次 3,。 33
18.736

4,896
次 3,033

2 6.227

洪 £
5,726

1,100

ホ

ツ

東

ルシ

岩尾

遠音 

奥蔡 

斜

ヤ(ル

別岩

(岩

小

別(遠

別

里斜

(来

小

止 別

浦士別

藻 琴藻

部網 走網

(相

能取湖

ハイラギ

シャ) 

尾別 

尾別)

吊

音別)

里・.

運)

計

琴

走

生) 

計

2,40 3

11,3 0 4

1,2 85

1 2,5 8 9

1,8 66

3 3,10 4

2 6,4 35

5 9,5 39

11,940

1 5,121

3 3.136

4 8,2 5 7

千粒
289

1,517

128

1,645

101

2,80 5

1,777

4,5 8 2

1,2 8 2

3,8 6 7

7,036

10,9 0 3

千尾
2,114

9.7 8 7

1,157

10,94 4

1.7 6 5

30,299

2 4,658

5 4,9 5 7

1 0,6 5 8

11,254

2 6,1 00

37354

ク

室

常 呂北

中 (置

(常

小

ライトコロ

部佐呂間別

芭露

部計 13 6,594

見 10,173

戸)

S)
計

1 72 0 3

2,77 9

3 0,1 5 5

18,80 2 117,792

1,61 7 8.5 5 6

2,7 7 9 1 4,4 2 4

19 9 2,5 80

4,595 25560

86.2
次 8.9 6 9

9 2,979

8 4.1 75 04

8 3.8 13,1 9 9

9 23 2,5 6 2

8 4.8 2 3265

1,。 21

洪 3,。 06
3,127

1,。 21

12,1 77
※話
10 5.156

8,969

7,504

13.199

2,562

2 3265

1,021

※繼

1,021

5.さけふ化放流成績概要

本魚種は1,419,541千粒を国営3 6事業場・道営6支場・民営8 7収容場•仮設収容施設!4 

ヶ所の計14 3ヶ所に収容し、昭和5 9年1月1日から6月14日まで、全道181水系に

1.124,4 8 2千尾•海中飼育として2 2,2 81千尾の史上最高である合計1,14 6,7 6 3千尾を放流した。

第11表 昭和5 8年度海区•水系別さけふ化放流成績表

海区水
事業場

(収容場)
収容卵数死卵数ふ出尾数ふ出率一 

給

放 流 尾 数 

亙］無給餌］計

0
5
 
0
3

1
O
 
1
1

2
0գ 
2
0
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本年度の収容は、前期卵(9/上〜1〇/中)5 5.2% ・中期卵(1〇/下〜11/中)3 7. 2%・ 

後期卵(11/下以降)7.6%と前年同様に前期卵の比率が高かったが、ふ出率は8 6.1%と良好な成 

績であった。本年も前中期卵を多く収容したため飼育対象尾数も多く、給餌群は1,06 4,5 21千尾で給餌 

率も9 2.8 %と今までの最高の率となった。

«»道立ふ化場 ※海中飼育()民間収容場 <>仮収容施設

放况期間 稚 魚 移 殖 放 流
3餌率

〇Z

10 0.0

10 0.0

10 0.0

10 0.0

7 5.1

9 8.0

78.0

91.3

10 0.0

10 0.0

10 0.0

34.6

10 0.0

81.3

10 0.0

10 0.0

月/日〜月ノ日 
4/2 8〜4/3 〇 

3/ 1—4/3 〇 

4/2 8—4/3 〇 

3/ 1—4/3 〇 

4/2 8 — 4/3 〇 

3/2 9—4/ 1 3 

1/ 1—4/2 8 

3/2 5 — 5/2 4 

1/ 1〜5/2 4 

3/2 8 — 3/3 〇 

5/ 7

4/ 1—5/1 2 

3/1 3 — 5/1 2 

3/1 6 —5/ 8 

3/1 3 — 5/1 2 

5 / 2 

5/9

千尾

来連から5,。 0 9

※斜里海中飼育 奥藥別へ5.。 0 9 止別へ3.。 7 3

来運から3.0 7 3

藻琴から98 9

浦士別へ98 9

※能取湖海中飼育へ2,。 0 0
バイラ・へ1,100

※網走海中飼育へ3.。 3 3 ※能取湖海中飼育へ3.7 2 6

※能取湖海中飼育 網走から2.。 0 0相生から3,7 2 6

網走から1,1〇〇

8 8.4 1 / 1—5/2 4

1 0 0.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

_ 1 00.0

3 / 1—5/1 2 

3/2 4 〜4/2 7 

4/ 1—5/1 6 

3/ 1—5/1 6 

4/2 5〜5/1 2 

4/2 3 — 5/1 4 

5/11

佐呂間湖海中飼育へ!.1〇〇

ライトコロへ1,。 21

置戸から1,。 21
受花立が湖海&能!育］北見より1.。 0 0 湧別5線から1.1〇〇
※佐呂間湖海中飼育｛丸瀬布から2,。 0 6丸瀬布から2,。 2 7

丸瀬布から501 湧別5線から5 20
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事業場
死卵数 ふ出率・ふ出尾数収容卵数海区 水 系

無給餌餌(収容場) 給

別 別湧 湧

14,8071布)(丸瀬 1 4,8 0 72,6 9 2 8 7.822,15 1 1 9,4 5 9

中 (湧別 58614,9 408 7.2 1 5,52520,。 5 3 2,5 5 75 1 7,4 9 6

別> 5,12 66735.9 0 4 5,2 31 8 8.6

計小 6,8105 4,762 6,63 6 4 8.126 8 7.9

洪
藻

渚 13290渚 滑 滑 20,059 1 7,9 2 6 8 9.42,13 3

部 部) 4,610 200(興 8 3.0804 3,9 36興 4,74 0

武 2,5 01雄 2,5011

内 10,00 9内幌 幌 10㈣1 42 2 6 1,5 2 6 1 2,7 0 0 8 9.3

内 南)(幌 5,9 21 5.9216,8 3 0 846 5,9 8 4 8 7.6

め 2,3 9 8 2,398部 3,1803,3 5 2 9 491 72

計 2,398小 21,864 8 9.62 4,4 0 8 2,5 4 4

中部計 9.4 0 88 7.51 34,12 4 16,712 117,41 2

徳志別 徳 志 別 2,3 9 2 1 6,5 40 8 7.41 8.9 3 2

登北見幌別 歌 7,17 9 7,1758 7.51,307 9.111西 10,418

別 8.1821別 頓頓 8.18 29 2.510,12 2 763 9.3 5 9

猿 (猿 払) 1,539払

別 (鬼 別) 598 598志 志 9 1.3鬼 2 72 2,8 4 03.112

1,088知 来 1,08 8別

500前 500部 時

西部計 3 39 893 7,8 5 0 8 8.94 2,5 8 4 4,734

本年度 21,58531 3,302 4 0,2 48 27 3,。 5 4 8 7.2

区 計海
前年度 13,7 188 6.344,006 2 7 7,148

5,6915.6 917,5 0 5 9 1.5696

200200

2,6412,6 4 73 10 4,49 9 9 3.6

1,40§1,400

1,5641,56448 9 6.21,2 24

4949

6〇〇600

6〇〇600

10,850699 1 2,8 9 2 10,8 5 09 4.9

7,01512 3 1 7,2 3 6 7,0158 5.5

球
714

千尾 千尾
1,。 98

球
6,6 5 4

千尾

41,283

100 
1,080

1 3,2901

%

3 4,4 7 3

洪100
1,08 0

譜

放流

必12,075

2 4 8,8 也 
8,692

* 2 59.631

159 30

洪 3,1 0 6
100.318

3 39 89

洪12,。 7 5
227,286

洪 8,6 9 2
2 4 5,9 1 2

1 8.328

碗 330?

1 09,726」

14903

数

1 4,9 0 3

北

321,154

増 幌 踪 給 8.201

声 問

寿 (東利尻) 4,80 9

東ノドットマリ

朝 日 05 B> 1,2 7 2

大空沢

香深井

大 沢

天 塩 天 塩 1 3,5 9 1

中 川 8,4 6 7

-------

魯S率
放流 期間 稚 魚 移 殖 放 流

月/日〜 月/日 千尾

811 3/1〜 4/3 〇

100.0 5/ 4〜 5/1 4 佐呂間湖海中飼育へ2,。 〇 6佐呂間別へ2,02 7芭露へ501

96.2 3/1〜 4/3 〇 佐呂間別へ1,100芭露へ5 20

0.0 3/1〜 4/3 0

83.5 3/1〜 5/1 4

100.0 5/ 9 ※コムケ湖海中飼育(渚滑より100) 渚滑から1,。 8 0

10 0.0 4/ 2〜 5/2 5 コムケ湖海中飼育へ100 藻べつへ1,080 興部へ1,010

9 5.8 4/1 2 〜 5/3 〇 渚滑から1,010

100.0 4/2 4 〜 5/1 4 幌内から2,5 01

100.0 3/2 4 〜 5/3 〇 雄武へ2,5 01

100.0 3/2 3 〜 4/2 5

0.0 3/2 5 〜 4/2 〇

8 6.9 3/2 3 〜 5/3 〇

9 1.4 3/1〜 5/3 〇

100.0 5/ 5〜 5/1 5 天塩へ！,307 (再飼育)

100.0 4/1 5 〜 5/1 6 験別へ1,357 (再飼育)天塩へ373 (再飼育)

100.0 4/2 〇 〜 5/1 4 天塩から1,800(再飼育) 歌登から1,357(再飼育)

100.0 5/1 4 〜 5/2 4 宗谷から5 00 鬼志別から1,。 3 9

100.0 5/2 4 猿払へ!,。 39 知来別へ1,。 88

100.0 5/2 4 鬼志別から1,088

100.0 5/1 5 宗谷から5 0 0

100.0 4/15 〜 5/2 4

91.7 1/1〜 5/3 〇

94.4 2/2 3 〜 5/3 1

100.0 5/1〜 5/1 8 猿払へ500 時前へ500

100.0 4/2 7 天塩から2 00

100.0 3/2 6 〜 5/1 3 朝日へ4 00(再飼育)東ノドットマリへ1,40 0(再飼育)

100.0 3/2 6 〜 4/2 8 東利尻から!»40 0 (再飼育)

100.0 4/1 8 〜 5/1 3 大空沢へ5 0(再飼育) 東利尻から400(再飼育)

100.0 4/1 8 朝日より50(再飼育後1減)

100.0 5/1 〇 天塩から600

100.0 5/ 8 天塩から600

100 0 ［頓別へ1,800 (再) 香深井へ600 大沢へ600 声間へ200

t徳志別から!,307(再) 歌登から373(再)
100.0 3/2 1〜 4/2 〇
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海 区 水 系
事

(C

業場

(容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放流尾数、

給 餌 無給餌

天 塩 (北 山) 3.5 2 8 352

千尾
3,176

%

9 0.0

千尾 千尾
1,2 00

僅
1.200

ぐ匕陽製組 430 30 400 9 3.0 360 36〇

牝 小 ft 2 6,。 1 6 2312 23,704 91.1 17,86 5 1,5 60 19.425

遠 別 6,09 5 6,095

風 連 別 1,。 0 0 1.000

日 築 別 1,。 0 0 1.000

羽 幌 1,。 0 0 1.000

古 丹 別 1,000 1,0001

小 平 藥 1,。 0 0 1.000

信 砂 (信 砂) 7,772 941 6,8 31 8 7.9 5,3 0 0 5.300

部 箸 別 1,。 0 0 1,00〇'

暑 寒 別 倒 目 2 9,。 7 0 3,8 0 9 2 5,2 6 1 8 6.7 13,5 4 4 13,544

北 部 計 7 7,14 0 8.116 6 9,024 8 9.5 61,555 1,5 60 6 3,1151

浜 益 1,320 293 1,。 2 7 7 7.8 1,930 1,930

中 厚 田 (厚 H) 869 94 7 75 8 9.2 1,24 3 1,243

石 狩 千 歳 5 0,。 0 2 8,7 0 7 4 1,2 9 5 8 2.6 3 5,16 3 2,2 7 5 3 7,438

余 市 (余 市) 7,619 895 6,7 2 4 8 8.3 8,3 01 8.301

古 平 (古 平) 3,6 3 0 66 5 2,9 6 5 81.7 3,760 3,760

美 国 (美 国) 1,6 5 7 100 1,5 5 7 9 4.0 1,552 1,552

部 積 丹 2,3 0 0
2,30〇!

中 部 計 6 5,。 9 7 10,7 5 4 5 4,34 3 8 3.5 5 4,2 4 9 22 7 5 56,524

本 古 宇 (神 内) 1,309 78 1,23 1 9 4.0 2,2 2 0 2,220

盃 1,200 1,200

南 野 束 (岩 内) 3,3 3 8 431 2,9 0 7 8 7.1 3,84 0 3,840

尻 別 尻 別 3,9 19 219 3,700 9 4.1 2,8 2 9 781 3,610

a 狩) 1 2,1 9 9 862 11,337 9 2.9 鑽岬丿い輸送颇

小 計 16,118 1,。 81 15,。 37 9 3.3

朱 太 (朱 太) 5,。 81 369 4,712 9 2.7 6,18 6 6,186

泊 (島 牧) 42 9 0 642 3,6 4 8 8 5.0 4,6 0 0 4,600

利 別 利 別 5,516 4 80 5,。 3 6 9 1.3 2,9 5 7 2,951

部

(瀬

小

棚) 

計

3,4 3 2

8,9 4 8

4 56

9 36

2,9 7 6

8,012

8 6.7

8 9.5

洪1.。 0 0
3.8 86

米1,00 0
6.8 43

* 1,000

3,886|

* 1,00；!

6,843

臼 別 700 7001

見 市 «熊 石!) 8.8 0 0 9 76 7,8 2 4 8 8.9 32 〇〇 3,2〇«
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放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

給餌率

月/日〜月/日 千尾

0.0 3/1 4

0.0 4/11

9 2.0 3/1 4 〜4/2 〇

10 0.0 4/1 2 〜4/2 5 増毛から6,。 95

10 0.0 4/1 7 増毛から1,。 00

10 0.0 5/1 〇 増毛から1,。 0 0

10 0.0 5/11 増毛から1,。 0 0

100.0 5/1 5 増毛から1,。 00

10 0.0 5/1 4 増毛から1,。 0 0

10 0.0 5/2 9 箸別へ1,。 0 0

! 〇 0.0 5/3 1 信砂から1,00 0

10 0.0 4/ 3 〜5/1 5
遠別へ6,095 風連別へ1,000 築別へ1,000 羽幌へ1,000
古九別へ1.。 0 0 /卜平藤へ1,。 00 _______________ ________ ______________________________________________

9 7.5 2/ 7 〜5/29

100.0 3/ 3 〜3/2 7 千歳から1,00 6

10 0.0 4/1 7 〜5/ 7 千歳から501

9 3.9 2/1—4/2 8 浜益へ1,006 厚田へ501 鵡川へ1,517

10 0.0 4/ 5 〜4/11 真狩から2,。 0 0

10 0.0 3/ 3 〜4/1 8 真狩から1,000(再飼育)

10 0.0 4/2 1 — 5/8

10 0.0 4/1 6 — 4/1 7 真狩から2,3 0 0

9 6.0 2/ 1—5/ 8

10 0.0 4/2 8 — 5/6 真狩から1,00 0 (再飼育)

100.0 4/2 5 — 4/2 6 真狩から1,200

10 0.0 4/ 3 — 4/3 〇 真狩から1,000

7 8.4 3/ 1—3/3 1

徐市へ2,。 0 0古平へ1,。 00(再)積丹へ2,30 0 古宇へ1,000(再)
监へ1,200 野束へ1,000(再)泊へ!,000(再)朱太へ1,606(再)

3/1 — 3/3 1

1 0 0.0 4/ 5 — 5/1 真狩から1,606(再飼育)

1 0 0.0 4/1—5/10 真狩から1,000(再飼育)

100.0 2/ 7 — 3/3 1 瀬棚へ2,。 00(再飼育)

10 0.0 4/ 2 — 4/ 7 ※瀬棚海中飼育 利別から2,000(再飼育)

10 0.0 2/ 7 — 4/ 7

100.0 4/ 6 熊石から?〇〇

100.0 3/2 1—4/2 〇 石崎へ600 青苗へ500 臼別へ700 天の川へ400 厚沢部へ1,800
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事業場
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率海区 水 系

給 計(収容場)

相 内 内)沼 (相 沼
千尾千粒

3.7 9 2
建 85f a?

放流尾数

餌

千尾
2,9 33

無給餌

千尾

突 符 (突 符) 3,。 3 3 388 2,6 4 5 8 72 1,9 3 0 1.930

0 南 姫 470 47〇

厚 沢 部 厚 沢 部 7,6 5 9 823 6,8 3 6 89.3 8.4 3 8 8.438

天 の (上 ノ 国) 4,9 4 9 700 4,24 9 8 5.9 4,42 3 4,423

石 崎 595 595

釣 懸 (奥 尻) 1,。 7 9 70 1,。 0 9 9 3.5 2 10 210

青 苗 1,。 4 0 1,040

大 聽 津 802 802

小 鴨 津 (清 部) 4,129 558 3,5 71 86.5 1,400 1,400

部 茂 草 8 02 802

及 部 (及 部) 5.3 2 5 5 37 4,7 8 8 8 9.9 4,5 00 4,5001

南 部 計 77,8 5 0 8.14 0 69,710 8 9.5
楽!,000

5 9,161 781 1,0l〇
5 9.942

本
海 区 計

本 年 度 220,087 27,010 1 9 3,。 7 7 8 7.7 洪!,。 0 0
17 4,96 5 4,616 洪1,00〇!

1 79581

前 年 度 2 14,87 9 42,00 7 172,872 8 05
京 2,5 0 0
1 3 5269

1 8,9 7 3 2,50 0
1 5 4,242

ノレ サ (ル サ) 5.09 6 646 4,4 5 0 8 7.3 2,2 30 2,230

好カノレベッ (モ4?カノレヘッ) 9.6 2 6 1,3 16 8.3 10 8 6.3 1,。 00 1,000

根 サ シルイ (サ シルイ) 999 999

羅 知 徒 来 700 700

羅 a 羅 a 16,7 5 4 5.718 11,。 3 6 6 5.9 6,74 5 6,745

(湯 ノ 沢) 5.5 7 9 2,。 4 7 3,532 6 3.3 3,3 5 5 3355

小 計 2 2,3 3 3 7,7 6 5 14568 6 5.2 10,100 1 0,100

松 法 900 900

知 西 別 1,9 9 8 1,998

ポ澹刈古丹 1,499 1,499

春刈古丹 4,9 9 5 4,995

a 陸 志 別 (陸 志 別) 5,3 38 388 4,9 5 0 9 2.7 3,3 2 5 - 3,235

植 別 2,9 9 0 2,990

羅a地区計 42,39 3 10,115 32,2 7 8 7 6.1 30,646 30,646

元崎無異 (元崎無異) 3,7 3 4 1,15 4 2,580 6 9.1 2,5 2 0 2,520

室 標 夺崎無異> 6,3 3 6 958 5,3 7 8 8 4.9 2,9 5 8 2,958

小 計 10,07 0 2,112 7,9 5 8 7 9.0 5,4 7 8 5,478

津 崎 無 異 2,9 9 3 2,9931

薫 別 薫 別 17,。 86 2,5 7 6 14,5 10 8 4.9 1 5,4 7 5 15,475
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給餌率
放流 期間 稚 魚 移 殖 放 流

%

10 0.0
月/日〜月/日 
4/ 1〜4/ 9

千尾

100.0 2/2 〇 〜 4/1 7 姫へ470

100.0 4/1 6 突符から470

100.0 3/11〜 4/1 5 熊石から!,80 0(輸送中15減)

10 0.0 3/2 8 〜 4/1 〇 熊石から4 00(輸送中 2減)

100.0 4/1 〇 熊石から600(輸送中 5減)

10 0.0 4/2 4 青苗へ5 4 0

100.0 4/2 〇 〜 4/2 4 奥尻から540熊石から500

10 0.0 3/3 1 清部から802

10 0.0 3/1 9 〜 4/ 4 大鴨津へ802 茂草へ802

100.0 4/ 4 清部から802

10 0.0 2/2 8 〜 4/3 〇

9 8.7 2/ 7〜 5/1 〇

97.4 2/1〜 5/2 9

8 7.9 2/1 6 〜 6/1 〇

100.0 5/1 7 サシルイへ1,000 (再飼育) 知徒来へ700 陸志別へ3〇〇

100.0 5/1 8 〜 6/1 5 松法へ900 知西別へ1,000(再)ポン春刈古丹へ1,0〇〇春刈古丹へ4,。 00

100.0 6/ 5 ルサから!,000(再飼育後1減)

10 0.0 5/17 ノレサカ、ら700

春刈古丹へ!,000(再) 知西別へ1,0〇〇(再)
ポン春刈古丹へ50 0(再) 陸志別へ12 35

100.0 6/ 2

10 0.0 5/2 3 〜 6/1 5

100.0 5/2 3 モセカルベツから900

100.0 6/ 9 モセカルベツから!,。 0 0 羅aから1,00 0(再飼育後2減)

100.0 6/ 8 モセカルベツから!,00 0 羅aから500(再飼育後1減)

100.0 6/5 モセカルベツから4,00 0 羅aから1,000(再飼育後5減)

100.0 5/14 ～ 5/2 3 植別へ3,00 0(再飼育) 羅aから123 5 ルサから30 0

100.0 5/2 9 陸志別から3,00 0(再飼育後1〇減)

100.0 5/1 4 〜 6/1 5

10 0.0 4/2 8 〜 4/3 1

10 0.0 6/10 〜 6/1 2

10 0.0 4/2 8 〜 6/1 2

100.0 5/2 9 〜 5/3 1 古多糠から3,000(再飼育後7減)

10 0.0 4/1 6 〜 6/ 7 伊茶仁から1,221(河口にて再飼育後2減)
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給

72 5 8

1 4,2 2 0

4 6,3 7 8

3,66 5

3,66 54 6,3 7 8

3,66 59 3,4 9 8

600 6〇〇

16,13 6 1 6,136

3,7 3 0 3,731

4,9 4 0

41,6 8 5

7,3001
7,3 00

4 8.98 5 4 8585

1,7 0 5 1,705

8,。 8 0 8.080

10,4 5 5 10,455

1,9 8 8 1388

1,6641,664

688688

1,4011,401

洪 1,。 0 0

3,6 6 5

500

1,。 8 5

702702

4,3 8 4

洪

1,。 00 550

1,5 0 0 280

法 500

3,。 0 0
4,8 6 6

2,。 3 2
6,2 0 0

1,085

4,384

3,00¢
4,86¢

1,551

4,9401

4 1,6851

放流

—50,0^

9 7,163

餌

千尾
1,6 9 6

全数他河川へ輪送

1,7待

洪 2,03?

6理

洪!,0011

M両I
1 00.372 

洪1,000
228』耿 
紅

洪

洪!,。 00 
100,372 

洪!,000 
2 24,51 6 

洪 7,9 5 7 
2 1 6,7 7 3 

964 
986

無給餌

千尾

96(!

9阳

7,258

14,22°

海区 水 系
事業場 

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

根

室

標

津

古多糠 

忠 類

伊茶仁 

標 津

(古多糠)

(忠 類)

伊茶仁

中標津

<31 跡

小 計

5,5 6 7

9,1 25

2 3,5 7 0

51,782

4,9 0 8

5 6,690

805

1,787

4,。 6 5

6,9 0 5

510

7,415

千尾
4,76 2

7.3 3 8

19,505

4 4,877

4.3 9 8

4 9,2 7 5

%

8 5.5

8 0.4

8 28

86.7

8 9.6

86.9

標津地区計 1 2 2,1 0 8 1 8,7 6 0 103,3 48 8 4.6

南

部

茶志骨

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢臼別

風 蓮

別当賀

温根湯

穂 香

コタンケシ 

ノッカマップ

1—サムポロ

計根別

(春 別)

(床 丹)

虹 別

(西 別)

小 計

(矢臼別 

浜 中

浜中第2

(穂 香)

(灯 台)

(温根元)

2 1,5 16

3,。 3 7

3,。 3 3

5 6,49 5

9.3 5 8

6 5.8 5 3

2,1 35

9.6 4 5

1 2,4 7 5

5 13

1.7 6 8

2,5 61

1,580

207

91

5.2 。 6

637

5,843

300

9 66

1.2 11

68

2 24

311

1 9,9 3 6

2.8 3 0

2.9 4 2

51,289

8.7 21

60,010

1.8 3 5

8,6 7 9

11,264

445

1,544

2,2 5 0

9 2.7

9 32

9 7.0

9 0.8

9 3.2

9 1.1

8 5.9

90.0

9 0.3

8 6.7

8 7.3

8 7.9

南部計 122,536 1 0,8 0 1 111,735 91.2

海 区 計
本年度 2 8 7,。 3 7 39,6 7 6 2 4 73 6 1 8 62

前年度 2 7 9,1 4 7 42,3 8 7 236,760 8 43

え 

り 

も 

以

東

東

部

沖根辺 

ホロニタイ 

初田牛 

チッチャラベン 

幌 戸

新 川

藻散布 

別寒辺牛

(ホロニタイ)

(落 石)

(幌 戸)

<Wr )i>

く養老散布>

知安別

1,561

5,14 5

7,512

875

377

10548

235

361

1,211

188

82

1,45 4

1.3 2 6

4,784

6.3 01

687

295

9,。 9 4

84.9

9 3.0

8 39

7 85

78.2

8 6.2

--- -----

給餅率
放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

月/日〜月/日 千尾
100.0 5/2 8 崎無異へ3,00 0

100.0 5/1 〇 〜6/1 〇

1 〇〇・〇 3/ 1〜5/2 8 薫別へ1,22 1(再飼育) 標津へ3,5 6 4

100.0 3/2 4 〜5/2 4 伊茶仁から3,5 64

0.0 4/2 1〜4/2 5

9 2.7 3/2 4 〜5/2 4

.— -- ■
9 6.2 3/ 1〜6/1 2

100.0 5/2 6 〜5/2 7 計根別から600

10 0.0 3/2 〇 〜5/2 5 茶志骨へ60 0 春別へ1,00 0 床丹へ1,80 0

100.0 4/1 〇 〜4/3 0 計根別から1,。 00

10 0.0 4/ 1〜4/3 〇 計根別から1,80 0虹別から498

｛床丹へ498 温根別へ1,988 穂香へ1,248

’初田牛へ702 コタンケシへ6 88 沖根辺へ986

10 0.0 2/2 2 〜5/16

10 0.0 2/2 2 〜5/16

10 0.0 4/2 5 〜5/2 8

10 0.0 4/ 5 〜5/2 〇

10 0.0 4/1 6 〜5/3 1

10 0X) 5/1 5 ～ 5/1 6 虹別から1,9 8 8

10 0.0 5/ 5 〜5/ 9 虹別から1,2 4 8

10 00 5/ 9 虹別から688

10 0.0 5/1 2 〜5/1 8

10 0.0 4/2 5 〜4/2 9 ※トーサムポロ海中飼育1,000 培瑤瑁海中飼育へ964

10 0.0 2/2 2 〜5/1 6

9 84 2/2 2 〜6/1 5

9 9.8 2/1 4 〜6/1 5

100.0 5/8 ※海中飼育964(温根元より) 虹別から986

100.0 4/2 〇 〜5/3 〇

100.0 5/11 虹別から?02

1000 5/2 0 〜6/1 5

100.0 5/ 1〜5/3 1 ※浜中海中飼育3.0 00( +勝から) 新川へ1,000

64.5 5/2 〇 〜5/2 5 幌戸から1,000

藻散布へ280

28.1 3/2 9 〜4/1 6 養老散布から280 知安別から1,50 0

9 25
^～一 一

2/2 0 〜4/2 0 ※厚岸海中飼育(釧路から2,032) 藻散布へ:1,500
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給 無給餌 計

千尾

500

1,4 001,208

3 2,9 3 5 3 2,935

13,515 1 3515

7503,940 4,690

75050,390 51,140

2,。 0 0 2,00〇,

2004,7 0 0 4,9 00

85 5 0 8.550

3,6 8 0

6,。 0 0 6,000

3,2 8 8

3,1 97

21,0174,3 5 51 6,6 6 2

31,07331,。 7 3

3 4,747；3 4,74 7

1,553 1,553

6,5 9 0 6590

9 4,98〇,9 0,6 2 5 4,355

2,0002,00 0

2,0822,。 8 2

4,1674,16 7

7,8227,8 2 2

2,39512,39 5

11,989 2,3 9 5

1,1 66

4,2354,2 3 5

2,1 〇®2,1 0 0

6,793;6,7 9 3

940940

7,4 5211,493

1,85 0

8,6378,6 3 7

3,288

3,197

1 4,3841

1,166

6,996
94,181

1 8.945；

1,850

※姦;盜

普干尾 
洪!,000 

ヽ・2,9 30 
洪 3,032 

9.630

2,608

千尾 
洪!,00 0 

2,9 3 0 

京 3,。 3 2 
9,13 0

放流尾数
海 区 水 系

事業

(収容方

場 

昜)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

璞 球 千尾 %

別寒辺牛 知安別第2 5,10 7 906 4,2 01 8 23

小 計 1 5,6 5 5 2,36 0 13,295 8 49

東 チョロベッ (チョロベツ) 1,782 297 1,4 8 5 8 33

釧 路 釧 路 4 5,9 0 0 7,41 9 38.4 81 8 3.8

え 鶴 居 21,557 4,404 1 7,15 3 7 9.6

(芦 別) 6,6 91 1,。 4 2 5,6 4 9 84.4

小 計 74,148 12,8 6 5 61,2 8 3 8 2.6

阿 寒

部 庶 路 (庶 路) 6,。 29 769 5,5 6 0 8 7.2

り 茶 路 (茶 路) 10,19 3 1,1 76 9,017 8 8.5

東 部 計 123,2 7 7 19,5 4 4 1 0 3,7 3 3 8 4.1

音 別 (音 別) 8,6 77 1,。 9 5 7,5 8 2 8 7.4

厚 内

浦幌十勝 (浦 幌) 3,70 2 502 3,2 00 8 6.4

も 西 十 勝 十 勝 3 79 51 13,1 61 2 4,7 9 0 6 5.3

幕 別 3 7,6 5 1 5,4 1 5 3 2,2 36 8 5.6

札 内 4 4,910 4,754 40,156 8 9.4

(利 別) 1,84 5 240 1,6 0 5 8 7.0

(更 別) 7,6 71 1,。 5 9 6,612 8 6.2

以 小 計 1 30,。 28 24,62 9 10 5,3 99 81.1

長 節 湖

当 縁

歴 舟 大 樹 8.7 4 0 1,140 7,6 0 0 8 7.0

(更 生) 9,3 8 9 1,447 7,9 4 2 84.6

東 浩 玲 3,3 3 7 5 79 2,7 5 8 8 2.6

小 計 21,466 3,166 1 8,3 0 0 8 5.3

紋 別

小 紋 別 (小 紋 別) 5,09 8 687 4,411 8 6.5

豊 似

楽 古 (楽 古) 8,5 9 8 783 7,815 9 0.9

部 野 塚

広 尾 (広 尾) 2 5,691 2,4 4 2 2 3,2 49 9 0.5

音 調 律

猿 留 (猿 留) 9,4 2 4 1,2 3 1 8,19 3 8 6.9

—72 —

-------- ---

放流期間 稚 鱼 彩 殖 柿 沛

給餌率

月/日〜月/日 千尾
10 0.0 4/2 6 〜5/ 8 ※厚岸海中飼育

9 4.8 2/2 〇 〜5/ 8 ※厚岸海中飼育

4 6.3 5/ 5 〜5/ 9 釧路から1,2 0 8

10 0.0 3/11〜5/1 4 厚岸海中飼育へ2,。 32 チョロベッへ1,2 08

10 0.0 3/1 2 〜5/ 2 阿寒へ2,。 00

8 4.0 4/1 〇 〜4/3 〇

9 8.5 3/11〜5/1 4

100.0 4/2 4 鶴居から2,000

9 5.9 4/1 8 〜5/2 6

10 0.0 3/ 1 ～ 5/2 8

9 6.1 2/2 〇 〜6/1 5

100.0 3/ 1〜3/2 1

10 0.0 3/ 9 〜4/2 〇 札内から32 88

100.0 4/1 〇 〜5/1 6

79.3 2/2 〇 〜5/1 〇 浜中海中飼育へ3,00 0

100.0 2/1 5 〜5/ 5

100.0 2/2 〇 〜5/1 5 厚内へ3,288 長節湖へ2,00〇

100.0 3/1 4 〜4/2 5

100.0 1/1 5 〜4/1 2

95.4 2/1 5 〜5/1 5

100.0 3/2 7 札内から2,。 0 0

100.0 5/ 2 大樹から2,。 8 2

100.0 3/ 1〜5/ 2 当縁へ2,。 8 2 絞別へ1,16 6

100.0 3/12 〜5/2 5

0.0 4/1 4 〜4/3 〇

83.3 3/ 1〜5/2 5

100.0 5/ 2 大樹から1,16 6

100.0 3/ 5 〜4/1 〇

100.0 5/11 広尾から2,100

0.0 3/15 〜5/1 5 野塚へ940

0.0 5/1 2 楽古から940

6 0.7 4/1 4 〜5/2 6 豊似へ2,10 0 音調律へ1,8 5 0

100.0 5/15 広尾から1,8 50

100.0
一 一

5/ 8 〜5/3 〇 えりもから600
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無給餌 計

2 5,6 1 5

19,3 2 2

1,。 0 0 1,。 00

3,9 0 0 3,900

1,500 1,500

2,。 0 0 2,000

6,6 3 5 6,635

3,7 4 5 3,7451

4,2 9 2 4292

12,609 12,609

4,。 0 0 4,000

4,8304,83 0

5 3,796 5 3,796

2,5 9 7 2,597

2,7 1 5 2,715

1,000 1,000

4,85243 5 2

6,57065 7 0

1,22012 2 0

3,45034 5 0

22,40422,4 0 4

2402 40

1,2001,2 0 0

7 727 72

洪4104 10

2,0402,。 40

3,2 873,2 8 7

5,3275,3 2 7

6〇〇600

1,2591,2 5 9

9.285
洪8〇〇

9.285

千尾
2 1,9 35

92 8 5

洪800
9,2 8 5

給 餌

放流尾数

千尾
1 4 8,6 6 2

洪 6,9 9 6
2 39.1 63

洪 6,98 5
2 24,7 29

洪 800

17 0,597

264
噸6,9 8扌

2 44451

洪8〇〇

海 区 水 系
事 業 場

収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率
(収容場)

西
部 西 部 計

千粒
212,684

球
3 4,5 3 5

千尾
17 8,1 49

%

8 35

据 区 計
本 年 度 3 3 5,9 6 1 54,079 2 81,882 8 3.9

前 年 度 3 38.1 35 7 6,665 261,470 7 7.3

歌 別 り 4つ 16,7 05 2,9 8 6 1 3,7 19 8 2.1

Gt 別) 7,5 5 7 1,。 2 0 6,5 3 7 8 6.5

0 小 計 24262 4,00 6 20256 8 35

え
T ベヤキ

仁 雁 別

幌 満

様 似

り
日高幌別 (春 別) 8.。 70 848 7,2 2 2 8 9.5

元 浦 (元 浦 河) 5.17 3 618 4,5 5 5 88.1

三 石 (三 石) 5,。 3 9 584 4,4 5 5 88.4

辭 内 倍 内 1 8.7 7 3 1,555 1 7,2 1 8 91.7

も
高 新 冠

沙 流 (門 別) 5,6 0 4 372 5,232 9 3.4

日高地区計 6 6,9 2 1 7,9 8 3 5 8,9 3 8 8 8.1

鵡 川 (鵡 川) 1,4 3 1 2 58 1,173 8 2.0

以 胆 錦 多 峰 (錦 多 峰) 4,。 4 0 395 3,6 4 5 9 0.2

社 ム

白 老 (白 老) 6,。 00 5 33 5.4 6 7 9 1.1

敷 生 敷 生 7,9 9 5 9 26 7,。 6 9 88.4

西
ア ョ C <r ヨ 分 1,5 7 4 249 1,325 8 4.2

振 登 別 (登 別) 4,516 7 45 3,7 71 8 3.5

胆振地区計 2 5,5 56 3,1 0 6 22,45 0 8 7.8

気 仙 (気 仙) 2,。 11 308 1,703 8 4.7

噴 長 流

(有 珠 湾) (有 珠)

(虻 田)

火 貫 気 別 (貫 気 別) 3,1 33 3 78 2,7 5 5 8 7.9

(貫気別第2) 5.8 2 2 718 5,10 4 8 7.7

小 計 8.9 5 5 1,。 9 6 7,8 5 9 8 7.8

湾 礼 文 華

静 狩 (長 万 部) 2,。 5 0 221 し8 2 9 8 9.2
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放流期間 稚 魚 移 殖 放 流
給餌率

月/日〜月/日 千尾
87.1 1/1 5 〜5/3 〇

9 0.6 1/15 〜6/1 5

9 2.3 1/1 5 〜6/1 〇
------ (えりも海中飼育800アベヤキへ1,000猿留へ600歌別へ3,683 (再飼

'育後37減)仁雁別へ4,040(うち再飼育1,664•減140)幌'満へ15〇啲以个2,000

10 0.0 4/2 〇 〜5/3 〇 えりもから3,683 (再飼育後3 7減)

100.0 4/2 〇 〜6/1 4

100.0 5/3 〇 えりもから1,00 0

10 0.0 4/1 7 〜6/ 7 えりもから4,040(うち再飼育1,664•減140)

10 0.0 5/16 えりもから1,500

10 0.0 5/11 えりもから2,。 0 0

10 0.0 4/11〜5/3 1

10 0.0 4/ 8 〜6/ 1

100.0 3/1 7 〜4/2 〇

10 0.0 3/ 1〜4/2 〇 新冠へ4,。 0 0

100.0 3/2 8 — 4/18 静内から4,。 0 0

100.0 3/1 9 〜4/2 6

100.0 3/ 1〜6/1 4

10 0.0 5/ 1〜6/ 4 千歳から!,517(再飼育後6 0減)

10 0.0 4/ 6 〜4/2 3 社台へ500

10 0.0 4/ 6 〜4/1 8 錦多峰から500 白老から500

100.0 4/ 9 〜5/ 6 社台へ500

100.0 3/1 2 〜4/1 4

100.0 4/1 〇 〜4/2 1

100.0 4/1 3 — 4/14

100.0 3/1 2 — 6/4

10 0.0 3/1 6 — 4/1 9 長流へ700有珠へ600(再飼育)

10 0.0 3/16 — 4/1 9 気仙から700貫気別第2から500

10 0.0 4/17 — 5/2 5 気仙から600(再飼育後2 3減) 八雲から200(再飼育後5減)

100.0 4/2 3 貫気別第2から500 (再飼育後9 〇減-♦※海中飼育へ410 )

100.0 3/2 4 — 5/2 〇 礼文華へ600

100.0 3/12 — 5/2 〇 長流へ500虻田へ500(再飼育)

100.0 3/12 — 5/2 0

100.0 4/2 3 貫気別から600

100.0 
________

3/ 5 — 4/3 〇 長万部へ300
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数
海区

計

491国

噴 456

947

5,138遊

9,234

14,372

1,000野

3,177落

6,。 22鳥

流尾

4,422

1,240

5,662

800鹿

3,460常

500
磯

4,448大

500川

4,458矢

10,500
尻

3,200
原

6,692
汐

2,012
松

1,500
大

8900
戸

14,000茂

3,000
大

3,162
亀

602
木

14,309
知

4,998
福

8 5,993

气。,猊

廂
長

水 系
事

(形

業

(容塲

場

音)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放流尾

給 餌 無給餌

建 千粒 千尾 % 千尾 千尾

万 部 300

縫 (国 縫) 5 34 38 496 9 2.1 491

<3 縫5 922 90 832 90.0 456

小 計 1,4 5 6 128 1,3 28 91.2 491 456

楽 部 八 雲 9,211 1,40 7 7304 84.7 4,389 749

く八雲第々 11,2 6 2 1,341 9.9 21 8 8.1 9,2 3 4

小 計 20,4 7 3 2,7 4 8 17,7 2 5 8 6.6 4,389 9,9 8 3

田 追 1,。 0 0

部 3.1 7 7

崎 6,。 2 2

白 内 C 森 7904 1,335 6,569 8 3.1 全1故輸送放

(尾 白 内;: 11,5 2 0 1,3 8 5 10,135 8 8.0 4,42 2

白 ゆ 1,8 0 8 239 1,5 69 8 6.8 1,2 4 0

小 計 2 1,2 3 2 2,9 59 18.273 8 6.7 4,42 2 1,2 4 0

妙、^Wf 5 6,17 7 7,460 4 8.7 1 7 8 6.7 4I 〇
29,1 99 11,6 7 9

部 (鹿 部) 5.2 8 0 551 4,7 29 8 9.6 800

路 3,4 6 0

谷 50 0

船 (大 船) 5,3 9 0 780 4,610 8 5.2 3,4 0 0

汲 500

尻 (矢 尻) 5,4 5 7 631 4,8 26 8 8.4 4,4 5 8

岸 内 (尻 岸 内) 16,63 4 2,8 3 6 13,7 98 8 3.0 10,500

木 (原 木) 4,6 9 2 1,017 3,6 7 5 7 8.3 3,2 0 0

泊 (汐 泊) 1 0,6 7 3 2,9 0 4 7,7 69 7 2.7 6,6 9 2

倉 2,。 12

野 1,5 〇 〇

切 地 (上 磯) 1 5,8 2 9 1,957 1 3,872 8 7.6 8.9 0 0

辺 地 (茂 辺 地) 1 8,4 6 3 3,96 3 1 4,5 0 0 7 8.5 14,。 00

当 別 (当 別) 4,7 11 4 71 42 40 9 0.0 1,918 1,。 82

川 (亀 川) 5,。 8 3 367 4,716 9 2.8 3,16 2

古 内 602

内 知 内 16,423 1,6 3 9 14,7 8 4 9 0.0 14,309

島 (福 島) 53 6 5 82 1 5,。 4 4 8 6.0 4,99 8

道南地区計 114,500 17,9 3 7 9 6,5 63 8 4.3 70,9 11 15.082

------

放流期間 稚 魚 移 殖 放 流
給餌率

月/日〜月/日 千尾
100.0 4/23 長万部から300

10 0.0 3/1 5 〜5/1 〇

0.0 3/14 〜5/10

51.8 3/14 ～ 5/1 〇

85.4 3/14 〜5/1 〇 野田追へ1,。 00有珠へ200(再飼育)

0.0 4/ 1〜4/3 〇

3 0.5 3/14 〜5/1 〇

100.0 4/2 1〜4/3 〇 八雲から1,。 00

10 0.0 4 /2 4 〜4/3 〇 森より3,17 7

10 0.0 4/2 〇 〜4/2 7 尾白内から5,4 9 2 森から530

4/2 0 〜4/2 4 松倉へ2,012 鳥崎へ5 30 落部へ3,177

10 0.0 4/11〜4/2 7 鳥崎へ5,4 9 2

0.0 4/11〜4/2 7

78.1 4/11〜4/2 7

71.4 3/ 5 〜5/2 〇

10 0.0 5/ 1 常路へ3,4 6 0

10 0.0 5/ 1 鹿部から3,4 6 0

10 0.0 5/2 4 大船から500

10 0.0 4/1 4 〜5/2 4 磯谷へ500 川汲へ500

100.0 5/2 3 大船から500

10 0.0 4/1 〇 〜5/10

100.0 4/2 6 〜5/2 8

100.0 5/ 1〜5/2 0

100.0 4/2 〇〜5/2 6

100.0 4/2 0 森から2,012

10 0.0 4/2 8 上磯から1,50 0

100.0 3/3 0 ～ 4/3 0 大野へ!,500

〇 4/1 〇 〜4/3 0

6 3.9 4/2 〇 〜5/1 2

10 0.0 5/ 6 〜5/2 4 木古内へ602

10 0.0 5/2 4 亀川から602

100.0 3 /2 7 〜4/2 2

10 0.0 3/1 6 〜4/2 5

82.5 3/16 〜5/2 8
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海区 水 系
事業場 

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放流 健 薮

給 餌 無給餌 —計

え
り
も
以
西

海 区 計
本年度

球

263,154

千粒

3 6486

千尾

226,668

%

8 6.1

千尾

洪!,21 〇
1 7 6,3 1 0

千尾

2 6,7 6 1

福

前年度 2 7 2487 4 6,1 6 6 2 26,32 1 8 3.1
洪 2,60 0
17 7,870

32,。 9 3 —拦驍

全 道 計
本年度

前年度

1,419,541

1,425802

197,499

2 51,231

1,2 22,。 42

1,1 74,571

8 6.1

8 2.4

•x-2 22 81 
1,042N40 

洵8,73 4 
1,000,553

8 2242

8 4,6 0 6

ヶ2诚
14 24,482 

次2 8.734 
1,。 85,喚

——78 —

-- :～～ 放流期間 稚 魚 移 殖 放 流
給餌率

% 月/日〜月/日 千尾

8 6.9 3/ 1〜6/1 4
—-～～

84.7 1/2 8 〜6/ 3

9 2.8 1/ 1〜6/1 5 ※海中飼育22,281

92.2 1/1 5 〜6/1 5 ※海中飼育2 8,73 4
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第12表 昭和5 8年度支•事業場さけふ化放流成績表

支 事 業 場 収容卵数
死卵数 ふ出尾数

ふ出率 稚 魚
生産尾数

生産率 赤
(b/A (し/ A

給 鲜場 (収 容 場) (A) X 1 〇〇) (C) X100)

建 千尾 % 千尾 % 球
(ル シ ヤ) 2,4 0 3 2 8 9 2,11 4 8 8.0 2,1 〇 5 8 7.6

岩 尾 別 11,3 0 4 1,5 1 7 9,7 8 7 8 6.6 9,1 9 2 8 1.3 9,192

(岩 尾 別) 1,2 8 5 1 2 8 1,1 57 9 0.0 1,1 5 0 8 9.5 1.150

北 (遠 立 別) 1,8 6 6 1 〇 1 1,7 6 5 9 4.6 1,7 5 8 9 4.2 1.758

斜 里 3 3,1 〇 4 2,8 〇 5 3 0, 2 9 9 9 1.5 2 9,8 0 8 9 0.0 2 9.2 08

(来 運) 2 6,4 3 5 1,7 7 7 2 4,6 5 8 9 3.3 2 3,4 2 6 8 8.6 次 ,〇2 1〇!
1 8,6 40

藻 琴 11,9 4 0 1,2 8 2 1 0,6 5 8 8 9.3 1 0,6 0 0 8 8.8 1 〇» 6 〇 〇

網 走 1 5,1 2 1 3,8 6 7 11,2 5 4 7 4.4 1 0,5 9 1 7 0.0 次 2.。 00
3.695

(相 生) 3 3,1 3 6 7,。 3 6 2 6,1 0 0 7 8.8 2 5,4 9 5 7 6.9 次 6.759
1 8.7 3 6

北 見 1 0,1 7 3 1,6 1 7 8,5 5 6 8 4.1 8.5 〇 4 8 3.6 洪 1,。 0 0
7,5 04

(置 戸) 1 7,2 0 3 2,7 7 9 1 4,4 2 4 8 3.8 1 4,2 2 0 8 2.7 1 4,2 2〇,

(常 呂) 2,7 7 9 1 9 9 2,5 8 〇 9 2.8 2,5 6 2 9 2.2 2,562

湧 別 6,6 5 4 7 1 4 5,9 4 0 8 9.3 5,8 2 4 8 7.5 4,726

(丸 瀬 布) 2 2,1 5 1 2,6 9 2 1 9,4 5 9 8 7.8 1 9,3 4 1 8 7.3 次 2,。 06
1 7,335

(湧別5 線) 2 0,。 5 3 2,5 5 7 1 7,4 9 6 8 7.2 1 7,1 4 6 8 5.5 16,560

く湧 別> 5,9 〇 4 6 7 3 5,2 3 1 8 8.6 5,1 2 6 8 8.6

渚 滑 2 0,。 5 9 2,1 3 3 1 7,9 2 6 8 9.4 1 5,4 8 0 7 7.2 洪 100
1 5,380

見 (興 部) 4,7 4 0 8 0 4 3,9 3 6 8 3.3 3,8 〇 〇 8 0.2 3,600

幌 内 1 4,2 2 6 1,5 2 6 1 2, 7 0 0 8 9.3 1 2,5 1 0 8 7.9 1 2,510

(幌 内 南) 6,8 3 0 8 4 6 5,9 8 4 8 7.6 5,9 2 1 8 6.7 5.921

く幌 内> 3,3 5 2 1 7 2 3,1 8 0 9 4.9 2,3 9 8 7 1.5

本 年 度 2 7 0,7 1 8 3 5,5 1 4 2 3 5,2 0 4 8 6.9 2 2 6,9 5 7 8 3.8 次 1 2,。 75
1 9 3,2 9 7

前 年 度 2 7 3,5 9 0 3 6,3 6 1 2 3 7,2 2 9 8 6.7 2 2 8,3 3 5 8 3.5 洪 8,6 92
2 〇 5.9 251

(ル サ) 5,。 9 6 6 4 6 4,4 5 0 8 7.3 4,2 3 〇 8 3.0 4,229

(モセカルベッ) 9,6 2 6 1,3 1 6 8,3 1 〇 8 6.3 7,9 〇 〇 8 2.1 7,900

根 羅 1 6,7 5 4 5,7 1 8 11,。 3 6 6 5.9 1 0, 4 8 0 6 2.6 10,472

(湯 ノ 沢) 5,5 7 9 2,。 4 7 3,5 3 2 6 3.3 3,3 5 5 6 0.1 3,3 55!

(陸 志 別) 5,3 3 8 3 8 8 4,9 5 0 9 2.7 4,7 〇 〇 8 8.0 4,69〇'

(元崎無異) 3,7 3 4 1,1 5 4 2,5 8 0 6 9.1 2,5 20 6 7.5 2,520

く元崎無異> 6, 3 3 6 9 5 8 5,3 7 8 8 4.9 2,9 5 8 4 6.7 2,9 53

室 薫 別 1 7,。 8 6 2,5 7 6 1 4,5 1 0 8 4.9 1 4,2 5 6 8 3.4 14,256

(古 多 糠) 5,5 6 7 8 0 5 4,7 6 2 8 5.5 4,6 9 6 9 8.6 4,689

(忠 類) 9,1 2 5 1,7 8 7 7,3 3 8, 8 0.4 7,2 5 8 7 9.5
7,25’

"一""・尾 数
放流期間 備 考

原給里 合 計 給餌率

千尾
2,1 〇 5

千尾
2,1 0 5

%

0.0
月/日〜月/日 
4/2 8〜4/3 〇

千尾

9.1 92 1 〇 0.0 3/ ］〜4/3 0

1,1 5 0 1 〇 0.0 4/2 8〜4/3 0

1,7 5 8 1 〇 0.0 4/2 8〜4/3 〇

6 0 0 2 9,8 0 8 9 8.0 1/ 1〜4/28

4,5 7 6 洪 2 I 〇
2 3,2 1 6 8 5.8 3/2 5〜5/2 4 ※斜里海中飼育

1 0,6 0 0 1 〇 0.0 4/ 1〜5/12

4,8 9 6 京 2,。 0 0
8.5 9 1

5 3.8 3/1 3 〜5/1 2 ※育驟湖海中飼育

次 6,7 5 9
1 8.7 3 6

1 〇 0.0 3/1 6 〜5/ 8 ※網走海中飼育3,。 33 能取湖海中飼育3,7 2 6

洪 1,。 0 0
7,5 0 4

1 〇 0.0 3/ 1〜5/1 2 ※佐呂間湖海中飼育

1 4,2 2 0 1 0 0.0 3/2 4〜4/2 7

2,5 6 2 1 〇 0.0 4/ 1〜5/16

1,。 9 8 5,8 24 8 1.1 3/ 1〜4/30

洪 2,。 0 6
1 7, 3 3 5 1 〇 0.0 5/ 4 〜5/1 4 ※佐呂間湖海中飼育

5 86 1 7,1 4 6 9 6.6 3/ 1〜4/3 0

5,1 2 6 5,1 2 6 0.0 3/ 1〜4/30

洪 10 0
1 5,3 8 0 1 〇 0.0 4/ 2 〜5/2 5 ※コムケ湖海中飼育

2 00 3,8 〇 〇 9 4.7 4/1 2 〜5/3 〇

1 2,5 1 0 1 〇 0.0 3/2 4〜5/3 〇

5,9 2 1 1 〇 0.0 3/2 3 〜4/2 5

2,3 9 8 2,3 9 8 0.0 3/2 5 〜4/2 0

2 1,5 8 5 12,。 7 5
2 1 4,8 8 2

9 0.5 1 / 1〜5/3 0 ※海中飼育！2,07 5

1 3,7 1 8 浪 8.6 9 2
2 1 9,6 4 3

9 4.0 2 /2 3 〜5/2 5 ※海中飼育8.6 9 2

4,2 2 9 1 〇 0.0 5/17 サシルイへ1,000 (再飼育後1減)

7,9 〇 〇

1 0,4 7 2

1 〇 0.0

1 〇 0.0

5/I 8 〜6/1 5

5 /2 3 〜6/1 5

(知西星(今丄〇ヨ〇(再),春知古丹へ4,00〇(再)
1ポン春刈古丹へ!,。 00( S )

［知西別へ1,000 (再飼育後•2減)ポン春刈古丹へ
1 500(再飼育後1減)春刈古恥1,000(驗育後5漢

3,3 5 5 1 〇 0.0 6/2

4,6 9 〇 1 〇 0.0 5/I 4〜5/2 3 植別へ3,00 〇 (再飼育後10減)

2,5 2 0 1 〇 0.0 4/2 8〜4/3 1

2,9 5 8 1 〇 0.0 6/1 〇〜6/1 2

1 4,2 5 6 1 〇 0.0 4/I 6 〜5/1 5

4,6 8 9 1 〇 0.0 5/2 8 崎無異へ3,000(再飼育後7減)

____ 7,2 5 8 1 〇 0.0 5/1 〇〜6/1 〇
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支 事 業 場 収容卵数
死卵数

ふ出尾数 ふ出率 
(B/A 
X100)

稚 魚
生産尾数

(C)

生産率

場 (収容場) (A) (B)
(し/A
X 100) 給 甘

W 千粒 千尾 % 千尾 % 琨

伊 茶 仁 2 3,5 7 0 4,。 6 5 1 9,5 0 5 8 2.8 1 9,。 0 5 8 0.6 1 9.003

中 標 津 5 1,7 8 2 6,9 〇 5 4 4,8 7 7 8 6.7 4 2,8 1 4 8 2.7 4 2,8 14

く 31 線> 4,9 〇 8 5 I 〇 4,3 98 8 9.6 3.6 6 5 7 4.7

根 計 根 別 2 1,5 1 6 1,5 8 〇 1 9.9 3 6 9 2.7 1 9,5 3 6 9 0.8 1 9,5 3 6

(春 別) 3,。 3 7 20 7 2,8 3 〇 9 3.2 2,7 3 〇 8 9.9 2,730

(床 丹) 3,。 3 3 9 1 2,9 4 2 9 7.0 2,6 4 2 8 7.1 2,642

虹 別 5 6,4 9 5 5,2 〇 6 5 1,2 8 9 9 0.8 4 7,7 9 5 8 4.6 4 7,7 9 5

(西 別) 9,3 5 8 6 3 7 8.7 2 1 9 3.2 7,3 〇 〇 7 8.0 7,3 0 〇

(矢 臼 別) 2,1 3 5 3 0 0 1,8 3 5 8 5.9 1,7 〇 5 7 9.9 1,705

浜 中 9.6 4 5 9 6 6 8,6 7 9 9 0.0 8,。 80 8 3.8 8.080

浜中第2 1 2,4 7 5 1,2 11 11,2 64 9 0.3 10,4 5 5 8 3.8 1 〇, 4 5 5

(穂 香) 5 1 3 6 8 44 5 8 6.7 4 1 6 8 1.1 416

(灯 台) 1,7 6 8 2 2 4 1,5 4 4 8 7.3 1,4 0 1 7 9.2 1,401

室 (温 根 元) 2,5 6 1 3 11 2,2 5 〇 8 7.9 1,9 6 4 7 6.7 洪 1,964

(ホ □二 タイ) 1,5 6 1 2 3 5 1,3 2 6 8 4.9 1,。 8 5 6 9.5 1,。 85

(落 石) 5,1 4 5 3 6 1 4,7 8 4 9 3.0 4,3 8 4 8 5.2 4,384

本 年 度 2 9 3,7 4 3 4 0,2 7 2 2 5 3,4 7 1 8 6.3 2 3 7,3 3 0 8 0.8 次
2

1,964
3 1,673

前 年 度 2 8 4,6 0 8 4 3,。 2 1 2 4 1,5 87 8 4.9 2 3 0,6 5 5 8 1.0 洪
2

7,9 5 7
2 2,127

(幌 戸) 7,5 1 2 1,2 11 6,3 〇 1 8 3.9 5,8 6 6 7 8.1 5,866

く新 川> 8 7 5 18 8 6 8 7 7 8.5 5 5 0 6 2.9

く養老散布> 3 7 7 8 2 2 9 5 7 8.2 2 8 0 7 4.2

十 知 安 別 1 0,5 4 8 1,4 5 4 9.0 9 4 8 6.2 8.2 〇 〇 7 7.7 7,700

知安別第2 5,1 〇 7 9 0 6 4,2 01 8 2.3 3.9 3 〇 7 7.0 法 1,000
2,930

(チョロ ベツ) 1,7 8 2 2 9 7 1,4 8 5 8 3.3 1,4 0 〇 7 8.6

釧 路 4 5,9 〇 〇 7,4 1 9 3 8.4 8 1 8 3.8 3 6,1 7 5 7 8.8 洪 2,032
3 4,143

鶴 居 2 1,5 5 7 4,4 〇 4 1 7,1 5 3 7 9.6 1 5,5 1 5 7 2.0 1 5,5 15

(芦 別) 6,6 9 1 1,。 4 2 5,6 4 9 8 4.4 4,6 9 〇 7 0.1 3,940

(庶 路) 6,。 2 9 7 6 9 5.2 60 8 7.2 4,9 0 0 8 1.3 4,700

(茶 路) 1 0,1 9 3 1,1 76 9,。 1 7 8 8.5 8,5 5 〇 8 3.9 8.5 5 0

(音 別) 8.6 7 7 1,。 9 5 7,5 8 2 8 7.4 6,。 0 〇 6 9.1 6,。 0 0

勝 (浦 幌) 3,7 0 2 5 0 2 3,2 0 0 8 6.4 3,1 9 7 8 6.4 3,1 97

十 勝 3 7,9 5 1 1 3,1 6 1 2 4, 7 9 0 6 5.3 2 4,。 1 7 6 3.3 次 3,。 0°
16,662

幕 別 3 7,6 5 1 5,4 1 5 3 2,2 3 6 8 5.6 31,。 7 3 8 2.5 3 1,。 73

札 内 4 4,9 1 〇 4,7 5 4 4 0,1 5 6 8 9.4 4 0, 0 3 5 8 9.1 4 0,。 35
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1誌尾 数
放流期間 備 考・給餌 合 計 給餌率

千冨 千尾
1 9,。 0 3

%

1 〇 0.0
月/日〜月/日 
3/ 1—5/28 薫別へ1,221(再飼育後2減)

千尾

4 2,8 14 1 〇 0.0 3/2 4—5/2 4

3,6 6 5 3,6 6 5 0.0 4/2 1—4/2 5

19,5 3 6 1 〇 0.0 3/2 0—5/2 5

2,7 3 0 1 0 0.0 4/1 0—4/3 〇

2,6 4 2 1 〇 0.0 4/ 1—4/3 〇

4 7,7 9 5 1 〇 0.0 2/2 2—5/1 6

7,3 00 1 〇 0.0 2/2 5—4/3 〇

1,7 0 5 1 〇 0.0 4/2 5—5/2 8

8,。 8 〇 1 0 0.0 4 / 5—5/2 〇

10,4 5 5 1 〇 0.0 4/1 6—5/3 1

4 1 6 1 〇 0.0 5 / 5—5/ 9

1,4 0 1 1 〇 0.0 5/1 2—5/1 8

次 1,9 6 4 1 0 0.0 4/2 5—4/29 ※海中飼育(璃瑤瑁964トーサムポロ!,000)

1,。 8 5 1 〇 0.0 4/2 0—5/3 〇

4,3 8 4 1 〇 0.0 5/2 0—6/1 5

3,6 6 5 1,9 6 4
3 5,3 3 8 9 8.4 2/2 2—6/1 5 ※海中飼育!,964(再飼育後2 8減)

5 00 云 7,9 5 7
2 2 2,6 2 7 9 9.8 2/1 4—6/ 4 ※海中飼育7,95 7(再飼育後7 1減)

5, 86 6 1 0 0.0 5/ 1—5/3 1

5 5 0 55 0 0.0 5/2 〇〜5/2 5

2 8 0 2 8 0 0.0 3/2 9

5 0 0 8,2 〇 〇 9 3.9 2/2 0—4/2 〇

次 1,00 0
2,9 3 〇 1 〇 0.0 4 /2 6—5/ 8 ※厚岸海中飼育

1,4 〇 〇 1,4 0 0 0.0 5 / 5—5/ 9

洪 2,。 3 2
3 4,1 4 3 1 〇 0.0 3/11—5/1 4 ※厚岸海中飼育

1 5,5 1 5 1 〇 0.0 3/I 2〜5 / 2

7 5 0 4,6 9 0 8 4.0 4/I 〇〜4/3 〇

2 0 0 4,9 0 0 9 5.9 4/I 8〜5 /2 6

8,5 5 0 1 0 0.0 3/ 1〜5/2 8

6,。 〇 〇 1 〇 0.0 3/ 1〜3/2 1

3,1 9 7 1 〇 0.0 4/1 〇〜5/1 6

4,3 5 5 次 3,。 〇 〇
2 1,。 1 7 8 1.9 2/2 〇〜5/1 〇 ※浜中海中飼育

3 1,。 7 3 1 〇 0.0 2/1 5 〜5/ 5

4 0,。 3 5 1 0 0.0 2/2 0—5/1 5
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支 事 業 場 収容卵数
死卵数

ふ出尾数 ふ出率 
(B/A 
X100)

稚 魚
生産尾数

(C)

生産率 
(C/A 
XI 〇〇)

ヽ
成

場 (収容場) (A) (B) 給

(利 別)

球
1,8 4 5

球
2 4 0

千尾
1,6 〇 5

%

8 7.0

千尾
1,5 5 3

%

8 4.2

稅

1,553

十 (更 別) 7,6 7 1 1,。 5 9 6,6 1 2 8 6.2 6,5 9 〇 8 5.9 6,590

大 樹 8,7 4 〇 1,1 4 0 7,6 〇 〇 8 7.0 7,4 1 5 8 4.8 7,415

(更 £ 9,3 8 9 1,4 4 7 7,9 4 2 8 4.6 7,8 2 2 8 3.3 7,822

く芽 武> 3,3 3 7 5 7 9 2,7 5 8 8 2.6 2,3 9 5 7 1.8

(小 紋 別) 5,。 9 8 6 8 7 4,4 11 8 6.5 4,2 3 5 8 3.1 4,2 3 5

勝 (楽 古) 8.5 9 8 7 8 3 7,8 1 5 9 0.9 7,7 3 3 9 0.0

(広 尾) 2 5,6 9 1 2,4 4 2 2 3,2 4 9 9 0.5 2 2,8 9 5 8 9.1 1 5,443

本 年 度 3 1 9,8 3 1 5 2,2 5 2 2 6 7,5 7 9 8 3.7 2 5 5,。 1 6 7 9.7 次
2

6,037
2 3,369

前 年 度 3 2 3,2 9 7 7 4,4 1 2 2 4 4,8 8 5 7 7.0 2 3 8,3 3 7 7 3.7 次
2

6,98?
1 2,。 站

徳 志 別 1 8.9 3 2 2,3 9 2 1 6,5 4 0 8 7.4 1 6,2 1 0 8 5.6 1 6,210

歌 登 1 0,4 1 8 1,3 0 7 9.1 11 8 7.5 8.9 〇 9 8 5.5 8,9 0 9

頓 別 1 0,1 2 2 7 6 3 9.3 5 9 9 2.5 5.0 2 5 4 9.6 5,。 25

天 (鬼 志 別) 3,11 2 2 7 2 2.8 4 0 9 1.3 2,7 2 5 8 7.6 2,7 25

«宗 谷» 8.2 〇 1 6 9 6 7,5 〇 5 9 1.5 6,6 9 1 8 1.6 6,691

(東 利 尻) 4,8 〇 9 3 10 4,4 9 9 9 3.6 4,4 4 7 9 2.5 4,447

く朝 日> 1,2 7 2 4 8 1,2 2 4 9 6.2 1,2 1 4 9 5.4 1,213

天 塩 1 3,5 9 1 6 9 9 12,8 9 2 9 4.9 1 2,3 7 0 9 1.0 1 2,370

中 川 8.4 6 7 1,2 3 1 7,2 3 6 8 5.5 7,。 1 5 8 2.9 7,015

(北 山) 3,5 2 8 3 5 2 3,1 7 6 9 0.0 1,2 〇 〇 3 4.0

く北 陽製紙> 43 0 3 〇 4 0 0 9 3.0 3 6 0 9 0.0

塩 (信 砂) 7,7 7 2 9 4 1 6,8 3 1 8 7.9 6,3 〇 〇 8 1.1 6,300

(増 毛ナ 2 9,。 7 0 3,8 〇 9 2 5,2 6 1 8 6.9 2 4,6 3 9 8 4.8 2 4,639

本 年 度 11 9,7 2 4 1 2,8 5 0 1 0 6,8 7 4 8 9.3 9 7,1 0 5 8 1.1 9 5,5 54

前 年 度 1 2 3,9 8 5 2 3,5 6 6 1 0 0, 4 1 9 8 1.0 9 6, 8 2 1 7 8.1 次 1,5 00
8 8.8 5E

く浜 益> 1,3 2 0 2 9 3 1,。 2 7 7 7.8 9 2 4 7 0.0 9 24

千 (厚 田) 8 6 9 9 4 7 7 5 8 9.2 7 4 2 8 5.4 7 4 2

千 歳 5 0,。 0 2 8,7 〇 7 4 1,2 9 5 8 2.5 4 0,4 6 2 8 0.9 3 8.12 7

(余 市) 7,6 1 9 8 9 5 6,7 2 4 8 8.3 6,3 〇 1 8 2.7 6,301

(古 平) 3,6 3 0 6 6 5 2,9 6 5 8 1.7 2,7 6 〇 7 6.0 2,7 6 0

(美 国) 1,6 5 7 10 0 1,5 5 7 9 4.0 1,5 5 2 9 3.7 1,552

歳

(猿

«え り

留)

も»

9,4 2 4

1 6, 7 0 5

1,2 3 1

2,9 8 6

8.1 9 3

1 3,7 1 9

8 6.9

8 2.1

8,。 3 7

13,6 2 3

8 5.3

81.6 洪

8.。 3 7

8〇〇 
12,646

(歌 別) 7,5 5 7 1,。 2 〇 6,5 3 7 8 6.5 5,6 3 9 7 4.6 5,639 -,
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流尾 数
•放流期間 備 考

無給賢一 合 計 給餌率

千尾

1,5 5 3

%

1 〇 0.0

月/日〜月/日 
3/1 4 〜4/2 5

千尾

6,5 9 〇 1 〇 0.0 1/1 5 〜4/1 2

7,4 1 5 1 0 0.0 3/ ］〜5/ 2

7,8 2 2 1 〇 0.0 3/1 2 〜5/2 5

2,3 9 5 2,3 9 5 1 〇 0.0 4/1 4 〜4/3 〇

4,2 3 5 1 0 0.0 3/ 5 〜4/1〇

7,7 3 3 7,7 3 3 0.0 3/1 5 〜5/1 5

7,4 5 2 2 2,8 9 5 6 7.5 4/1 4 〜5/2 6

2 5,6 1 5
洪 6,。 3 2

2 4 8.9 8 4
9 0.0 1/1 5 〜5/2 6 ※海中飼育6,。 3 2

19,3 2 2 洪 6,9 8 5
2 3 1,3 5 2

9 1.9 1/1 5 〜6/ 3 ※海中飼育6,9 8 5

1 6,2 1 0 1 〇 0.0 5/ 5 〜5/1 5 天塩へ！,307(再飼育)

8,9 0 9 1 0 0.0 4/1 5 〜5/1 6 再飼育(頓別へ1,3 5 7天塩へ3 73)

5.0 2 5 1 〇 0.0 4/2 〇〜5/1 4

2,7 2 5 1 〇 0.0 5/2 4

6,6 9 1 1 〇 0.0 5/ 1〜5/1 8

4,4 4 7 1 〇 0.0 3/2 6 〜5/1 3 再飼育(朝日へ4 00東ノドットマリへ!,40〇)

1,2 1 3 1 〇 0.0 4/1 8 〜5/1 3 大空沢へ50(再飼育後1減)

1 2,3 7 0 1 〇 0.0 2/ 7 〜5/1 〇

7,。 1 5 1 〇 0.0 3/2 1〜4/2 〇

1,2 0 0 1,2 0 0 0.0 3/1 4

3 6 0 3 6 0 0.0 4/11

6,3 0 0 1 〇 0.0 5/2 9

2 4,6 3 9 1 〇 0.0 4/ 3 〜5/1 5

1,5 6 0 9 7,I 〇 4 9 8.4 2/ 7 〜5/1 6 再飼育後1減

6,4 6 3 洪 1,5 0 0
9 5, 3 2 1 9 3.3 2/1 6 〜6/1 〇 ※海中飼育1,500

9 24 1 〇 0.0 3/ 2 〜3/2 3

7 42 1 〇 0.0 5/ 7

2,2 7 5 4 0, 4 0 2 9 4.4 2/ 1〜4/2 8 鵡川へ1,517(再飼育後6 0減)

6,3 0 1 1 〇 0.0 4 / 5 〜4 /I1

2,7 6 〇 1 0 0.0 3/ 3 〜4/1 8

1,5 5 2 1 0 0.0 4/2 1〜5/ 8

洪

8.0 3 7

80 0
1 2,6 4 6

1 〇 0.0

1 〇 0.0

5/ 8 〜5/3 0

4/1 7 〜6/1 4
※えりも海中飼育800仁雁別へ1,664(再飼育後 

140減)歌別へ3,683(再飼育後3 7減)

—
5,6 3 9 1 0 0.0 4/2 〇〜5/3 0
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支 事 業 場 収容卵数
死卵数

ふ出尾数 ふ出率 稚 魚 生産率

場 (収容場) (A) (B)
(D/A 
XI 00 )

王産房敬
(C)

(し/ A 
X100) 給

干尾 % 千尾 %

(春 別) 8.0 ? 〇 8 4 8 7,2 2 2 8 9.5 6,6 3 5 8 2.2 6,6 35

(元 浦 河) 5,1 7 3 6 1 8 4,5 5 5 8 8.1 3,7 4 5 7 2.4 3.7 45

千 (三 石) 5,。 39 5 8 4 4,4 5 5 8 8.4 4,2 9 2 8 5.2 4,2 9 2

静 内 1 8.7 7 3 1,5 5 5 1 7,2 1 8 9 1.7 1 6, 6 0 9 8 8.5 1 6,6 〇 9

(門 別) 5,6 0 4 3 7 2 5.2 3 2 9 3.4 4,8 3 〇 8 6.2 4,830

(鵡 川) 1,4 3 1 2 5 8 1,1 7 3 8 2.0 1,1 4 0 7 9.7 1,1 4Q

(錦 多 峰) 4,。 40 3 9 5 3,6 4 5 9 0.2 3.2 1 5 7 9.6 3,215

(白 老) 6,。 〇 〇 5 3 3 5.4 6 7 9 1.1 5,3 5 2 8 9.2 5.3 52

敷 生 7,9 9 5 9 2 6 7,。 6 9 8 8.4 6,5 7 0 8 2.2 6,5 7〇

くア ョ ロ > 1,5 7 4 2 4 9 1,3 2 5 8 4.2 1,2 2 0 7 7.5 1,220

歳 (登 別) 4,5 1 6 7 4 5 3,7 7 1 8 3.5 3,4 5 0 7 6.4 3.4 5 0

本 年 度 1 6 6,9 9 8 2 3,。 7 4 1 4 3,9 2 4 8 6.2 1.3 7,。 9 8 8 2.1
洪

1
8i〇(

3 3,786

前 年 度 1 71,。 4 5 2 9,9 0 8 1 4 1,1 3 7 8 2.5 1 2 2,9 0 7 7 1.9 次
1

1,5 OOj 
〇 7.1 8 9J

(神 ’恵 内) 1,3 0 9 7 8 1,2 3 1 9 4.0 1,2 2 0 9 3.2 1,220

(岩 内) 3,3 38 4 3 1 2,9 〇 7 8 7.0 2,8 4 0 8 5.1 2,840

尻 別 3,9 1 9 2 19 3,7 0 0 9 4.1 3,6 1 〇 9 2.1 2,829

渡 5 狩» 12,1 9 9 8 6 2 11,3 3 7 9 2.9 11,1 〇 6 9 1.0 11,106

(朱 太) 5,。 8 1 3 6 9 4,7 1 2 9 2.7 4,5 8 0 9 0.1 4,580

(島 牧) 4,2 9 〇 6 4 2 3,6 4 8 8 5.0 3,6 0 0 8 3.9 3,600

利 別 5.5 1 6 4 8 0 5,。 3 6 9 1.3 4,9 5 7 8 9.9 洪 1,000
3,957

(瀬 棚) 3,4 3 2 4 5 6 2,9 7 6 8 6.7 2,8 8 6 8 4.1 2,886

«熊 石) 8,8 00 9 7 6 7,8 2 4 8 8.9 7,2 0 0 8 1.8 7,178

(相 沼 内) 3.7 9 2 5 5 1 3,2 4 1 8 5.5 2,9 3 3 7 7.3 2,933

(突 符) 3,。 3 3 3 8 8 2,6 4 5 8 7.2 2,4 〇 〇 7 9.1 2,400

厚 沢 部 7,6 5 9 8 2 3 6, 8 3 6 8 9.3 6,6 5 3 8 6.9 6,653

(± ノ 国) 4,9 4 9 7 0 0 4,2 4 9 8 5.9 4,。 2 5 8 1.3 4,。 25

(奥 尻) 1,。 79 7 〇 1,。 0 9 9 3.5 7 5 0 6 9.5 750

(清 部) 4,1 29 5 5 8 3.5 7 1 8 6.5 3,。 〇 4 7 2.8 3,。 04

(及 部) 5.3 2 5 5 3 7 4,7 8 8 8 9.9 4,5 〇 〇 9 4.0 4,5 0®

(気 仙) 2,。 11 3 0 8 1,7 0 3 8 4.7 1,5 4 0 7 6.6 1,517

島 (貫 気 別) 3,1 3 3 3 7 8 2,7 5 5 8 7.9 2,6 4 0 8 4.3 2,640

(貫気別第2) 5,8 2 2 7 1 8 5,1 〇 4 8 7.7 4,2 8 7 7 3.6 洪 4 1°
3,787

(長 万 部) 2,。 50 2 2 1 1,8 2 9 8 9.2 1,5 5 9 7 6.0 1,559

(国 縫) 5 3 4 3 8 4 96, 9 2.1 4 9 1 9 1.9 491

一一流尾数

放流期間 備 考
無給餌 合 計 給餌率

千尾

6.6 3 5

3.7 4 5

4,2 9 2

1 6,6 0 9

4.8 3 0

1.1 4 0

3.2 1 5

5.3 5 2

6,5 7 〇

1,220

3.4 5 〇

%

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

! 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

月/日〜月/日 

4/11〜5/3 1

4/ 8 〜6/ 1 

3/1 7 〜4/2 〇 

3/ 1〜4/2 0 

3/1 9〜4/2 6

6 / 4

4/ 6 〜4/2 3 

4/ 9 〜5/ 6 

3/1 2—4/1 4 

4/1 〇〜4/2 1 

4/1 3—4/1 4

千尾

2,2 7 5
云 8 0 0

1 3 6,。 6 1
9 8.3 2/ 1—6/1 4 ※海中飼育800(再飼育後2 3 7減)

3,9 2 9
1,500

1 2 1,11 8
8 8.4 1/2 8—6/ 3 ※海中飼育!,500 (再飼育後2 8 9減)

7 8 1

1,2 2 0

2.8 4 0

3,6 1 0

11,1 〇 6

4.5 8 0

3.6 。 0

1,。 0 〇
3.9 5 7

2.8 8 6

7,1 7 8

2.9 3 3

2.4 。 0

6.6 5 3

4,。 2 5

7 5 0

3,。 0 4

4.5 。 0

1.5 1 7

2.6 4 〇

洪 41〇
3.7 8 7

1,5 5 9

4 9 1

1 〇 0.0

1 〇 0.0

7 8.4

1 〇 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

1 0 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

4/2 8—5/ 6 

4/ 3—4/3 〇 

3/ 1—3/3 1 

3/2 7—5/ 1 

4/ 5—4/3 〇 

4/ 1—5/1 〇 

2/ 7—3/3 1 

4/ 2—4/ 7 

3/2 1—4/1 7 

4/ 1〜4/11 

2/2 〇〜4/1 7 

3/11—4/15 

3/2 7—4/ 5 

4/2 0—4/2 4 

3/1 9—4/ 4 

2/2 8—4/3 〇 

3/I 6—4/I 9 

3/2 4—5/2 〇 

3/1 2—5/2 〇 

3/ 5 〜4/3 0 

3/1 5 〜5/1 〇

古平へ1,000(諏育)古宇7,000(闡育)
<野束へ1,00 0 (聞育)泊へ1,00 0 (再飼育)
朱太へ1,606 (再飼育)

※瀬棚海中飼育 瀬棚へ2,000(再飼育)

厚沢部•天野•石崎へ輸送中2 2減

有珠へ600(再飼育後2 3減)

※虻田海中飼育(虻田へ再飼育500再飼育後90減)
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支

場

事 業 場 

(収容場)

収容卵数

(A)
死卵数

ふ出尾数

(B)

ふ出率 
(B/A 
X100)

稚 魚
生産尾数 

(C)

生産率 
(C/A 
X100) 給 餌

渡

島

く国 縫>

八 雲

く八雲第2>

« 森 ナ

(尾白内)

<尾白内>

(鹿 部)

(大 船)

(矢 尻)

(尻岸内)

(原 木)

(汐 泊)

(上 磯)

(茂辺地)

(当 別)

(亀 III)

知 内

(福 島)

建

9 2 2

9.2 11

11,2 6 2

7,9 〇 4

11,5 2 0

1,8 〇 8

5.2 8 〇

5.3 9 0

5.4 5 7

1 6,6 3 4

4,6 9 2

1 0, 6 7 3

1 5, 8 2 9

1 8,4 6 3

4, 7 11

5,。 8 3

1 6,4 2 3

5, 8 6 5

用

9 〇

1,40 7

1,3 4 1

1,3 3 5

1,3 8 5

2 3 9

5 5 1

7 8 0

6 3 1

2.8 3 6

1,。 1 7

2.9 〇 4

1.9 5 7

3.9 6 3

4 7 1

3 6 7

1,6 3 9

8 2 1

千尾

8 32

7.8 〇 4

9.9 2 1

6.5 6 9

1 0,1 3 5

1.5 6 9

4.7 2 9

4.6 1 〇

4.8 2 6

1 3,7 9 8

3.6 7 5

7.7 6 9

1 3,8 7 2

1 4,5 0 0

4,2 40

4.7 1 6

1 4,7 8 4

5, 0 4 4

%

9 0.0

8 4.7

8 8.1

8 3.1

8 8.0

8 6.8

8 9.6

8 5.2

8 8.4

8 3.0

7 8.3

7 2.7

8 7.6

7 8.5

9 0.0

9 2.8

9 0.0

8 6.0

千尾

4 5 6

6.3 3 8

9.2 3 4

5,7 1 9

9.9 1 4

1.2 4 〇

4.2 6 〇

4.4 。 0

4,4 5 8

1 0, 5 0 0

3.2 〇 〇

6.6 9 2

1 0,4 0 0

1 4,。 0 0

3,。 〇 〇

3.7 6 4

1 4,3 0 9

4.9 9 8

%

49.5

6 8.8

8 2.0

7 2.4

8 6.1

6 8.6

8 0.7

8 1.6

8 1.7

6 3.1

6 8.2

6 2.7

6 5.7

7 5.8

6 3.7

7 4.1

8 7.1

8 5.2

義

5.5 84

5,7 1 9

9.9 14

4.2 60

4.400

4,4 5 8

1 〇, 5 〇 〇

3.2 〇〇

6.6 9 2

1 0,4 0 〇

1.9 18

3,76 4

1 4,309

4.9 98

本年度 2 4 8,5 2 7 3 3,5 2 7 2 1 4,9 9 0 8 6.5 1 9 3,6 6 3 7 7.9 云 1.410
1 6 4,5 71

前年度 2 4 9,2 7 7 4 3,9 6 3 2 0 5,3 1 4 8 2.4 1 9 7,2 7 8 7 9.5 洪 2,100
1 6 4,4 24.

全
道
計

本年度 1,4 1 9,5 4 1 1 9 7,4 9 9 1,2 22,。 42 8 6.1 1,1 4 7,1 6 9 8 0.8 洪 22,%81
1,。 4 2,2 4¢

前年度 1,4 2 5,8 0 2 2 5 1,2 3 1 1,1 7 4,5 7 1 8 2.4 1,11 4,3 3 3 7 8.2
2 8.7 3 4 

1,。 00,553
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尾 数
放流期間 備 考

餌 合 計 給餌率

・ 千尾 千尾 % 月/日〜月/日 千尾

4 5 6 4 5 6 0.0 3/1 4 〜5/1 〇

7 4 9 6,3 3 3 8 8.2 3/1 4 〜5/1 〇 有珠へ500(再飼育後5減)

9,2 3 4 9,2 3 4 0.0 4/ 1〜4/3 〇

5,7 1 9 1 〇 0.0 4/2 〇〜4/2 4

9,9 1 4 1 〇 0.0 4/11〜4/2 7

1,2 4 〇 1,2 4 0 0.0 4/11〜4/2 7

4,2 6 〇 1 〇 0.0 5/ 1

4,4 0 0 1 〇 0.0 4/1 4 〜5/2 4

4,4 5 8 1 〇 0.0 4/1 〇〜5/1 〇

1 0,5 0 0 1 〇 0.0 4/2 6 〜5/2 8

3,2 〇 〇 1 〇 0.0 .5/ 1〜5/ 2 〇

6,6 9 2 1 〇 0.0 4/2 〇〜5/2 6

1 0,4 〇 〇 1 〇 0.0 3/3 1〜4/3 〇

1 4,。 〇 0 1 4,。 0 0 0.0 4/1 6 〜4/3 〇

1,。 8 2 3,。 〇 〇 6 3.9 4/2 〇〜5/1 2

3,7 6 4 1 〇 0.0 5/ 6 〜5/2 4

1 4,3 0 9 1 〇 0.0 3/2 7 〜4/2 2

4,9 9 8 1 0 0.0 3/I 6 〜4 /2 5

2 7,5 4 2 洪 1,4 1 〇
19 2,11 3 8 5.7 2/ 7 〜5/2 8

※海中飼育1,410

再飼育後118減輸送中2 2減

3 0,6 7 4 洪 2,1 〇 〇
1 9 5,。 9 8 8 4.4 2/ 9〜6/ 3

※海中飼育2,100 

再飼育後8 〇減

8 2,2 4 2
2 2,2 8 1

1,1 2 4,4 8 2 9 2.7 1/ 1〜6/1 4
※诲中如育2 2,281

再飼育後3 8 4減輸送中2 2減

8 4,6 0 6 2 8,7 3 4
1,。 8 5,1 5 9 9 2.0 1 /I 5 〜6/1 5

※海中飼育2 8.7 3 4 

再飼育後4 4 0減

—89 —



§ 8ます増殖事業

1.捕獲採卵成績概要
(さくらます)

本年度は3 4水系3 4捕獲採卵場において、昭和5 8年4月1日から同年10月2 8日まで実 

施し、8.0 3 3尾を捕獲し,蓄養中のへい死魚:?:;を除く 3.4 6 3尾の5親魚から6,919千粒を採卵し 

た。9親魚使用率は6 6. 5 %であった。

昨年に比べ捕獲採卵数は大きく上廻ったが、9使用率は6 6. 5 %と前年(7 0. 6 % )を若干下 

廻った。ここ数年全道的にみて河川そ上数は減少の一途であり、抜本的対策が必要である。

(からふとます)

本年度は7 4水系7 6捕獲採卵場において、昭和5 8年6月1日から同年11月2 3日まで実 

施し、3 7 7,3'50尾の親魚を捕獲し、蓄養中のへい死魚等を除く16 5,50 3尾の9親魚から!9 8.941 

千粒を採卵した。9親魚使用率は9 2. 7 %であった。

採卵至・画数の7 5 %を占めるオホーツク海の,’計画達成率が!6 2.2 %と好調であったため全道 

的にも成績は向上した。又、えりも以東海区も好調で採卵数は少ないが、計画達成率では、4 3 9.4 

%であった。

事業計画と実績ならびに前年度との比較

第1表さくらます

*!採卵数の計画中6 0 0千粒は資源拡大再生産用として飼育

*2放况のうち1,2 0 0千尾は池中養成分からの放流計画

*3 ()内は池中養成分の放流実績で内数

区 分
昭和 5 8 年度

前年度実績
前年度との

対 比計画数 実 績 達成率(％)

捕獲数(尾)

採卵数(千粒)

放流数(千尾)

1 3,5 0 0

-X-11 3,1 0 0

*2 11,2 0 0

8,。 3 3

6,9 1 9

V 〇 4,6 5 8
引(8 28)

5 9.5

5 2.8

4 1.6

3,4 7 4

4,1 7 6

5,8 24 
(3,5 3 4)

4,5 59

2,7 4 3

△ 1,1 6 6

—9〇 —

第2表からふとます

区 分
昭 和 5 8 年 度

前年度実績
前年度との

対 比計画数 土 績 達成率(％)

捕獲数(尾) 2 8 3,1 〇 0 3 7 7,3 6 0 1 3 3.3 11 9,3 9 3 2 5 7,9 6 7

採卵数(千粒 1 4 2,1 5 0 1 9 8.9 4 1 1 4 0.0 6 6,7 7 5 1 3 2,1 6 6

放流数(千尾) 11 4,2 0 0 1 5 2,7 9 0 1 3 3.8 5 7,2 7 7 9 5,5 1 3

からふとます

1 9 8.9 4 1稀3 7 7,3 6 〇尾

えりも以西

9 7千位日本

6 2=^

えりも以西

6 尾

0.1 %

0

1,9 7 5 尾

2 4.6 %

えりも

廉

室、4.

オホーック

171,965TO茶 定 壬 型

忌

1 8.4 6 9+®

オホーック

3 2 0,7 2 7尾

8 4.9%

えりも以西

"3尾日本

01% 212尾

えりも——

就

5.1%
崔 -i'i

3 6,9 7 9尾 からふとます

本 ’根 室

2,4 66球

3 5.6 %

オホーック

3,6 6 3 尾

45.6 %

えりも以西

6千粒孔 

0.1 %

本f

87诲

7.4 %

らます\
くらます

捕

8.

獲数

0 3 3 尾 Z
根室ノ

!採

、オホーツクv 6, S 

\1,86 0球•、、

卵数

19千粒

コ--- - 乙,】毛 / X «
/ / \ 2 6.9%
/ 2 9.7 % / \
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第3表 昭和5 8年度海区別さくらます事業成績集計表

、、 項 目
捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数

早比

早親魚 早親魚ヽ
海区 x^ 計 使用数 使用率

尾 尾 尾 % 尾 %

オホーツク海区 2,4 3 1 1,2 3 2 3,6 6 3 6 6.4 1,3 8 3 7 7.8

日 本 海区 1,1 7 1 8 0 4 6 0.9 8 0 3 6 8.9

/⑴須
h,)

根室海区 4^4- 6 7 8 2,3 8 9 7 1.6 1,2 7 4 7 6.0

えりも以西海区 3 3 6 5 0.0 3 1 〇 0.0

合 計 5,3 1 6 2,7 1 7 8,。 3 3 6 6.2 3,4 6 3 6 6.5

前年度 2,4 6 4 1,。 1 〇 3,4 7 4 7 0.9 1,7 2 8 7 0.6

第4表 昭和5 8年度支場別さくらます事業成績集計表

、、 項目

支場

捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数

早比

早親魚

使用数

早親魚

使用率早 3 計

北見支場

根室支場

天塩支場

千歳支場

渡島支場

尾

1,7 5 4

1,7 11

1,1 2 8

7

7 1 6

尾

1,。 3 8

6 7 8

6 5 9

2 3

3 1 9

尾

2.7 9 2

2,3 8 9

1.7 8 7

3 〇

1,。 3 5

%

6 2.8

7 1.6

6 3.1

2 3.3

6 9.2

尾

1,。 2 8

1,2 7 4

4 9 6

6

6 5 9

%

6 0.1

7 6.0

4 4.0

8 5.7

9 2.9

合 計 5,3 1 6 2,7 1 7 8,。 3 3 6 6.2 3,4 6 3 6 6.5

前年度 2,4 6 4 1,。 1 〇 3,4 7 4 7 0.9 1,7 2 8 7 0.6
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績 ふ 化 放 流 成 績

平均

採卵数

採卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

粒 璞 月/日〜月/日 千粒 千尾 % 千尾 月/日〜月/日

1,3 4 5 1,8 6 〇 4/1〜1 0/1 〇 1,8 6 〇 1,6 8 4 9 0.5 1,2 3 7 3/1 5〜5/3 〇

3,2 22 2,5 8 7 5/1〜1 0/3 1 2,2 9 4 2,。 4 4 8 9.1 1,。 2 1 2/3 〜7/1 〇

1,9 3 6 2,4 6 6 4/2 1〜1 0/2 8 2,3 〇 6 2,1 5 1 9 3.3 1,5 6 8 4/2 〜5/2 9

2,。 〇 〇 6 7/1 5〜9/3 〇 6 5 8 3.3 4 4/2 5

1,9 9 8 6,9 1 9 4/1〜10/2 8 6,4 6 6 5,8 8 4 9 1.0 3,8 3 〇 2/3 〜7/1 〇

2,4 1 7 4,1 7 4 4/3 〜1 0/3 1 3,8 0 8 3,3 7 〇 8 8.5 2,2 9 〇 2/6 〜7/8

績 ふ 化 放 流 成 績

平均

採卵数

採卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

粒 月/日〜月/日 千尾 % 千尾 月/日〜月/日

1,4 1 5 1,4 5 5 4/1〜1 0/1 〇 1,4 5 5 1,3 3 8 9 2.0 1,。 1 9 3/1 5 〜 5/1 8

1,9 3 6 2,4 6 6 4/2 1〜1 0/2 8 2,3 〇 6 2,1 5 1 9 3.3 1,5 6 8 4/2 〜5/2 9

1,4 4 6 7 1 7 5/1〜9/3 〇 5 7 2 5 0 4 8 8.1 3 8 3 5/5 〜5/3 〇

2,3 1 7 1 4 8/3 〇〜1 0/3 1 1 4 11 7 8.6 11 2/3 〜2/2 0

3,4 4 〇 2,3 6 7 5/1 4〜1 0/2 〇 2,11 9 1,8 8 〇 8 8.7 8 4 9 5/2 3〜6/8

1,9 9 8 6,9 1 9 4/1〜10/2 8 6,4 6 6 5,8 8 4 9 1.0 3,8 3 〇 2/3 〜7/1 〇

2,4 1 7 4,1 7 4 4/3 〜1 0/3 1 3,8 〇 8 3,3 7 〇 8 8.5 2,2 9 〇 2/6 〜7/1 〇
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第5表 昭和5 8年度诲区別からふとます事業成績集計表

、、 項目
捕 獲 採 卵 成

捕 獲 数 早親魚 早親魚
ヽ

— 早比
海区 、^ 早 計 使用数 使用率

尾 丿匕 尾 % 尾 %

オホーツク海区 1 5 2,2 0 3 1 6 8,5 2 4 3 2 0,7 2 7 4 7.5 1 4 1,9 6 4 9 3.3

日本海区 9 4 11 8 2 1 2 4 4.3 5 3 6 6.0

根室海区 1 7,3 7 2 1 9,6 0 7 3 6,9 7 9 4 7.0 1 5,4 0 2 8 8.7

えりも以東海区 8,7 5 4 1 0,4 1 5 1 9,1 6 9 4 5.7 8,。 2 〇 9 1.6

えりも以西海区 9 4 1 7 9 2 7 3 3 4.4 6 4 6 8.1

合 計 1 7 8,5 1 7 1 9 8,8 4 3 3 7 7,36 0 4 7.3 1 6 5,5 0 3 9 2.7

前年度 6 3,2 7 6 5 6,11 7 11 9,3 9 3 5 3.0 5 2,9 8 0 8 3.7

第6表 昭和5 8年度支場別からふとます事業成績集計表

、、 項 目
捕 獲 採 卵 成

X 捕 獲 数 早親魚 早親魚

— ^比

支場 早 計 使用数 使用率

尾 尾 尾 % 尾 %

北見支場 1 3 4,7 3 6 1 4 9,1 8 5 2 8 3,9 2 1 4 7.5 1 2 8,1 5 2 9 5.1

根室支場 1 7,3 7 2 1 9,6 0 7 3 6,9 7 9 4 7.0 1 5,4 0 2 8 8.7

十勝支場 8,7 5 4 1 0,4 1 5 1 9,1 6 9 4 5.7 8,。 2 〇 9 1.6

天塩支場 1 7,5 6 1 1 9,4 5 7 3 7,。 1 8 4 7.4 1 3,8 6 5 7 9.0

千歳支場 9 4 1 7 9 27 3 3 4.4 6 4 6 8.1

渡島支場 〇 〇 〇 — 一 一

合 計 1 7 8,5 1 7 1 9 8,8 4 3 3 7 7,3 6 0 4 7.3 1 6 5,5 0 3 9 2.7

前年度 6 3,2 7 6 5 6,11 7 11 9,3 9 3, 5 3.0 5 2,9 8 0 8 3.7

～ 94 —

※外に海産卵4 0 5 (前年2,。 0 8 )千粒

績 ふ 化 放 流 成 績

丁均

採卵数

採卵数 E門 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

粒

1,2 11
初

京171,965
月/日〜月/日

6/1〜11/2 3
枷

1 4 1,1 5 7
千尾

11 9,8 0 8

%

8 4.9
千居

1 0 8,7 4 1
月/日〜月/日 

2/1 6〜5/3 〇

1,1 70 62 7/1〜1 0/2 9 8,。 1 4 5,9 5 4 7 4.3 4,8 4 2 3/1 5 〜 5/3 1

1,1 99 1 8,4 6 9 7/1〜1 0/3 1 2 8,7 2 2 2 4,7 0 0 8 6.0 2 3,8 0 3 3/2 〇〜 6/1 〇

1,。 4 1 8,3 4 8 7/2 1〜1 0/3 1 1 4,。 7 8 1 0,7 7 1 7 6.5 9,8 7 3 3/1〜 6/2 〇

1,5 1 6 97 8/1〜1 0/3 1 7,。 6 6 5,7 9 1 8 2.0 5,5 3 1 4/4〜 6/2 5

1,202 洪198,94 1 6/1〜11/2 3 1 9 9,。 3 7 1 6 7,。 2 4 8 3.9 1 5 2,7 9 0 2/1 6 〜 6/2 5

1,26 〇 洪 6 6,775 6/1〜11/3 0 6 8,4 5 6 5 9,1 8 0 8 6.4 5 7,2 7 7 2/4〜 5/3 1
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績 ふ 化 放 流 成 績

平均

採卵数

採卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

粒

1,2 2 2 洪156,553

月/日〜月/日

7/1〜11/2 3
千粒

1 3 3,6 9 7
千尾

11 3,4 5 9

%

8 4.9
千尾

1 0 2,5 5 6
月/日〜月/日

2/1 6〜5/3 〇

1,1 9 9 18,469 7/1 〜1 0/3 1 3 1,1 2 2 2 6,3 0 4 8 4.5 2 5,2 6 7 3/2 〇〜 6/2 〇

1,。 4 1 8,3 4 8 7/2 1〜1 0/3 1 11,6 7 8 9,1 67 7 8.5 8,4 1 2 3/1〜 5/2 6

1,11 6 1 5,4 7 4 7/1 〜11/2 〇 1 5,4 7 4 1 2,3 0 3 7 9.5 11,。 2 7 3/1 5 〜 5/3 1

1,5 1 6 97 8/1 〜1 0/3 1 3,5 9 8 3,。 7 5 8 5.5 2,8 9 6 4/4〜 6/2 5

— 一 1 0/1〜1 0/1 〇 3,4 6 8 2,7 1 6 7 8.3 2,6 3 5 4/2 〇〜 5/1 〇

1,2 〇 2 ^1 9 8,9 4 1 6/1 〜11/2 3 1 9 9,。 3 7 1 6 7,。 2 4 8 3.9 1 5 2.7 9 0 2/1 6 〜 6/2 5

1,2 6 〇 洪 6 6,775 6/1 〜11/3 〇 6 8,4 5 6 5 9,1 8 0 8 6.4 5 7.2 7 7 2/4〜 5/3 1



第7表 昭和5 8年度海区•水系別さくらます親魚補獲採卵成績表

※ 下苗太路•増幌・大鴨津•小鴨津・茂草の5河川(保護水面)は算定放流のため捕獲数の合計には

海区 水 系 捕獲採卵場
捕 獲 数 使用親魚

早 3 計

才

ホ

1

ツ

ク

東

部

岩尾別 

遠音別 

斜 里

止 別

岩尾別 

遠音別 

斜 里

止 別

尾

〇

3

1,24 1

4 6 2

尾

〇

3

88 3

1 4 〇

尾

〇

6

2,1 2 4

6 0 2

尾

3

6 9 1

2 89

尾

2

2 0 6

7 6

(東 部 計) (1,7 0 6) (1,。 2 6) (2,7 3 2) (9 8 3) (2 8 4)

中 

部

興 部

幌 内

興 部

幌 内

28

2 〇

4

8

3 2

2 8

2 5

2 〇

3

7

(中 部 計) (4 8) (1 2) (6 〇) (4 5) (! 〇)

西

部※

徳志別

北見幌別 

下苗太路

徳志別

北見幌別

下苗太路

3 1 2

3 6 5

<8>

8 2

11 2

<6>

3 94

4 7 7

<14>

6 1

2 9 4

1 9

6 8

(西 部 計) (6 7 7) (19 4) (8 7 1) (3 5 5) (8 7)

海 区 計
本年度 2,4 3 1 1,2 3 2 3,6 6 3 1,3 8 3 3 8 1

前年度 9 5 5 4 1 6 1,37 1 5 2 5 2 9 2

0

本

へ※

北

部

X—z

増 幌 

天 塩 

遠 別 

小平薬 

信 砂

箸 別 

暑寒別

増 幌

天 塩

遠 別

小平案

信 砂

箸 別

暑寒別

<2>

〇

〇

〇

1 7 9

〇

2 7 2

<〇>

〇

〇

〇

1 6 〇

〇

3 0 5

<2>

〇

〇

〇

3 3 9

〇

5 7 7

1 〇 3

3 8

1 〇 3

1 8

(北 部 計) (4 5 1) (4 6 5) (9 16) (1 4 1) (12 1)

专
g

石 狩 西 越 7 23 3 〇 6 1 2

(中 部 計) (7) (2 3) (3〇) (6) (1 2)

南

京

部※

〜※

古 宇 

尻 別 

朱 太 

見 市 

大鴨津

小鴨津 

茂 草

古 宇 

名 駒 

朱 太 

見 市 

大鴨津

小鴨津 

茂 草

2 1

67 0

1 4

8

<16 4>

<2 6 9>

<8 7>

11

29 4

〇

11

<14>

<1 4>

<2〇>

3 2

9 6 4

1 4

1 9

<1 7 8>

<2 8 3>

<1〇 7>

1 6

6 2 1

11

8

〇

1 6 4

〇

9
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含まず。

ー数

採卵数 増減卵数 仮収容卵数 早総使用率 平均採卵数 実施期間
計

尾 (W (碰 (%) 粒 月/日〜月/日

— 一 — 一 — 一 5.1〜8.3 1

5 7 7 1 〇 0.0 3,5 〇 〇 5.1〜9.3 〇

8 9 7 9 4 2 9 4 2 5 7.4 1,3 6 3 4.1〜1 0.1

3 6 5 4 5 3 4 5 3 6 2.8 1,5 6 7 4.1〜1 0.1

(1,2 6 7) (1,4 〇 2) (1,4 0 2) (5 9.0) (1,4 2 6) (4.1〜1 〇•1)

2 8 3 3 3 3 8 9.3 1,3 2 〇 5.1 6 〜9.1 7

2 7 2 〇 20 1 〇 0.0 1,。 〇 〇 9.11〜1 0.1 0

(5 5) (5 3) (5 3) (9 3.8) (1,1 7 8) (5.1 6 〜1 0.1 〇)

80 7 1 7 1 1 9.6 1,1 6 4 5.1 〇〜9.2 7

3 6 2 3 3 4 3 3 4 8 2.8 1,1 3 6 5.1 3 〜9.3 〇

6.1〜8.31

(4 4 2) (4 〇 5) (4 〇 5) (5 2.4) (1.1 4 1) (5.1 〇〜 9.2 7)

1,7 6 4 1,8 6 〇 1,8 6 〇 7 7.8 1,3 4 5 4.1〜10.10

8 1 7 7 6 7 7 6 7 5 5.0 1,4 6 1 4. 3 〜1 0.1 0

6.1〜8.3 1

一 — — 一 — — 6.1〜8.3 1

一 — — — 一 — 5.1〜9.3 〇

一 — 一 — — — 5.1〜9.3 〇

2 0 6 2 1 2 2 1 2 5 7.5 2,。 5 8 5.11〜9.2 6

― — — — — — 5.1〜9.3 〇

5 6 1 〇 〇 1 〇 〇 1 4.0 2,6 3 2 5.2 3 〜9.2 2

(2 6 2) (3 12) (3 12) (3 1.3) (2,2 1 3) (5.1〜9.3 〇)

1 8 1 4 1 4 8 5.7 2,3 1 7 8.3 〇〜1 0.3 1

(1 8) (1 4) (1 4) (8 5.7) (2,3 1 7) (8.3 〇〜1 0.3 1)

1 6 4 8 4 8 7 6.2 3,。 〇 〇 8.2 6 〜1 0.1

7 8 5 2,1 5 8 2,1 5 8 9 3.4 3,4 7 5 8.2 1〜1 0. 5

11 3 7 3 7 7 8.6 3,3 6 4 9.1〜1 0.2 0

1 7 1 8 1 8 1 〇 0.0 2,2 5 〇 9.1〜9.3 〇

6.1 4 〜9.2 3

5.1 4 〜9.2 1

5.1 9 〜9.2 〇
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r6 E zk #
ffi a & fl

* $ st V $

B
fl

G
E®

)

(it) SE it) (7 13)

e

(3 1 6) (1,0 2 9) (6 5 6)

fl

(1 7 3)

t» EE it
fl fl SE 1,1 7 1 8 0 4 1,9 7 5 8 0 3 3 0 6

it fl $ 9 6 9 5 0 3 1,4 7 2 7 9 4 2 8 8

=fg

(W
O « » e * 3 0 3 1 0 1 4 0 4 7 6 7

(g $ M B tt) (3 0 3) (10 1) (4 0 4) (7 6) (7)

#

* Sil

S fl

B Ml

0 Ml
M *

M a s

a s
< MJ
Si fl

B Ml
Si 0 ®.
M ®
MJ fl X

1 0 1

6 4

2 0

4 5 4

1 0 3

3 7 2

2 9 4

6 3

2 3

3

1 1 1

4 7

1 7 3

1 5 7

1 6 4

8 7

2 3

5 6 5

1 5 0

5 4 5

4 5 1

9 0

1 2

7

3 6 8

1 0 3

3 7 2

2 4 6

5 8

3

1

8 1

4 7

1 7 3

1 2 9

(ifl SIS tt) (1,4 0 8) (5 7 7) (1,9 8 5) (1,1 9 8) (4 9 2)

•® E st
fl fl $_ 1,7 1 1 6 7 8 2,3 8 9 1,2 7 4 4 9 9

it fl SL 2 9 2 6 8 3 6 0 2 3 0 3 2

a e
 (?■ 

s

1
®

t fit AU C » MJ 0 0 0 —

(0 rfi ±6 E at) (0) (o) (o) (-) (-)

ffi
■g

A % A %. 0 0 0 — —

(M $ M E tt) (0) (0) (0) (-) (-)

5
te JB te §5 3 3 6 3 0

(it ttfe E st) (3) (3) (6) (3) (0)

i® E at
■fl fl te 3 3 6 3 0

it fl St 2 4 8 2 3 2 7 1 1 7 9 2 i

£ it
fl fl $ 5,3 1 6 2,7 1 7 8,0 3 3 3,4 6 3 1,1 8 6

it fl S: 2,4 6 4 1,0 1 0 3,4 7 4 1,7 2 8 6 3 3

" St
S St &. <6 ®. SB Si fl tfi m rs

tt
s (fl© (fl© (fl© (%) tt m/b ~S/B

(8 2 9) (2,2 6 1) (2,2 6 1) (9 2.7) (3,4 4 7) (5. 1 4 ~ 1 0.2 0)

1.1 0 9 2,5 8 7 2,5 8 7 6 8.9 3,2 2 2 5. 1 ~ 1 0.3 1

1,0 8 2 2,4 7 4 2,4 7 4 8 1.9 3.1 1 8 5. 1 ~ 1 0.3 1

8 3 1 4 8 1 4 8 2 5.0 1,9 4 7 6.2 1 ~ 1 0.2 8

(8 3) (14 8) (14 8) (2 5.0) (1,9 4 7) (6.2 1 ~ 1 0.2 8)

1 4 8 1 1 3 1 1 3 8 9.1 1,2 5 6 4.2 1 ~ 1 0.1 0

1 5 1 2 1 2 1 0 0.0 1,0 0 0 5.1 1 ~ 1 0.1 0

8 1 8 1 8 3 5.0 2,5 7 1 5.2 1 ~ 9.3 0

4 4 9 9 0 0 9 0 0 8 1.1 2,4 4 6 8. 1 ~ 1 0. 6

1 5 0 1 9 1 1 9 1 1 0 0.0 1,8 5 4 8.1 1 ~ 9.3 0

5 4 5 78 2 7 8 2 1 0 0.0 2,1 0 2 9. 1 ~ 9.3 0

3 7 5 3 0 2 3 0 2 8 6.0 1,2 2 8 8.2 1 ~ 1 0.1 0

(1,6 9 0) (2,3 1 8) (2,3 1 8) (8 7.3) (1,9 3 5) (4.2 1 ~ 1 0.1 0)

1,7 7 3 2,4 6 6 2,4 6 6 7 6.0 1,9 3 6 4.2 1 ~ 1 0.2 8

2 6 2 4 6 1 4 6 1 7 8.8 2,0 0 4 5. 1 ~ 1 0.2 0

— — — —- — 7.1 5 ~ 9.3 0

(-) (-) (fl (fl (fl (7.1 5 ~ 9.3 0)

— — — — — 8.1 5 ~ 9.1 0

(-) H (fl (fl (fl ' (8.1 5 ~ 9.1 0)

3 6 6 1 0 0.0 2,0 0 0 9.1 2 ~ 9.3 0

(3) (6) (6) (1 0 0.0) (2,0 0 0) (9.1 2 ~ 9.3 0)

3 6 6 1 0 0.0 2,0 0 0 7.1 5 ~ 9.3 0

2 0 0 4 7 2 4 7 2 7 2.2 2,6 3 7 9.1 1 ~ 1 0.3 1

4.6 4 9 6,9 1 9 6,9 1 9 6 6.5 1,9 9 8 4. 1 - 1 0.2 8

2,3 6 1 4,1 7 4 4,1 7 4 7 0.6 2,4 1 7 4. 3 ~ 1 0.3 1
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第8表 昭和5 8年度支•事業場別さくらます親魚捕獲採卵成績表

支場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 ・数

採卵数 増減卵数 仮収容卵数
早親魚

使用率
平均採卵数 実施期間

早 計 早 3 計

尾 尾 尾 尾 尾 尾 千粒 住 % 粒 月/日〜月/日
M-I 
石 尾 別 3 3 6 3 2 5 7 7 1 〇 0.0 3,5 〇 〇 5.1〜8.3 1

牝 斜 里 1,7 〇 3 1,。 2 3 2,7 2 6 9 8 0 28 2 1,2 6 2 1,3 9 5 1,395 5 8.9 1,4 2 3 4.1〜1 0.1

渚 滑 28 4 3 2 2 5 3 2 8 3 3 3 3 8 9.3 1,3 2 〇 5.1 6 〜9.1 7

幌 内 2 〇 8 2 8 2 〇 7 27 2 〇 2 〇 1 〇 0.0 1,。 〇 〇 9.11〜1 0.1 〇

見 本 年 度 1,7 5 4 1,。 3 8 2,7 9 2 1,。 2 8 2 9 4 1,3 2 2 1,4 5 5 1,4 5 5 6 0.1 1,4 1 5 4.1〜1 0.1 0

前 年 度 8 4 0 3 9 1 1,2 3 1 4 4 3 2 7 2 7 1 5 6 7 4 67 4 5 2.7 1,5 2 1 4. 3 〜1 0.1 0

根室 中標津 3 0 3 1 〇 1 4 0 4 7 6 7 8 3 1 4 8 1 4 8 2 5.0 1,9 4 7 6.2 1〜1 0.2 8

根 計 根 別 1 8 5 8 9 2 7 4 1 〇 9 6 2 1 7 1 1 4 3 1 4 3 6 9.0 1,3 1 2 4.2 1〜1 0.1 0

西 別 4 5 4 111 5 6 5 3 6 8 8 1 4 4 9 9 0 0 9 0 0 8 1.1 2,4 4 6 8.1〜1 0. 6

浜 中 7 6 9 3 77 1,1 4 6 7 2 1 3 4 9 1,。 7 〇 1,2 7 5 1,2 7 5 9 4.7 1,7 6 8 8.11〜1 0.1 〇

室 本 年 度 1,7 11 6 7 8 2,3 8 9 1,2 7 4 4 9 9 1,7 7 3 2,4 6 6 2,4 6 6 7 6.0 1,9 3 6 4.2 1〜1 0.2 8

前 年 度 2 9 2 6 8 3 6 0 2 3 0 3 2 2 6 2 4 6 1 4 6 1 7 8.8 2,。 〇 4 4.2 1〜1 0.1 5

徳 志 別 3 1 2 8 2 39 4 6 1 1 9 8 〇 7 1 7 1 1 9.6 1,1 64 5.1 〇〜9.2 7

天 歌 登 3 6 5 11 2 4 7 7 2 9 4 6 8 3 6 2 3 3 4 3 3 4 8 2.8 1,1 3 6 5.1 3 〜9.3 〇

«宗 谷» ※ <1〇> <6> < 1 6 > <算 定 放 流> 6.1〜8.3 1

«増 毛» 4 5 1 4 6 5 9 1 6 1 4 1 1 2 1 262 3 12 3 1 2 3 1.3 2,2 1 3 5.1〜9.3 〇

塩 本 年 度 1,1 2 8 6 5 9 1,7 8 7 4 9 6 2 0 8 7 0 4 7 17 7 1 7 4 4.0 1,4 4 6 5.1〜9.3 〇

前 年 度 3 1 4 1 8 7 5 〇 1 1 6 〇 6 2 2 22 2 6 9 2 6 9 5 1.0 1,6 8 1 5/ 1〜1 0.3 1

千 千 歳 7 2 3 3 〇 6 1 2 1 8 1 4 1 4 8 5.7 2,3 1 7 8.3 〇 〜1 0.3 1

歳 前 年 度 〇 〇 〇

尻 別 6 8 4 29 4 9 7 8 6 3 2 1 6 4 7 9 6 2,1 9 5 2,1 9 5 9 3.1 3,4 7 3 8.2 1〜1 0.2 〇

渡 «真 狩» 2 1 11 3 2 1 6 〇 1 6 4 8 4 8 7 6.2 3,。 〇 〇 8.2 6 〜1 0.1

«熊 石» 8 11 1 9 8 9 1 7 1 8 1 8 1 〇 0.0 2,2 5 〇 9.1〜9.3 〇

知 内 3 3 6 3 〇 3 6 6 1 〇 0.0 2,。 0 0 9.1 2 〜9.3 〇

知 内 ※<433> <28> <461 > <算・ 定 放 流> 5.14 〜9.2 3

島 本 年 度 7 1 6 3 1 9 1,。 3 5 6 5 9 1 7 3 8 3 2 2,2 6 7 2,2 6 7 9 2.9 3,4 4 〇 5.1 4 〜1 0.2 3

前 年 度 1,。 1 8 3 6 4 1,3 8 2 8 9 5 2 6 7 1,1 6 2 2,7 7 2 2,7 7 2 8 7.9 3,。 9 7 7.1〜1 0.3 1

4,6 4 9 6,9 1 9 6,9 1 9 6 6.5 1,9 9 8 4. ！〜1 0.2 8

2,3 6 1 4,1 7 4 4,1 7 4 7 0.6 2,4 1 7 4. 3 〜1 0.3 1

※ 算定放流したため合計に含まず

つ、苫耳
本 年 度 5,3 1 6 2,7 1 7 8,。 3 3 3,4 6 3 1,1 8 6

至 ロ 1
前 年 度 2,4 6 4 1,。 1 〇 3,4 7 4 1,7 2 8 6 3 3
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第9表 昭和5 8年度海区•水系別からふとます親魚捕獲採卵成績表

水 系
捕 獲 数 使 用親・

海 区 拥獲蛛卵碳
早 3 計 早

尾 尾 尾 尾 宙

ノレ シ ヤ ノレ シ ヤ 1 2,1 2 1 8,2 8 5 2 0,4 0 6 1 2,1 2 1 2,7 1 〇

石 尾 別 岩 尾 別 1 2,3 3 8 1 4,8 0 1 2 7,1 3 9 1 2,3 3 8 2,8 9 9

東 遠 音 別 遠 音 別 4,2 4 9 3,5 8 3 7,8 3 2 4,2 4 9 1,。 5 6

奥 葉 別 奥 藥 別 6,2 7 5 1 0,。 6 5 1 6,3 4 0 6,2 2 5 〇

才 斜 里 斜 里 2 2,3 7 5 2 9,5 0 7 5 1,8 8 2 2 1,6 1 6 3,7 2 1

止 別 止 別 6,。 8 9 5,2 7 8 11,3 6 7 5,8 4 5 2,1 4 2

藻 琴 藻 琴 1,8 7 〇 1,5 9 6 3,4 6 6 1,8 1 4 399

部 網 走 網 走 1 0,2 2 0 1 4,3 2 8 2 4,5 4 8 9,1 9 7 1,229

ホ 能 取 湖 能 取 1,9 8 1 1,8 6 6 3,8 4 7 1,7 1 7 〇

(東 部 計) (7 7,5 1 8) (8 9,3 〇 9) (1 6 6,8 2 7) (7 5,1 2 2) (1 4,1 5 6)

常 ,弓 常 呂 1 9,1 6 0 1 8,6 5 1 3 7,8 11 1 8,3 2 9 1,330

佐呂間別 佐呂間別 2,。 9 6 1,8 3 1 3,9 2 7 1,6 4 7 3 8 6

1 中 湧 別 湧 別 11,。 5 3 1 2,1 2 5 2 3,1 7 8 1 0,9 8 7 2,6 59

藻 ベ つ 藻 ベ つ 1,5 6 7 1,8 5 2 3,4 1 9 1,3 6 5 4 I 〇

渚 滑 渚 滑 4,4 9 8 5,5 〇 4 1 0,。 0 2 4,3 1 7 1,265

沙 留 沙 留 8 4 2 7 2 1 1,5 6 3 7 1 9 2 1 5

ツ 藻 興 部 藻 興 部 4 2 8 1 1 23 3 1 7

興 部 興 部 3,7 4 2 3,2 9 5 7,。 3 7 3,4 4 4 1,5 08

部 雄 武 雄 武 5,6 2 2 6,1 4 1 11,7 6 3 5,。 8 5 5 7 1

幌 内 幌 内 8,5 9 6 9,6 7 5 1 8,2 7 1 7,1 0 6 2,1 39

ク (中 を B 計) (5 7,2 1 8) (5 9,8 7 6) (11 7,。 9 4) (5 3,。 3 〇) (1 0,4 9 0)

徳 志 別 徳 志 別 7,7 8 5 1 0,1 7 6 1 7,9 6 1 5,6 2 8 9 6 5

北 北見幌別 牝見幌別 3,9 2 7 4,1 5 9 8,。 8 6 3,。 9 8 6 7 1

頓 別 頓 別 3,4 8 2 3,11 4 6,5 9 6 3,1 6 1 1,1 7 2

猿 払 猿 払 6 9 7 6 6 1 1,3 5 8 5 9 8 1 6 3

鬼 志 別 鬼 志 別 21 3 1 7 1 3 8 4 1 8 7 48

知 来 別 知 来 別 1,3 11 9 9 2 2,3 〇 3 1,11 9 2 6 3

見 下苗太路 下苗太路 5 2 66 11 8 2 1 1 2

(西 ¥ C 計) (1 7,4 6 7) (1 9,3 3 9) (3 6,8 〇 6) (1 3,8 1 2) (3,2 9 4)_

海 計
本 年 度 1 5 2,2 0 3 1 6 8,5 2 4 3 2 0,7 2 7 1 4 1,9 6 4 2 7,9 4 0

I2L
前 年 度 4 9,4 4 9 4 4,。 7 0 9 3,5 1 9 4 1,8 2 9 8,9 7 8
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ー数
採卵数 増減卵数 仮収容卵数

早 総

使用率
平均採卵数 実施期間r-- -

計

尾

1 4,8 3 1

1 5,2 3 7

5,3 〇 5

6.2 2 5

2 5,3 3 7

7,9 8 7

2.2 1 3

1 0,4 2 6

1,7 1 7

(千・粒)

1 3,1 6 5

14.7 4 4

4.4 4 3

7.5 4 2

2 6,2 1 4

7.1 3 8

2,。 7 2

11.7 。 9

2.1 8 8

(用 (fl®

1 3,1 6 5

1 4,7 4 4

4.4 4 3

7.5 4 2

2 6,2 1 4

7.1 3 8

2,。 7 2

11,7 0 9

2.1 8 8

洌

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

9 9.2

9 6.6

9 6.0

9 7.0

9 0.0

8 6.7

粒

1,。 8 6

1.1 9 5

1,。 4 6

1.2 1 2

1,2 1 3

1,2 2 1

1.1 4 2

1.2 7 3

1,27 4

月/日〜月/日

6.1〜11.1 0

8.1〜11.1 〇

8.1〜11.1 0

8.11〜11.1 〇

7.11〜11.1 〇

7.2 1〜11.1 〇

8.2 1〜1 0.3 1

9.1〜11.1 0

9.2 8 〜11.1 〇

(8 9,2 7 8) (8 9,2 1 5) 海(4 0 5) (8 9,6 2 〇) (9 7.0) (1,18 8) (6.1〜11.1 〇)

1 9,6 5 9

2,。 3 3

1 3,6 4 6

1,7 7 5

5.5 8 2

9 3 4

3 8

4,9 5 2

5.6 5 6

9,2 4 5

2 2,9 0 4

1,9 7 3

1 4,2 1 8

1.5 2 6

5,3 9 〇

7 9 8

3 9

3.8 9 5

6.6 2 6

9.9 6 9

2 2,9 0 4

1,9 7 3

1 4,2 1 8

1.5 2 6

5,3 9 〇

7 9 8

3 9

3.8 9 5

6.6 2 6

9.9 6 9

9 5.7

7 8.6

9 9.4

8 7.1

9 6.0

8 5.4

7 3.8

9 2.0

9 0.4

8 2.7

1,2 5 〇

1.1 9 8

1.2 9 4

1,11 8

1,2 4 9

1,11 0

1.2 5 8

1,1 3 1

1.3 〇 3

1.4 〇 3

8.2 1〜11.1 〇

9. 6 〜11.1 0

9.1〜11.1 0

9. 3 〜11.5

7.2 1〜11.2 3

9. 6 〜1 0.2 4

8.11〜9.2 8

8.1〜11.1 0

7.1〜1 0.3 1

7.1〜11.2

(6 3,5 2 〇) (6 7,3 3 8) (6 7,3 3 8) (9 2.6) (1,2 7 0) (7.1〜11.2 3)

6,5 9 3

3,7 6 9

4.3 3 3

7 6 1

2 3 5

1.3 8 2

3 3

5.7 3 2

3.8 6 1

3,4 96

7 2 5

2 28

1,34 3

2 7

5.7 3 2

3.8 6 1

3,4 9 6

7 2 5

2 2 8

1,3 4 3

2 7

7 2.3

7 8.9

9 0.8

8 5.8

8 7.8

8 5.4

4 0.4

1,。 1 8

1,2 4 6

1.1 〇 6

1.2 1 2

1,2 1 9

1,2 〇 〇

1,2 8 6

7.1 3 〜11.1 〇

7.11〜11.1 4

7.1〜11.3

7.2 6 〜11.2 〇

7.1〜11.2 0

7. 8 〜11.2 0

8.1〜1 0.2 0

(1 7,1 0 6) (1 5,4 1 2) (1 5,4 1 2) (7 91) (1,11 6) (7.1〜11.2 〇)

_ 1 6 9,9 0 4 1 7 1,9 6 5 海 4 0 5 1 7 2,3 7 0 9 3.3 1,2 11 6.1〜11.2 3

5 0,8 0 7 5 3,4 1 0 海 2,。 〇 8 5 5,4 1 8 8 4.6 1,2 7 7 6.1〜11.3 0
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海 区 水 系 捕獲採卵場
捕 獲 数 使 用親k

$ 計 早 $

尾 尾 尾 尾 尾

増 幌 増 幌 4 5 9 2 3

大 沢 大 沢 11 2 5 3 6 〇 〇

北 天 塩 天 塩 7 6 8 6 1 6 2 5 1 1 5

日 中 川 3 2 5 〇 〇

<小計> <79> <88> <167> < 5 1 > < 1 5>

遠 別 遠 別 〇 〇 〇 — —

風連別 風連別 〇 〇 〇 — —

古丹別 古丹別 〇 〇 〇 — 一

小平薬 小平薬 〇 〇 〇 一 一

部 信 砂 信 砂 〇 〇 〇 — 一

本 暑寒別 暑寒別 〇 〇 〇 一 —

(北 部 計) (9 4) (11 8) (2 1 2) (5 3) (18)

本年度 9 4 11 8 2 1 2 5 3 1 8

海 匹 口］
前年度 8 9 1 7 5 2

ノレ サ ル サ 9 6 1 2 7 22 3 6 6 2 7

羅 サシノレイ サシルイ 7 2 9 4 7 4 1,20 3 5 1 2 1 5 7

知徒来 知徒来 4 7 7 〇 11 7 3 〇 1 3

根 臼 羅 S 羅 臼 2 16 1 6 3 3 7 9 1 6 7 7 〇

ポン春刈古丹 伶春刈古丹 29 40 6 9 2 〇 11

地 春刈古丹 春刈古丹 1 2 3 1 3 6 2 5 9 8 5 33

陸志別 陸志別 11 9 1 4 1 2 6 0 7 4 2 8

区 植 別 植 別 2 5 7 4 11 6 6 8 2 0 9 〇

(羅臼地区計) (1,6 1 6) (1,5 6 2) (3,1 7 8) (1,1 6 3) (3 3 9)

元崎無異 元崎無異 15 9 3 2 7 4 8 6 1 3 5 〇

標 崎無異 崎無異 5 3 1 〇 9 1 6 2 2 8 〇

薫 別 薫 別 4 9 1 2 4 4 7 3 5 4 5 5 〇

津 古多糠 古多糠 6 4 1 〇 1 1 6 5 4 〇 〇

室 忠 類 忠 類 1,5 8 5 1,6 70 3,2 5 5 1,2 0 8 2 3 7

地
伊茶仁 伊茶仁 1,8 4 7 1,5 1 7 3,3 6 4 1,6 7 7 4 3 1

区 標 津 標 津 7,8 8 4 1 0,7 2 0 1 8,6 0 4 7,2 8 5 2,1 6 6

茶志骨 茶志骨 4 9 2 1 7 〇 3 8 〇
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数
採卵数 増減卵数 仮収容卵数

早 総、
平均採卵数 実施期間L-- -

計 使用率
—-

尾 (W (櫛 働) 粒 月/日〜月/日

5 3 3 5 0.0 1,5 〇 〇 8.1〜1 0.2 0

〇 〇 〇 〇 〇 7.1〜9.3 〇

6 6 5 9 5 9 6 7.1 1,1 5 7 9.1〜1 0.2 9

〇 〇 〇 〇 一 7.1〜9.2 〇

< 66> <59> <59 > < 6 4.6 > < 1,1 5 7 > < 7.1〜1 0.2 9>

— — — — 7.1〜9.3 〇

一 — — — — 7.1〜9.3 0

— — — 一 — 7.1〜9.3 〇

一 — — — 一 7.1〜1 0.2 0

— 一 — — — 7.1〜9.3 〇

— 一 — 一 一 7.1〜9.3 〇

(7 1) (6 2) (6 2) (5 6.4) (1,1 7 〇) (7.1〜1 0.2 9)

7 1 6 2 6 2 5 6.4 1,1 7 〇 7.1〜1 0.2 9

7 6 6 6 2.5 1,2 0 〇 7.1〜1 0.3 1

9 3 6 6 6 6 6 8.8 1,。 〇 〇 9.1 3 〜11.1 〇

6 6 9 5 5 6 5 5 6 7 0.2 1,。 8 6 7.1 3 〜1 0.1 0

4 3 3 〇 3 〇 6 3.8 1,。 〇 〇 7.1 5 〜11.1 〇

2 3 7 1 7 7 1 7 7 7 7.3 1,。 6 〇 7.1 3 〜11.1 〇

3 1 2 〇 2 〇 6 9.0 1,。 〇 〇 9.11〜11.1 〇

11 8 8 7 8 7 6 9.1 1,。 2 4 7.1 3 〜1 0.1 〇

1 〇 2 7 5 7 5 6 2.2 1,。 1 4 7.1 3 〜11.1 〇

2 0 9 2 4 8 2 4 8 8 1.3 1,1 8 7 7.2 1〜9.3 〇

(1,5 〇 2) (1,2 5 9) (1,2 5 9) (7 2.0) (1,。 8 3) (7.1〜11.1 〇)

1 3 5 1 6 〇 1 60 8 4.9 1,1 8 5 9.1〜9.3 〇

2 8 3 3 3 3 5 2.8 1,1 7 9 9.1〜9.3 〇

4 5 5 5 4 0 5 4 0 9 2.7 1,1 8 7 9. 2 〜9.3 〇

4 〇 4 8 4 8 6 2.5 1,2 〇 〇 9.1〜9.3 〇

1,4 4 5 1,4 6 9 1,4 6 9 7 6.2 1,2 1 6 8.1〜1 0.3 1

2,1 〇 8 2,。 5 5 2,。 5 5 9 0.8 1,2 2 5 8.2 1〜1 0.3 1

9,4 5 1 9,1 29 9,1 29 9 2.4 1,2 5 3 8.1 7 〜1 0.3 1

3 8 4 5 4 5 7 7.6 1,1 84 9.1〜9.3 〇
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海区 水 系 捕獲採卵場
捕 獲 数 使用親魚''

早 3 計 早 3

え 

り 

も 

以 

西

日

高

静 内 静 内

尾

4

尾

1 7

尾

2 1

尾

〇

尾

〇

(日高地区計) (9 4) (17 9) (2 7 3) (6 4) (2 9)

噴
火
湾

遊楽部 遊楽部 〇 〇 〇 — —

(噴火湾地区計) (〇) (〇) (〇) 一 —

海 区 計
本年度 9 4 1 7 9 2 7 3 6 4 2 9

前年度 2 9 9 6 1 2 5 1 3 8

全 道 計
本年度 1 7 8,5 1 7 1 9 8,8 4 3 3 7 7,3 6 0 1 6 5,5 0 3 3 5,6 4 5

前年度 6 3,2 7 6 5 6,11 7 11 9,3 9 3 5 2,9 8 0 1 3,2 8 5
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数
採卵数 増減卵数 仮収容卵数

早 総

使用率
平均採卵数 実施期間

計

- 尾

〇 〇

CW) (千也

〇

(%) 粒 月/日〜月/日

8.2 4 〜9.1 2

(9 3) (9 7) (9 7) (6 8.1) (1,5 1 6) (8.1〜10.3 1)

一 — — — 1 〇.1〜10.10

一 一 — 一 (! 〇.1〜10.10)

9 3 9 7 9 7 6 8.1 1,5 1 6 8.1〜1 0.3 1

2 1 2 1 2 1 4 4.8 1,6 1 5 7.2 2 〜1 0.3 1

2 〇 1,1 4 8 1 9 8,9 4 1 海 4 0 5 1 9 9,3 4 6 9 2.7 1,2 0 2 6.1 〜11.2 3

6 6,2 6 5 6 6,7 7 5 海 2,。 〇 8 6 8,7 8 3 8 3.7 1,2 6 0 6.1 〜11.3 0
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第10表 昭和5 8年度支•事業場別からふとます親魚捕獲採卵成績

事 業 場
捕 獲 数 使 用親疔

支場
早 計 辛

尾 尾 尾 尾
i

岩 尾 別 2 8,7 0 8 2 6,6 6 9 5 5,3 7 7 2 8,7 0 8 6,6 6 5

北 斜 里 3 4,7 3 9 4 4,8 5 0 7 9,5 8 9 3 3,6 8 6 5,8 6 3

藻 琴 1,8 7 〇 1,5 9 6 3,4 6 6 1,8 1 4 3 9 9

網 走 1 2,2 0 1 1 6,1 9 4 2 8,3 9 5 1 0,9 1 4 1,2 2 9

牝 見 2 1,2 5 6 2 0,4 8 2 4 1,7 3 8 1 9,9 7 6 1,7 1 6

湧 別 11,。 5 3 1 2,1 2 5 2 3,1 7 8 1 0,9 8 7 2,6 5 9

渚 滑 1 0,6 9 1 11,4 5 3 2 2,1 4 4 9,8 7 6 3,4 〇 5

見 幌 内 1 4,2 1 8 1 5,8 1 6 3 0,。 3 4 1 2,1 9 1 2,7 1 〇

本 年 度 1 3 4,7 3 6 1 4 9,1 8 5 2 8 3,9 2 1 1 2 8,1 5 2 2 4,6 4 6

前 年 度 4 6,2 6 2 4 0,。 4 1 8 6,3 0 3 3 9,8 9 0 8,5 28

羅 臼 1,6 1 6 1,5 6 2 3,1 7 8 1,1 6 3 3 39

薫 別 7 0 3 6 8 0 1,3 8 3 6 1 8 〇

根 伊 茶 仁 3,4 9 6 3,2 8 8 6,7 8 4 2,9 2 5 6 6 8

根室・中標津 7,9 3 3 1 0,7 4 1 1 8,6 7 4 7,3 2 3 2,1 6 6

計 根 別 54 3 7 0 8 1,2 5 1 5 3 7 5 4 4

虹 別 1,5 6 6 1,。 〇 1 2,5 6 7 1,4 7 3 4 80

室 浜 中 1,5 1 5 1,6 2 7 3,1 4 2 1,3 6 3 7 56

本 年 度 1 7,3 7 2 1 9,6 0 7 3 6,9 7 9 1 5,4 0 2 4,9 53

前 年 度 1 3,5 0 7 11,7 9 2 2 5,2 9 9 1 0,9 5 7 4,2 0 2

釧 路 6,8 4 7 8,。 5 6 1 4,9 0 3 6,4 07 2,1 07

十 幕 別 1,4 4 6 1,5 1 〇 2,9 5 6 1,2 8 4 4 5 9

札 内 39 2 3 62 3 2 11

大 樹 4 2 2 82 6 1,2 4 8 2 9 7 1 28

勝 本 年 度 8,7 5 4 1 0,4 1 5 1 9,1 6 9 8,。 2 0 2,7 0 5

前 年 度 2 8 3 150 4 3 3 1 7 6 95

徳 志 別 7,7 8 5 1 0,1 7 6 1 7,9 6 1 5,6 28 9 65

天 歌 登 3,9 2 7 4,1 5 9 8,。 8 6 3,。 9 8 67 1

頓 別 3,4 8 2 3,11 4 6,5 9 6 3,1 6 1 1,1 72

塩 «宗 谷» 2,2 8 8 1,9 2 〇 4,2 〇 8 1,9 2 7 4 8 9

中川 ・天塩 7 9 8 8 1 67 5 1 1 5
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ー数 早新魚
—------ 採卵数 増減卵数 仮収容卵数 平均採卵数 実施期間

計 使用率
——' '

尾 球 千粒 % 粒 月/日〜月/日

3 5,3 7 3 3 2,3 5 2 3 2,3 5 2 1 〇 0.0 1,1 2 7 6.1〜11.1 0

3 9,5 4 9 4 0,8 9 4 4 0,8 9 4 9 7.0 1,2 1 4 7.11〜11.1 〇

2,2 1 3 2,。 7 2 2,。 7 2 9 7.0 1,1 4 2 8.2 1〜1 0.3 1

1 2,1 4 3 1 3,8 9 7 1 3,8 9 7 8 9.5 1,27 3 9.1〜11.1 0

2 1,6 9 2 2 4,8 7 7 2 4,8 7 7 9 4.0 1,2 4 5 8.2 1〜11.1 〇

1 3,6 4 6 1 4,2 1 8 1 4,2 1 8 9 9.4 1,2 9 4 9.1〜11.1 0

1 3,2 8 1 11,6 4 8 11,6 4 8 9 2.4 1,1 7 9 7.2 1〜11.2 3

1 4,9 0 1 1 6,5 9 5 1 6,5 9 5 8 5.7 1,3 6 1 7.1—11.2

1 5 2,7 9 8 1 5 6,5 5 3 海 4 0 5 1 5 6,9 5 8 9 5.1 1,2 2 2 7.1—11.2 3

4 8,4 1 8 5 1,2 3 7 海 2,。 0 8 5 3,2 4 5 8 6.2 1,2 8 4 6.1〜1 0.2 6

1,5 〇 2 1,2 5 9 1,2 5 9 7 2.0 1,。 8 3 7.1—11.1 0

6 1 8 7 3 3 7 3 3 8 7.9 1,1 8 6 9.1〜9.3 〇

3,5 9 3 3,5 7 2 3,5 7 2 8 3.7 1,2 2 1 8.1〜1 0.3 1

9,4 8 9 9,1 7 4 9,1 7 4 9 2.3 1,2 5 3 8.1 7 —1 0.3 1

1,。 8 1 4 6 8 4 6 8 9 8.9 87 2 8.11〜1 0.2 〇

1,9 5 3 1,6 5 6 1,6 5 6 9 4.1 1,1 24 8.1—1 0.1 5

2,11 9 1,6 〇 7 1,6 07 9 0.0 1,1 79 8.11〜1 0.3 1

2 0,3 5 5 1 8,4 6 9 1 8,4 6 9 8 8.7 1,1 9 9 7.1—1 0.3 1

1 5,1 5 9 1 3,1 4 3 1 3,1 4 3 8 1.1 1,2 0 0 8.1—1 0.2 0

8,5 1 4 6,4 7 5 6,4 7 5 9 3.6 1,。 11 7.2 1〜1 0.2 5

1,7 4 3 1,4 8 1 1,4 8 1 8 8.8 1,1 5 3 7.2 1〜1 0.2 〇

4 3 3 8 3 8 8 2.1 1,1 8 8 9.11〜9.3 〇

4 2 5 3 5 4 3 5 4 7 0.4 1,1 9 2 8.11〜1 0.2 〇

1 0,7 2 5 8,3 4 8 8,3 4 8 9 1.6 1,。 4 1 7.2 1〜1 0.3 1

2 7 1 1 9 5 1 9 5 6 2.2 1,1 08 7.1 5 〜1 0.1 〇

6,5 9 3 5,7 3 2 5,7 3 2 7 2.3 1,。 1 8 7.1 3 〜11.1 〇

3,7 6 9 3,8 6 1 3,8 6 1 7 8.9 1,24 6 7.11〜11.1 4

4,3 3 3 3,4 9 6 3,4 9 6 9 0.8 1,1 〇 6 7.1—11.3

2,4 1 6 2,3 26 2,3 2 6 8 4.2 1,2 〇 7 7.1—11.2 0

66 59 59 6 4.6 1,1 5 7 7.1—9.2 0
一

—111—



支場 事 業 場

捕 獲 数 使用親魚

早 計 早 6

尾 尾 尾 尾 尾

天 «増 毛ナ 〇 〇 〇 〇 〇

本 年 度 1 7,5 6 1 1 9,4 5 7 3 7,。 1 8 1 3,8 6 5 3,3 1 2

塩 前 年 度 3,1 9 5 4,。 3 8 7,2 3 3 1,9 4 4 45 2

千
«え り も) 90 1 6 2 2 5 2 6 4 2 9

静 内 4 1 7 2 1 〇 〇

歳
本 年 度 9 4 1 7 9 27 3 6 4 29

前 年 度 2 3 7 5 9 8 7 3

渡

島

遊 楽 部 〇 〇 〇 〇 〇

本 年 度 〇 〇 〇 〇 〇

前 年 度 6 2 1 2 7 6 5

全道計
本 年 度 1 7 8,5 1 7 1 9 8,8 4 3 3 7 7,3 6 0 1 6 5,5 0 3 3 5,6 4 5

前 年 度 6 3,2 7 6 5 6,11 7 11 9,3 9 3 5 2,9 8 0 1 3,2 8 5

—112 一

数
採卵数 増減卵数 仮収容卵数

早親魚

使用率
平均採卵数 実施期間

計

尾 世 % 粒 月/日〜月/日

〇 〇 〇 — 一 7. 1 〜1 0.2 0

1 7,1 7 7 1 5,4 7 4 1 5,4 7 4 7 9.0 1,11 6 7. 1 〜11.2 0

2,3 9 6 2,1 7 9 2,1 7 9 6 0.8 1,1 2 1 7. 1 〜1 0.3 1

9 3 9 7 9 7 7 1.1 1,5 1 6 8. 1 〜1 0.3 1

〇 〇 〇 — — 8.2 4 〜9.1 2

9 3 9 7 9 7 6 8.1 1,5 1 6 8. 1 〜1 0.3 1

1 〇 1 2 1 2 3 0.4 1,7 1 4 8. 1 〜1 0.3 1

〇 〇 〇 — — 1 〇. 1 〜1 0.1 0

〇 〇 〇 — — 1 〇. 1 〜1 0.1 0

11 9 9 1 〇 0.0 1,5 〇 〇 9. 1 〜9.3 〇

2 0 1,1 4 8 1 9 8,9 4 1 海 4 05 1 9 9,3 4 6 9 2.7 1,2 0 2 6.1—11.2 3

6 6,2 6 5 6 6,7 7 5 海 2,。 0 8 6 8,7 8 3 8 3.7 1,2 6 〇 6.1〜11.3 0
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2.ます種卵の移殖

第11表 ます種卵の移殖並びに試験供用等に伴う移動内訳

支場 魚 種 採卵数

増減卵数

仮収容卵数

受精直後卵の移植

海 産 供 試 供 給

ヽ

受給

北見

さくらます

からふとます 

計

1,4 5 5

1 5 6,5 5 3

1 5 8,。 08

4 0 5

4 05

1,4 5 5

1 5 6,9 5 8

1 5 8,4 1 3

1 0,3 0 0

1 0,3 0 0

—

根室

さくらます

からふとます 

計

2,4 6 6

1 8,4 6 9

2 0,9 3 5

2,4 6 6

1 8,4 6 9

2 0,9 3 5

十勝 からふとます

計

8,3 4 8

8,3 4 8

8,3 4 8

8,3 4 8

1 0,3 0 0

1 0,3 0 0

天塩

さくらます

からふとます 

計

7 1 7

1 5,4 7 4

1 6,1 9 1

7 1 7

1 5,4 7 4

1 6,1 9 1

千歳

さくらます

からふとます

計

1 4

9 7

111

1 4

9 7

111

渡島

さくらます

からふとます 

計

2,2 6 7

2,2 6 7

2,2 6 7

2,2 6 7

合計

さくらます

からふとます 

計

6,9 1 9

1 9 8,9 4 1

2 。 5,86 0

4 0 5

4 0 5

6,9 1 9

1 9 9,3 4 6

2 。 6,2 6 5

1 0,3 0 0

1 0,3 0 0

1 0,3 0 0

1 0,3 0 0
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(単位:千円)

発眼卵 の移殖

収容卵数

摘 要道 内
本 州 外 国.■-—

供給 受給
.—--- ■

1 2,9 6 1

1 2,9 6 1

1,4 5 5

1 3 3,6 9 7

1 3 5,1 5 2

1 6 〇

1 6 〇

1 2,6 5 3

1 2,6 5 3

2,3 〇 6

3 1,1 2 2

3 3,4 2 8

6,9 7 〇

6,9 7 〇

11,6 7 8

11,6 7 8

1 4 5

1 4 5

5 7 2

1 5,4 7 4

1 6,。 4 6

3 1 6

3,8 〇 9

4,1 25

86

86

230

3 0 8

5 3 8

1 4

3.5 9 8

3.6 1 2

3 1 6

3 1 6

3 0 5

3,4 6 9

3,7 7 4

1 3 7

1 3 7

2,11 9

3.4 6 9

5.5 8 8

6 2 1

1 9,9 3 1

2 0,5 5 2

6 2 1

1 9,9 3 1

2 0,5 5 2

2 2 3

223

2 3 0

3 08

5 3 8

6,4 6 6

1 9 9,。 3 8

2 。 5,5 0 4、
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(さくらます)

本年も研究用種卵の供給を主体に、道立水産ふ化場•養殖研究所•日本海区水産研究所•県の内水 

面試験場へ3 9 8千粒、チリ国へは2 3 〇千粒(実卵数2 〇 〇千粒)を移殖した。

第12表さくらます種卵移殖状況
(単位:千粒)

供給地 移殖

年月 日

受給地 移殖卵の内訳

備 考

支場 事業所 支場 事業場 移籍卵数 移殖前死卵数 移殖実卵数

根室 浜中 5 8.11.8 渡島 «熊初 1 6 〇 1 〇 1 5 〇 発風蓮(9/16)

天塩 «増毛ナ 5 8.1 〇. 8 渡島a狩» 1 4 5 6 1 39
隆信砂105暑寒^40 
伽(9/1 9〜9/2 2)

千歳 千歳 5 8.11.2

〃

//

〃

//

小計

チリ国

新潟県

石川県

養殖研 
(日光) 

養殖研 
(三重)

2 3 0

34

3 4

1 2

6

3 1 6

3 〇

4

4

2

1

4 1

200

3 〇

3 〇

1 〇

5

2 7 5

翁尻別(9/15)

® "(日水研試験用)

発〃(〃 )

@ 〃 (9/1 5)

S 〃

千歳支場計 3 16 4 1 2 7 5

渡島 八雲 5 8.1 02 8

11.1

小計

青森県

千歳 千歳

1 3 7

3 1 6

4 5 3

1 7

4 1

5 8

1 2 〇

2 7 5

39 5

発尻別(9/14)

盗尻別(9/15) 
頰(チリ向け含む)

渡島支場計 4 5 3 5 8 39 5

全道計 9 2 9 1 〇 9 8 2 0
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(からふとます)

本年はオホーツク海区で計画を大巾に上廻る種卵が確保されたため、北見支場管内から十勝支場管 

内へ受精直後卵で10, 3 0 0千粒、発眼卵では北見•十勝支場管内から根室・千歳•渡島支場管内へ 

19, 9 31千粒を移殖した。又、チリ国へは3 〇 8千粒(実卵数3 〇 〇千粒)を移殖した。

第13表 からふとます種卵移殖状況
(単位:千粒)

供給地 移殖

年月 日

受給地 移殖卵の内訳

備 考

支場 事業場 支 場 事業場 移籍卵数 移殖前死卵数 移殖実卵数

北見 斜里 5 8.1 0.2 4 十 勝 釧路 3,。 2 7 3,。 2 7
意斜里1,16X止別1240 
喧奥薬別6 23

10.2 7 // 2,9 9 3 2,9 9 3 (©斜里1,611止別1,3 8 2

10.31 // 1,8 5 8 1,8 5 8 值斜里

11.1

1 22 0

千

根

歳

室

千歳

伊茶仁

3 0 8

4,5 1 8

8

4 9 9

3 0 0

4,。 1 9

幽斜里(9/17)
® (チリ国へ移®用)

堯斜里3,414奥勒IJ
1,10 4 (10/<2〇〜
1 0/21)

小計 1 2,7 0 4 5 07 1 2,1 9 7

藻琴 5 8.1 220 根 室 伊茶仁 2,4 〇 〇 7 2 6 1,6 7 4 発網走(10/12)

網走 5 8.1 0.24 十 勝 釧路 2,4 2 2 2,4 2 2 值走1,710能取712

湧別 5 8.1 2.1 2 根 室 伊茶仁 5,7 3 5 4 0 4 5,3 3 1
盗湧別3,6 26幌内851 
知當呂他1258 (11/15

〜11/3 〇)
北見支場計 2 3,2 6 1 1,6 3 7 2 1,6 2 4

十勝 釧路 5 8.1 2.14 千 歳 «えりも» 3,5 〇 1 4 〇 1 3,1 〇 〇
幽斜里1,16 4止別1,24 0 
ッ奥勒她1,097 (10/2|

十勝 5 8.1 22 3 渡 島 八雲 3,4 6 9 3 7 1 3,。 9 8 発斜里(10/2 7〜10/3»

十勝支場計 6,9 7 〇 7 7 2 6,1 9 8

千歳 千歳 5 8.11.2 チリ国 3 0 8 8 3 0 0 発斜里(9/17)

全道計 3 0,5 3 9 2,4 1 7 2 8,1 2 2
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3.ますふ化放流成績概要

【さくらます】

本魚種は6,4 6 6千粒を国営9事業場・道営2支場•民営8収容場の計19ヶ所に収容し、新資療・成 

事業へ1,2 6 4千尾•長期飼育試験中の2 3 5千尾を除く、給餌群3.1 7 0 T尾・無給餌群6 6 〇千尾の計 

3,8 3 〇千尾を昭和5 9年2月3日から7月1〇日まで全道2 3水系に放流した。この他に池産さくらま 

す(やまめ)として、昭和5 9年4月4日から7月2日まで、全道12水系に8 2 8千尾が放流された〇 

これを合わせると全道3 5水系に4,6 5 8千尾を放流した。

年々減少すろさ < らます資源回復のため従来から、さくらます再生産事業・海牧試験等が行なわ・て 

いたが、本年度から長期飼育してスモルト化幼魚を生産し放流する新資源造成事業が実施され、1,264 

千尾の幼魚が現在飼育中である。

第14表 昭和5 8年度海区•水系別さくらますふ化放流成績表

海区 水 系
事業場

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 流

給餌 無給餌

才

ホ

1

ッ

ク

東

部

ル シ ャ

遠 音 別

斜 里

止 別

(遠音別)

(来運)

千粒

7

1,3 9 5

郴

1

1 〇 5

千尾

6

1,2 9 0

%

8 5.7

9 2.5

千尾

5

76 7

2 0 4

千尾

5

東部計 1,4 〇 2 1 〇 6 1,2 9 6 9 2.4 9 7 6 5

中

部

興 部

幌 内

渚 滑

幌 内

3 3

20

3

8

3 〇

1 2

9 0.9

6 0.0

2 8

1 〇

中部計 5 3 11 4 2 7 9.2 38

西

部

徳 志 別

北見幌別

徳志別

歌 登

7 1

334

3

5 6

6 8

27 8

9 5.8

8 3.2

4 5

1 7 3

西部計 4 0 5 5 9 34 6 8 5.4 2 1 8

海 区 計
本年度 1,8 6 〇 1 7 6 1,6 8 4 9 0.5 1,1 9 4 43

前年度 7 6 7 6 2 7 0 5 9 1.9 6 8 0

日

本

北

部

大 沢

天 塩 天 塩

1 〇

1 〇
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【からふとます】

本魚種は19 9,。 3 7千粒を国営!6事業場・道営2支場・民営21収容場•仮収容施設19ヶ所の計 

5 8ヶ所に収容し、給餌群? 3.5 6 4千尾、無給餌群7 9,2 2 6千尾の計15 2,7 9 0千尾を昭和5 9年2月 

16日から6月25日まで、全道5 7水系に放流した。

本年度の種卵確保は計画数を大きく上回ったため、仮収容施設に収容し、無給餌放流を行なったため、 

給餌率は4 8.1%と低かった。

(»道立ふ化場
()民間ふ化場<>仮収容施設

尾 数
放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

計 給餌率

千尾 % 月/日〜月/日 千尾

5 1 〇 0.0 5/ 8 来運から5

5 0.0 4/3 〇

7 6 7 1 〇 0.0 4/2 6 〜5/1 8
ルシャへ5 ◎斜里へ282

ノヤ 止別へ204
(新資源造成事業)

204 1 〇 0.0 4/2 6 来運から2 0 4

9 8 1 9 9.5 4/2 6 〜5/1 8

興部へ2 8

28 0.0 5/ 8 渚滑から2 8

1 〇 0.0 3/1 5

3 8 0.0 3/1 5 〜5/ 8

4 5 1 〇 0.0 5/ 5 〜5/1 〇 天塩へ1〇

1 7 3 1 〇 0.0 5/1 8 〜5/3 〇 天塩へ1〇

2 1 8 1 〇 0.0 5/ 5 〜5/3 〇

1,2 3 7 9 6.5 3/1 5 〜5/3 〇 ◎新資源造成事業へ2 8 2

6 8 0 1 〇 0.0 3/ 7 〜5/3 〇

1 〇 1 〇 0.0 5/ 8 天塩から1〇

1 〇 1 〇 0.0 5/2 1 大沢へ1〇
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海区 水 系
事業場

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 /

給餌 無給餌

0

本

北

部

信 砂

暑 寒 別

(信砂)

«増毛)

活

1 〇 7

6 〇

7

2

千尾

1 〇 〇

5 8

%

9 3.1

9 6.7

千尾

9 〇

5 5

千尾

北部計 1 6 7 9 1 5 8 9 4.6 1 6 5

中

部

石 狩 千 歳 1 4 3 11 7 8.6 11

中部計 1 4 3 11 7 8.6 11

南

部

珊 内

古 宇

尻 別

見 市

相 沼 内

(神恵内)

尻 別

«熊石»

(相沼内)

4 8

1,7 4 2

3 0 5

1 8

3

1 9 9

3 3

3

4 5

1,5 4 3

2 7 2

1 5

9 3.8

8 8.6

8 9.3

8 3.3

2 〇

2 1

80 0

4

南部計 2,11 3 2 3 8 1,8 7 5 8 8.7 8 4 5

海 区 計
本年度 2,2 9 4 2 5 0 2,。 4 4 8 9.1 1,。 1 〇 11

前年度 2,1 08 1 7 〇 1,9 3 8 9 1.9 9 8 3

根

室

標

津

根 室 2 9 1 39 25 2 8 6.6

標津地区計 2 9 1 39 2 5 2 8 6.6

南

部

西 別

矢 臼 別

風 蓮

別 当 賀

(本別)

(矢矢別)

浜 中

浜中第2

9 0 0

16 0

5 6 4

3 9 1

3 5

1 5

4 1

2 5

8 6 5

1 4 5

5 2 3

3 6 6

9 6.1

9 0.6

9 2.7

9 3.6

8 3 6

13 6

2 5 1

34 5

南部計 2,。 1 5 11 6 1,8 9 9 9 4.2 9 7 2 596

海 区 斗
本年度 2,3 〇 6 1 5 5 2,1 5 1 9 3.3 9 7 2 5 9 6

ロ 1
前年度 4 6 1 1 〇 1 3 6 0 7 8.1 9 7 2 1 7

え 

り 

も 

以 

西

道

南

福 島 (福島) 6 1 5 8 3.3 4

道南地区計 6 1 5 8 3.3 4

海 区 3+
本年度 6 1 5 8 3.3 4

ロ 1
前年度 4 7 2 1 〇 5 3 6 7 7 7.8 3 1 3

全 道 計
本年度 6,4 6 6 5 8 2 5,8 8 4 9 1.0 3,1 8 〇 6 50

前年度 3,8 0 8 4 3 8 3,3 7 〇 8 8.5 2,。 7 3 2 1 7

尾 数
放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

計 給餌率

千尾 % 月/日〜月/日 千尾

9 〇 1 〇 0.0 7/1 〇

5 5 1 〇 0.0 5/3 1

1 6 5 1 〇 0.0 5/ 8 〜7/1 〇

11 0.0 2/ 3 〜2/2 〇

11 0.0 2/ 3 〜2/2 〇

2 〇 1 〇 0.0 6/ 5 神恵内から2 〇

2 1 1 〇 0.0 6/ 8 珊内へ2 〇

8 0 0 1 〇 0.0 5/2 8 〜5/3 〇 ◎新資源造成事業へ6 2 4

4 1 〇 0.0 5/2 3
◎試験調査へ2 21(長期飼育) 
相沼内から13 (うち9は試験調査)

見市へ匕3—

8 4 5 1 〇 0.0 5/2 3 〜6/ 8

1,。 2 1 9 8.9 2/ 3 〜7/1 〇
◎新資源造成事業へ6 2 4 

◎試験調査へ2 21(長期飼育)

9 8 3 1 〇 0.0 5/1 〇〜7/ 8

浜中から219 (飼育後1〇 〇減) 
◎新資源造成事業へ3 5 8

8 3 6 1 〇 0.0 5/ 5 〜5/29 ◎試験調査5 (長期飼育)

1 3 6 1 〇 0.0 4/1 5 〜4/2 5

25 1 0.0 4/ 2〜レ23 根室へ219

3 4 5 0.0 4/ 7〜"25

1,5 6 8 6 2.0 4/ 2 — 5/29

1,5 6 8 6 2.0 4/ 2 〜5/2 9
◎新資源造成事業へ3 5 8
◎調査試験へ5

3 1 4 3 0.9 4 / 1〜5/31

4 1 〇 0.0 4/2 5

4 1 〇 0.0 4/2 5

4 1 〇 0.0 4/2 5

3 1 3 1 〇 0.0 2/ 6〜レ3 〇

3,8 3 〇 8 3.0 2 / 3 〜7/10
◎新資源造成事業へ1,2 6 4
◎試験調査へ2 2 6 (長期飼育)

2,2 9 〇 9 0.6 2 / 6 〜7/ 8 ◎試験調査へ7 〇 6 (長期飼育)
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表15表 昭和5 8年度支•事業場別さくらますふ化放流成績表

(»道立ふ化場<>仮収容施設 
()民間収容場

支 事 業 場 収容卵数
死卵数

ふ出尾数 ふ出率 
(B/A 

XI 0 〇)

稚 魚
生産尾数

(C)

生産率
(C/A

XI 〇〇)

更
場 (収 容 場) (A) (B) 給餌

祎 千尾 % 千尾 % 千尾

北
(遠 立 別) 7 1 6 8 5.7 5 7 1.4

(来 運) 1,3 9 5 105 1,2 9 0 9 2.5 1,25 8 9 0.2 976

見
渚 滑 3 3 3 3 〇 9 0.9 28 8 4.8

幌 内 20 8 1 2 6 0.0 1 〇 5 0.0

計
本 年 度 1,4 5 5 11 7 1,3 3 8 9 2.0 1,3 〇 1 8 9.4 976

前 年 度 67 4 5 5 6 1 9 9 1.8 6 1 2 9 0.8 6 1 2

根
根

(本

室 

別)

2 9 1

9 0 0

39

3 5

25 2

865

8 6.6

9 6.1

2 3 9

8 4 1

8 2.1

9 3.4 8 36

(矢 S 別) 1 6 〇 1 5 1 4 5 9 0.6 1 3 6 8 5.0 1 36

室
浜

浜 中第

中

2

5 6 4

3 9 1

4 1

25

5 2 3

3 6 6

9 2.7

9 3.6

4 7 0

3 4 5

8 3.3

8 8.2

計
本 年 度 2,3 0 6 1 55 2,1 5 1 9 3.3 2,。 3 1 8 8.1 9 72

前 年 度 4 6 1 1 〇 1 3 60 7 8.1 3 3 4 7 2.5 97

天
徳 志 別 7 1 3 6 8 9 5.8 5 5 7 7.5 55

歌 登 3 3 4 5 6 27 8 8 3.2 1 8 3 5 4.8 1 8 3

塩
(信 砂) 10 7 7 1 〇 〇 9 3.1 9 〇 8 4.1 90

(増 毛» 60 2 58 9 6.7 5 5 9 1.7 55

計
本 年 度 57 2 6 8 5 0 4 8 8.1 3 8 3 6 7.0 3 83

前 年 度 2 6 9 1 7 25 2 9 3.7 2 04 7 5.8 1 79

督 千 歳 1 4 3 11 7 8.6 11 7 8.6

計
本 年 度 1 4 3 11 7 8.6 11 7 8.6

前 年 度 6 〇 6 1 〇 0.0 6 1 〇 0.0

(神 恵 内) 4 8 3 4 5 9 3.8 4 1 8 5.4 41

渡 尻 別 1,7 4 2 19 9 1,5 4 3 8 8.6 1,4 2 4 8 1.7 8 00

«熊 石» 3 0 5 3 3 2 7 2 8 9.3 2 1 2 6 9.5

島 (相 沼 内) 1 8 3 1 5 8 3.3 1 3 7 2.2 4

(福 島) 6 1 5 8 3.3 4 .6 6.7 4

計
本 年 度 2,11 9 2 39 1,8 8 0 8 8.7 1,6 9 4 7 9.9 849

前 年 度 2,3 9 8 2 6 5 2,1 3 3 8 8.9 1,8 6 2 8 7.3 1,1 8 5

备 本 年 度 6,4 6 6 5 8 2 5,8 8 4 9 1.0 5,4 2 〇 8 3.8 3,1 8 0

前 年 度 3,8 0 8 4 3 8 3,3 7 〇 8 8.5 3,。 1 8 7 9.3 2,。 7 3

注ー1)稚魚生産尾数と放流尾数の差L5 9 〇の内訳は、新資源造成事業1,2 6 4 •試験調査2 2 6 

(長期飼育)•稚魚移殖飼育後1〇 〇減である。

流尾数
放流期間 備 考

無給餌 計 給餌率

千尾

5

28

1 〇

千尾

5

9 7 6

28

1 〇

% 

0.0

1 0 0.0

0.0

0.0

月/日〜月/日

4/3 0

4/2 6 〜5/1 8

5/ 8

3/1 5

千尾

新資源造成事業へ2 8 2

4 3 1,。 1 9 9 5.8 3/1 5 〜5/1 8 新資源造成事業へ2 8 2

6 12 1 0 0.0 3/ 7 〜4/3 〇

2 5 1

34 5

83 6

1 3 6

25 1

3 4 5

1 0 0.0

1 0 0.0

0.0

0.0

5/ 5 〜5/2 9

4/1 5 〜4/2 5

4/ 2 〜4/2 3

4/ 7 〜4/2 5

竈魏盖裝艘?射° °減)

試験調査5 (長期飼育)

根室へ219

5 9 6 1,5 6 8 6 2.0 4/ 2 〜5/2 9 新資源造成事業へ3 5 8

2 1 7 3 1 4 3 0.9 4/ 1〜5/3 1

5 5

1 8 3

9 〇

5 5

1 0 0.0

1 〇 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

5/ 5 〜5/1 〇

5/1 8 〜5/3 〇

7/1 〇

5/3 1

38 3 1 0 0.0 5/ 5 〜5/3 〇

1 79 1 0 0.0 5/11〜7/ 8

11 11 0.0 2/ 3 〜2/2 〇

11 11 0.0 2/ 3 〜2/2 〇

サクラマス拡大再生産事業へ6

4 1

800

4

4

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

6/ 8

5/2 8 〜5/3 〇

5/2 3

新資源造成事業へ6 2 4

試験調査へ2 21(長期飼育)

熊石へ13 (うち9は試験調査)

8 4 9 1 〇 0.0 5/2 3 〜6/ 8 新資源造成事業へ624 .長期飼育試験へ221

1,1 8 5 1 〇 0.0 2/ 6 〜5/3 〇

6 5 0 3,8 3 〇 8 3.0 2/ 3 〜7/1 〇 注ー!)

2 1 7 2,2 9 〇 9 5.6 2/ 6 〜7/ 8 注ー 2)

注ー 2)稚魚生産尾数と放流尾数の差712の内訳は、サクラマス拡大再生産事業6 •海牧試験6 61• 

長期飼育試験4 5である。
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表16表 池産さくらます放流成績表

海区 水 系

事業場

(収容場)

収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 流

給餌 無給餌

日

本

余 市

積 丹

余 別

古 宇

泊

臼 別

石 崎

釣 懸

青 苗

大 鴨 津

小 鴨 津

茂 草

(余 市)

(美 国)

(神恵内)

(島 牧)

(突 符)

(±の国)

(奥 尻)

(清 部)

球

9 2

1 7 4

1 02

1 9 1

6 2 1

3 00

58

3 82

枷

1 3

2 6

1 3

3 9

6 6

5 4

9

6 7

千尾

1 9

1 4 8

8 9

1 5 2

5 55

2 4 6

4 9

3 1 5

%

8 7.0

8 5.1

8 7.3

7 9.6

8 9.4

8 2.0

8 4.5

8 2.5

千尾

7 2

7 〇

7 〇

8 9

1 〇 〇

3 〇

1 9 7

1 4

3 4

6 5

4 5

4 2

千尾

海区計 1,9 2 〇 287 1,6 3 3 8 5.1 8 2 8

え以 

り

も西

«えりも» 9 6 6 9 〇 9 3.8

海区計 9 6 6 9 〇 9 3.8

全 道 計

本年度 2,。 1 6 2 9 3 1,7 2 3 8 5.5 8 2 8

前年度 7,2 4 〇 1,3 3 〇 5,9 1 〇 8 1.6 3,5 3 4

尾 数

放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

計 給餌率

千尾

7 2

7 〇

7 〇

8 9

1 〇 〇

3 〇

1 9 7

1 4

3 4

6 5

4 5

4 2

%

1 〇 0.0

1 0 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

! 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

月/日〜月/日

4/ 7

5/11

5/11

6/ 8

5/2 2

6/3 〇

1/ 2

4/ 4

4/2 4

4/2 4

6/ 2

6/ 2

6/ 2

千尾

積丹へ7 〇 余別へ7 〇

美国から7 〇

美国から7 0

突符から3 〇

臼別へ3 0 残りは池中養成

石崎へ19 9

上の国から19 9 (輸送中2減)

奥尻から3 4

清部から6 5

大鴨津へ5 5 茂草へ4 2

清部から4 2

828 1 〇 0.0 4/ 4 〜7/ 2
ノ

ふ出稚魚は池中養成へ

8 28 1 〇 0.0 4/ 4 〜7/ 2

3,5 3 4 1 〇 0.0 2/ 6 〜6/2 〇
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表17表 昭和5 8年度海区•水系別からふとますふ化放流成績表

海 区 水 系
事

(収

業

容

場 

場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 糖

給 餌 無給餌

祎 祎 千尾 % 千尾 千直

ノレ シ ャ (ル シ ヤ) 4,6 9 2 5 8 4 4,1 08 8 7.6 4,。 9 5

<ル シ ャ> 1,3 6 4 7 5 1,2 8 9 9 4.5 1,2 8 0

小 計 6,。 5 6 6 6 9 5,3 8 7 8 9.0 5,3 7 5

東
PU
石 尾 別 岩 尾 別 1 7 1 11 1 6 〇 9 3.6 1 5 〇

(岩 尾 別) 1 0,1 8 6 9 9 7 9,1 8 9 9 0.2 9,1 5 0

才 <岩 尾 別> 3,7 2 3 19 0 3,5 3 3 9 4.9 3,4 〇 〇

小 計 1 4,。 8 0 1,1 98 1 2,8 8 2 9 1.5 1 2,5 5 0 1 5 〇

遠 音 別 隱 音 別) 3,8 9 6 3 06 3,5 9 〇 9 2.1 3,5 8 5

<遠 立 別> 6 7 8 6 9 6 0 9 8 9.8 6 0 5

ホ 小 計 4,5 7 4 3 7 5 4,1 9 9 9 1.8 4,1 9 〇

奥 薬 別 (奥 藥 別) 1 2,8 1 5 3,。 5 5 9,7 6 〇 7 6.2 9,7 4 0

斜 里 <斜 里> 1 2,1 3 1 1,5 5 5 1 0,5 7 6 8 7.2 6,7 8 1

<常 盤 川> 8,1 9 4 8 9 4 7,3 〇 〇 8 9.1 6,7 1 3

1 小 計 2 0,3 2 5 2,4 4 9 1 7,8 7 6 8 8.0 1 3,4 9 4

止 別 <止 別> 3,3 2 1 4 9 8 2,8 2 3 8 5.0 4,7 〇 5

藻 琴 <藻 琴> 4,4 4 〇 8 40 3,6 〇 〇 8 1.1 2,9 0 0

部 網 走 <相 生> 5,2 8 5 1,8 6 9 3,4 1 6 6 4.6 2,3 9 1

ッ バ イラギ <バ イラ ギ> 3,2 6 2 24 1 3,。 2 1 9 2.6 1,5 11

能 取 湖 (能 取) 4,3 2 4 7 9 3 3,5 3 1 8 1.7 3,3 5 4

東 部 計 7 8,4 8 2 11,9 7 7 6 6,5 0 5 8 4.7 1 6,7 4 0 4 3,6 2 0

常 呂 (常 呂) 11,5 1 8 2,4 1 5 9,I 〇 3 7 9.0 9,。 7 〇

ク <常 呂> 3,7 2 4 2 0 8 3,5 1 6 9 4.4 2,11 〇

小 計 1 5,2 4 2 2,6 2 3 1 2,6 1 9 8 2.8 9,。 7 〇 2,11 〇

中 佐 呂間別 <佐 呂 間> 2,5 4 9 2 2 0 2,3 2 9 9 1.4 1,397

湧 別 湧 別 7,1 96 7 3 3 6,4 6 3 8 9.8 3,3 1 5 3,。 67

<湧 別> 3,5 3 2 3 27 3,2 〇 5 9 0.7 1,9 7 5

小 計 1 0,7 2 8 1,。 6 〇 9,6 6 8 9 0.1 3,3 1 5 5,。 4 2

藻 べ つ 1,700

渚 滑 渚 滑 6,8 7 1 1,5 9 7 5,2 7 4 7 6.8 1,9 5 0

部 <渚 滑> 1,。 5 7 8 4 9 7 3 9 2.1 6 3 2

(ウ ッ ッ) 5,7 3 2 1,4 〇 3 4,3 2 9 7 5.5 4,2 2 0
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()道立ふ化場
()民間ふ化場<>仮収容施設

尾 数
— 放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

計 給餌率

千尾 % 月/日〜月/日 千尾

4,。 9 5 0.0 4/2 8— 4/3 〇

1,2 8 〇 0.0 4/2 8〜4/3 0

5,3 7 5 0.0 4/2 J 4/3 〇

1 5 〇 0.0 4/ 1〜4/1 0

9,1 5 0 1 0 0.0 4/2 〇— 4/3 〇

3,4 〇 〇 1 〇 0.0 4/ 1〜4/3 〇

1 2,7 0 0 9 8.8 4/ 1〜4/3 0

3,5 8 5 1 〇 0.0 4/2 8— 4/3 〇

6 0 5 1 〇 0.0 4/2 8— 4/3 〇

4,1 9 〇 1 〇 0.0 4/2 8— 4/3 〇

9,7 4 〇 0.0 5/ 2〜5/3 1

6,7 8 1 0.0 2/2 〇— 3/2 9 止別へ2, 0 3 0

6,7 1 3 0.0 2/1 6—4/4

1 3,4 9 4 0.0 2/1 6—4/4

4,7 〇 5 0.0 3/ 1—4/1 〇 斜里から2, 0 3 0

2,9 〇 〇 0.0 3/2 7— 4/2 5

2,3 9 1 0.0 —

1,5 11 0.0 4/2 8— 5/1 3

3,3 5 4 0.0 5/1 2— 5/1 7

6 0,3 6 0 2 7.7 2/1 6— 5/1 7

9,。 7 〇 1 〇 0.0 4/ 1—5/1 6

2,11 〇 0.0 4/ 8

11,1 8 0 8 1.1 4/ 1—5/1 6

1,3 9 7 0.0 4/1 〇— 4/3 〇

6,3 8 2 5 1.9 3/ 1—4/3 〇

1,9 7 5 0.0 5/ 7— 5/2 6

8,3 5 7 3 9.7 3/ 1—5/2 6

1,7 〇 〇 0.0 5/1 〇 渚滑からI,7 0 0

1,9 5 〇 0.0 5/ 1—5/2 5 藻べつへ!,7 0 0 興部へ1,4 0 0

6 3 2 0.0 4/11

4,2 2 〇 0.0 5/1 5— 5/3 〇
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海区 水 系
事 業 場

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 况

給 餌 無給餌

才

ホ

1

ツ

ク

中

部

興 部

雄 武

幌 内

小 計

(M 部)

<雄 武>

<幌 内>

(幌内南)

小 計

片

1 3,6 6 0

2,。 4 5

2,。 3 3

6 7 0

8,2 8 8

8,9 5 8

3,。 8 4

24 8

2 8 8

3 2

7 0 6

7 3 8

千尾

1 0,5 7 6

1,7 9 7

1,7 4 5

6 38

7,5 8 2

8,2 2 〇

%

7 7.4

8 7.9

8 5.8

9 5.2

9 1.5

9 1.8

千尾

1.7 4 5

5.7 6 4

5,7 6 4

千尾

6,8 〇 2

3,1 〇 〇

1,6 2 1

5 3 0

5 3 0

中部計 5 5,2 1 5 8,2 6 1 4 6,9 5 4 8 5.0 1 9,8 9 4 2 2,3 0 2

西

部

徳 志 別

頓 別

猿 払

鬼 志 別

知 来 別

下苗太路

徳志別

頓 別

(鬼志別)

3.5 〇 1

1.6 6 3

2,2 9 6

5 4 4

2 7 6

2 9 1

2,9 5 7

1,3 8 7

2,。 〇 5

8 4.5

8 3.4

8 7.3

2,9 〇 〇

8 0 3

5 8 0

4 9 6

5 。 0

9 0 6

西部計 7,4 6 〇 1,111 6,3 4 9 8 5.1 5,2 7 9 9 0 6

海 区 計
本年度 141,157 2 1,3 4 9 119,808 8 4.9 4 1,9 1 3 6 6,8 2 8

前年度 5 3,2 8 1 6,8 4 4 4 6,4 3 7 8 7.2 2 7,。 3 5 1 7,8 3 4

日

本

北

部

増 幌

大 沢

香 桀 井

大 空 沢

天 塩

遠 別

風 連 別

築 別

古 丹 別

小 平 薬

信 砂

«宗 谷»

(船 泊)

<香深井>

<大空沢>

中 川

天 塩

小 計

(信 砂)

2.5 2 4

2,2 9 7

4 7 0

1 4 1

1 6

8 9 3

9 。 9

1.6 7 3

4 6 8

6 80

7 〇

2 2

〇

4 4 7

4 4 7

3 7 3

2,。 5 6

1,6 1 7

4 0 0

11 9

1 6

4 4 6

46 2

1,3 〇 〇

8 1.5

7 0.4

8 5.1

8 4.4

1 〇 0.0

4 9.9

5 0.8

7 7.7

1,1 8 〇

10 6

1 4

1 4

3 。 0

10 0

2 0 0

1 〇 〇

10 0

4 。 0

1,6 1 6

3 70

3 5 6

3 56

牝部計 8,。 1 4 2,。 6 〇 5,9 5 4 7 4.3 2,5 〇 〇 2,3 4 2

海 区 計
本年度 8,。 1 4 2,。 6 〇 5,9 5 4 7 4.3 2,5 〇 〇 2,3 4 2

前年度 8 16 1 〇 5 7 11 8 7.1 1 4 7 4 5 9

根

室

羅

臼

サシルイ

羅 臼

(サシルイ)

(湯ノ沢)

1,3 2 6

1,。 7 1

5 1 4

7 1

8 1 2

1,。 0 0

6 1.2

9 3.4

7 5 0

9 5 0
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尾 数
放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

計 給餌率

千尾

6,8 〇 2

3.1 〇 〇

3,3 6 6

5 3 0

5,7 6 4

6.2 9 4

%

0.0

0.0

5 1.8

0.0

1 〇 0.0

9 1.6

月/日〜月/日 

4/11〜5/3 〇 

5/ 8

4/ 9 〜4/1 〇 

3/2 5 〜4/2 〇 

4/2 3 〜5/2 5 

3/2 5 〜5/2 5

千尾

渚滑から1,4 〇 0

幌内南から1,7 4 5

雄武へ1,7 4 5

4 2,1 9 6 4 7.1 3/ 1〜5/3 〇

2,9 〇 〇

9 0 6

8 0 3

5 8 0

4 9 6

5 。 0

1 〇 0.0

0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

5/ 5 〜5/1 5

4/2 〇 〜5/1 2

5/2 4

5/2 4

5/2 3 〜5/2 4

5/1 5

鬼志別から8 0 3

知来別へ4 7!猿払へ8 0 3

鬼志別から4 71宗谷から2 5

宗谷から5 0 0

6,1 8 5 8 5.4 4/2 〇 〜5/2 4

108,741 3 8.5 2/1 6 〜5/3 〇

4 4,8 6 9 6 0.3 3/ 1〜5/1 9

1,1 8 〇

1,6 1 6

3 7 0

1 〇 6

1 4

3 5 6

3 7 0

3 。 0

1 〇 〇

2 。 0

1 〇 〇

1 〇 〇

4 。 0

1 〇 0.0

0.0

0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

0.0

3.4

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

5/ 7 〜5/2 3 

5/2 3 〜5/3 1 

5/2 6 〜5/3 1 

4/1 7

4/ 1〜4/1 〇 

3/1 5 〜3/3 1 

3/1 5 〜4/1 〇 

5/1 6 

5/1 6 

5/1 6 

5/1 6 

5/1 6 

5/2 9

知来別へ2 5 下苗太路へ5 0 0

信砂から3 0 0

信砂からノ1〇 〇

信砂から2 0 0

信砂から1〇 〇

信砂から1〇 〇

|遠別合3 0 0 風谭別公1〇 〇 築別へ2 0 0
1吿丼別へ!〇 〇 ホ平薬へ1〇 〇

4,8 4 2 5 1.6 3/1 5 〜5/3 1

4,8 4 2 5 1.6 3/1 5 〜5/3 1

6 0 6 2 4.3 4/ 1〜5/1 7

7 5 0

9 5 0

1 〇 0.0

1 〇 0.0

6/1 〇

5/3 〇
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尾 数
放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

計 給餌率

千尾 % 月/日〜月/日 千尾

1,5 〇 〇 1 〇 0.0 6/ 5 元崎無異から!,5 0 0

3,2 〇 〇 1 〇 0.0 5/3 〇 〜6/1 〇

2,5 6 2 ! 〇 0.0 6/ 5 〜6/ 6 植別へ1,5 0 0 忠類へ1,5 0 0

1,5 〇 〇 1 〇 0.0 5/1 〇 〜6/1 〇 元崎無異から1,5 0 0

3,8 3 9 0.0 4/2 1〜5/2 8

4,3 6 〇 1 〇 0.0 5/ 4 〜5/3 1 当幌へ!,2 0 5 床丹へ5 9 6

1 2,2 6 1 6 8.7 4/2 1〜6/1 〇

1,2 1 5 9 9.2 3/2 〇 根室から1,2 0 5

5 9 6 1 〇 0.0 5/1 8 根室から 596

4,2 〇 3 1 〇 0.0 5/ 5 〜5/2 8 矢臼別へ1〇 3

3 4 6 2 9.8 4/1 5 〜5/2 8 本別から1〇 3

1,。 5 2 0.0 4/ 2 〜4/3 0

9 3 0 0.0 4/2 〇 〜4/3 〇

8,3 4 2 7 3.2 3/2 〇 〜5/2 8

2 3,8 0 3 7 4.5 3/2 〇 〜6/1 〇

1 0,7 5 0 8 5.6 4/ 5 〜5/3 1

1,4 5 1 6 5.8 5/2 〇 〜6/2 〇

8 1 2 0.0 5/1 8 〜5/2 5

6 1 0 0.0 3/2 0

4,4 5 〇 1 〇 0.0 4/1 5 〜4/3 〇

4,4 5 6 ! 〇 0.0 3/2 〇 〜4/3 〇

6,7 2 9 8 0.5 3/2 〇 〜6/2 〇

1,。 6 2 1 〇 0.0 3/1 3 〜4/3 〇

3 5 0.0 3/ 1〜3/3 1,

7 4 0 1 0 0.0 4/2 〇 〜5/2 5
4

7 7 5 9 5.5 3/ 1〜5/2 5

1,3 〇 7 1 〇 0.0 5/ 4 〜5/2 6

3,1 4 4 9 8.9 3/ 1〜5/2 6

9,8 7 3 8 6.4 3/ 1〜6/2 〇

1 4 6 1 0 0.0 2/ 4 〜4/3 〇

5 9 0 1 〇 0.0 6/2 5 仁雁別へ8 6様似から6 0 0 (再飼育後1〇減)

2,3 〇 6 1 0 0.0 4/ 4 〜6/ 8 えりもから8 6 様似から2, 2 2 0

歌別へ6 〇 〇 (再飼育) 仁雁別へ2,2 2 0

2,8 9 6 1 0 0.0 4/ 4 〜6/2 5
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海区 水 系
事 業 場

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 流

給 餌 無給餌

え 

り 

も 

以 

西

噴
火
湾

遊 楽 部 八 雲 3,4 6 8

W

7 5 2

千尾

2,7 1 7

%

7 8.3

千尾 千尾

2,6 3 5

噴火湾地区計 3,4 6 8 7 5 2 2,7 1 6 7 8.3 2,6 3 5

海 区 計
本年度 7,。 6 6 1,2 7 5 5,7 9 1 8 2.0 2,8 9 6 2,6 3 5

前年度 1,。 2 1 9 6 9 25 9 0.6 6 9 0 0

全 道 計
本年度 19 9,037 3 2,。 1 3 167,024 8 3.9 7 3,5 6 4 7 9,2 2 6

前年度 6 8,4 5 6 9,2 7 6 5 9,1 8 0 8 6.4 3 7,5 5 1 1 9,7 2 6
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尾 数
放流期間 稚 魚 移 殖 放 流

計 給餌率

千尾

2,6 3 5

%

0.0

月/日〜月/日

4/2 〇 〜5/1 〇

千尾

2,6 3 5 0.0 4/2 〇 〜5/1 〇

5,5 3 1 5 2.4 4/ 4 〜6/2 5

9 0 6 0.7 4/ 3 〜4/3 〇

152,790 4 8.1 2/1 6 〜6/2 5

5 7,2 7 7 6 5.6 2/ 4 〜5/3 1
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表18表 昭和5 8年度•事業場別からふとますふ化放流成績表
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支 事 業 場 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 稚 魚 生産率 必
死卵数 (B/A 生産尾数 C C/A

場 (収 容 場) (A) C B ) X 100 ) (C ) X 1 00 ) 給餌

球 祎 千尾 % 千尾 % 千尾

(ル シ ャ) 4,6 9 2 584 4,10 8 8 7.6 4,。 9 5 8 7.3

<ル シ ャ> 1,3 6 4 75 1,289 9 4.5 1,280 9 3.8

岩 尾 別 171 11 160 9 3.6 150 8 7.7

(岩 尾 別) 1 0,1 8 6 997 9,18 9 9 0.2 9,15 0 8 9.8 9,15 0

北 <岩 尾 別> 3,7 2 3 190 3,53 3 9 4.9 3,4 0 0 91.3 3400

(遠 音 別) 3^9 6 306 35 90 9 2.1 3,5 8 5 9 2.0 3,5 8 5

<遠 音 別> 678 69 609 8 9.8 605 8 9.2 605

(奥 薬 別) 12,8 1 5 3,。 5 5 9,7 6 0 7 6.2 9,7 4 0 7 6.0

<斜 里> 1 2,1 3 1 1,5 5 5 1 0,5 7 6 8 7.2 8,811 7 2.6

<常 盤 |II > 8,19 4 894 7,3 0 0 8 9.1 6,713 81.9

<止 別> 3,3 21 498 2,82 3 8 5.0 2,6 7 5 8 0.5

<藻 琴> 4,4 4 0 840 3,6 0 0 81.1 2,9 0 0 6 5.3

<相 生> 5,28 5 1,8 6 9 3,416 6 4.6 2,3 9 1 4 5.2

<バイラギ> 3262 241 3,。 21 9 2.6 1,511 4 6.3

(能 取) 4,3 2 4 793 3,5 31 81.7 3,3 5 4 81.7

(常 呂) 11,5 1 8 2,415 9,10 3 7 9.0 9,07 0 7 8.7 9,。 7 0

<常 呂> 3,724 208 3516 9 4.4 2,110 5 6.7

<佐 呂 間> 2,549 220 2,3 2 9 91.4 1,3 9 7 5 4.8

湧 別 7,19 6 733 6,4 6 3 8 9.8 6,3 8 2 8 8.7 3315

<湧 別> 3,5 3 2 327 3,2 0 5 9 0.7 1,9 7 5 5 5.9

渚 滑 6,8 71 1,5 9 7 5,2 7 4 7 6.8 5,。 5 0 7 3.5

<渚 滑> 1,。 5 7 84 973 9 2.1 632 5 9.8

(ウ ツ ツ) 5,7 3 2 1,4 0 3 4,3 2 9 7 5.5 4220 7 3.6

(興 部) 2,04 5 248 1,79 7 8 7.9 1,7 0 0 8 3.1

見 <雄 武> 2,。 3 3 288 1,7 4 5 8 5.8 1,6 21 7 9.7

<幌 内> 670 32 638 9 5.2 530 7 9.1

(幌 内 南) 8,28 8 706 7,5 8 2 91.5 7,5 0 9 9 0.6 7,5 0 9

本 年 度 133,697 20238 113,459 8 4.9 102,5 5 6 7 6.7 3 6,6 3 4

前 年 度 51,918 6,6 8 9 4 5,229 8 7.1 4 3,71 6 8 4.2 27,188

« »道立ふ化場 <>仮収容施設
()民間収容場
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流 尾 数
放流期間 備 考

無給餌 合計 給餌率

千尾 

4,。 9 5

1.2 8 0

150

9.7 4 0

8,811

6.7 13

2.6 7 5

2.9 。 0

2.3 91

1.5 11

3,354

2,110

1,397

3,。 6 7

1.9 7 5

5,。 5 0

632

4220

1.7 。 0

1.6 21

530

千尾

4,。 9 5

1,280

1 50

9,1 5 0

3,400

3585

605

9,7 4 0

8,811

6,713

2.6 7 5

2,9 0 0

2,391

1,511

3,35 4

9,070

2,110

13 9 7

6382

1,975

5,。 5 0

632

4220

1.7 。 0

1,6 21

530

7,5 09

0.0

0.0

0.0

10 0.0

100.0

100.0

10 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100.0

0.0

0.0

51.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1 0 0.0

月/日〜月/日 

4/2 8 〜4/3 〇 

4/2 8 〜4/3 〇 

4/ 1〜4/1 〇 

4/2 〇 〜4/3 〇 

4/ 1〜4/3 〇 

4/2 8 〜4/3 〇 

4/2 8 〜4/3 〇 

5/ 2 〜5/3 1 

2/2 〇 〜3/2 9 

2/1 6 〜4/1 4 

3/ 1〜4/1 〇 

3/2 7 〜4/2 5

4/2 8 〜5/1 3 

5/1 2 〜5/1 7 

4/ 1〜5/1 6 

4/ 8

4/1 〇 〜4/3 〇 

3/ 1〜4/3 〇 

5/ 7 〜5/2 6 

5/ 1〜5/2 5 

4/11

5/1 5 〜5/3 〇 

5/ 8

4/ 9 〜4/1 〇 

3/2 5 〜4/2 〇 

4/2 3 〜5/2 5

千尾

6 5,9 2 2 102,556 3 5.7 3/ 1〜5/3 〇

16528 4 3,7 1 6 6 22 3/ 1〜5/1 9



支 事 業 場 収容卵数
死卵数

ふ出尾数 ふ 
(
出,率

R / A
稚 魚 
生産尾数

放

給 餌場 ( 収 容 場 ) C A ) C B ) X 100 ) C C ) X 1 00 )

郴 世 千尾 % 千尾 % 千尾

( サ シ ノレ イ ) 1,326 514 812 61.2 750 5 6.5 750

根 ( 湯 ノ 沢 ) 1,。 71 71 1,。 0 0 9 3.4 950 8 8.7 950

< 元 崎無 異 > 6,7 71 1,189 5,5 8 2 8 2.4 5,5 6 2 8 2.1 5,56 2

< 伊 茶 仁 > 4,6 9 8 439 4,2 5 9 9 0.7 3,839 81.7

根 室 7,413 1,14 4 6269 8 4.6 6,161 8 3.1 6,161

計 根 別 11 1 10 9 0.9 10 9 0.9

( 本 別 ) 4,721 309 4,412 9 3.5 4,306 91.2 4,306

( 矢 S 別 ) 302 23 279 9 2.4 243 8 0.5

浜 中 1278 181 1,。 9 7 8 5.8 1,。 5 2 8 2.3

浜 中第 2 1,131 151 980 8 6.6 930 8 22

室 ( 落 石 ) 2,40 0 796 1,6 0 4 6 6.8 1,4 61 6 0.9 961

本 年 度 31,12 2 4,818 2 6,304 84.5 2 5,264 81.2 18,690

前 年 度 13,14 3 22 01 1 0,9 4 2 8 3.3 1 0,7 5 0 81.8 9,2 0 7

< 琵 琶 瀬 > 1,。 0 0 97 903 9 0.3 812 81.2

鶴 居 11 5 6 5 4.5 6 10 0.0 6

十 ( 芦 別 ) 5,4 6 4 457 5,。 0 7 91.6 4,4 5 0 81.4 4,4 5 0

幕 別 1,519 382 1,13 7 7 4.9 1,。 6 2 6 9.9 1,。 6 2

大 樹 47 10 37 7 8.7 35 7 4.5

( 更 生 ) 1,6 6 4 899 765 4 6.6 740 4 4.5 740

勝 ( 広 尾 ) 1,9 7 3 66 1 1,312 6 6.5 1,3 0 7 6 6.2 1,307

本 年 度 11,678 2,511 9,16 7 7 8.5 8,412 7 2.0 7,5 6 5

前 年 度 195 3Q 165 8 4.6 146 7 4.9

徳 志 別 3,5 01 544 2,957 8 4.5 2,9 0 0 8 2.8 2,900

預 別 1,6 6 3 276 1,3 8 7 8 3.4 906 5 4.5

天 C 鬼 志 別 ) 2,29 6 291 2,。 0 5 8 7.3 1,8 5 4 8 0.7 1,8 5 4

( 宗 谷 ) 2,5 24 468 2,。 5 6 81.5 1,7 0 5 6 7.6 1,7 0 5

( 船 泊 ) 229 7 680 1,617 7 0.4 1,616 7 0.4

< 香 深 井 > 470 70 400 8 5.1 370 9 2.5

< 大 空 沢 > 141 22 119 8 4.4 1 06 7 5.2 106

中 川 16 〇 16 10 0.0 14 8 7.5 14

天 塩 893 447 446 4 9.9 356 3 9.9

塩 ( 信 砂 ) 1,6 7 3 373 1,300 7 7.7 1,2 0 0 71.7 1,200

本 年 度 1 5,4 7 4 3,171 1 2,3 0 3 7 9.5 11,。 2 7 71.3 7,7 7 9

前 年 度 2,17 9 260 1,919 8 8.1 1,7 5 9 8 0.7 1,150
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説 尾 数
放流期間 備 考

無給餌 合 計 給餌率

千尾 千尾 % 月/日〜月/日 千尾

750 10 0.0 6/1 〇

950 10 0.0 5/3 〇

5,5 6 2 10 0.0 6/ 5 〜6/ 6

33 3 9 3,839 0.0 4/2 1〜5/2 8

6,161 10 0.0 5/ 4 〜5/3 1

10 10 0.0 3/2 〇

4,3 06 10 0.0 5/ 5 〜5/2 8

243 243 0.0 4/1 5 〜5/2 8

1,。 5 2 1,052 0.0 4/ 2 〜4/3 〇

930 930 0.0 4/2 〇 〜4/3 〇

500 1,4 61 6 5.8 5/2 〇 〜6/2 〇

6,5 7 4 2 5,2 6 4 7 4.0 3/2 〇 〜6/2 〇

1,5 4 3 1 0,7 5 0 8 5.6 4/ 5 〜5/3 1

812 812 0.0 5/1 8 〜5/2 5

6 10 0.0 3/2 〇

4,450 1 0 0.0 4/1 5 〜4/3 〇

1,。 6 2 10 0.0 3/1 3 〜4/3 〇

35 35 0.0 3/ 1〜3/3 1

740 10 0.0 4/2 〇 〜5/2 5

1,3 0 7 10 0.0 5/ 4 〜5/2 6

847 8,412 8 9.9 3/ 1〜5/2 6

146 146 0.0 2/ 4 〜4/3 〇

2,9 0 0 10 0.0 5/ 5 〜5/1 5

906 906 0.0 4/2 〇 r 5/1 2

1,8 5 4 10 0.0 5/2 4

1,7 0 5 1 0 0.0 5/ 7 〜5/2 3

1,6 16 1,616 0.0 5/2 3 〜5/3 1

370 370 0.0 5/2 6 〜5/3 1

106 1 0 0.0 4/ 1〜4/1 〇

14 1 0 0.0 4/ 1〜4/1 〇

356 356 0.0 3/1 5 〜3/3 1

1,200 10 0.0 5/2 9

3,248 11,。 27 7 0.5 3/1 5 〜5/3 1

609 1,7 5 9 6 5.4 4/1 〇 〜5/1 7
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支 事 業 場 収容卵数
死卵数

ふ出尾数 ふ出率 
(B/A 

X 100 )

稚 魚
生産尾数

CC )

生産率 
(C/A

X 100 )

£
場 (収 容 場) (A ) C B ) 給 餌

千 «え り・も»

(様 似)

祎

97

3,5 01

千粒

7

516

千尾

90

2,85

%

9 2.8

8 5.3

千尾

86

2,8 2 0

%

8 8.7

8 0.5

千尾

86

2,8 20

歳 本 年 度 3,598 523 3,。 7 5 8 5.5 2,9 0 6 8 0.8 2,9 0 6

前 年 度 12 3 9 7 5.0 6 6 6.7 6

渡 八 雲 3,4 6 8 752 2,716 7 8.3 2,635 10 0.0

本 年 度 3,4 6 8 752 2,716 7 8.3 2,6 3 5 10 0.0

島 前 年 度 1,。 0 9 93 916 9 0.8 900 8 9.2

全
道
計

本 年 度 1 9 9,。 3 7 3 2,。 1 3 167,024 8 3.9 1 52,800 7 6.8 7 3574

前 年 度 6 8,4 5 6 9,2 76 5 9,1 80 8 6.4 57,277 8 3.7 3 7,5 5 1
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流 尾 数
放流期間 備 考

無給餌 合 計 給餌率

千尾 千尾

86

2,8 2 0

%

10 0.0

10 0.0

月/日〜月/日

4/ 4 〜6/ 8

6/ 8

千尾

2,06 1 0 0.0 4/ 4 〜6/ 8

6 1 0 0.0 4/1 2

2,6 3 5 2,6 3 5 0.0 4/2 〇 〜5/1 〇

2,6 3 5 2,6 3 5 0.0 4/2 〇 〜5/1 〇

900 900 0.0 4/ 3 〜4/3 〇

7 9,2 26 1 5 2,8 0 〇 4 8.2 3/ 1〜6/2 〇

1 9,7 2 6 5 7,2 7 7 6 5.6 2/ 4 〜5/3 1
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§ 9ひめます増殖事業

1•ひめます捕獲採卵概況

本年度も支笏湖内の2捕獲場で昭和5 8年8月1日から同年11月15日まで実施し、5,4 7 6尾 

の親魚を捕獲し、蓄養中のへい死魚等を除く 2,6 0 5尾の早親魚から1,3 01千粒を採卵した。

計画達成率は、採卵数で9 5.7 %、早使用率は8 9.0 %と昨年の9 8.5 %を大きく下廻った。

第1表 昭和5 8年度海区水系別、ひめます親魚捕獲採卵成績表

海区 水 系 捕獲採卵場 所管事業場
捕 獲 数 使

早 8 計 早

日
本
海

支 笏 湖 船入間 支笏湖

尾

1,8 6 3

尾

1,7 4 4

尾

3,6 0 7 ■

尾

2,6 〇 5

湖 畔 支笏湖 1,。 6 6 8 0 3 1,8 6 9 1
合 計

本年度 2,9 2 9 2,5 4 7 5,4 7 6 2,6 〇 5

前年度 7,4 9 〇 3,2 5 2 1 0,7 4 2 7,2 7 3

2. ひめます種卵の移殖

昭和41年度より陸封型べにざけ(ひめます)から降海型べにざけ資源造成のために実施されて 

いる「べにざけ生産事業」として、支笏湖事業場から16 2千粒を虹別事業場へ移殖した。

3. ひめますふ化放流

本魚種は支笏湖において採卵された卵のうち、ひめます生産用として!,12 0千粒を支笏湖事業場 

に収容し、そのうち新資源造成事業として11〇千尾を除く 7 7 5千尾を昭和5 9年4月2 5日か 

ら4月2 7日まで、支笏湖に放流した。

第3表 昭和5 8年度ひめますふ化放流成績

確 水 系
事業場

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放

給 餌

日

本 支 笏 湖

千 歳

支笏湖

建

1 8

1,1 2 〇

祎

3

1 9 8

千尾

1 5

9 2 2

%

8 3.3

8 2.3

千尾

7 7 5

合 計
本年度 1,1 3 8 2 〇 1 9 3 7 8 2.3 7 7 5

前年度 1,7 6 1 220 1,5 4 1 8 7.5 1,4 8 5
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用親魚数
採卵数 増減卵数 仮収容卵数

早親魚

使用率
平均採瞰 実施期間

計

尾

4 0 8

尾

3,。 1 3

住

1,3 〇 1

千粒

1,3 〇 1

%

8 9.0

粒

4 9 9

月/日〜月/日

1 〇/ 1〜11/ 2

1 〇/ 1〜11/1 5

4 0 8 3,。 1 3 1,3 〇 1 1,3 〇 1 8 9.0 4 9 9 1 〇/ 1〜11/1 5

1,。 8 3 8,3 5 6 3,7 〇 5 3,7 〇 5 9 8.5 5 0 9 9/2 5〜11/ 9

第2表ひめます種卵移殖

供給地 移 殖

年 月 日

受給地 移殖卵の内訳
摘 要

支場 事業場 支場 事業場 移籍卵数
移殖前 
死卵数

移 殖
実卵数

千歳 支笏湖 5 8.1 2.1 5 根室 虹別 1 6 2 1 7 1 4 5
幽べにざけ 
翎生産事業用
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流 尾 数
放流期間 備 考

無給餌 計 給餌率

千尾 千尾

7 7 5

%

1 〇 0.0

月/日〜月/日

4/2 5 〜4/2 7

千尾

新資源造成事業へ15

新資源造成事業へ11〇

7 7 5 1 〇 0.0 4/2 5 〜4/2 7

1,4 8 4 1 〇 0.0 4/1 2 〜4/2 7



§1〇新しい魚種の増殖

主要魚種の増殖事業の他、新しい魚種の資源造成を図るため、べにざけについても試験的にその増 

殖が試みられている〇

【べにざけ】

本魚種は支笏湖産ひめますを用いて、べにざけの再生産を図る目的で行なわれ、昭和5 7年度産ひ 

めます119千粒と西別川回帰べにざけ1〇千粒を合わせた12 9千粒を虹別事業場に収容し、1年 

間飼育した後、7 4千尾を昭和5 9年5月2 0日に西別川に放流した。又、本年収容した昭和5 8年 

度産ひめます16 2千粒と西另U川回帰べにざけ2千粒から生産された稚魚は来年(S 6 〇年)春の放 

流時期まで飼育中である。

なお詳細については別項「べにざけ生産事業」に示めす。
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§11さけ・ます親魚蓄養成績

〔さ け〕

本年度は全道の捕獲採卵場(16 0水系•16 7箇所)において、早6 8 4,4 4 9尾、$ 8 3 0,。 8 7 

尾合計1.5 1 4,5 3 6尾(12月1日以降の轉々採分は含まず)を捕獲し、早のうち試験控除2 9 3尾、 

即日採卵9 4,7 4 4尾、蓄養不能19,12 0尾を除く 5 7 0,2 9 2尾を蓄養した(蓄養率8 6. 2 %) 〇 

蓄養早親魚のうち、斃死4 8,8 3 3尾、逃逸8 3尾、老魚2,8 3 9尾、未熟2,6 〇 7尾、調査6尾等を除い 

た515,9 2 4尾が採卵に供された。早総使用数は即日採卵分を含め、610,6 6 8尾であった。早使用 

率は8 9. 3 で前年度(8 6.2%)を若干上廻った。

本年も前期群(1〇月1〇日までそ上)が多く、総捕獲数の4 6.4%を占め、既設の蓄養池並びに 

一部事業場の飼育池等が蓄養場所として利用された。正規分布型回帰の資源造成を図るためには前期 

•中期の親魚確保とその蓄養体制の整備が望まれる。海区別の成績概要は下記に示すとおりである。

(オホーツク海区)

当海区において早9 3,5 6 9尾を捕獲し、即日採卵9,919尾、蓄養不能9 〇 3尾、試験控除2 7 2尾 

を除いた8 2.4 7 5尾を蓄養した結果、斃死8,。 7 0尾、老魚!6 ?尾、未熟17 2尾、逃逸15尾を除 

< 7 4,。 51尾を採卵に供した。早総使用数は即日採卵分を含め8 3,9 7 〇尾であり、早使用率は9 〇. 〇 

%と前年度(9 4.0%)を若干下廻った。

(日本海区)

当海区において早17 2,3 41尾を捕獲し、即日採卵19,24 8尾、蓄養不能6,。 6 7尾、試験控除18 

尾を除く14 7,。 0 8尾を蓄養した結果、斃死2 6,7 0 3尾、老魚1,100尾、調査4尾、未熟6 6 3尾、 

逃逸3 〇尾を除く119,138尾を採卵に供した。早総使用数は即日採卵分を含め13 8,3 8 6尾であり、 

早使用率8 0.3%と前年度(6 9.1%)を大幅に上廻った。

(根室海区)

当海区において早18 5,。 7 5尾を捕獲し、即日採卵6,4 24尾、蓄養不能1,。 6 2尾を除く17 7,5 8 9 

尾を蓄養した結果、斃死5,5 8 5尾、老魚6 8 4尾、未熟9 6 9尾を除く17 0,3 31尾を採卵に供した。 

早総使用数は即日採卵分を含め17 6,7 5 5尾であった。早使用率は9 5.5%と前年度(91.9%)を 

上廻った。

(えりも以東海区)

当海区において早13 7,15 9尾を捕獲し、即日採卵2,91〇尾、蓄養不能1,331尾を除く132,918

尾を蓄養した結果、斃死7,9 6 2尾、老魚5 0 2尾、逃逸5尾、未熟2 6 7尾を除く12 4,18 2尾を採 

卵に供した。早総使用数は即日採卵分を含め12 7,。 9 2尾であり、早使用率は9 2.7%で前年度

(8 5, 3 %)を上廻った。
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(えりも以西海区)

当海区において早9 6,3 〇!5尾を捕獲し、即日採卵5 6,2 4 3尾、蓄養不能9,7 5 7尾を除く 3 0,3 0 2尾 

を蓄養した結果、斃死1,14 3尾、逃逸13尾、老魚3 8 6尾、未熟5 3 6尾、調査2尾を除いた

2 8,2 2 2尾を採卵に供した。早総使用数は即日採卵分を含め8 4,46 5尾であり、早使用率は8 7.7% 

と前年度(8 2.2%)を若干上廻った〇

〔さくらます〕

本年度は全道の捕獲採卵場(3 4水系・34箇所)において早5,316尾、。 2,7 17尾、合計

8,。 3 3尾を捕獲し、早のうち試験控除6尾、即日採卵13尾、蓄養不能3 3尾を除く 5.2 6 4尾を蓄養 

した結果、斃死1,4 44尾、逃逸2 7 3尾、調査7 4尾を除いた3.4 5 0尾を採卵に供した。早総使用数 

は即日採卵分を含め3,4 6 3尾であり、早使用率は6 6. 5 であった。早使用率を海区別にみると、捕 

獲数が多く長期間の蓄養を要するオホーック海区は7 7.8%と前年度(5 5.0%)を大幅に上廻った。 

日本海区は例年に比べ即日採卵が少なく、蓄養中の斃死が多かったことから、6 8.9%と前年度

(81.9%)を大幅に下廻った。根室海［Xは蓄養中の斃死が多く、7 6.0%と眾年度(7 8.8%)を 

下廻った〇えりも以西海区は、蓄養尾数が3尾と少なかったことから100 %使用率となった〇

〔からふとます〕

本年度は全道の捕獲採卵場(7 4水系•7 6箇所)において早17 8,517尾、③19 8,8 4 3尾、合 

計3 7 7,3 6 0尾を捕獲し、早のうち、即日採卵1,。 0 9島 蓄養不・能2." 7尾を除く175,291尾を蓄 

養した結果、斃死8,8 71尾、調査3尾、老魚1,24 0尾、未熟6 6 7尾、逃逸16尾を除いた1 6 4,4 9 4 

尾を採卵に供した。早総使用数は即日採卵を含め16 5.5 0 3尾であり、早使用率は9 2. 7 %と前年度 

(8 3.7%)を大幅に上廻った。早使用率を海区別にみると、捕獲数の8 5.3%を占めるオホーツク 

海区は9 3.3%と前年度(8 4. 6%)を上廻った。次いで捕獲数の多い根室海区は蓄養中の斃死が少 

なく、8 8.7%と前年度(81.1%)を上廻った。えりも以西海区は蓄養中の斃死が多く、68.1% 

と低調な成績だった。えりも以東海区は91.6%と曲年度(6 2.2%)を大幅に上廻った。日本海区 

は6 6. 0 %と低調な成績だった。

〔ひめます〕

本年度は支笏湖畔、船人間の2箇所で早2.9 2 9尾、® 2,5 4 7尾、合5,4 7 6尾を捕獲し、早のうち 

即日使用5尾、蓄養不能2尾を除く 2,9 2 2尾を蓄養した結果、斃死2 9 6尾、未熟2 〇尾、老魚5尾 

を除いた2,6 0 0尾を採卵に供した。早使用率は8 9.0%と前年度(98.5%)を大きく下廻った。
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〔べにさけ〕

本年度は西別川において、早］5尾、819尾、合計3 4尾を捕獲し、全て蓄養した。早のうち斃 

死14尾を除く1尾を採卵に供した。

—145 —



第1表 昭和5 8年度さけ親魚蓄養成績

海区

採卵場

ノレ

石

遠
東

奥

斜

止

才
藻琴 琴

部
走 走

取 取 湖湖

(東部計)
ホ

中

部ツ

(中部計)

徳志別徳志別
ク

北見幌別北見幌別

西 パンケナイ

計>

頓 別 別

部 猿 猿 払払

別 鬼 志志 別鬼

知 来 別 知 来 別

網

能

網

能

浦 

藻

く小

頓

捕 獲

水 系

捕 獲 数 蓄養以外の2内訳 蓄 «

計
試験

即日採卵
蓄養

r~—～～～～ヽ

$
控除 用

数 
使
尾 使用率 不能

$ 8

尾 尾 尾 尾 尾 侈) 尾 尾 府
〇 〇 〇 — — — — —

3»169 3/)43 6,216 〇 500 15.8 〇 2,6 6 9 1,183

366 187 553 〇 57 1 5.6 〇 309 141

2』62 1,9 8 7 4,14 9 〇 326 1 5.1 〇 1,836 167

30,981 2 6510 5 7,891 〇 2,19 5 7.1 1 28,785 5214

1028 964 1,9 9 2 〇 259 2 5.2 〇 769 618

393 306 699 〇 58 14S 62 273 32

3306 2,6 8 2 5,9 88 〇 2,。 26 6 13 2 1,2 7 8 985

15460 2 6,。 1 4 41,174 〇 1221 8.1 〇 1 39 3 9 4,024

7265 11289 1 8,55 4 272 5 16 7.4 〇 6.4 7 7 〇

(63330) (73,3 8 g) (137,212 ^72) (7,158) a 1.2) 危5) &63 35) © 23 60

2,901 1,881 4,7 8 2 〇 629 21.7 35 2,23 7 468

12 9 21 〇 〇 〇 1 11 9

267 

〇 

3,423

143

〇

3,86 3

410

〇

72 86

〇 〇 〇 〇 267 143

〇 539 1 5.7 48 2,8 36 994

7 6 13 〇 〇 〇 3 4 5

241 253 494 〇 20 8.3 〇 221 139

100 95 1 95 〇 8 8.0 〇 92 87

419 256 675 〇 〇 〇 6 413 83

6,145 5,9 4 2 12,。 87 〇 〇 〇 400 5,74 5 3,015

(13,515) (12,448) (2 5,9 63) (〇) (1,19 6) (瞼 @93) (1 1,826) @943；

8,877 11,6 9 3 20,5 7 0 〇 266 3.0 1 8,610 1幻〇

3,768 3,782 7=5 0 〇 428 11.4 85 3255 928

680 632 1,312 〇 273 4 0.1 226 181 248

<4,448> <441J> く8362> <〇> <?〇!> <158> <311>く3,430 <1,17¢

2,768 3,14 3 5,11 〇 598 21.6 17 2,15 3 857

53 59 112 〇 〇 〇 5 48 28

36 22 58 〇 〇 〇 9 27 11

40 42 82 〇 〇 〇 〇 40 33

シ ヤ ノレ シ ヤ

尾 別 石 尾 別

音 別 遠 宜・ 別

藥 別 奥 跳 別

里 斜 里

別 止 別

志 別 濤 沸 湖

常 呂 常 呂

ライトコロ ライトコロ

佐呂間別 佐呂間別

芭 露 芭 露

湧 別 湧 別

藻べっ 藻べっ

渚 滑 渚 滑

興 部 興 部

雄 武 雄 武

程 内 幌 内
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蓄 養 早 親魚 内訳
使用親魚数 9

X
そ の 他 総

計
催熟 催熟率 斃死 斃死率 調査 

試験
老魚 未熟 逃逸 2 8 計

使 

用 

率

尾 (%) 尾 (%) 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾

33 5 2 2,6 4 7 9 9.2 22 0.8 〇 〇 〇 〇 3,14 7 1,364 4,511 9 9.3

450 309 100.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 366 160 526 100.0

2,。 03 1,7 7 3 9 6.6 63 3.4 〇 〇 〇 〇 2,。 99 254 2,3 5 3 9 7.1

33,99 9 2 6,3 5 3 9 1.6 2,4 3 2 8.4 〇 〇 〇 〇 2 8,54 8 7,411 3 5,959 9 2.1

1387 769 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1,028 740 1,7 68 10 0.0

305 52 1 9.0 206 7 5.5 〇 〇 〇 15 110 107 217 2 8.0

2,2 6 3 1,2 5 4 9 8.1 24 1.9 〇 〇 〇 〇 3280 986 4,2 6 6 99.2

17,963 1 29 9 8 9 32 941 63 〇 〇 〇 〇 1 4,2 1 9 4う29 18,748 9 33

6.4 7 7 5,5 4 2 8 5.6 935 14.4 〇 〇 〇 〇 6,05 8 〇 6,。 5 8 8 6.6

68,69 矽 (5 1,697) (川) (4,6 2 3) ⑱a (〇) (〇) (〇) (15) 68,859 (15,551) (7 4,40¢ (9 2£)

2,7 0 5 2,2 3 2 9 9.8 5 0.2 〇 〇 〇 〇 2,861 691 3552 9 8.6

20 5 4 55 6 5 4.5 〇 〇 〇 〇 5 1 6 41.7

410 257 9 6.3 10 3.7 〇 〇 〇 〇 257 1 35 392 9 6.3

333 0 2,7 5 8 9 72 78 23 〇 〇 〇 〇 32 9 7 1,2 2 6 4,5 23 9 6.3

9 4 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 4 5 9 5 7.1

360 206 9 32 13 59 〇 〇 2 〇 226 87 313 9 3.8

179 86 9 35 5 5.4 〇 〇 1 〇 94 92 186 9 4.0

496 386 9 35 26 63 〇 〇 1 〇 386 79 465 9 2.1

8,76 0 5,4 4 7 9 4.8 145 2.5 〇 110 4 3 〇 5,4 4 7 2,813 8,2 60 8 8.6

(16,76¢ (11,381) (9 6.2) ©8め @•4) (〇) (110) '(4 7) (〇) (12,570 ¢.129) (17,70¢ ©3.1)

10,520 6,7 7 0 7 6.3 1,680 1 95 〇 51 10 9 〇 7,036 1,395 8,4 31 7 9.3

4183 1,830 5 6.2 1,404 4 3.1 〇 5 1 6 〇 2258 783 3,。 41 5 9.9

429 179 98.9 1 05 〇 1 〇 〇 452 187 639 6 6.5

く 4,61少[2,009> <5 8.5> く1,405> <4 0.9> < 〇> < 6> < 16> < 0>C2,710> <970> <3,680> <60S>

3,010 2,10 8 9 79 45 2.1 〇 〇 〇 〇 2,7 0 6 1,3 41 4,04 7 9 7.8

76 34 7 08 14 2 92 〇 〇 〇 〇 34 1 2 46 6 42

38 20 74.1 7 2 5.9 〇 〇 〇 〇 20 8 28 5 5.6

73 32 8 0.0 8 2 0.0 〇 〇 〇 〇 ,32 18 50 8 0.0
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蓄養以外の9内訳

海区
即日採卵採卵場

使用率

西
前 前時 時

部 (1,5 6¢(〇) 14,314)(16,224) Q 9,374 &5,590 (4,015)(西部計)

本年度 8 2,4 7 510 5,204 9,919 10.6 9039 3,56 9 198,773 272 21,3 22

海区計
前年度 〇 31,7 81 21.3 1,3 3 3 116,081149,195 140,587 37,84 9

日

本

蓄養 

不能

尾

2

尾

3

尾

2

尾

〇

尾

〇

有尾

1

捕獲

試験 

控除 使用
尾数

亀

〇

水 系

捕 蓄

@.6)

289,782

増 幌 増 幌 1 2 3 〇 〇 〇 1 〇
-- -

〇

天 塩 天 塩 2 4,151 4 2,737 6 6B88 〇 〇 〇 2,97 9 21,1 72 7013

中 川 753 1474 2,22 7 〇 38 5.0 134 581 197

美 深 10,259 1 2350 2 2,6 09 〇 9,615 9 3.7 644 〇 〇

北
く小計> <35,16»@6561> <$1,72> < 〇> <9,653> (2 7.¢ (3,7 57) <1,75¢* く7,8 ゆ

遠 別 遠 別 2,9 76 4,80 7 7,7 83 〇 〇 〇 562 2,4 14 1,3 75

風連別 風連別 26 38 64 〇 8 3 0.8 9 9 5

築 別 築 別 12 2 14 〇 〇 〇 12 〇 〇

羽 幌 羽 幌 〇 〇 〇

古丹別 古丹別 3 8 11 〇 〇 〇 〇 3 8

部 小平藥 小平藥 8 12 20 〇 1 1 25 5 2 5

信 砂 信 砂 840 1,17 3 2,013 〇 〇 〇 23 817 338

箸 別 箸 別 36 5 1 87 〇 〇 〇 〇 36 0

暑寒別 暑寒別 8,3 13 1 0,662 18,975 〇 294 3.5 89 7 7,12 2 2,046

(北部計) (4 7,37 8) (73,316) Q 20,69④ (〇) (9,9 5 6) (21Q) (526¢ (3 2,156) [1,5 8^

浜 益 浜 益 226 174 400 〇 11 4.9 30 185 143

序 田 厚 田 908 1,01 0 1,918 〇 115 12.7 〇 793 722

中 石 狩 西 越 L 0 9,3 0 5 159,997 269,3 0 2 18 6,18 3 5.7 〇 103,104 2 0,222

豊 平 609 707 1,316 〇 〇 〇 .58 551 156

く小計> <09314> <j60,70j>迁70,61$> < 18> く6,184 < 5食 < 5^><jO3,655>00,37

余 市 余 市 629 913 1,5 42 〇 357 5 6.8 1 271 〇

古 平 古 平 54 1 789 1,3 3 0 〇 〇 〇 〇 541 3

部 美 国 美 国 75 74 149 〇 〇 〇 〇 75 72

積 丹 積 丹 106 123 229 〇 〇 〇 3 103 123

(中部計) [12,39。 (163,78う (276.18可 (18) (6,6 66) 例 物 [05,623)
(21,441)

--- -

南 古 宇 古 宇 425 620 1,。 4 5 〇 139 32.7 50 236 25〇

部 盃 盃 62 44 106 〇 〇 〇 7 55 44
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蓄養 2 親魚 内訳
使用親魚数

総 

使 

用 

率

催熟 催熟率 斃死 斃死率

そ7 の 他

計
調査

試験
老魚 未熟 逃逸 9 6 計

尾 尾 両 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 侈)

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

(18,32¢ (1 0,9 7 3) (7 6.7) (315 9) (2 2.1) (〇) (5 7) ¢2¢ (〇) (12,53¢ (3,7 4 4) (16,282) (7 73)

103,79 7 74,051 8 9.8 8,。 7 0 9.8 〇 167 172 15 8 3,9 7 0 24,424 108,394 9 0.0

153,9 3 0 108,461 9 3.4 7,2 4 2 62 47 31 114 186 140,242 4 5,3,41 185,583 9 4.0

〇 〇 — 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28,785 16,。 35 7 5.7 4,85 0 2 29 〇 〇 287 〇 1 6,。 3 5 4,1 04 20,13 9 66.4

778 566 9 7.4 1 5 2.6 〇 〇 〇 〇 604 197 801 80.2

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 9,61 5 2,8 80 1 2,495 9 3.7

<29,563> く 16,60f> <7 6.3> く4,8 6 公 < 2 2.4> く 〇) < 〇二 <287> <〇>36,254> <7,181> <33,435> <7i-7>

3,789 226 6 9 3.9 61 25 〇 72 15 〇 2,2 6 6 814 3,080 7 6.1

14 〇 〇 3 3 33 〇 〇 〇 6 8 7 15 3 OB

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 〇 〇 3 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 1 5 0.0 1 5 0.0 〇 〇 〇 〇 2 4 6 2 5.0

1J55 787 9 6.3 17 2.1 〇 13 〇 〇 787 296 1,083 9 3.7

〇 31 8 6.1 5 139 〇 〇 〇 〇 31 15 46 8 6.1

9,16 8 5,9 3 2 8 3.3 912 1 23 〇 46 232 〇 6.22 6 1,9 5 2 8,17 8 7 4.9

@3,74 9 (2 5,6 1 (7 9.7) (5,8 6 7) 〇82) (〇) (131) <>34) (6) (3 5,574) 冬〇26以 4 5,843 (7 51)

328 111 6 4.9 74 4 33 〇 〇 〇 〇 122 83 205 5 4.0

1,515 674 8 5.0 47 5.9 ’〇 57 13 〇 789 520 1,309 8 69

123,326 8 2337 80.3 1 9,5 6 7 1 9.6 4 696 〇 〇 8 9,02 0 18250 107,270 815

707 536 9 7.3 〇 〇 〇 1 5 〇 〇 536 98 634 8 8.0

<124,03» <83,373> <8 0.4> く 19,56 く18り < 4) <711> < 〇 < 〇> C89,55 48,34£> <1〇7,9〇4> <814>

271 213 7 8.6 58 21.4 〇 〇 〇 〇 570 278 848 9 0.6

5 44 456 8 4.3 85 15.7 〇 〇 〇 〇 456 169 625 8 43

147 51 6 8.0 13 1 73 〇 7 〇 4 51 39 90 6 8.0

226 93 9 0.3 7 6.8 〇 1 〇 2 93 106 199 8 7.7

¢27,064) (84,9 71) (8 0.4) (1 9,8 5 1) (18.8) (4) (778) (13) (6) (91,637) 09,54 力 (111,18 う (81-5)

486 226 9 58 1 〇 42 〇 〇 〇 〇 365 160 525 8 5.9

99 53 9 6.4 2 3.6 〇 〇 〇 〇 53 15 68 8 55



捕 獲
捕 獲 数 蓄養以外の?内訳 蓄養

海区 水 系

採卵場
計

試験 即日採卵 蓄養
8

控除 使用 
尾数

使用率 不能
2

尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾
野 束 再 束 22 24 46 〇 〇 〇 2 20 24

尻 別 名 駒 侦54 1,48 8 3,04 2 〇 560 3 6.0 312 682 970

朱 太 朱 太 1,。 7 2 744 13 16 〇 92 8.6 〇 980 698

南 泊 泊 11 3 161 2 74 〇 9 8.0 3 10 1 149

0
利 別 冷 水 744 854 1,598 〇 744 100.0 〇 〇 〇

相 沼内 相沼内 870 1,6 2 9 2,4 9 9 〇 30 34 57 783 463

突 符 突 符 35 61 96 〇 8 22.9 7 20 33

厚 沢部 厚沢部 5,5 3 7 10,07 3 1 5,61 〇 〇 314 5.7 1 5,2 2 2 2,720

天 の 天 の 468 597 1,。 6 5 〇 〇 〇 〇 468 392

石 崎 石 崎 51 103 154 〇 〇 〇 〇 51 混!
65

釣 懸 釣 懸 16 5 21 〇 5 3 13 6 5 4

大 鴨津 大鴨津 80 146 226 〇 〇 〇 5 75 81

本
洋 小 鴨津 小鴨津 270 350 620 〇 〇 〇 40 230 193

茂 草 茂 草 22 37 59 〇 〇 〇 8 14 17

及 部 及 部 1,2 2 3 2,6 6 7 339 0 〇 725 5 9.3 211 287 202

(南部計) (12,564) (19,603) @ 2,1 6 7) (〇) (2,6 2¢ ©〇9) (709) (9,22 9) (6,30^

海 区計
本年度

前年度

172,341 256.706 429,047 18 19,24 8 11.2 6,。 6 7 147,008 3 9,333

104,099 136,143 240,242 〇 12025 12.1 4,25 3 8 7,221 1 5,1 33

ノレ サ ノレ サ 231 189 420 〇 137 5 9.3 9 85 57

サ シルイ サシルイ 358 249 607 〇 100 2 7.9 37 221 120

羅
知 徒来 知徒来 63 54 11 7 〇 47 7 4.6 4 12 17

根 羅 臼 羅 臼 1,227 919 2,146 〇 803 6 5.4 56 368 239

臼 松 法 松 法 32 7 39 〇 26 81.3 1 5 〇

地 伶春刈古丹 ポ萄咕丹 150 117 267 〇 102 6 8.0 14 34 20

区
春刈古丹 春刈古丹 64 1 471 1,112 〇 410 6 4.0 31 200 144

陸 志別 陸志別 395 223 618 〇 274 6 9.4 16 105 61

植 別 植 別 588 359 947 〇 1 76 2 9.9 4 408 253

室 羅臼地区計 (3,6 8¢ (2388) (627 3) (〇) (2,。 7 5) (5 6.3) 〇72) 0,43 8)

標

津

元崎無異 元崎無異 631 299 930 〇 129 20.4 〇 502 204

崎 無異 崎無異 1,018 725 1,7 4 3 〇 383 3 7.6 1 634 464

薫 別 薫 別 2 8,957 3 5,071 6 4,。 28 〇 1,5 19 5.5 785 2 6,58 1 6.214
------

数
蓄養 9 親魚 内訳

使用親魚数
$

そ の 他 総 

使 

用 

率
計

催熟 催熟率 斃死 斃死率 調査

試験
老魚 未熟 逃逸 9 6 計

尾 尾 例 尾 W 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 (%
44 13 6 5.0 4 2 0.0 〇 3 〇 〇 13 16 29 5 9.1

1,6 5 2 664 9 7.4 6 09 〇 12 〇 〇 1,224 404 1,6 2 8 7 8.8

1,6 7 8 923 9 3.7 8 03 〇 34 〇 15 1,015 490 1,5 05 9 4.7

250 74 7 33 15 14.9 〇 9 〇 3 83 44 127 7 35

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 744 416 1,16 0 10 0.0

1,2 4 6 716 9 1.4 41 5.2 〇 24 2 〇 746 442 1,188 8 5.7

53 17 8 5.0 3 15.0 〇 〇 〇 〇 25 35 60 71.4

7,9 4 2 4,9 7 9 9 53 83 1.6 〇 85 75 〇 5,29 3 2,7 89 8,082 9 5.6

860 346 7 3.9 104 2 2.2 〇 〇 18 〇 346 229 575 7 39

116 11 21.6 40 7 8.4 〇 〇 〇 〇 11 9 20 21.6

9 5 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10 3 13 6 25

156 67 8 9.3 6 8.0 〇 2 〇 〇 67 65 132 8 3.8

423 205 8 9.1 25 1 0.9 〇 〇 〇 〇 205 147 352 7 59

31 8 5 7.1 2 14.3 〇 2 2 〇 8 13 21 4 4.4

489 242 8 4.3 6 2.1 〇 20 19 〇 967 480 1,44 7 7 9.1

(15,5 34) (8,5 49) @2© ^55) (3¢ (〇) (191) (116) (18) Q 1,175 $,757) 16932 (89.0)

186,341 119,138 81.0 26,073 17.7 4 1,10 0 663 30 138,386 3 5,569 173955 8 0.3

102,354 5 9,343 6 8.0 2 7,33 5 3 1.3 2 483 58 〇 71,968 17,447 89,415 6 9.1

142 75 8 8.2 2 2.4 〇 6 2 〇 212 73 285 91.8

341 1 97 8 9.1 5 2.3 〇 14 5 〇 29 7 1 02 399 8 3.0

29 12 10 0.0 〇 〇 , 〇 〇 〇 〇 59 22 8 1 9 3.7

607 326 8 8.6 15 4.1 〇 20 ノ 7 〇 1,129 368 1,497 92.0

5 5 1 0 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 31 5 36 9 69

54 31 91.2 1 29 〇 2 〇 〇 133 46 179 88.7

344 183 9 1.5 2 1.0 〇 13 2 〇 593 197 790 9 2.5

166 94 8 9.5 2 1.9 〇 8 1 〇 368 110 478 9 32

661 400 9 8.0 7 1.7 〇 1 〇 〇 576 90 666 9 8.0

(234 9)
■～～--～一

(1,3 2 3) @2.り (34) (24) (〇) (6 4) (17) (〇) (3,3 9¢ 0,013) (4,4 11) (922)

706 500 9 9.6 2 0.4 〇 〇 〇 〇 629 43 672 9 9.7

1,098 616 9 72 18 23 〇 〇 〇 〇 999 374 1,3 73 9 81

32,79 5 2 5,036 94.2 633 2.4 〇 384 528 〇 2 6,627 7,5 5 7 34184 9 2.0

—150 — —151—



捕 獲
捕 獲 数 蓄養以外の9内訳 蓄養

海区 水 系

採卵場
9 6 計

試験 即日採卵 蓄養

控除 用
数 

使
尾 使用率 不能

9

古多糠 古多糠
尾

398

尾
285

尾
683

尾
〇

尾
125

侈)
31.4

尾
〇

尾
273

眞

178

標
忠 類 忠 類 1215 1,504 2,719 〇 48 4.0 36 1,131 818

津
伊茶仁 伊茶仁 11,60 2 94 5 2 21,054 〇 30 0.3 〇 11^72 2033

標 津 標 津 6 3,61 2 7 5,627 139,23 9 〇 33 0.1 〇 5 1389 11,766

地
※く北見輸送分> 1 2,19 0 1,000

根 区 く小計>•$3,612>商5E2t> <39,23 < 〇> <33> <〇!> < 〇>@3,57 り<32,76©

(標津地区計) 007,433 Q 22,963 (230,39¢ (〇) (23 3 9) (2-2) ^22) (104,27分 (22,6 77)

茶志骨 茶志骨 133 101 234 〇 4 3.0 〇 129 87

当 幌 当 幌 1 7,5 7 4 2 5,805 4 3,37 9 〇 60 1 3.4 〇 16973 7,57 5

春 別 春 別 2,3 5 3 2,。 4 8 4,4 01 〇 〇 〇 〇 2,3 5 3 1,732

南 床 丹 床 丹 3,19 2 3,10 6 6,298 〇 244 7.6 〇 2,9 4 8 1,89 6

西 別 西 別 3 0,5 2 8 3 1,786 6 2,3 1 4 〇 1,161 3.8 62 29,3 0 5 11,654

矢臼別 矢臼別 509 586 1,。 9 5 〇 〇 〇 〇 509 156

風 蓮 風 蓮 9,191 10,750 1 99 41 〇 〇 〇 〇 9,191 2857

別当賀 別当賀 9,77 4 11,005 2 0,7 7 9 〇 〇 〇 〇 9,7 7 4 3369

温根別 温根別 539 529 1,。 6 8 〇 〇 〇 〇 539 441

穂 香 穂 香 124 121 245 〇 〇 〇 6 11 8 114

室 部 コタンケシ コタンケシ 4 4 8 〇 〇 〇 〇 4 4

ノッカマップ ノッカマップ 16 15 31 〇 〇 〇 〇 1 6 15

トームポロ 卜T厶ポロ 20 24 44 〇 〇 〇 〇 20 24

(南部計) ぐ3«9 5の (8 5,88 0) Q59,837) (〇) (2,010) @.7) (6 8) (7 1,879) (^9,924)

海区計
本年度

前年度

185,075

200,800

211,431

220,649

396,506

421,449

〇

40

6,42 4

3 1,。 50

35

15.5

1,。 6 2

25 2 6

177,589

167,184

53,512

47467

ホロニタイ ホロニタイ 27 18 45 〇 〇 〇 〇 27 18

え 東 初田牛 初田牛 21 16 37 〇 〇 〇 〇 21 16

り
幌 戸 幌 戸 1,418 1363 2,7 81 〇 〇 〇 6 1,412 733

も
新 川 新 川 61 61 122 〇 1 1.6 〇 60 61

藻散布 藻散布 42 41 83 〇 〇 〇 2 40 36

以
別寒辺牛 厚 岸 973 809 1,7 8 2 〇 〇 〇 〇 973 213

東 部 チョロベッ チョロベッ 112 114 226 〇 〇 〇 〇 112 !〇5

釧 路 釧 路 37,702 3 8,933 76.635 〇 145 0.4 296 3 7,26 1
10,856 

—

※ 北見支場管内へ親魚輸送し蓄養・採师したもの
—152 —
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蓄養 早 親魚 内訳
使用翘魚数教

そ の 他 総 

使 

用 

率
計

催熟 催熟率 斃死 斃死率 調査 

試験
老魚 未熟 逃逸 $ も 計

尾
451

尾
237

W

8 6.8

尾
18 6.6

尾 
〇

尾
〇

尾 
〇

尾
18

尾
362

尾 
〇

尾
362

例)
91.0

1,9 4 9 1,021 9 03 110 9.7 〇 〇 〇 〇 1,。 6 9 779 1,84 8 8 8.0

13,605 10,980 9 4.9 592 5.1 〇 〇 〇 〇 11,010 1,9 2 2 1 2,9 3 2 9 4.9

63,15 5 4 8,829 9 5.0 2,12 5 4.1 〇 198 237 〇 4 8,8 6 2 1 2,5 3 0 61,39 2 9 5.0

13,190 11,799 9 6.8 391 32 〇 〇 〇 〇 11,799 936 12,73 5 96.8

56,345><§0^28> <9 5.4> <2,51〇 <4.〇> <〇> <19 8>く 12 37> <〇> <60,66>ぐ3,46唐><74,12t> <9 5.4う

(126,&49) (9 9,。 1 8) (9 5.0) (3,889) (3-7) (〇) (5 82) (765) (18) (101,350 (24,141) 125,498) @4③

216 117 9 0.7 12 9.3 〇 〇 〇 〇 121 17 138 91.0

24,5 4 8 1 6,77 3 9 8.8 200 1.8 〇 〇 〇 〇 17,374 7,429 2 4803 9 8.9

4,085 2,317 9 8.5 36 1.5 〇 〇 〇 〇 2,317 1,6 9 7 4,。 14 9 8.5

4,8 4 4 2,9 0 8 9 8.6 40 1.4 〇 〇 〇 〇 3,15 2 2,。 0 3 5,15 5 9 8.7

40,9 5 9 2 8,5 3 9 9 7.4 756 2.6 〇 〇 10 〇 29,7 00 7,621 3 7,3 2 1 9 7.3

665 489 9 6.1 20 3.9 〇 〇 〇 〇 489 109 598 9 6.1

12,04 8 8,7 5 0 9 52 441 4B 〇 〇 〇 〇 8,7 5 0 2,610 11,3 6 0 9 5.2

1314 3 9,4 6 2 9 63 102 1.0 〇 35 1 75 〇 9,4 6 2 3,3 0 4 12,766 9 6.8

980 492 9 1.3 42 7.8 〇 3 2 〇 492 396 888 91.3

232 104 88.1 12 102 〇 〇 〇 2 104 1 06 210 839

8 4 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 4 4 8 10 0.0

31 15 9 3.8 1 〇 〇 〇 〇 〇 15 13 28 9 3.8

44 20 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 24 44 10 0.0

(101803)
9,9 9 〇) (9 7.4) (1,6 6 2) (2-3) (〇) 即) ¢2) (7 2,。 0 〇) (25,333) (9 7^3 3) (9 7.4)

231,101 170,331 9 5.9 5,5 85 3.1 〇 684 969 〇 176,755 5 0,487 227,242 9 5.5

214,651 153,363 9 1.7 12,424 7.4 20 452 925 20 184,413 5 9591 244,004 91.9

45 23 8 5.2 4 148 〇 〇 〇 〇 23 15 38 8 5.2

37 19 9 05 2 95 〇 〇 〇 〇 19 1 3 32 9 05

2,14 5 1,239 8 7.5 173 123 〇 〇 〇 〇 1,2 3 9 461 1,7 0 0 8 7.4

121 49 81.7 11 18.3 〇 〇 〇 〇 50 40 90 8 2.0

76 21 5 25 14 3 5.0 〇 1 〇 4 21 23 44 5 0.0

1,186 964 9 9.1 9 05 〇 〇 〇 〇 964 187 1,151 9 9.1

217 97 8 6.7 15 13.7 〇 〇 〇 〇 97 86 183 8 65

48,117 32,81 7 8 8.1 3,780 1 0.1 〇 471 193 〇 3 2,962 9»5 6 2 4 2524 8 7.4



海区 水 系

捕

採

獲

卵場

捕 獲 数 蓄養以外の?内訳 蓄養

計
試験

控除

即日採卵
蓄養

不能
$

■-—

$用
数

使
尾 使用率

尾 尾 尾 尾 尾 (%) 尾 尾 ヽ

阿 寒 阿 寒 115 84 199 〇 〇 〇 4 111 〇
東

庶 路 庶 路 1,49 5 15 9 7 3,09 2 〇 〇 〇 23 1,4 7 2 312

部
茶 路 茶 路 2J9 7 1556 3,7 5 3 〇 〇 〇 84 2,113 408

( 東部計 ) (44,16 3) (44,59 2) @8,75 5) (〇) (146) (03) (415) (4 3,60¢ 0 2,758)

え 立 別 立 別 617 399 1,016 〇 8 1.3 16 593 234

厚 内 厚 内 1,。 4 7 478 1,525 〇 273 2 6.1 11 763 441

浦幌十勝 浦 幌 609 356 965 〇 22 3.6 〇 587 238

十 勝 幕 別 2 3,075 2 5,5 29 4 8,604 〇 128 0.6 62 22,885 9,050

り
千 代 田 6 2332 6 2,9 0 9 125241 〇 149 02 581 6 1,6 02 1 65 64

西 利 別 1,10 7 1,260 23 6 7 〇 〇 〇 〇 1,107 495

く刀、計> ^651<>您9,69分<17621少 く 0> く 27か く〇.» <6 4> <$5,594>@6,10 少

出
当 縁 当 縁 50 47 97 〇 37 74.0 〇 13 25

も
歴 舟 歴 舟 1565 1,484 3,。 4 9 〇 775 4 9.5 14 776 819

紋 別 紋 別 64 37 101 〇 4 6.3 3 57 34

小 紋 別 小 紋 別 8 16 24 〇 6 7 5.0 〇 2 6

以
豊 似 豊 似 495 376 871 〇 263 5 3.1 44 188 113

部 野 塚 野 塚 6 8 14 〇 5 8 3.3 1 〇 〇

楽 古 楽 古 594 364 958 〇 279 4 7.0 60 255 180

広 尾 広 尾 1,12 5 766 1,8 91 〇 697 6 2.0 96 332 220

東 調 津 音 調 津 8 5 13 〇 8 10 0.0 〇 〇 〇

猿 留 猿 留 294 320 614 〇 110 3 7.4 28 156 100

( 西部計 ) (9 2,99¢ (9 43 5 4) (187,350) (〇) @,7 6 4) ㈣ @16) (8 9,31 6) (28,519)

本 年 度 137,159 138946 276,105 〇 2,910 2.1 1,3 31 132,918 41277

海 区 計
前 年 度 193,956 284,577 478,533 1 6,64 0 3.4 2,261 185,054 51569

歌 別 歌 別 752 343 1,09 5 〇 526 6 9.9 55 17 1 109

え 日
ア ベヤキ ア ベヤキ 8 5 1 3 〇 7 8 7.5 〇 1 1

り 仁 雁 別 仁 雁 別 323 230 553 〇 43 13.3 〇 280 197

も 幌 満 幌 満 10 21 31 〇 〇 〇 〇 10 18

以
地

様 似 様 似 65 4 1 106 〇 18 2 7.3 15 32 31

西
区 日高幌別 日高幌別 1,4 7 9 1,175 2,6 5 4 〇 1,14 7 77.6 〇 332 195

元 浦 元 浦 河 981 1,133 2,114 1 194 19.8 40 746 434

栽

蓄養 早 親魚内訳
使用親魚数

9 
総 

使 

用 

率

催熟 催熟率 斃死 斃死率

そ の 他

計
調査 

試験
老魚 未熟 逃逸 $ 6 計

尾
111

尾
95

係)
8 5.6

尾
16

侈)
14.4

尾
〇

尾
〇

尾
〇

尾
〇

尾

95

尾 
〇

尾
95

(%)

826

1,784 1,2 3 8 84.1 220 14.9 〇 7 7 〇 1,23 8 259 1,4 9 7 8 28

25 21 1,69 1 8 0.0 422 2 0.0 〇 〇 〇 〇 1,6 91 382 2,。 7 3 7 7.0

66,36 〇) (3 8,253) (87.7) (4,6 6 6) (122) (〇) 仞9 @0り ⑷ (38,399) (11,02¢ (49,42 7) (8 65)

827 558 9 4.1 33 5.9 〇 〇 2 〇 566 217 783 91.7

1,204 762 9 99 〇 〇 〇 〇 〇 1 1,03 5 430 1,4 6 5 9 8.9

825 526 8 9.6 51 8.7 〇 4 6 〇 548 145 6 93 9 0.0

31,935 2 1,7 8 4 9 52 1,101 43 〇 〇 〇 〇 2 1,9 1 2 8,8 73 3 0,785 9 5.0

78,16 6 59,598 9 6.7 2,。 04 3.3 〇 〇 〇 〇 5 9,7 4 7 16,9 61 7 6.708 9 59

1,6 0 2 1,06 4 9 6.1 〇 〇 〇 〇 43 〇 1,064 495 1,559 9 6.1

<511,70B>禅 2,44$> <9 63> く 3,10う <34> < 〇> < 0> <4 3> < 〇>く82,72僉<26,32〇><!〇9〇52> (9 5.¢

38 13 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50 25 75 10 0.0

1,59 5 707 9 1.0 68 8.8 〇 1 〇 〇 1,4 8 2 1,。 88 2,5 7 0 9 4.7

91 56 9 82 1 1.8 〇 〇 〇 〇 60 26 86 9 3.8

8 2 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 7 1 5 10 0.0

301 178 9 4.7 6 32 〇 1 3 〇 441 184 625 8 9.1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 5 4 9 8 33

435 237 9 29 11 43 〇 2 5 〇 516 229 745 8 69

552 305 91.9 21 6.3 〇 1 5 〇 1,002 399 1,401 89.1

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 5 13 10 0.0

256 139 8 9.1 〇 〇 ・〇 14 3 〇 249 96 345 8 4.5

¢17,835) (85,929； (9 62) @29今 (荷) 仞 (2す 啊 ① (88,6 9 3) (29,184) (117,877) (9 5.4)

174,195 124,182 9 3.4 7,962 6.0 〇 502 267 5 127,092 4 0,212 167,304 9 2.7

236623 158333 8 5.8 2 5,5 1 7 13.8 〇 529 152 23 165,473 4 9,40 9 214,882 8 5.3

280 1 60 9 3.6 5 2.9 〇 4 2 〇 686 187 873 912

2 1 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 4 1 2 10 0.0

477 263 9 3.9 17 6.1 〇 〇 〇 〇 306 42 348 9 4.7

28 10 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10 2 12 10 0.0

63 1 7 5 31 15 4 6.9 〇 〇 〇 〇 35 19 54 5 3.8

527 302 91.0 30 9.0 〇 〇 〇 〇 1,4.4 9 474 1,9 23 9 8.0

[1,180
703 9 4.2 35 4.7 2 〇 6 〇 897 314 1,211 91.4

—154 —— —155 —



—156 —

柚 獲
捕獲 数 蓄養以外の9内訳 蓄養

海区 水 系

採卵場
3 計

試験 即日採卵 蓄養
$

控除 用
数 

使
尾 使用率 不能

尾 尾 尾 尾 尾 (%) 尾 尾 S

日
•— 石 一 石 595 563 1158 〇 269 4 5.2 28 298 122

高
静 内 静 内 2306 4,14 8 6,954 〇 322 11.5 353 2,131 503

地
新 冠 新 冠 1,9 66 2,69 8 4,6 64 〇 371 18.9 237 1,35 8 437

区
沙 流 富 川 2,468 2425 4,8 9 3 〇 〇 〇 160 2308 778

( 日 局地区 計 ) $ 1,453) (1 2,7 8 2) @423 分 ⑴ (2,8 9 7) (^5.3) @8。 (7,6 6 7) ¢,825)

鵡 川 鵡 川 2,88 3 2,63 3 5516 〇 482 1 6.7 140 2,2 61 1,992

え 胆 錦 多 峰 錦 多 1咋 52 35 87 〇 33 6 4.5 5 14 9

振
社 台 社 台 180 88 268 〇 163 9 0.6 〇 17 7

地
白 老 白 老 4,04 9 2,4 5 5 65 0 4 〇 1,6 23 4 0.1 98 2,3 28 553

敷 生 敷 生 752 975 1,7 27 〇 271 3 6.0 1 480 210

り

区
ア ョ ロ ア ョ ロ 37 15 52 〇 5 13.5 3 29 11

( 胆 振地区 計 ) ^,95 3) (6201) $4,15-¢ (〇) (2,5 7 7) @2.4) S (5,12 9) ¢,782)

長 流 長 流 1 89 1 33 322 〇 105 5 5.6 2 82 118

貫 気 別 貫 気 別 98 72 170 〇 49 5 0.0 4 45 29

礼 文 華 礼 文 華 31 24 55 〇 23 7 42 4 4 〇

も 噴 長 万 部 長 万 部 472 396 868 〇 214 4 5.3 1 257 266

火 国 縫 国 縫 381 404 785 〇 31 8.1 〇 350 371

湾
遊 楽 部 第 1 4,068 2,818 6,8 86 2 1,7 3 3 4 2.6 461 1,872 549

第 2 5,64 5 8,6 4 2 14287 〇 3,7 06 6 5.7 1,7 74 165 196

以
地

<d 計> <9,713><11,46¢<$1,173/ < $> く5,4 3 り く5 6.0><223 5><2,。 3 う <74 5>

区 野 田 追 野 田 追 70 110 180 〇 16 2 2.9 8 46 56

落 部 落 部 1367 1,。 3 5 2,402 〇 145 10.6 〇 1,222 916

鳥 崎 鳥 崎 7,。 55 5,3 8 7 1 2,442 〇 5,9 5 3 8 44 1,06 7 35 32

西
尾 白 内 尾 S 内 3,843 29 0 6 6,74 9 〇 23 6 7 7 4.6 484 492 239

(噴火湾地区計 ) (2 32 1 9) (21,927) (4 5,14¢ ⑵ (14,842) @3.9) 細0。 057の @77^

鹿 部 鹿 部 14 11 2 5 〇 12 8 5.7 1 1 9

道 常 呂 常 呂 1 35 132 267 〇 107 7 9.3 9 19 126

南 磯 谷 磯 谷 7 13 20 〇 3 4 2.9 〇 4 7

地 大 船 大 船 398 291 689 〇 123 3 09 4 271 187

区 川 汲 川 汲 17 13 30 〇 〇 〇 1 16 ］〇

矢 尻 矢 尻 131 73 204 〇 10 7.6 22 99 67
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蓄養 早 親魚 内訳
徊FR如必 格 2

そ の 他
1* E河尽K

総 

使 

用 

率
計

催熟 催熟率 斃死 斃死率
調査

試験
老魚 未熟 逃逸 9 6 計

尾

420

尾

287

W

9 6.3

尾

11

㈣

3.7

尾

〇

尾 

〇

尾

〇

尾 

〇

尾

556

尾

1 84

尾

740

(%:

9 3.4

2,6 3 4 2,119 9 9.4 12 0.6 〇 〇 〇 〇 2,4 41 479 2,9 20 8 7.0

1,7 9 5 1,265 9 3.2 93 6.8 〇 〇 〇 〇 1,6 3 6 519 2,155 8 3.2

3,08 6 2,2 2 7 9 65 81 3.5 〇 〇 〇 〇 2227 762 2,9 8 9 9 0.2

(10,49 2) (7,3 5 4) @5.分 ¢9¢ 狗 (2) ④ (8) (〇) (10,251) (2,98¢ 〔32 3 7) (8 9.5)

42 5 3 1,767 7 82 217 9.6 〇 12 265 〇 2249 897 3,1 46 7 8.0

23 14 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47 20 67 9 0.4

24 17 100.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 180 87 267 10 0.0

2,8 81 2,10 2 9 0.3 157 6.7 〇 33 36 〇 3,7 2 5 1,1 29 48 54 9 2.0

690 425 8 8.5 29 6.0 〇 13 13 〇 696 372 1,。 6 8 9 2.6

40 29 1 0 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 34 14 48 9 1.9

(7,9 11) 0,3 5 め (8 4.9) (4〇3) (7.9) (〇) 68) (3 14) (〇) (6,9 31) (2,519) 9,4 5 0 (87.1)

200 81 9 8.8 1 02 〇 〇 〇 〇 186 111 297 9 8.4

74 28 6 2.2 8 17.8 〇 3 3 3 77 55 132 7 8.6

4 4 1 0 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 27 20 47 8 7.1

523 222 8 5.4 4 1.6 〇 8 23 〇 436 154 590 9 2.4

721 280 8 0.3 1 0.3 〇 4 65 〇 311 147 458 81.6

2,421 1,8 6 5 9 9.6 7 0.4 〇 〇 〇 〇 3,598 1,120 4,718 8 8.4

361 162 9 82 3 1.8 〇 〇 〇 〇 3,868 1,785 5,6 5 3 6 8.5

<2,782> <2,。 2 > <9 9.¢ <1〇> <〇5> < 〇> < 〇メ く 〇> < 〇>く 7,4 6 分<2,9 〇 5> 00371> <7 6.9>

102 46 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 62 61 123 8 8.6

2,13 8 1,2 2 2 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1367 828 2,195 10 0.0

67 34 9 7.1 1 2.9 〇 〇 〇 〇 5,9 8 7 2,2 4 9 82 3 6 84.9

731 486 9 8.8 6 1.2 〇 〇 〇 〇 3,3 5 3 1,226 4,5 7 9 8 72

_(7,34 2) 0,4 3 0 (9 6.¢ (31) @7) (〇) (91) (3) (19,272) (7,7 5 6) (27,028) (8 3.0)

10 1 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13 9 22 9 2.9

145 14 7 3.7 5 2 63 〇 〇 〇 〇 121 66 187 8 9.6

11 4 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 10 17 10 0.0

458 256 9 45 〇 〇 〇 15 〇 〇 379 212 591 9 52

26 14 8 7.5 〇 〇 〇 2 〇 〇 14 10 24 8 2.4

166 50 5 0.5 9 9.1 〇 〇 30 10 60 38 98 4 5.8



海区 水 系

捕

採

獲

卵場

捕 獲 数 蓄養以外の$内訳 蓄養

計
試験

控除

即日採卵 蓄養

不能
$

-—

8使用 
尾薮 使用率

尻
i /1. 内 尻 岸 内

尾
2E3 9

尾
3,405

尾
6.04 4

尾
〇

尾
1,660

侈)
6 2.9

尾
418

尾
561

直

416

原 木 原 木 768 489 1257 〇 258 3 3.6 70 440 228

え 道
汐

松

泊

倉

汐

松

泊

倉

4,78 9

13

5,9 61

108

10,75 0

121

〇

〇

2,988

10

62.4

76.9

661

3

1,140

〇

735

〇

り
大 野 大 野 185 380 565 〇 129 6 9.7 40 16 〇

戸 切 地 戸 切 地 2,919 3,17 7 6.。 9 6 〇 2,1 5 7 7 3.9 186 576 84

も
茂 辺 地 茂 辺 地 2 6,050 43,16 1 6 9N11 〇 2 3360 8 9.7 2,9 6 0 〇 〇

大 当 別 大 当 別 566 1,3 4 8 19 14 〇 352 62.2 46 168 86

以 南
亀 川 亀 川 3,6 6 4 3,15 6 6.8 20 〇 S 8 1 4.9 43 3,440 1,579

知 内 知 内 9,4 50 11,157 2 0,6 0 7 〇 3,6 0 8 3 82 455 5,387 2,978

西
福 島 福 島 1935 4,015 5,9 50 〇 969 5 0.1 168 798 422

( 道 南地区 計 ) (5 3,680) (7 6.890) (130,570) (〇) (3 5,927) (6 6.9) (4317) (129 36) (6534)

海区 計
本 年 度 9 6,30 5 117300 214,105 3 5 6243 5 8.4 9,7 5 7 30,302 15,313

前 年 度 91,112 94939 186,051 11 45,812 5 0.3 11,31 4 3 3975 15,201

全道計

本年度 68 4,449 830,087 1,514,536 293 9 4,744 1 3.8 1 9,11 6 570,292 170,757

前年度 739,162 876895 1,616,057 52 127,908 1 7.3 21,687 589,515 167219
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計

蓄養 9 親魚 内訳
使用親魚数

9 
総 

使 

用 

率

催熟 催熟率 斃死 斃死率

そ C〇 他

調査

試験
老魚 未熟 逃逸 $ 8 君

一尾

977
尾

561

(%)

10 0.0
尾

〇

侈)

〇

尾

〇

尾

〇
尾
〇

尾
〇

尾
2,2 21

尾 
1,。 2 8

尾
3249 8 4.2

668 364 8 2.7 16 3.6 〇 23 37 〇 622 369 991 81.0

1,87 5 824 7 23 316 2 7.7 〇 〇 〇 〇 3,812 3262 7,。 74 7 9.6

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 10 〇 10 7 6.9

16 14 8 7.5 〇 〇 〇 2 〇 〇 143 91 234 7 7.2

660 464 8 0.6 31 5.4 〇 81 〇 〇 2,6 21 863 3,4 84 8 9.8

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2 3,360 12,170 3 5,5 3 0 8 9.7

254 167 9 9.4 〇 〇 〇 1 〇 〇 519 211 730 91.7

5,019 3,4 3 5 9 99 〇 〇 〇 5 〇 〇 3,616 1,6 88 53 0 4 9 8.7

8,3 65 5,17 7 9 6.1 32 0.6 〇 125 53 〇 8,78 5 3,4 5 8 1 2243 9 3.0

1220 739 9 2.6 1 0.1 〇 55 3 〇 1,7 08 727 2,4 35 8 8.3

(19,870) (1 2,。 84) (9 3.4) (4I〇) (3-2) (0) «09) ¢23) (10) (4 8,011)(24,212) (7 2223) (8 9.4)

45,61 5 2 8,222 9 3.1 1,14 3 38 2 386 536 13 84,4 6 5 3 7,4 7 3 121,938 8 7.7

49,17 6 29,089 8 5.6 3,8 5 5 11.3 9 276 513 233 7 4,901 30,150 105,051 82.2

741,049 515,924 9 05 48,833 8.6 6 2339 2,6 0 7 83 610,668 188465 798,833 8 93

756,734 509,089 8 6.4 7 6,37 3 12.9 78 , 1,7 71 1,7 6 2 442 636,997 201938 838,935 8 62
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第2表 昭和58年度さくらます親魚蓄養成績

※下苗太路•増幌・大鴨津•小鴨津・茂草の5河川(保護水面)は算定放流のため捕獲数の合計には含方

—ゝ

捕 獲
捕 獲 数 蓄養以外の?内訳 蓄!

海区 水 系 ---
採卵場

$ 計
試験 即日採卵 蓄養

$
控除 用

数 
使
尾 使用率 不能

8

岩尾別 岩 尾 別
尾
〇

尾
〇

尾 
〇

尾 尾 (%) 尾 尾

—

東 遠音別 遠 音 別 3 3 6 〇 〇 〇 〇 3 3

斜 里 斜 里 1,241 883 2,124 6 〇 〇 〇 1,23 5 879

才 部 止 別 止 別 462 140 602 〇 〇 〇 〇 "風 140

'—/ ( 東部計 ) (1,7 0 6) (1,。 26) (2,7 3 2) (6) (〇) (〇) (〇) (1.70 0)((1,02^

ホ 〇 

中 

部

興 部 興 部 28 4 32 〇 〇 〇 〇 28 4

幌 内 幌 内 20 8 28 〇 〇 〇 〇 20 8
1

( 中部計 ) Q2) (6〇) (〇) (〇) (〇) 08) (12)

ッ
西

徳志別 

北見幌別

徳志別 

北見幌別

3 12

365

82

112

3 94

477

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

10

31 2

355 108

ク 部 ※下苗太路 下苗太路 < 8> < 6) <14>

( 西部計 ) (677) (19 4) 87 1) (〇) (〇) (〇) (10) @6 7) 厂(190)］

海区 計
本 年 度 2,4 31 1,232 3,6 6 3 6 〇 〇 10 2,415 1,244

前 年 度 955 416 1,37 1 13 〇 〇 4 938 4 11

※増 幌 増 幌 < 2> < 〇> < 2>

天 塩 中 川 〇 〇 〇 — — — — -

北 遠 別 遠 別 〇 〇 〇 — — — — —

0 小平薬 小 平 葉 〇 〇 〇 — — — — — -

信 砂 信 砂 179 160 339 〇 〇 〇 〇 179 160

部 箸 別 箸 別 〇 〇 〇 — 一 — — — -

暑另S別 幣 寒 別 272 305 577 〇 〇 〇 17 255 293

( 北部計 ) 051) @6 5) (?16) (〇) (〇) (〇) a 7) 034)

中 石 狩 西 越 7 23 30 〇 2 2 8.6 〇 丄

部 ( 中部計 ) (7) 加) (3¢ (〇) (2) ©8.6) (〇)

古 宇 古 宇 21 11 32 () 〇 〇 〇 21 11

尻 別 名 駒 670 294 964 〇 11 1.6 6 653 292

本 南 朱 太 朱 太 14 〇 14 〇 〇 〇 〇 14 °

見 市 見 市 8 11 19 〇 〇 〇 〇 8 11

部 ※大 鴨津 大 鴨 津 <164> <14> <17$>

※小 鴨津 小 鴨 津 <26S> く 10 く 28 め・

※茂 草 茂 草 <8t> <2(> <10?> 一

*•
蓄養 辛 親魚 内訳 9

教
そ の 他

仗片I視黒敬
総

使

用

率計
催熟 催熟率 斃死 斃死率 調査

試験
老魚 未熟 逃逸 $ 計

尾 尾 侈) 尾 例) 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾

6 3 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 3 2 5 100.0

2,114 6 91 5 7.4 486 4 0.4 32 〇 〇 26 691 206 897 5 7.4

602 289 6 23 95 20.7 2 〇 〇 76 289 76 365 6 28

(2.72 2) (983； (5 9.0) (581) (3 4.9) (34) (〇) (〇) (102) (983) (284) (1,26 7) (5 9.0)

32 25 8 9.3 3 1 0.7 〇 〇 〇 〇 25 3 28 89.3

28 20 1 0 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 7 27 100.0

㈣ (") @3.8) ⑶ (62) (〇) (〇) (〇) (〇) (4 5) (10) (5 5) (9 3.8)

394 61 1 9.6 190 6 0.9 〇 13 〇 48 61 19 80 1 9.6

463 294 8 2.8 61 172 〇 〇 〇 〇 294 68 362 8 2.8

< 算 定 後 放 流 >

@5り (3 5 5) $32) (251) (3 7.6) (〇) (13) (〇) (48) (35¢ (8 7) (442) (5 2.4)

3,6 3 9 1,383 5 8.1 835 3 5.1 34 13 〇 150 1,383 381 1,7 64 7 7.8

1,34 9 525 5 6.0 366 3 9.0 5 2 6 34 525 292 817 5 5.0

< 算 定 後 放 流 つ

—

339 103 5 7.5 76 4 2.5 〇 〇 〇 〇 103 103 206 5 7.5

548 38 14.9 217 8 5.1 〇 〇 〇 〇 38 18 56 1 4.0

(887) (141) @25) ^93) (6 7.¢ ,(〇) (〇) (〇) (〇) (141) (121) (262) (31.3)

27 4 80.0 1 2 0.0 〇 〇 Z 〇 〇 6 12 18 8 5.7

(2 7) (4) (80.0) ① (20.6) (〇) (〇) (〇) 毎 ⑥ (12) (1¢ (8 5.7)

32 16 7 62 4 19.0 〇 1 〇 〇 16 〇 16 7 62

945 610 9 4.1 31 49 5 7 〇 〇 621 164 785 9 3.4

14 11 7 8.6 3 21.4 〇 〇 〇 〇 11 〇 11 7 8.6

19 8 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 9 17 10 0.0

< 算 定 後 放 流 >

< 算 定 後 放 流 >

<_ 算 定 後 放 流 >
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捕 獲
捕 獲 数 蓄養以外の9内訳 蓄養

海区 水 系

採卵場 試験
即日採用

蓄養
9 6 計

控除 使用 
尾数

使用率 不能
9

日
南

部 (南部計
尾

^13)
尾

(316)
尾 

(1.0 29)
尾

(〇)
尾

(11)

係)

(1.5)
尾

(6)
尾

(69 6)
尾

@14)

本 計
本 年 度 1,171 804 1,975 〇 13 1.1 23 1,13 5 789

冉る
前 年 度 969 503 1,4 7 2 3 32 33 15 919 496

標 標 津 標 津 303 101 404 〇 〇 〇 〇 303 101

津 (標 津地区 計 ) (30 3) «01) 00 4) 仞 (〇) (〇) (〇) ©0 3) (101)

根 当 幌 当 幌 101 63 164 〇 〇 〇 〇 101 63

春 別 春 別 64 23 87 〇 〇 〇 〇 64 23

南 床 丹 床 丹 20 3 23 〇 〇 〇 〇 20 3

西 部 西 別 454 111 565 〇 〇 〇 〇 454 111

矢臼 別 矢 臼 別 103 47 150 〇 〇 〇 〇 103 47

部 風 蓮 風 蓮 372 173 545 〇 〇 〇 〇 372 173

別当 賀 別 当 賀 294 157 451 〇 〇 〇 〇 294 157

室 (南部計 ^.4 08) (5 77) 険う (〇) (〇) (〇) (〇) (1.4 08) 物

計
本 年 度 1,711 678 238 9 〇 〇 〇 〇 1.7 11 678

辟 e
前 年 度 292 68 360 〇 〇 〇 〇 292 68

0 仁雁 別 仁 雁 別 〇 〇 〇 — — — — — 一

え 高 (日 高i 区 計 ) (〇) (〇) (〇) ㈠

り

も

胆 白 老 白 老 〇 〇 〇 — — — — — 一

振 (胆 振地区 計 ) (〇) (〇) (〇) ㈠ ㈠ ㈠ ㈠

道 福 島 福 島 3 3 6 〇 〇 〇 〇 3 2

以
再 (道 南地区 計 ) (3) (3) (6) 仞 0) (〇) (3) (2)

西

海区 計
本

前

年

年

度

度

3

248

3

23

6

271

〇

〇

〇

1 2

〇

4.8

〇

-4

3

2 32

2

一 2〇

故

-----

計

蓄養 9 親魚内訳
使用親魚数

催熟 催熟率 斃死 斃死率

そ の 他

調査

試験
老魚 未熟 逃逸 2 8 計

尼 尾 (%) 尾 (%) 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 (%)

¢.010) $4 5) (9 3.3) (3。 (55) ⑸ ⑻ (〇) (〇) (6 5 6) (173) (829) (9 2.7)
顽4 790 6 9.9 332 2 9.4 5 8 〇 〇 803 306 1,109 6 8.9

1,4 15 762 8 29 136 148 13 2 5 1 794 288 1,082 81.9

404 76 25.1 104 3 43 〇 〇 〇 123 76 7 83 2 5.0

(4 0 4) (76) @5.1) (104) W) (〇) (〇) (〇) (123) (?6) (7) 例 (2 5.0)

1 64 90 8 9J 11 1 0.9 〇 〇 〇 〇 90 58 148 8 9.1

87 12 32.4 23 6 22 27 2 〇 〇 12 3 15 10 0.0

23 7 3 5.0 13 6 5.0 〇 〇 〇 〇 7 1 8 35.0

565 368 81.1 86 189 〇 〇 〇 〇 368 81 449 81.1

150 103 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 103 47 150 100.0

545 372 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 372 173 545 100.0

451 246 8 6.0 40 14.0 8 〇 〇 〇 246 129 375 8 6.0

(1.9 8¢ (1,198) @73) (17 3) (12.6) (3 5) (2) (〇) (〇) (1,19¢ (192) (1,6 9¢ g

2,38 9 1,274 76.0 277 16.5 35 2 〇 123 1274 499 1,773 7 6.0

360 230 8 1.9 43 14.7 11 5 〇 3 230 32 262 7 8.8

㈠ ㈠ ㈠ ㈠ ㊀ 〇 ㈠ 〇 ㈠ e e (H

—

㈠ ㈠ ㈠ 〇 ㈠ (4 e ㈠ e ㈠ 0

5 3 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 3 〇 3 1 0 0.0

⑤ (3) a 〇〇う (〇) (〇) (の (〇) (〇) (〇) (3) (〇) (3) (100.0)

5 3 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 3 〇 3 10 0.0

252 167 7 2.0 6 23 〇 56 〇 3 179 21 200 7 2.2

全 道

本年度 5,316 2,717 8,03 3 6 1 3 02 33 5264 2.693

_ 一

前年度 2,4 64 1,010 3,4 74 16 4 4 1.8 23 2,3 81 995

795 7 3,4 5 0 6 65 1,4 4 4 27.8 74 23 〇 273 346 3 1,186 4,64 9 6 65

3376

—

1.68 4 7 0.7 551 23.1 29 65 11 41 1,7 28 633 2,36 1 7 0.6

—162 — —163 —
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捕 獲
捕 獲 数 蓄養以外の9内訳 蓄養

水 系

採卵場
計

試験
即日採卵

蓄養
5 8

控除 用
数 

使
尾

使用率 不能
$ &

ノレ シャ ノレ シ ヤ
尾

1 2,121
尾

8,28 5

尾
2 0,406

尾
〇

尾
〇 〇

尾
〇

尾
1 2,1 2 1

す
2,710

J-U
石 尾別 岩尾 別 123 38 14^01 2 7,1 3 9 〇 157 1.3 〇 1 2,181 3,。 73

東 遠 音別 遠音 別 4,249 3,583 7,8 3 2 〇 〇 〇 〇 4249 1,186

奥 薬別 奥藻 別 6,2 7 5 10,065 1 6,3 40 〇 〇 〇 〇 6275 〇

斜 里 斜 里 2 2,3 75 29,50 7 51,88 2 〇 258 1.2 11 2 2,106 5,4 07

止 別 止 別 6,。 8 9 5,2 7 8 11,367 〇 15 0.2 〇 6,。 7 4 2,738

才
藻 琴 藻 琴 1,870 1,5 9 6 3,4 6 6 〇 10 0.5 23 1,837 769

部 網 走 雄 走 10,220 14,32 8 2 4,54 8 〇 〇 〇 92 10,12 8 1,258

能 取湖 能 取 1,9 81 1,8 6 6 3,8 4 7 〇 〇 〇 127 1,854 〇

(東部計 ) 们 7,518) (8 9,3 0 9) [66,82う (〇) (440) (〇.6) (2 53) (7 6.8 2 5) (17441；

常 呂 常 呂 19,1 60 1 8,6 5 1 3 7,8 11 〇 〇 〇 2 1 9,1 5 8 1,4 25

ホ
佐 呂間別 佐呂間別 2,。 9 6 1,83 1 3,9 2 7 〇 〇 〇 164 1,932 386

中
湧 別 湧 別 11,。 53 1 2,1 2 5 2 3,1 78 〇 95 0.9 7 1 0,9 5 1 2,78 5

藻 べ っ 藻ベ つ 1,5 6 7 1,852 3,419 〇 〇 〇 105 1,4 6 2 487

渚 滑 渚 滑 4,4 9 8 5,504 10,。 02 〇 86 1.9 50 4,362 1,7 55

1 沙 留 沙 留 842 721 1,563 〇 〇 〇 40 802 332

藻 興部 藻興 部 42 81 1 23 〇 〇 〇 2 40 7

部
興

雄

部

武

興

壌

部

武

3,7 4 2

5,6 2 2

3,295

61 41

7,。 3 7

11,763

〇

〇

1 24

〇

3.3

〇

88

195

3,530

5,4 2 7

2,191

5 92

ッ 幌 内 幌 内 8,5 9 6 9,6 75 18,27 1 〇 〇 〇 849 7,7 4 7 2,727

(中部計 ) $ 72 1 8) (5 9376) (117,09 ④ (〇) (305) (9-¢ 1,5 0 2) & 5,4 11) 12,68 7)

徳 志別 徳志 別 7,7 8 5 10,1 76 1 7,9 61 〇 〇 〇 1 7,7 84 1,386

ク

西
北

頓

見幌別

別

北見幌別

頓 別

3,927

3,4 8 2

415 9

3,114

8,。 8 6

65 9 6

〇

〇

〇

82

〇

2.4

1

129

3926

3,271

791

1,059

猿 払 猿 払 697 661 1,3 5 8 〇 〇 〇 3 694 569

鬼 志別 鬼志 別 213 171 384 〇 〇 〇 1 212 74

部
知 来別 知来 別 1,311 9 92 2,3 0 3 〇 〇 〇 1 1,3 10 617

下苗太路 下苗太路 52 66 118 〇 〇 〇 2 50 48

(西咅P計 ) (1 7,4 6 7) (19,3 3 9： (3 6,8 0 (8 2) (〇•5) (13¢
(1 7,247)1 節叫

________ -

海 区計
本年

前年

度

度

152203

4 9,4 4 9

168,524

44,070

320727

9 3519

〇

1

827

1,83 5

0.5

3.7

1,893

1,318

149,483

4 6,295

3 4,372

13224
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蓄 養 2 親魚 内訳

使用親魚数談 そ の 他 総

使

用催熟 催熟率 斃死 斃死率 調査
計

試験
老魚 未熟 逃逸 $ 8 計 率

尾 尾 (%) 尾 (%) 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 (%)
14831 1 2,1 2 1 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12,1 21 2,710 14,831 10 0.0

15,254 1 2,1 8 1 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 2,3 3 8 2399 15,2 37 100.0

5,4 3 5 4,2 49 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 4,2 4 9 1,。 5 6 5305 10 0.0

6275 6225 9 9.2 50 0.8 〇 〇 〇 〇 6225 〇 6,2 2 5 9 9.2

27,513 21,358 9 6.6 748 3.4 〇 〇 〇 〇 21,616 3,721 25,3 37 9 6.6

8,812 5330 96.0 244 4.0 〇 〇 〇 〇 5,84 5 2,142 7,98 7 9 6.0

2,60 6 1,8 0 4 9 82 20 1.1 〇 〇 1 3 〇 1,814 399 2,213 9 7.0

11,386 9,19 7 9 0S 931 9.2 〇 〇 〇 〇 9,19 7 1,22 9 1 0,4 26 9 0.0

1,8 5 4 1,717 9 2.6 137 7.4 〇 〇 〇 〇 1,717 〇 1,717 86.7

@396 今 (7 4,6 82) (9 7.3) (2,13 0) 翅 (〇) 9) (13) (〇) (7 5,1 2 2) (1 4,1 5 6) ^9,2 78) (9 7.0)

20,5 8 3 1 8,3 2 9 9 5.7 743 39 〇 86 〇 〇 18,3 29 1,3 3 0 1 9,6 5 9 9 5.7

2,318 1,64 7 8 52 156 8.1 〇 119 10 〇 1,6 4 7 386 2,。 3 3 7 8.6

13,736 1 0,8 9 2 9 9.5 9 0.1 〇 50 〇 〇 10,987 2,6 5 9 1 3,6 4 6 9 9.4

1,94 9 1,3 6 5 9 3.4 92 6.3 〇 5 〇 〇 1,365 410 1,7 7 5 8 7.1

6,117 42 31 9 7.0 110 25 〇 21 〇 〇 4,317 1,2 6 5 50 82 9 6.0

1,13 4 719 8 9.7 73 9.1 〇 5 5 〇 719 215 934 8 5.4

47 31 7 7.5 9 2 2.5 〇 〇 〇 〇 31 7 38 7 3B

5,7 21 3,320 9 4.1 171 4.8 〇 24 1 5 〇 3,4 4 4 1,5 0 8 49 5 2 9 2.0

6.019 5,。 85 9 3.7 83 15 〇 205 54 〇 5,085 571 5,6 5 6 9 0.4

10,474 7,10 6 91.7 16 9 22 〇 376 96 〇 7,10 6 2,13 9 9,2 4 5 8 2.7

(68,098) (5 2,7 2¢ 段 5.2) (1,6 1 5) a⑨ (°) 低叫 (18り (〇) ¢3,030) (10,49 0) 63,52 り (9 2.¢

9,17 0 5,6 28 7 2.3 1,4 9 6 19.2 〇 266 ' 394 〇 5,6 2 8 965 6,5 9 3 7 23

4,717 3,。 9 8 7 8.9 794 2 0.2 〇 20 1 4 〇 3,09 8 671 3,76 9 7 89

4330 3,。 7 9 9 4.1 192 59 〇 〇 〇 〇 3,161 1,17 2 43 3 3 9 0.8

12 6 3 5 98 8 6.2 96 138 〇 〇 〇 〇 598 163 761 8 5.8

286 187 88.2 25 11.8 〇 〇 〇 〇 187 48 235 8 7.8

1,92 7 1,119 8 5.4 191 1 4.6 〇 〇 〇 〇 1,119 263 1,38 2 8 5.4

98 21 4 2.0 10 2 0.0 〇 3 〇 16 21 12 33 4 0.4

@1,7 91) (13,73 0) 袂司 (2,8 04) ¢16.3) (〇) (28 9) (408) 06) Q 3,8 1公 (32 9 の ¢7,10¢ (7 9.1)

183,8 55 141,137 9 4.4 6,54 9 4.4 〇 1,180 601 16 141,964 2 7,9 40 16 9,904 9 33

59,519 39,994 8 6.4 5,5 4 6 12.0 〇 111 131 503 41329 8,9 7 8 50R07 84.6
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捕獲
捕 獲 数 蓄養以外の?内訳 蓄養

海区 水 系

採卵場
計

試験 即日採卵 蓄養

控除 用
数 

使
尾 使用率 不能

$ 8

増 幌 増 幌
尾

4

尾

5

尾

9

尾

〇

尾

〇

侈)
〇

尾

〇

尾

4 3

大 沢 大 沢 11 25 36 〇 〇 〇 〇 11 25

日 北 天 塩 天 塩 76 86 162 〇 〇 〇 25 51 15

中 川 3 2 5 〇 〇 〇 〇 3 2

く小計> <7 9> <8 8> く16 7> < 〇> < 〇> < 〇> <2 5> <5 4> <17>

遠 別 遠 別 〇 〇 〇 — — 一 — — —

風連別 風連別 〇 〇 〇 — — — — — —

古丹別 古丹別 〇 〇 〇

小平藥 小平薬 〇 〇 〇 — — 一 — — 一

部 信 砂 信 砂 0 〇 〇

本
暑寒別 暑寒別 〇 〇 〇

(北部計) @4) (118) (212) (〇) (〇) (〇) (2 5 紗

海区計
本年度 

前年度

94

8

118

9

212

17

〇

〇

〇

〇

〇

〇

25

1

69

7

45

5

ル サ ル サ 96 127 223 〇 〇 〇 〇 96 127

サシルイ サシノレイ 729 474 1,2 03 〇 2 •0.3 〇 727 473

羅 知徒来 知徒来 47 70 117 〇 〇 〇 〇 47 67

根 臼
羅 臼 羅 臼 216 16 3 379 〇 3 1.4 〇 213 163

地

ポ澹メ咕丹 ポン春刈古丹 29 40 69 〇 〇 〇 〇 29 40

春刈古丹 春刈古丹 123 136 259 〇 〇 〇 〇 123 136

区 陸志別 陸志別 119 141 260 〇 〇 〇 〇 119 141

植 別 植 別 257 411 668 〇 〇 〇 〇 257 288

(羅臼地区計) (1,61¢ (1,5 6 2) (3,17 8) (〇) (5) 例 (〇) (1,6 11) 0,435)

元崎無異 元崎無異 159 327 486 〇 〇 〇 〇 159 231

標
崎無異

薰 別

崎無異

薫 別

53

491

109

244

162

735

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

53

491

89

6

室
津 古多糠 古多糠 64 101 165 〇 〇 〇 〇 64 49

地 忠 類 忠 類 1585 1,6 7 0 3255 〇 6 0.4 〇 1,579 452

区
伊茶仁 伊茶仁 1,847 1,517 33 6 4 〇 2 0.1 〇 1,8 4 5 517

標 津 標 斗 7,8 8 4 10,720 18,604 〇 〇 〇 〇 7,884 2,4 82

茶志骨 茶志骨 49 21 70 〇 〇 〇 〇 49 21

—167 一

蓄 養 9身見魚 内訳
使用親魚数

$
散

そ の 他 総 

使 

用 

率

催熟 催熟率 斃死 斃死率 調査
計

試験
老魚 未熟 逃逸 $ 6 計

尾 尾 (%) 尾 (%) 尾 尾 尾 尾 尾 尾 尾 (%)

7 2 5 0.0 1 2 5.0 〇 1 〇 〇 2 3 5 5 0.0

36 〇 〇 11 1 0 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

66 51 1 0 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51 15 66 6 7.1

5 〇 〇 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇

<71> <51> く9 4.4) < 〇> < 〇> < 〇> < 3> < 〇> < 〇> <51> <15> く6 6> <64.6>

——

— — — — 一 一 — — — — — — —

(1同 (5 3) (5 6.4) (12) (1 74) (〇) ⑷ (〇) (〇) 夠 (18) (71) (6 6.0)

114 53 5 6.4 12 17.4 〇 4 〇 〇 53 18 71 6 6.0

12 5 6 2.5 2 3 7.5 〇 〇 〇 〇 5 2 7 6 25

223 66 68.8 27 2 8.1 〇 2 1 〇 66 27 93 6 8.8

120 0 510 7 0.2 192 2 6.4 〇 16 9 〇 512 157 669 7 02

114 30 6 3.8 15 31.9 〇 1 1 〇 30 13 43 6 38

376 1 64 7 7.0 45 21.1 〇 3 1 〇 167 70 237 7 7.3

69 20 6 9.0 9 31.0 〇 〇 〇 〇 20 11 31 6 9.0

259 85 6 9.1 35 2 8.5 〇 2 1 〇 85 33 118 6 9.1

260 74 6 22 41 3 45 〇 3 1 〇 74 28 102 6 2.2

545 209 81.3 48 1 8.7 〇 〇 〇 〇 209 〇 209 81.3

(3.04 6) (1,15 8) g) @12) (2 5.¢ (〇) (27) (14) (〇) (1,163) @3 9) (1^02) (72.0)

390 135 84.9 24 1 51 〇 〇 〇 〇 135 〇 135 8 4.9

142 28 5 2.8 25 4 72 〇 〇 〇 〇 28 〇 28 5 2.8

497 455 9 2.7 36 7.3 〇 〇 〇 〇 455 〇 455 9 2.7

113 40 6 2.5 24 3 7.5 〇 〇 〇 〇 40 〇 40 6 25

2,031 1,20 2 7 6.1 377 2 3.9 〇 〇 〇 〇 1,20 8 237 1,445 7 62

236 2 1,6 7 5 9 0.8 170 92 〇 〇 〇 〇 1,6 7 7 431 2,108 9 0.8

10,3 66 72 85 9 2.4 599 7.6 〇 〇 〇 〇 7285 2,16 6 9,4 51 9 2.4

70 38 7 7.6 11 2 2.4 〇 〇 〇 〇 38 〇 38 7 7.6
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r 捕 獲 数
蓄養 9 親魚 内訳

使用親魚数

海区 水 系

捕 獲
蓄套以クトの¥ 蓄養 攵

そ の 他 総
使
用採卵場

も 計
試験 即日採卵 蓄養

8 計

催熟 催熟率 斃死 斃死率 調査
老魚 未熟 逃逸 $ 6 計

控除 使用
_尾数

使用率 不能
2

試験

標
津 ( 標津地区計 )

尾 
(12,1 3 2)

尾 
(1 4,709)

尾 
@ 6,8 4 1)

尾
(〇)

尾
(8) (0.1)

尾
(0

尾
(12,124) (3S47) ¢5,971)

尾
(! 〇|858)

(%)

(8 9.¢
尾

(1,2 6 矽 g
尾 

(〇)
尾

(〇)
尾

(〇)
尾

(〇)
尾

(! 〇»866)

尾
(2334)

尾
(1 3,700

(%)

(89.¢

当 幌 当 幌 50 47 97 〇 29 5 8.0 〇 21 2? -48 21 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50 47 97 10 0.0

根
南

春 別 春 別 33 36 69 〇 〇 〇 〇 33 36 69 27 81.8 2 6.1 〇 4 〇 〇 27 32 59 81.8

床 丹 床 丹 460 625 1,085 〇 37 8.0 〇 423 465 888 423 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 460 465 925 10 0.0

西 別 西 別 1,566 1,。 01 25 6 7 〇 43 2.7 〇 1,5 2 3 710 2233 1,4 3 0 9 39 93 6.1 〇 〇 〇 〇 1,4 7 3 480 1,9 5 3 9 4.1

矢 臼別 矢臼 別 20 9 29 〇 〇 〇 〇 20 9 29 20 10 0.0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 9 29 100.0

部
風 蓮 風 蓮 784 582 1,3 6 6 〇 〇 〇 〇 784 582 13 66 752 9 5.9 32 41 〇 〇 〇 〇 752 315 1,。 67 9 59

室

別 当賀 別当 賀 711 1,03 6 1,7 4 7 〇 10 1.4 〇 701 4 87 1,188 581 829 71 1 0.1 〇 10 39 〇 591 432 1,。 23 8 3.1

(南部計 )
@,6 24： 細3〇 (6,9 6 0) (?) (119) (33) (〇) (3505) (2,316) &8 21) ¢254) @28) (198) (5.6) (14) 斜) (〇) 33 73) (1,7 8 6) (5,15 3) @3.1)

海 区計
本年 度 1 7,3 7 2 19,607 3 6,97 9 〇 132 0.8 〇 17,24 0 7,598 24338 15270 8 8.6 1376 10.9 〇 4 1 53 〇 1 5,4 〇 2 4953 2 0,355 8 8.7

前年 度 13,5 0 7 11,7 9 2 25299 〇 46 0.3 10 1 3,4 5 1 6259 19,710 1 0,9 11 8 2.0 2,416 18.0 〇 104 20 〇 10,957 4202 15,1 59 81.1

東
釧 路 釧 路 6,8 4 7 8,。 5 6 14,90 3 〇 〇 〇 274 6,5 7 3 4,429 11,002 6,40 7 9 7.5 166 2.5 〇 〇 〇 〇 6.40 7 2107 8,514 9 36

部 (東咅P計 )
(6.8 4^ (8,。 5¢ [4,90 3) (〇) (〇) (〇) ¢74) (65 7 3) (4,429) ¢1,。 02) (6.4 〇 7) (9 7.5) (166) ㈣ (〇) (〇) (〇) (〇) &4 0の (2,10 7) ¢,514) (9 3.6)

十 勝 幕 別 1,4 4 6 1,5 10 2956 〇 50 3.5 〇 1,3 9 6 1,302 2,69 8 1234 88.4 162 11.6 〇 〇 〇 〇 1,284 459 1,7 4 3 8 8.8

え

西
千代 田 39 23 62 〇 〇 〇 〇 39 23 62 32 8 2.1 7 17.9 〇 〇 〇 〇 32 11 43 82.1

り
く小計> く 1,48う く 153$> <3,01$> く 〇> <5〇> <3.4> く 〇> <1,435> <1,325) <2,760> <1,266> <8 8.¢ <16¢ <11X> < 〇二 < 〇> < 〇> < 〇> <1,31¢* 〇70> <1,786) <8 8.6>

歴 舟 歴 舟 69 152 221 〇 〇 〇 〇 69 111 180 43 6 23 26 37.7 〇 〇 〇 〇 43 42 85 6 23

も 豊 似 豊 似 〇 〇 〇 — —

楽 古 楽 古 37 63 100 〇 〇 〇 6 31 12 43 23 74.2 6 19.4 〇 1 1 〇 23 8 31 6 22

以

部
広 尾 広 尾 316 611 927 〇 〇 〇 16 300 265 565 231 7 7.0 43 14.3 〇 14 12 〇 231 78 309 7 3.1

東
猿 留 猿 留 〇 〇 〇 一 — —

(西部計 )
(1,9 0 7) ¢,3 5¢ ¢1,2 6¢ (〇) 洌 S) 囲 (133¢ (1,713) (354¢ (1,56 3) (8 5.2) 3) 〇3令 (〇) (15) '(1¢ (〇) (1,613) (598) (2,21 t) 04.6)

区計
本年 度 8,7 5 4 1 0,4 1 5 1 9,1 6 9 〇 50 0.6 2 96 8,4 0 8 6.142 14550 7,9 7 0 91.0 410 4.7 〇 15 13 〇 8,。 20 2,7 0 5 10,7 25 9 1.6

個
前年 由 283 150 433 〇 5 1.4 56 223 112 335 172 7 7.1 44 19.7 〇 7 〇 〇 176 95 271 6 22

歌 別 歌 別 13 25 38 〇 〇 〇 〇 13 24 37 12 9 23 1 7.7 〇 〇 〇 〇 12 10 22 923

え 0

高

ア ベヤキ アベヤキ 〇 〇 〇

り 仁 雁別 仁雁 別 50 99 149 〇 〇 〇 〇 50 94 144 45 9 3B 2 42 3 〇 〇 〇 45 11 56 9 3.8

も 幌 満 幌 満 〇 〇 〇

以
地

様 似 様 似 4 2 6 〇 〇 〇 〇 4 2 6 〇 〇 4 100 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

西 区 日高幌別 日高幌別 15 14 29 〇 〇 〇 〇 15 14 29 4 2 6.7 11 7 33 〇 〇 〇 〇 4 2 6 2 6.7

元 浦 元浦 河 8 22 30 〇 〇 〇 2 6 11

—

17 3 50.0 3 5 0.0 〇 〇 〇 〇 3 6 9 3 7.5
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海区 水 系

捕獲

採卵場

捕獲数 蓄養以外の?内訳 蓄養

$ 8 計
試験

控除

即日採卵 蓄養

不能
$ 8

用
数 

使
尾

使用率

え 

り 

も 

以 

西

日

高

静 内 静 内
尾
4

尾
17

尾
21

尾’

〇
尾 

〇 〇
尾
1

尾
3

首
2

(日高地区計) (?4) (17 9) ©7 3) (〇) (〇) (3) @1) (14甘
噴
火
湾

遊楽部 遊楽部 〇 〇 〇 — — — — — —

(噴火湾地区計) (〇) (〇) (〇) — — — — — 一

海区話
本年度 

前年度

94

29

179

96

273

125

〇

〇

〇

〇

〇

〇

3

5

91

24

147

38

全 道 計

本 年 度 178,517 198,843 377,360 〇 1009 0.6 2217 175291 4 8,304

前 年 度 63,276 56J17 119,393 1 1,885 3.0 1,390 6 0,000 19,3 68
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散
蓄養 2 親魚内訳

使用親魚数
$

総 

使 

用 

率

催熟 催熟率 斃死 斃死率

そ の 他

計
調査 

試験
老魚 未熟 逃逸 $ 6 計

尾
5

尾 
〇

(%) 

〇
尾
3

(対

1 0 0.0 〇
尾

〇
尾 

〇
尾

〇
尾

〇
尾

〇
尾 

〇
侈)

= 3 8) (6 4) (7 03) (24) 錠•4) (3) (〇) (〇) (〇) (E (2¢ (?3) ¢81)

—

—

238

62

64

1 3

7 03

5 4.2

24

10

2 6.4

4 1.7

3

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

64

13

29

8

93

21

6 8.1

44.8

224,595 164,494 9 3.8 8,8 71 5.1 3 1,24 0 667 1 6 165503 35,645 201,148 9 2.7

79,638 51,095 8 5.2 8,)18 13.4 10 223 151 503 52,980 13285 66,265 8 3.7
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第4表 昭和5 8年度ひめます親魚蓄養成績

海区 水 系

捕獲

採卵場

捕獲数 蓄養以外の2内訳 蓄畫

計
試験

控除

即日採卵 蓄養

不能
2 S使用 

尾数
使用率

0

本

支笏湖

湖 畔

く刺網> 

く建網> 

船入間 

(計)

尾

3

1,。 63

1,8 6 3

2929

尾

1

802

1,7 4 4

2,547

尾

4

1,865

3,607

5,4 76

尾

〇

尾

5

(%)

02

尾

2

尾

2922 619

合 計
本年度

前年度

2,9 29

7,4 9 0

2547

32 5 2

5,4 76

10.7 4 2

〇

51

5 

〇

02

〇

2

54

2,9 2 2

7385

619

1,447

第5表 昭和5 8年度べにざけ親魚蓄養成績

海区 水系

捕獲

採卵場

捕獲数 蓄養以外の2内訳 蓄養

2 3 計
試験

控除

即日採卵 蓄養 

不能
2 8用

数
使
尾 使用率m

西別 西別
尾

15
尾

19
尾

34
尾 

〇
尾

〇

(%
〇

尾 
〇

尾
15

尾
19

合計
本年度

前年度

15

9

19

10

34

19

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

15

9

19

10
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枚

蓄養 2 親魚内訳
使用親魚数

催熟 催熟率 斃死 斃死率

そ の 他

計
調査 

試験
老魚 未熟 逃逸 9 8 計

尾

3,5 41

尾

2,6 0 0

侈)

8 9.0

尾

296

(%)

1 01

尾

1

尾

5

尾

20

尾

〇

尾

2,60 5

尾

408

尾

3,。 13

(%)

8 9.0

3541

8.8 32

2,600

7,27 3

8 9.0

9 85

296

1 2

10.1

0.2

1

70

5 

〇

20

30

〇

〇

2,605

7273

408

1,083

3.013

8,3 5 6

8 9.0

9 85

阪
蓄養 2 親魚内訳

使用親魚数 9

催熟 催熟率 斃死 斃死率

そ の 他

計
調査

試験
老魚 未熟 逃逸 9 8 計

尾
34

尾
1

(%)
6.7

尾
1 4

(%)
93.3

尾 
〇

尾
〇

尾
〇

尾
〇

尾
1

尾 
〇

尾
1

(%)
67

34

19

1

5

6.7

5 5.6

14

4

93.3

4.4.4

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

1

5

〇

6

1

11

6.7

5 5.5
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§12.べにざけ生産事業

昭和5 8年度の当該事業は西別川へのべにざけ回帰親魚19尾から1〇千粒の種卵確保がなされ、 

支笏湖からの移入卵119千粒と併せて実施された。

1.事業対象卵
(西別川産べにざけ)

昭和5 7年7月21日から10月31日まで19尾の親魚を捕獲し、蓄養中のへい死等を除いた 

5尾のi2親魚より1〇千粒の種卵を確保した。

水系 収容場
If&獲数 使用親魚数 採卵数 

(聽)
富親魚 

使用率

平均 

採卵数
実施期間

2 8 計 9 8 計

西別川 虹別事業場
尾 

9
尾

10
尾

19
尾

5
尾

6
尾

11 10 5 5.5
粒 

2,000 7/21～10/31

(支笏湖産ひめます)

支笏湖産ひめます発眼卵を119千粒を虹別事業場に移入した。

供給場 受給場 移殖月日 移籍卵数 死卵数 移植卵数 採卵月 日

支笏湖事業場 虹別事業場 S 5 7.1 2.2 2
119 1 9 100

S5 7.1 0.1 5

2.稚魚の飼育経過

支笏湖産ひめますは昭和5 8年2月1日、西別川産べにざけは2月18日より、各々区分して飼 

育を開始した。6月15日に支笏湖産ひめますと西別川産べにざけをいっしょにして選別を繰り返 

えし大型群と小型群に分けて、昭和5 9年5月2 0日まで飼育した。飼育水温は9.〇〜9. 5 C、 

P Hは7. 3 ～ 7. 4の範囲で管理した。

(西別川産べにざけ)

収容卵数1〇千粒より8千尾の稚魚を生産し、昭和5 8年2月18日より飼育を開始した。
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年月 日 飼育数 体長 体重 給餌量 水量 備 考

5 8.2.2 8
尾 

8,。 0 0
cm

2.3 8
gr 

0.11
診

NO 1C 1.0 ふ化槽にて飼育

3.3 1 7,9 50 2.72 0.16 N。 1 C A号 5.0 〃

4.3 〇 7,9 0 0 4.10 0.5 3 N0 2C 7.0

5.3 1 7,870 4.60 0.7 8 N0 2C 2.0 6/15全数脂ビレ切除標識後 
ひめますと混養飼育

(支笏湖産ひめます)

収容卵数119千粒より9 8千尾の稚魚を生産し、昭和5 8年2月1日より飼育を開始した。

年月 日 飼育数 体長 体重 給餌量 水量 備 考

尾 cm gr 町
5 8. 2.1 9 8,000 2.60 0.12

2.2 8 97,950 2.80 0.16 N01C 5.0

3.3 1 97,850 33 0 0.4 0 N01C 
渭 1 5.0

4.3 0 97,80 0 420 0.5 6 N02C 1 5.0

5.3 1 9 7,75 0 4.7 0 0.7 9 N02C
B号 1 5.0

6.3 0 81,000 —— 1.09
べにざけと混合飼育
池替え時に24,60 5尾が減耗して 
いると判明

7.3 1 8 0,8 3 0 6.9 9 2.94 N03C
B号

1 3 〇
1 4

1,。 20

8.3 1 8 0,430 9.0 3 7.13 N0 3C 
N04C

2,9 4 3
8 0.0 1,950 大型群の給餌率 3.5 5% 

小型群の給餌率 6.。 0%

9.30 8 0,34 0 1 0.4 5 11.13 N03C
N04C

3 4 8.7
1 9 4.0, 1,901 大型群の給餌率2.2 5%

1 0.3 1 80251 11.0 0 1 6.7 3 N03C
N0 4C

1 2 3.19
4 6 3.9 1,9 3 6 大型群の給餌率L 5 〇〜1.6 8 %

11.3 〇 8 0,1 3 5 12.22 17.4 1 N03 C
N04 C

1.4
2 4 1.4 1,9 3 6 大型群の給餌を3日に1回にし 

給餌率!.2 %におさえた。

1 2.3 1 7 9,780 1 2.4 8 19.12 N03C
N04C

0.3 4
2 0 638 1.9 3 6 給餌率1.3〜1.4 4 %

1.3 1 7 7,8 0 9 12.7 6 21.3 5 N04 C 2/2 4.0 1.9 3 6

2.2 8 77,642 1 2.8 2 2 0.3 2 N04C 2 7 0.0 1.8 3 0

3.3 1 77,546 13.45 2 35 3 N04C 2 6 7.4 1.8 3 0

4.3 〇 7 5,5 39 14.7 6 3 0.64 N04C
N05P

4 5 9.0
2 0.0 1.8 3 0

5.2 〇 7 4,440 15.。 0 3 0.7 9 N04C 3 5 7.1 3920 5/20事業場から自然放流
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3.放流概況
本年度は下記のとおり5月2 0日に全数べにざけ試験池(バ外用形他丿より自然放流した。

放流月 日 昭和59年5月20日

放流河川 西別川

放流場所 構内べにざけ試験池(屋外用形池)

放流尾数 ? 4,4 4 0尾

放流魚体 F .L11.1〇〜17.20m 平均 15.00m

B.W 12.18〜5 4.4 8 ナ 平均 3 0.7 9 夕

放流時に外観で判断した幼魚の様相は、スモルト型3 2. 6 %、スモルト移行型3 8. 7 %、河川残 

留型2 8.7%であった。又、西別川産べにざけは全数脂ビレ切除標識をして放流した。

4.昭和5 8年度べにさけふ化放流成績

海 
区

水系
事業場

収容卵数
死 
卵 
数

ふ出 

尾数

放流尾数

放流期間 備 考ふ出率
融

無給 

餌
計

給餌 

率

根

室

西別 虹別

枷 
S57年度^ 

10

S 5 7年度^ 

119

S 5 8^^^ 

2

S 58年^ 

162

褚

2

21

20

千尾

8

98

2

142

%

80X)

82.0

100.0

87.7

千尾

} 74

瘧 模

74

%

100D 5/^0
!年飼育後放流 

(西別川回帰ベニザケ)

1年飼育後放流 
(支笏湖産ヒメマス)

来年春まで飼育中 
(西別川回帰ベニザケ)

来年春まで飼育中 

(支笏湖産ヒメマス)

合計

本年度

S 5

129
23 106 822 74 74 100.0 5/0

S 5 8年度^ 

164
20 144 87.8

前年度
S 5 6^  ̂

1,005
346 659 65.6 82 82 100.0 5/29

S 5 7. 6.1 5 に 4 3 9 
千尾すでに放流、残 
りを1年飼育後放流
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§13.さくらます資源拡大再生産事業

本年度は81’〜8 2’年度尻別川産サクラマスを用いて、1年飼育によりスモルト化させ放流するマ 

"!ンランチング計画のー-環として実施した。

1.尻別8「さくらます

尻別81’の幼魚3 〇 〇千尾をS 5 7年5月2 〇日に尻別事業場から敷生事業場へ移し、その後S

5 7年11月19日に千歳事業場に1〇 〇千尾を移し、S 5 8年5月まで飼育し生産されたスモル 

卜化幼魚5 6,414尾を尻別川へ輸送放流した。

く千歳事業場における飼育経過>

年月 日 飼育数 体長 体重 給餌量 備 考

5 7.11.1 9

5 8.1.6

2. 7

3.1 〇

4. 8

5.1 〇～

5.11

6. 2

7. 2

(尾)
9 9,70 7

9 9,5 4 5

99,404

9 9,114

9 7,4 1 6

3 5,262

34389

<伽) (の
11.4 6

11.06

12.50

13.56

1 5.0 9

2 4.06

2 6.32

&)

C 3 3 7 32

C 4 13 5.0

P 2 10 2.7

C1.5〜2.4 5 9.47

P 2 10 637

C 1.5 〜2.4 1.5

P 2 25 3.0

P 2 3 4 4.0

P 2 116.5

P 2.5 6 7.0

敷生事業場から移し換え

スモルト化率11.0%

尻別川へ5 6.414放流

魚病発生のため取場処分

く放流経過>

S58年5月1〇〜11日にかけ、スモルト化幼魚5 6. 414尾を尻別川に輸送放流した。

注)到着時水温が出発時より低いのは輸送途中に氷を投入したためである。

年 月 日 S 5 8. 5.1 〇 S 5 8. 5.11

タンク(容量) アルミ キャンバス キサンバス アルミ キャンバス キャンバス
(1.5 0 0/) (2,2104 @•210© a5004 (221 〇の (2210©

輸送時間 3時間3 5分 3時間3 0分

" 距離 179血 1 7 9Km

出発時水温 8.〇・C 8.2 C 8.3 C 7.4 C —

到着時水温 5.4 C 6.6¢ 6.9 C 4.3 r 5.4 10

輸送尾数 8,1 7 4 1 2,2 3 1 1 2,2 1 3 6.6 57 7,9 3 4 9,2 〇 5

平均体重 2 7.1 6 2 7.1 6 2 7.1 6 2 7.1 6 2 7.1 6 2 7.16

タンク内密度 1 4.8 % 1 5.0 % 1 5.0 % 1 2.1 % 9.8 % 11.3 %
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2.尻別8 2’さくらます

尻別8 2‘のさくらます稚魚を尻別事業場から昭和5 8年5月11日に千歳と敷生事業場へ200 

千尾ずつ移し飼育を行っていたが、災害・魚病等により大きく減終したため、再度、尻別事業場か 

ら千歳事業場へ稚魚を補充しスモルト化生産をめざし飼育中である。

1) 千歳事業場における飼育経過

 178 一

年月日 飼育数 体 我 給 餌M 備 考

S5 8. 5.11 1 8 8,6 7 9 0.5 3

齣

尻別事業場から移入

6. 2 1 8 6.8 0 8 1.1 5 C05 5 7.7

7.1 1 7 4,1 7 2 1.8 8 C0.5 1 4 0.5 6.16より薨死急增

7.2 1 〇

8. 9 11 7.4 7 9 3.7 3

尻別事業場から移入
8/10 • 5霧目選別器で選別し、小型 
群给 W1.6の15,85 0尾を千歳川 
へ放流

9.1 1 0 0.4 4 7 5.3 0 1 4 3.3

! 〇• 3 1 0 0,2 1 2 7.7 9
A号 5 0.7 5

2 8 7.7 5

11.7 9 9,9 5 0 11.6 〇 4 0 8.0

11.1 8 (3 0,。 0 0 ) (8.7 5) 尻別事業場から移入

1 2. 2 1 2 9,4 0 1 1 2.8 0 3 1 5.0

S5 9.1.6 11 9.3 3 3 1 3.1 〇 B号 7 11.6
12/21*7%で選別し、B・W6.5 7夕 
以下を千歳川へ放流

2.1 11 4,5 9 0 1 4.0 〇 3 9 4.0
1/24-1/31全数脂ビレ切除の標識を 
施す。小型魚3.575尾千歳川へ放流

2.2 9 11 4.3 3 3 1 4.5 0 P22 3 5 4.0

4. 3 11 4.0 3 6 1 6.1 〇 P2.2 4 2 6.0 5月尻別川へ放流するまで飼育中

2) 敷生事業場における飼育経過

年月 日 飼育数 体 重 給餌昼 備 ・考

S5 8. 5.2 〇 2 0 0,000 0.6 0 尻別事業場から移入

5.3 1 1 8 5,2 9 7 0.6 1 C03 11.0

6.2 9 1 5 8.1 5 6 1.0 7 5 2.0

7.2 9 1 5 2.7 3 1 5.2 8 9 6.0

8.3 1 1 5 1,5 7 0 6.1 9 1 3 4.0

9.23 〇 集中豪雨のため施設が泥で埋設し幼魚 
は全滅

§14.稚魚飼育事業

昭和5 8年度稚魚飼育事業は、さけ・さくらます•からふとます•ひめますの4魚種を対象に実施 

し、総給餌放流数ii1.14 2,。 4 〇千尾で史上最高となった。総放流敬に対する飼育放流宰は8 7.6 

%と前年度を若干下廻った。計画達成率では総数で111.9%と計画を上廻った。魚種別にみると、 

さけ110. 4 %、さくらます3 4. 2 %、からふとます13 3. 8 %、ひめます7 7. 5 %と特にさくらま 

すが低い値となった。魚種別の概要は以下のとおりである。

〔さ け〕

本年度は全道14 0ヶ所(うち道6ヶ所、仮設収容施設含む民間9 7ヶ所)において、1,13 7,50 9 

千尾を対象に飼育し、飼育中の減耗を除く1,1 0 3,5 21千尾が飼育生産され、歩留りも9 6.9%と良好 

な成績であった。

このうち、輸送放流中等による減耗を差引いた1.0 6 4.5 2I千尾が給餌放流され、飼育放流率は

9 2. 8 %であった。

又、本年も2ヶ所以上の事業場あるいは収容場に跨り3 8.9 7 8千尾が再飼育された。

〔さくらます〕

本年度は北見・根室・天塩•渡島の4支場管内12ヶ所(うち道2ヶ所、民間6ヶ所)で4.9 9 5 

千尾を対象に飼育し、飼育中の減耗を除く 4,6 70千尾が生産され、このうち新資源造成事業と長期飼 

育試験用を除いた3.18 〇千尾が給餌放流された。

総放流数に対する飼育放流率は8 3.0%であった。

〔からふとます〕

本年度は渡島支場を除く 5支場管内2 6ヶ所(うち道2ヶ所、民間18ヶ所)において7 5.6 7 5千 

尾を対象に飼育し、飼育中の減％を除いた7 4.16 4千尾が生産され、歩留り9 8.0%と良好な成績で 

あった。このうち6 〇 〇千尾が再飼育され再飼育後1〇千尾減であるため最終飼育放流數は7 3,5 6 4 

千尾である。本年度の種卵確保は計画数を大きく上回ったため仮収容施設に収容し、無給餌放流を 

行なったため、飼育放流率は4 8.1%と低い率となった。

〔ひめます〕

本年度も千歳支場支笏湖事業場において91〇千尾を対象に飼育し、飼育中の減耗を除いた8 8 5 

千尾が生産され、歩留りも9 7.3%と良好であった。このうち新資源造成事業へ11〇千尾を移行し 

たので最終飼育放流数は7 7 5千尾である。
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第1表 昭和5 8年度さけ稚魚飼育事業
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( »道立ふ化場( )民間収容場 < >仮施設

生産魚体
歩留

餌料 水 温
P«H 水量

飼育
備 考

～体長 体重 効率 低〜 高 平均 面積

cm 令 % % °C〜 °C r ら/分 m2
4.20 0.6 2 9 9.9 11 8.4 5.2 ～ 8.8 6.8 7.1 880 5 2 54

45 0 0.71 9 9.7 10 35 42〜 9.8 64 72 350 4 03

3.70 0.4 3 9 9.9 7 2.4 2.0〜 5.9 4.0 7.1 1,7 0 0 14 4.0

4.10 0.5 5 9 8.4 9 4.0 7.2〜 9.0 8.1 6B 92〇〇～
16,600 22 5 6.0

39 6 05 2 9 4.1 9 5.0 65〜 7.4 6.9 6.8 11,80 0 1,6 31.4

/ 396
t 4.13

0.5 0
0.62 9 9.6 9 8.7 5.8 ～ 11.0 7.6 6.6～6.8 60〇〜

1200 5 98.0

[4.00
1 3.6 0

0.5 5 
0.28 9 5.3 6 0.7 1.2 ～ 9.3 5.1 — — 3 99.0

430 0.3 9 9 8.3 6 9.3 2.5 ～ 6.6 4.1 ～6.4 — 1,200～
3,00 0 2.6 8 8.0

[3.60
1 3.7 0

0.3 6
0.4 5 9 9.4 9 7.8 62 ～ 8.5 7.1 68 〜7.2 60〇〜 

1,00 0 600

4.0 6 0.40 9 9.0 10 7.6 43〜 6.3 5.7 6.7 90〇〜
1,7 0 0 1,3 7 3.7

4.0 0 0.45 9 9.4 1125 3.〇〜 6.6 51 72 600 3 2 9.4

4.37 0.6 0 9 8.8 9 4.2 42〜 7.7 6.6 6.3 〜68 80〇—
900 1,5 4 35

39 4 0.4 2 9 9.7 11 9.4 3.6 ～ 7.0 •4.9 〜5.7 6.3～63 2,5 〇 〇～ 
3,000 5,74 0.0

{ 4.51
1 4.3 9

0.6 2
03 8 9 81 111.1 7.4〜 9.3 8.0 6.2 ～ 65 3,。 0 〇〜

35 0 0 1,4 2 2.0

4.00 0.5 4 9 7.6 115.8 6.0〜 7.2 6.8 6.6 ～74 3200 1,08 8.0

3.90 0.5 0 9 8.4 9 6.5 38〜 5.0 4.0 6.4 ～6.8 1,。 0 0 12 5.4

[4.6 2
1 4.4 7

0.6 5
05 9 9 9.4 115.9 4.1〜 6.1 4.9 6.6 ~6B 5,。 0 〇--

6,。 00 1,3 0 84

4.6 0 0.6 9 9 9.3 121.9 3.3 ～ 6.1 4.1 6.6 2,。 0 0 432

— 05 1 9 8.0 10 2.5 12〜 11.0 — ノー — 22,1845

一 05 3 9 7.0 1 31.3 0.0〜 11.6 — — 一 17,5465

4.22 0.6 6 9 7.1 9 7.4 3.0〜 4.5 3.4 65～6.6 1,。 9 4 611.8 サシノレイへ1,。 0 0 
知西別へ1,。 0 0

— 05 8 9 99 9 6.4 3.2 ～ 7.1 — 6.7～ 71 600〜
3,。 0 0 9 9 0B ポン春刈古丹へ1,。 00 

春刈古丹へ4,。 0 0
ルサから1,。 0 0

<4-83> く1.0狡 9 5.6 9 3.1 6.0 ～ 9.0 7.7 6.7~6B 600 5 75 '(再飼育後1減)

［知西別へ1,00 0
43 8 0.7 1 9 5.3 9 3.3 2.0〜 11.0 — 6.7 〜6.8 6,。 0 0 4 91.4 ポン春刈古丹へ5 00 

1春刈古丹へ!,。 0 0

491 1.0 9 9 7.0 9 78 53〜 11.0 85 7.3 〜7.7 2,。 0 0 5 0 3.3
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支 事業場 餌料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死 飼育生産量

場 (収容場) 給餌量 種類 期間 日数 尾数 体長 体重 尾数 重量

診 M〜明 千尾 阮 cm 分 福 千尾

(知西別) 600 ー乾 5.21～ 6. 9 20 く 2,0〇ひ
<1/)5 <3.8$> <05 3> < 2><1,99^> 4618.4>

Iポン春刈古丹> 1,100 // 521〜6. 8 19
*
<150(>

<877^> く -> <05 9>< 1>く 1,499>0.9637>

く春刈古丹> 2,700 // 5.1 8～6. 5 19
*

く 5,000
<3A200> <4.3 8> <0.6 2>< 5><4,995) ◎,794©

(陸志別) 1,7 0 0 // 1.1 9～ 5.1 4 117 4850 1,794.5 3.6 5 0.37 1 50 4,700 3,478.0

く植 別> 640 〃 5.1 4 〜529 16
* 

く3,000
<2«220> <45 5> <0-7 4> < 10><2,990><2.5145>

根 (元崎無異) 2,。 0 0 II 1.1〇〜4.28 110 2,5 4 0 7 6 2.0 3.1 〇 03 0 20 2,5 2 0 3,024.0

く元崎無異> 1N00 II 4.1 7～6.10 55 3,108 9 3 2.0 3.0 0 03 0 1 50 2,9 5 8 2,07 0.6

く崎無異> 1,2 0 0 II 4.2 7～ 52 9 33 <3,00¢： C2,760.Q> <4-6 1> <0-9 2> < 7> <2.993> <1,0700)

薰 別 7,。 0 0 II 2. 6〜5.1 5 100 14,4 4 8 4,82 7.6 3.30 03 3 192 1 4256 1 3,44 7.2

く薰 別> 400 II 5.1 7～6. 5 20 *1,2 21 4 88.0 3.7 0 0.4 0 2 1,219 829.0

(古多糠) 1200 II 32 0～52 8 70 4,716 1,4 1 4.0 3I 〇 03 0 20 4,696 225 41

(忠 類) 7,000 II 1.1 〇〜6.10 153 7,278 1,9 6 5.0 3.0 5 〇・2 7 20 72 5 8 9,0 00.0

伊茶仁 6.5 0 0 II 1.1 0～ 52 0 132 1 9,35 5 6,6 9 1.9 3.4 4 03 5 350 1 9,。 0 5 15941.7

中標津 11,200 II 2.1 5 〜52 4 100 44293 13,9 9 6.6 32 5 031 1,4 7 9 4 2,81 4 2 7,245.6

計根別 7,5 0 0 II 3.1～5.10 71 19,67 8 6J 0 0.1 320 031 142 1 9,5 3 6 1 5,04 55

(春 別) 250 II 3.21～ 4.3 0 4 1 2,8 3 0 8 7 73 3.0 0 031 100 2,7 3 0 1,162.7

(床 丹) 250 II 3.1 〇～430 50 2,9 4 2 91 2.0 3.2 0 0.31 300 2,64 2 1215.7

虹 別 2 5,540 II 1.1 7～ 5.15 120 4 9,50 2 6,4 143 3.62 03 3 1,7 0 7 4 7,7 9 5 4 3329.4

(西 別) 8,90 0 II 1.28 〜428 92 7,7 21 2,3 9 2.0 3.5 5 031 421 7,3 0 0 1 0,697.4

室
(矢臼別) 2,6 00 II 1.3 〇～ 5.28 119 1,798 701.0 3.80 03 9 93 1,7 0 5 3,14 2.6

浜 中 3,。 00 II 3.1 5 〜520 55 8,5 7 5 2,74 4.0 3.4 4 03 2 495 8,08 0 5,33$

浜中第2 1,7 8 0 II 4. 5～5.30 56 11,05 0 3,7 5 7.0 3.40 03 4 595 1 0,4 5 5 5,951.6

(穂 香) 1,4 4 5 II 2. 4～5. 4 87 438 14 0.0 3.4 0 03 2 22 4 I 6 2745

(灯 台) 260 II 4.1 0～ 5.1 8 39 1,512 4 9 90 3.4 2 03 3 111 1,4 0 1 7145

(温根元) 160 II 4.1～428 29 2,205 7 718 33 0 03 5 241 1,964 9 03.4

(ホロニタイ) 300 II 4. 4～51 7 67 1,290 4 3 8.6 35 3 0.3 4 205 1,。 8 5 7047
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産魚体
歩留

餌料 

効率

水 温
P • H 水量

飼育

面積
備 考

体長 体重 低〜高 平均

cm 
<4.5 Q>

<5.15>

<4.98>

4.5 5

<4.6 6>

55 2

44 2

531

4.7 8

356

4.6 9

3.9 8

4.5 5

4.0 0

420

46 3

526

4.44

4.30

4.4 0

40 3

4.17

43 8

を
<0.8 1>

<1-3 1>

<1-1 6>

0.7 4

、〇8 5>

1.20

0.7 0

1.3 6

0.9 4

0.6 8

0.4 8

1.2 4

0B9

0.6 3

0.7 7

0.4 3

0.4 6

0.9 1

1.4 7

1.8 1

0.7 3

0.5 7

0.6 6

0.5 1

0.4 6

0.6 4

%

9 9.9

9 9.9

9 99

9 6.9

9 9.7

9 9.2

9 5.2

9 98

9 8.7

9 9.8

9 9.6

9 9.7

9 82

9 6.7

9 9.3

9 65

8 9.9

9 6.6

9 4.5

9 4.8

9 4.2

9 4.6

9 5.0

9 2.7

8 9.1

8 4.1

%

9 4.7

9 8.7

9 9.0

9 9.0

5 0.2

113.1

9 4.9

10 9.2

12 3.1

8 5.3

6 8.7

I 。 0.5

13 2.5

11 8.3

II 9.2

114.1

121.4

10 7.7

91.9

9 39

10 63

12 32

93.1

8 2.9

8 23

88.7

°C 〜°C

38 〜8.5

5.8 ～ 12.0

5.5 〜8.5

6.0 〜1 2.0

5.1〜8.5

35 〜9.0

5.3 〜1 2.0

53 ～ 1 05

0.3 〜15.0

4.0 〜1 2.0

5.0 〜8.0

40 ～ 7.0

7.4 〜95

7.2 〜1 0.5

7.0 〜9.2

4.0 〜11.6

2.9 〜1 2.1

40 〜5.6

6.0 〜7.5

45 ～ 6.2

2.8 〜7.8

°C

9.9

92

92

66

8.4

7.0

8.0

6.7

5.5

7.8

6.6

4.0

7.0

7.5

65

,8.6

9.1

82

6.2

6.0

52

65

6.8

6.9

69

6.5 ～ 6.7

7.2

7.2

72

6.8

6.9～7.1

7.0

6.9～7.3

7.4

7.2～73

7.0

63

レ分
1,000

2,000

5,000

3,。 0 0

2,40 0

6,3 14

2,400

5,。 0 0

12,000

2 8,000

600

300

4 8,860

9,8 5 0

350

2,。 0 0

40

880

1,2 0 0

120

を

3 00

7 0.0

50 0.0

51 9.0

4 0 0.0

21 25

1,6 6 0.0

4 0 0.0

1,6 5 25

5 0.0

18 2.5

8 3 6.9

2,12 5.8

2,3 3 23

22 5 5.7

19 4.4

20 95

4,。 4 6.0

6 9 4.4

2 31.6

7 。 5.0

6 6 0.0

2 6.2

9 5.8

116.0

7 3.6

モセカルベツから1,。 00

羅臼から!,000 (再飼育後2減)

モセカルベツから1,。 0 0

羅臼から500 (再飼育後1減)

モセカルベツから4,。 0 0

羅臼から!,00 0 (再飼育後5減:

植別へ3,。 00

陸別から3,。 0 0

(再飼育後1〇減)

古多糠から3,。 0 0

(再飼育後7減)

伊茶仁から!,221

再飼育後2減(河口)

崎無異へ3,。 00



支 事業場 餌料 給 饵 飼! 浮上魚体 斃死
飼育生産量「

場 (収容場) 給餌flt 對 期間 日数 尾数 体長 体重 尾数 尾数 重量、

命 稀 cm 9 複 千尾

根 (落 石) 1200 乾 5. 7〜6.1 2 59 4,685 154 6J 3.4 4 033 301 4384 28853

本年度 106.325 n 1.1 0～ 6.1 5 158
<16.7 21>

241,774
仙758
78,844.7

—— く〇め
033

< 2ft> 

8.109

<16.69:レ
2 33,6 6 5

<17,8957>

192,4098

室
前年度 107298 ■ 1.11〜6. 8 149

3,25〇> 
236825

<JO,88^> 

75231.0
032 6«6 92

<10.22Q>V 4108」)
2 3 0.1 55 195,7333

(幌 戸) 1,600 n 5.1〜531 31 598 6 2X)352 3B0 03 4 120 5,86 6 334 09

知安別 1,800 it 3.1〜420 51 850 0 2.6 3 5.0 330 031 800 7,7 0 0 4393•〇

知安別第2 800 n 2.14〜5. 8 85 4,110 12742 33 0 0.31 180 3,930 1,950.4

釧 路 83 50 n 2.1 〇〜5. 9 90 3 6.56 9 13,851.3 3B0 038 394 3 6.1 7 5 22,3944

十 〇 居 54 95 n 2.1〜43 0 90 15300 586 3.6 3.4 0 03 7 285 15515 12,001

(芦 別) 1X)00 n 2.2 7 〜415 49 4,020 14 9 95 366 03 7 80 39 4 0 25925

(庶 踣) 560 n 42 5 〜52 5 31 4,797 1,70 29 3.7 9 036 97 4.7 0 0 2,119J

(茶 路) 1,360 n 12 〇〜528 130 8,6 90 324 9.7 391 03 7 140 85 50 •13805

(音別) 1£40 // 12 〇〜320 61 6.060 2.18 93 364 036 60 6.00 0 3690

(浦 幌) 500 u 4.1〜5.1 6 46 320 0 1,6 9 6X) 37 8 05 3 3 3J 97 2.142

十 勝 3X)00 n 2J 〇〜5.10 91 1 9092 7.089.1 350 03 6 30 1 9.6 6 2 11.1507

幕 別 7,170 n 2.1〜5. 2 92 31534 129989 39 0 0.41 461 3 1,07 3 2 1 7755

札 内 6.7 00 n 1.1 4 〜430 108 4 0,11 6 16.4476 338 041 81 4 0.03 5 28397

(利 別) 120 n 3.1 3 〜42 5 44 1.605 6 4 2.0 3.7 0 0.4 0 52 侦53 849S

(更 別) 24 00 n 1224 〜4.1 2 111 65 95 2,57 2.1 3j6 0 039 5 6590 54 711

大 樹 1350 n 2. 8〜5. 2 85 75 68 29 3 3.6 3j60 0.3 9 153 7.4 15 450W

勝 (更 生) 1200 n 2. 4～5.25 112 7«861 3.0092 3*60 038 39 7«822 45712

(小紋別) 600 it 2.1～4.10 70 4272 1.7 08.8 3.60 0.40 37 423 5 2,42"

(広 尾) 3530 n 1.24 〜52 6 124 15,749 5,984£ 375 038 306 1 5.4 4 3 10126

___ 一
本年度 48875 tt 1.1 4 〜531 139 232,724 89383J — 03 8 3323 229401 147皿

前年度 4 8520 n 1.5 〜6. 9 156 221333 80,8243 — 036 2918 219,01 5 ! 31:竺
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飼育生産量は2 5 0,3 5 8千尾であるが、このうち再飼育対象となったものが16.7 21千尾再飼育後

生産魚体
歩留

餌料

効率

水 温
P・H 水量

飼育

面積
備 考

t長 体重 低〜高 平均

cm 9 % % ぐ〜C レ分 nt

43 8 0.63 93.6 111.6 5.0～ 1 22 — — 1,400 4 25.0

---- -
<1.0 7>

0.8 2
9 6.6 10 6.8 03 〜15.0 — — — 233600 注ー】

— <1-3 8> 

0^5
9 73 115.3 1.〇〜128 — — — 21,0463

43 0 0.57 9 8.0 81.6 5.〇〜1 3D 7.8 — 500～

1X)00
6262

4.00 057 9 0.6 97.7 33 〜7.4 4.7 6.9 3,000 3343

4.0 0 050 95.6 845 25 〜6.0 3.6 6.9 1,500 720

4.5 0 0.6 2 9 8.9 10 23 5.6 〜9.0 — 7.1～72
2.80〇—

5300
9675

4.64 0.78 9 82 111.7 6.0～ 8.1 73 7.0 6.。 00 9072

439 〇£6 9 8・〇 10 93 15 〜68 52 7.0—72 2500 5863

40 4 0.45 9 80 7 4.4 22 〜98 8.7 7.1～72
800—

1,500 4012

4.22 051 9 8.4 8 3.1 20 〜1 3.0 4.9 7.1～72 4500 6 5 4.0

42 7 05 2 9 9.0 91.5 5.〇〜95 6.1 7.1～73 3,000 9183

1 429 067 9 99 8 9.2 15 〜70 43 68—70 400 2595

4.10 05 7 99.8 13 5.4 53 〜7*8 6.4 6.476
2.0 00—

6000 1500.0

430 0.7 0 9 85 12 2.4 2.2 〜9.7 53 6队73
3,17 〇—
104 00 23 81.4

4.13 0.71 9 9.8 17 83 68 〜8.6 75 65^.8 10,。 00 1,7 00.0

4.10 05 5 9 68 1 7 3D 52 〜11.0 74 68—69 1 4 4—
251 9 9.0

450 0.79 9 99 123.9 43 〜7.6 64 6.0^62
230〇—

2900 734.7

4.10 057 9 8.0 116£ 38 〜68 5.1 6.0^2
870—

1900 1020

4J0 058 9 95 13 0.2 4.〇〜7.0 4.7 6.2
1,700■-

2200 7122

420 057 9 91 119.3 39 〜6.2 5.1 6.1～63
50〇— 

2,000 218.0

45 0 0.6 6 9 8.1 1173 33 〜8.5 6X) 6.4 6.。 00 1,4 5 82

— 0.6 5 98.6 119.9 15 〜130 — — 一 16281

— 0.60 9 8.7 10 35 14 〜122 — — — 195105

2 8減であるため、最終飼育放流数は2 3 3,6 3 7千尾である。
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支 事業場 餌料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死 飼育生産量

場 (収容場) 給餌量 験 期 間 日数 尾数 史2 体長 体重 尾数 尾数 重量、

財日明/日 千尾 命 cm 9 千尾 千尾

徳志別 4,4 6 0 乾 2.1～5.10 100 16.537 5,1 2 65 3j6 0 031 327 1 6.2 1 0 8,9 34.3

歌 登 1,2 9 5.5 // 1.20-5.16 118 9,04 8 2,6 2 39 3.4 2 02 9 139 8,9 ()9 423 9.6

頓 別 25 00 // 2. 45.12 99 25 9 3.5 3.4 0 031 184
<3J 5 7 

5,02 5 7.09 85

天 (鬼志別) 240 // 4.2 7～ 5.2 2 26 2,84 0 5 11.2 — 0.18 115 2,7 2 5 7903

«宗 谷» 2,。 3 5 〃 2.16—5.17 92 7505 1,785 — 〇•2 4 814 6.6 9 1 39 39.9

(東利尻) 1,4 7 0.1 II 2.1 5～ 5.1 2 88 4,496 1,。 7 9 3J0 0.24 49 4,4 4 7 327 44

く大空沢> — 〃 — < 5〇> 一 一 — < 1> く 4 9)

へ

く朝 日> 3 13.6 U 32 7～ 5.1 2 47
氏4 0 〇>
1 1219 5 5 2.7 — 03 4 5 片、 1.11 2.1

*

3 ノドットマリ> 240 〃 32 6～5.1 2 48 く1,400> <76 4> —— <05 5> < 〇> <1,400 ；<1,190>

天 塩 2,7 50 〃 1.2 1～5. 5 106 {♦1,680
112800 3,4 4 8 — 0.24 430

<1.680
12,3 70 6467

塩 中 川 1,5 0 0 II 1.5-4.15 102 723 6 1,831 231 0.2 5 221 7,015 3,0 65.5

(信 砂) 828 II 5.1 0—5.30 21 6,7 3 0 1,4 8 0.6 3.3 0 0,2 2 430 6,3 0 0 2205

«増 毛» 9,3 8 0 II 1.3 1～ 5.1 4 105 24927 5,7 5 2.9 3.4 0 0.23 288 2 4,6 3 9 1 5,035.4

本年度 2 7,012.2 II 1.5～5.3 0 147
施 66$>
19,8,54 7 2 734 8.3 — 02 6 く3忠 <6.68 6> 

9 5»5 4 5 5 6.162

前年度 2 5,1 9 8.4 〃 122 6—6. 8 165 9 2,97 3 28,2 21.5 — 03 0 2,615 9 0,3 5 8 5 7,0564

く浜 益> 10 0.0 II 1 2.1砂 32 4 101 1,012 28 3.4 3.4 0 0.2 8 88 924 12565

(厚 田) 400 II 3.18～5. 6 49 764 2 3 6.8 3.70 031 22 742 4 081

千 歳 1 9,3 9 6 II 1.11～4.19 99 3 8,659 11,301.8 3.4 0 0.29 472 3 8,1 8 7 2 8391.1

千 (余 市) 1294 II 1.1 5～4. 5 81 6,7 24 1,3 4 43 3.0 0 02 0 423 63 0 1 3,1505

(古 平) 1,918 // 1.4～ 4.18 94
旬,。 0 〇>

2,96 5
1,32 8 23 0 03 3 205 <1•〇〇〇>

2,7 6 0
3.2083

(美 国) 236 II 3.1 4～ 5. 7 84 1,557 3 11.4 23 0 0.20 5 1,552 6043

(猿 留) 6500 II 1.7—5.3 0 145 8,19 3 2,4 9 15 3.30 03 0 156 8,。 3 7 9,9 7 0.7

«えりも» 6,5 66 II 1.1 4～5.2 9 137
[6,14 7
1 7,956 2,2 6 0.4

3.20 0.28
480

f 6,1 4 7
1 7,476 8.9585

歳 (歌 別) 8260 II 1.1 3～ 5.3 〇 139
も,4 83>

5,7 3 7
3,3 51.4 3.6 0 03 3 く 3な <4446>

5,6 39
14,172.1

<仁雁別> 1,3 0 0 II 4. 5～6. 6 63 マ1,660 <532¢ く 3.60) <0.3 2う <140> <1.524> <2,072¢

(春 別) 3,6 9 8 II 12 1～ 5.31 131 7220 2,4 1 7.6 3.40 03 3 585 6.6 3 5 55119

(元浦河) 2,3 00 II 1.&—6.1 148 4,411 1,4 0 0.7 3.20 03 2 666 3,7 4 5 3,4265

-186 —

庄飼育生産数は1〇 2,2 3 1千尾であるが、そのうち再飼育対象6.6 8 7再飼育後1減であるため、最終

生産魚体
歩留

餌料

効率

水 温
P・H 水量

飼育 

面積
備 考

,長
体重 低〜高 平均

cm 9 % % °C 〜°C °C レ分
天塩へ!,3 〇 7 

牌育)4.3 0 0.5 5 9 7.9 9 4.5 4.5~5.5 5.0 65 3,80 0 6 4 6.7

4.13 04 6 9 8.1 16 3.4 1.4～4.6 2.7 53へ-6.0 28 0 0 5 10.0
頓別へ!,3 5 〇 
天塩へ 3 7 5

4.40 0.8 7 9 7.8 18 0.2 439.8 — 63 2,7 3 0 8 3 0.0
歌登からI,3 5 9 
・夫塩から1,8 〇 〇

4.10 029 9 6.0 116.3 5.5～9.3 — — — 225

4.17 0.5 9 8 9.2 10 5.9 1.2～73 45 — 3,。 0 0 2 9 6.9

— 0.7 4 9 8.9 1 4 9.3 5.8～62 6.0 6.8 2,。 0 0 3 2 2.6
朝日へ4 〇 〇
東ノドトマリへ1,4 0 0

一 — 9 8.0 — 一 — — 一 —
南日から5 〇

(再飼育1減)

— 0.69 9 9.7 17 8.4 — — 6.2 2,5 0 0 144
大空沢へ50 

東利尻から!,4 0 0

<4.8 〇> <0.8 5> <100.0><177.$> <4.0～ 62> <5.6> <68> — 一 東利尻から1,4 〇 〇

0.4 6 9 7.0 10 93 3.4～ 9.1 — 7.0 60〇—
1,8 0 0 450

徳志別から1,3 0 7

歌登から3 7 3

3.65 0.4 4 9 69 8 2.3 3.6～6.7 5.2 7.3へ-7.5 1,3 4 0 7 2 9.4

— 0.3 5 9 3.6 8 7.5 4.0～8.0 5.5 — 4,5 0 0 210

— 0.6 1 9 8.8 9 9.0 2.0～6.8 6.8へ-12 800 600

— 0.5 9 9 7.0 10 59 12～9.8 — — — (4964.6) 注ー1

— 0.6 3 9 72 11 4.4 2.0～1 2.5 — — — 13227.9

520 1.3 6 9 1.3 9 7.3 83～1 2.4 10.4 6.6 1,3 0 0 81

4.60 05 5 9 7.1 4 2.8 6.5 6.5 7.1 1,200 50

45 0 0.7 6 9 8.8 9 0.7 5.3～8.1 7.0 63 2,3 8 5 2510
鵡川へ1,517 
(再飼育後6 〇減)

4.00 0.5 0 9 3.7 13 9.5 4.2～9.1 6.2 — 4300 890

4.80 03 5 9 4.8 9 8.0 6.8～ 1 0.5 8.0 6.7 3319 281
真狩から1,。 0 0 

(再飼育)

3.90 03 9 9 9.7 12 4.3 1.0～6.8 4.6 6.6 505 19 1

5.10 1.2 4 9 8.1 11 5.1 4.0～11.4 7.7 62～ 7.3 540 672 ’歌別へ4,4 8 3
(再飼育後3 7減)

5.10 1.20 9 4.0 1 0 2.0 —— — 6.5--63 — 414 仁雁別へ1,6 6 4 
(再飼育後14 0減)

5.40 1.4 1 9 8.7 1 31.0 4.1 ～ 9.9 — 7.0 5,。 00 9 3 64

く 520> <1-3 6> 91.6 11 8.5 1.0～16.5 7.8 6.8 1,5 0 0 1 7 65

18 0 0.83 91.9 8 3.7 5.0～1 0.0 — — 1,800 7 2 75

5.00 0.9 2 8 4.9 8 8.1 63～8.0 7.6 — 2,。 0 0 4 3 6.3

飼育放流数は9 5,5 4 4千尾である。
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支 事 業 場 餌 料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死 飼育生産量r

場 (収容場) 給餌量種類 期 間 日数 尾数 重量 体長 体重 尾数 尾数
--- ーf
重量

診 月/田明/日 棉 診 cm 夕 樺 稚

(三 石) 2300 乾 1.1 9 〜420 93 4,4 51 1,4 0 7.2 33 0 03 1 159 4,29 2 4215£

静 内 9,。 0 0 // 12.1 5 〜420 127 17,108 5,9 〇 3.5 3.4 0 0.3 5 499 16,60 9 14,844.3

千 (門 別) 1,480 〃 1.4〜42 6 114 5,2 3 2 1,70 21 320 0.3 2 402 4330 2,927.7

(鵡 川) 225 〃 421〜6. 2 43
孺

1,6 6 4.8 4.10 0.6 2
< 6 0>

33
<1,4 5 7>

1,14 0 1,629.2

(錦 多 峰) 1,6 10 // 2. 5〜4.2 2 78 3,5 10 1,0 88.9 3E0 0.31 29 5 3,215 2,3802

(白 老) 3,22 0 〃 2.11〜5. 6 86 5,4 3 7 1,8 10.3 33 0 0.3 3 85 5,3 5 2 4,9425

敷 生 760 〃 2.2 〇〜4.1 4 54 6,98 0 2,11 7.0 3.7 0 0.3 0 410 6,5 70 2,8132

くア ヨ 口> 340 〃 2. 5〜42 0 76 1,295 3 4 9.7 3.4 0 0.2 7 75 1,2 2 0 63 44

歳
(登 別) 1,5 0 0 // 2.2 3 〜4.1 3 51 3,7 31 1,305.9 3.40 03 5 281 3,450 3,105.0

本 年 度 7 3303 〃 1.4〜6. 6 155
<8,664> 
140,262

44,0772 — 0.31
く2 3 7> 

5,4 3 9
<8,4 2 7> 
134,823 117,051.4

前 年 度 44,946.3 〃 12.13〜6. 2 172
之8,532>: 
115,550

0,259食
35,804.3

— く0.50Iく2 8 9> 
0.31'6,5 7 2

<82 43> 
108,978

<8,482$, 
7 9,651.8

(神 恵 内) 390 // 1.1 5 〜5. 6 112
<1,000>

1,225
— — — 5 く!,。 0 0つ

1,220
一

(岩 内) 920 // 2.21〜4.3 0 70 23 7 5 — — — 35 2,8 40 —

尻 別 590 〃 1.2 〇〜3.31 71 2,8 4 0 95 32 3.7 5 03 4 11 2,829 ICTUS'

渡 «真 狩» 3,。 80 〃 22 〇〜5.1 72 112 2 2 2,9 1 7.7 3.20 026 116 11,10 6 6,002.6

「(朱 太) 1,。 5 0 // 3. 5〜4.3 0 54 <1,6〇6>
4,6 9 5

— 一 — 115

く血

—

'(島 牧) 600 〃 12.1〜5. 2 154
な,000>

3,611
— — 一 11

<1,00 0>
3,6 0 0

利 別 1,。 0 0 // 1.5〜3.31 86
2,。 00
3,。 31 1,0 8 2.8

3.7 5 03 5 74
2,。 00
2,9 5 7 1,951.6

(・瀬 棚) 5,。 00 H 12.2 4〜4. 7 106
・ ヽ
く2,000つ 

2961 1,4 1 7.9 3.5 0 02 8 75 <2,。 00>
2,8 86

5,806.4

«熊 石) 310 7 〃 1.21〜4.1 7 87 7,8 08 2,10 82 一 02 7 608 72〇〇 4,680

(相 沼 内) 800 // 2. 6〜4. 7 90 3,15 2 7 8 8.1 3.0 0 0.2 5 219 2,9 3 3 1,5379

(突 符) 580 1 2. 5〜4.17 134 25 71 7 5 2.3 3.10 02 9 171 2,4 0 0 1,223.4

島 厚 沢 部 2,。 0 0 〃 1.9〜4.10 92 6.7 6 5 2,05 7.4 33 6 03 0 112 6,6 53 3,725.6

(上 ノ 国) 1,200 〃 1.2 〇〜4. 4 75 4,18 9 12 5 6.7 3.0 0 03 0 164 4,。 25 2,0341

'(奥 尻) 155 〃 1.1 5〜41 5 92 950 — 一 — 200 750 一・

(清 部) 2,2 5 0 〃 1.1 2〜4. 3 82 3,4 63 — 一 — 459 3,。 0 4 -!

—188 —

注ー1 飼育生産数は14 3,2 5 0千尾であるが、このうち8,6 6 4千尾が再飼育の対象となり再飼育後2 3 7 

千尾減であるため最終飼育放流数は13 4,5 8 6千尾である。
—189 —

生産魚体
歩留

餌料 水 温
P-H 水量

飼育
備 考

体長 体重 効率 低〜高 平均 面積

—------
cm

5.4 0

0
0.9 8

%

9 6.4

%

10 0.3

C〜°C

8.5 〜11.0

°C

9.6 —

L/分

2,20 0

m2

4,6 5 9

4.4 0 0.8 9 9 7.1 9 9.3 7.1〜8.7 7.9 7.0 7,5 0 0 1,15 6

4.70 0.6 1 9 2.3 82.8 4.〇〜8.0 5.9 7.0 1,000 535

4.4 0 0.6 3 9 6.5 — 5.1〜11.9 8.7 6.9 2,000 216
千歳から1,517 
再飼育後6 〇減

4.70 0.7 4 91.6 8 0.2 6.6へ-95 8.0 7.0 4,00 0 418

5.0 0 0.92 9 8.4 9 7.3 3.8 〜13.3 8.5 6.4 45 00 475

420 0.4 3 9 4.1 9 1.6 7.8 〜1 0.1 8.9 7.0 5,。 00 886

4.3 0 0.5 2 9 4.2 8 3.7 4.0へノ 6.5 5.0 — 1,500 145

4.9 0 0.9 0 9 2.5 11 9.2 6.2 〜1 0.4 7.0 6.9 3,250 340

— 0.8 7 9 6.2 (9 8.¢ 1.0へ-13.3 — — — 16,195.7 注ー1

—
<1.03^

0.73
9 4.5 10 7.0 0.3 〜1 5.0 — — — 8,593.4

— — 9 9.8 — 5.8へ-7.8 7.0 — 3,。 0 0 2I 〇 真狩から1,00 0 

(再飼育)

— 一 9 8.8 — 5.2 〜9.7 7.0 — 1,。 3 0 174

142 6 0.5 9 9 9.6 12 16 4.7 〜6.8 6.4 63—7.0 1,208 255

430 ノ 0.5 4 9 9.1 10 0.2 4.6へ-9.4 7.4 6.46.6 9,8 8 0 884

— 一 9 82 一 5.〇〜6.7 53 7.0—72 1,30 0 280
•真狩から1,6 〇 6 

!(再飼育)

4.40 0.6 6

9 9.8

9 7.6 8 6.9

52 〜72

6.〇〜8.1

6.1

7.3

7.4

7.2

2,3 00

1,800

324

3 71.0

真狩から1,000
(再飼育)
瀬棚へ2,。 〇 〇
(再飼育)

以.5 0 1.3 5 9 4.5 8 7.8 7.6 7.6 7.0 5,5 0 0 810 利別から2,。 〇 〇 (再)

一 0.6 5 9 2.2 8 2.8 4.8 〜7.8 6.3 6.4〜7.4 7,2 0 0 6782 輸送放流中2 2減

5.0 4 0.5 2 9 31 9 3.7 3.〇〜72 5.2 — 1,300 —

4.40 0.51 9 3.3 8 1.2 1.6 〜7,6 3.8 63 〜6.7 3,。 6 0 3 0 8.9

4.20 0.5 6 9 8.3 8 2.0 3.9 〜92 6.0 6.2 〜6.6 3,。 0 0 7 3 2.4

4.0 0 0.51 9 6.1 6 4.8 4.〇〜9.0 6.5 6.6 1,500 644

— 一 7 8.9 一 7.〇--1 0.0 8.7 — 240 3 8.2

- — 8 6.7 — 2.5--122 6.0 — 1,5 6 0 330



支 

場

事業場 

(収容場)

餌

給餌量

料

種類

給重

期間 日数

飼?

尾数

f量

重量

浮上

体長

魚体

体重

斃死

尾数

飼育』

尾数

M産/

渡

島

(及 部)

(気 仙)

(有 珠)

(虻 田)

(貫気別)

(貫気?蹂2 )

(長万部)

(国 縫)

八 雲

«森 )

'(尾白内)

(鹿 部)

(大 船)

(矢 尻)

(尻岸内)

(原 木)

(汐 泊)

(上 磯)

(当 別)

(亀 川)

知 内

(福 島)

診

328 9.7

826

1,291

2 4 2.3

1000

1,5 0 0

915

12 0.4

1,3 7 0.0

2,643

1,9 5 2.6

1,88 0

754

1,5 7 4.6

960

1J60

160

3,。 0 0

95

800

42〇〇

5,021

乾

//

//

//

//

U

//

//

//

II

〃

〃

〃

〃

II

〃

//

〃

II

〃

〃

//

月/f /日
1.1 〇〜4.2 7

1 2.3 〇〜4.17

1.14～ 5.2 4

3.16〜4.21

1.7〜520

2.2 3〜4.30

1.5〜42 5

1.1 3〜5.1 〇

2. 4〜4.30

3.2 〇〜4.2 2

2.1 3〜4.26

2. 8〜4.28

221〜5.2 4

2.1〜5. 5

4.26〜5.2 8

22 〇〜5.2 0

1 2. 5〜5.2 4

1.2 3～ 42 0

4.20〜5.12

4.1 〇〜5.2 4

1.25〜4.19

1.13〜4.25

108

四5

122

37

135

66

110

118

87

34

73

81

94

94

33

91

169

88

22

45

86

104

後

4,7 0 0

1.6 。 0

<800>

* 
<500>

2,70 0

4.5 93

1,66 9

492

1,2 0 0
5.7 7 4

6,1 3 7

10,019

4.6 3 4

4»5 7 5

4.4 9 9

12,132

3.4 6 5

6.9 92

1 2,。 0 0

1.9 7 0

4,012

1 4,6 5 5

5,。 21

K?

5 60.0

く328.0

<$45.$>

89 1.0

1,3 7 7.9

2,01 9.0

25 7 7.5

1,6 6 8.2

1.8 3 0.0

1,5 7 4.6

1,3 8 6.0

7 6 8.3

4.9 〇 9.4

cm

3.5 0

く40 0>

<3.80)

3.40

3.4 0

3.7 9

3.5 0

3.60

2.50

3.3 0

3.40

3.40

2

03 5

<0.4 〇

く 0.4 9)

0.3 3

0.3 0

0.3 5

0.4 2

0.3 6

0.4 0

03 5

0.4 0

03 9

0.3 4

模

200

60

< 28>

く 9 0>

60

306

110

1

1,385

418

105

374

175

41

1,6 3 2

265

300

1,6 0 0

52

248

346

23

樺

4.5 。 0

1540

<772>

<41〇>

2,64 0

4287

1,559

491

1.200
4.3 8 9

5,7 1 9

9.9 14

4,2 6 0

4.4 。 0

4,4 5 8

10,5 0 0

32 0 0

6.6 9 2

1 0,4 0 0

1,918

3.7 6 4

14,30 9

4.9 9 8

1,288.2

<1,389、

<4 8 79>

1,848.0

2,4 622

284 4.6

423 2.0

3,36 0.0

2,64 0.0

2,6 748

2,2 4 0.0

8 63.1

8,9 43.1

本年度

前年度

57,4 77

40,741.7

II

〃

1.5〜528

1 2.1 3〜6. 2

145

172

<6.906>

176,197
*
く 2,450>
171,091

65,5382 — —

< 11^> 

10,。 7 6

45 6 7

<6,7 8 8> 

1 6 6,1 2 1

<2,3 7 0> 

166,604
107,347,9

注ー1 飼育生産数は17 2,9 0 9千尾であるが、このうち6.9 〇 9千尾が再飼育の対象となり再飼育後118 

減,輸送放流中2 2減なので最終飼育放流数は16 5,9 81千尾である。

k生産魚体

歩留
餌料

効率

水 温
P・H 水量

飼育

曲積
備 考

体長 体重 低〜高 平均
——

cm %

9 5.7

% °C 〜°C

7.2 ～ 82

°C

7.8 6.7

匕/今

1,8 0 0

を

55

2.80 1.0 7 9 63 8 8.2 10.0 10.0 72 2,00 0 7 92 有珠へ60 0

<5.9 〇>3 〇> 9 6.5 8 2.2 3.7〜1丄〇 13.0 一 1,。 0 0 9 6.2
気仙から6 0 0(再飼育後23減) 
八雲から2 0 0 (再飼育後5滅)

<5.21> <1.1 9> 8 20 10 0.2 9.5 〜1 〇・〇 9.7 6.0 1,000 7 2.0 貫気別第2から5 0 0

0.70 9 7.8 9 5.7 6.0 〜8.0 6.5 65 900 735

(再飼育後1〇減)

一 0.6 0 71.6 7 2.3 6.〇〜7.5 65 6.4 2,。 0 0 599

一 — 9 3.4 — 9.8 〜1 0.5 0.0 — 1,200 235

— — 9 9.8 一 35 〜7.0 5.2 — 260 13

4.44 0.6 5 8 0.1 6 0.3 5.2 〜8.0 6.4 7.5 2,70 0 2 6 3.8
治珠へ2 0 0 (再飼育) 
野田追へ1,。 0 0 (再飼育)

一 0.7 4 9 3.2 6 2.6 4.〇〜9.3 6.6 — 4,8 00 800

一 — 9 9.0 — L〇〜12.5 6.1 68 5,。 0 0 828

4.80 0.8 0 91.9 9 4.6 5.〇〜9.3 7.3 6570 1,5 0 0 31 3.1

5.70 0.6 0 9 6.2 10 7.4 1.9 〜11.6 6.0 — 2,。 0 0 13 35

5.0 0 0.6 0 9 9.1 7 8.6 〇1〜10.0 8.0 7.2 4,。 0 0 5 31.2

一 — 8 6.5 一 4.8 〜7.8 52 65 — 1,0 8 5.0

5.0 0 0.70 9 2.4 7 3.6 3〇〜7.0 4.5 7.0 2,40 0 2 05.9

一 — 9 5.7 — 3.0 〜9.0 7.0 7.1 600 594

— 一 86.7 — 一 — — 1,200 288

3.6 6 0.4 5 9 7.4 9 9.8 5〇〜7.0 6.0 800 1198

— — 9 3.8 — 5.〇〜1 3.0 9.0 7.0 1,800 451

4.0 4 0.6 3 9 7.6 9 6.0 52 〜95 7.5 62 7,5 0 0 1,180

— — 9 9.5 一 6.69 〜8.1 7.5 7.0 800 437

— — 94.4 一 0.1〜1 2.2 — — — $5,1534) 注—1

— 0.6 4 97.3 10 2.6 1.5 〜1 4.6 — — 80,4 3 0 1 3,6 1 0.0

—19〇 — —191—



支 

場

事業場 

(収容場)

餌料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死

尾数

飼育生産量

給餌量 期間 日数 尾数 重量 体長 体重 尾数 會最

診 "明/日 梅 診 cm 千尾 千尾 瓦
全

本年度 346,481.8 乾 1.4 ～ 6.1 5 "兀
<38,97^> 

1,098,531 — — 一
< 38 <> 

33,604

く38,594> 
1,064,927

道
前年度 298,464.4 12.13 ～ 6. 9 179

く21,282» 

1,057,920 373,690.1 — 03 5 28,633
<20,84¢ 
1,029,727 708.051

 192 一

生産魚体
歩留

餌料 

効率

水 温
P・H 水量

飼育 

面積
備 考

体長 体重 低〜高 平均

cm 孑 % % °C 〜°C °C レ分 m2

一 —
9 6.9 —— 0.1 ～1 5.0 — —— (98,1392) 注ー2

— 0.6 7 9 7.3 0.0 ～1 5.0 - —— 一 93,934.6 注一3

注ー 2 全道飼育生産数は1,1〇 3,5 21千尾であるが、このうち3 8, 9 7 8千尾が再飼育の対象となり再飼育後 

3 8 4減、輸送放流中2 2減なので最終飼育放流数は1,06 4,5 21千尾である。

注ー3 全道飼育生産数は1,。 5 0,5 6 9千尾であるが、このうち21,2 8 2千尾が再飼育となったので最終飼育

放流数は1,。 2 9,2 8 7千尾である〇
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第2表 昭和5 8年度さくらます稚魚飼育事業

支 事 業場 餌料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死
飼育生産量n

場 (収容場) 給餌量 種類 期間 日数 尾数 重量 体長 体重 尾数 尾数 重量

診 月/日^/日 桐 cm 夕 千尾 梅

北
(来 運) 1,650 乾 12.27 〜5.1 8 144 1,284 2 9 5.3 2.80 02 3 26 976

© 282
1,5 5 13
3243

本 年度 1,6 5 0 〃 122 7 〜5.18 144 1,2 84 29 5.3 230 0.2 3 26 〇 1,25 8 1,8 7 64

見

前 年度 3 4 5.5 〃 1 2.1 8 〜43 〇 134 617 142.5 — 0.23 5 612 4 4 8.55

根 室 2 6 0.0 〃 1.2 3 〜531 130 459 7 23 23 4 0.16 101
©

358 2 6 8.4

根 (本 別) 23 2.0 n 12.19〜5. 5 138 856 18 83 29 0 0.22 15 841 4 6 2.5

(矢 臼別) 3 3 0.0 2.15 〜4.1 5 50 141 2 8.2 320 0.20 5 1 36 4 0.8

室 本 年度 5 2 2.0 〃 1 2.19 〜5.31 165 1,45 6 2 8 8.8 — 020 121 1,3 3 5 7 7 1.7

前 年度 18 0.0 1 22 0—5.31 163 129 2 45 — 0.19 12 117 12 5.4

徳 志別 4 0.0 2.1〜5.10 100 68 15.0 33 0 0.22 13 55 3 5.5

天
歌 登 5 4.5 H 1.2 〇〜5.3 0 132 248 4 7.9 2.9 4 0.19 65 183 64.1

(信 砂) 260 〃 413—7. 9 88 97 17.5 — 0.18 7 90 2 3 3.1

«増 毛) 211 〃 1 2.1 4— 5.31 170 58 11.7 — 020 3 55 18 2.6

塩 本年度 56 55 〃 1.1.2 0—7. 9 172 471 9 2.1 — 020 88 383 51 53

前年度 4 7 0.2 H 1.11—7. 8 179 215 4 2.51 — 0.20 36 179 344.0

(神 恵内) 17.0 〃 1 22 0—6. 8 201 44 — — — 3 4 1 一

渡 尻 別 1,6 6 5 〃 1.1 4—6. 5 144 1,510 4 4 32 — 029 86 1,4 2 4 1,8 71.1

«熊 石» — H — — 225 一 — — 〇 225 一

(福 島) 20 II 1.1 3—4.24 103 5 — 3.4 0 0.71 1 4 一

島
本 年度 (1,70 分 II 1.13—6. 5 144 1,784 — — — 90 1,6 9 4 一

前年度 1,0 2 0.0 〃 1 2. 9—52 8 171 2,037 4 9 8.17 — 02 4 191 1,864 1,4 79.3

全 本年度 (4,439.5) II 12.19—6. 5 169 4,995 — — — 325 4,6 7 0 一

道
前 年度 (2,015.7) 〃 1 2.1 8— 7. 8 203 2,998 70 7.6 8 — 02 4 244 2,7 5 4 2,39725

—194 ——

注ー1 飼育生産数は4, 6 7 〇千尾であるが、このうち新資源造成事業L 2 6 4千・尾、試験調査2 2 6を移行 

したため最終飼育放流数は3.18 0千・尾である。

生産魚体
歩留

餌料 水 温
P・H 水量

飼育
備 考

%長
体重 効率 低〜高 平均 面積

cm
4.9
4.8

159
1.1 5

%

9 8.0

%

10 35

c- °C

6.6— 8.0

°C

7.3 7.5

6/分 
2,。 00

nz2

17 7.0 新資源造成事業へ2 8 2

一 1.49 9 8.0 1 03.5 6.6—8.0 73 75 2,00 0 17 7.0

一 0.7 3 9 9.2 8 8.6 0.0へ-83 — 一 700 10 8.0

41 5 0.7 5 78.0 7 5.4 4.7—1 5.1 66 7.1—6.9 2260 5 53
'全て新資源事業へ移行358

35 9 0.5 5 9 8.2 1182 447.2 5.5 6.8 900 15 3.6 うち長期飼育試験へ5

33 0 0.3 0 9 72 4 2.0 7.0—8.0 7.6 72 150 4.3

一 05 8 91.8 9 2.5 4.6—1 5.1 — — 3,310 2132

— 1.0 7 9 0.7 5 6.1 1.8—1 3.5 — — 2,80 0 2 72

4.0 0 0.7 0 8 0.9 51.3 45—5.5 5.0 65 3800 6 4 6.1

35 4 03 6 7 38 2 9.7 1.4—5.0 2.9 5.8 — 12.0

— 25 9 9 2.8 8 2.9 2.0へ■1 6.5 一 一 — 30

6.96 33 2 9 4.8 81.0 4.0—6.8 5.9 6.7 500 50

一 1.3 5 81.3 7 43 14—1 65 — — — 7 3 8.1

一 1.9 2 8 33 6 4.1 2.1—1 6.0 — — — —

— 一 9 32 — 5.8—7.8 6.8 7.0 500 3 34

一 9 43 85.7 3.7--9.6 5.6 7.0—72 3,9 7 0 357

このうち6 24は新資源造成

— — 10 0.0 — — 一 — 一 —
相沼内から13 

全て試験調査へ

7.3 8 4.0 0 8 0.0 一 69へ-8.1 7.5 / — — —

— — 9 49 — 3.7—9.6 — — 一 —

一 0B0 9 0.6 9 62 1.6—1 0.3 — — 310 0 8 6 64

ーー 9 35 — 1.4—1 65 一 — — 一 注ー1

一 0.87 91.9 (8 38) 00ハ-16.0 — — — —
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第3表 昭和5 8年度からふとます稚魚飼育事業 ( ナ道立ふ化場 ( )民間収容場 < >仮施設

支 事業場 餌 料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死 飼育生産量

場 (収容場) 給餌量 種類 期間 日数 尾数 重量 体長 体重 尾数 尾数 重量

K? 月/日明/日 千尾 紛 cm 2 梅 千尾 飞

(岩尾別) 900 乾 321〜4.3 0 41 9,15 5 2,06 4.0 31 3 0.2 3 5 9,15 0 2,7 4 5.0

く岩尾別> 220 // 4.1〜43 0 30 3,5 0 0 7 3 5.0 3.00 021 100 3,4 0 0 816.0

北
(遠音別) 120 // 4.1〜4.3 0 30 3う87 7 5 3.0 3.12 021 2 3585 82 4.6

く遠音別> 40 〃 4.1～4.30 30 607 12 7.0 312 0.21 2 605 151.0

(常 呂) 300 // 3.1〜5.1 5 76 9,10 0 2,2 7 5 29 0 0.2 5 30 9,。 7 0 2,6 3 03

湧 別 70 // 221〜4.30 68 3378 7 0 9.4 33 8 0.21 63 3,315 7293

見

(幌内南) 3 14 〃 3.1〜5.1 6 77 7526 1,6 5 5.7 3.4 6 0.2 2 17 7,5 0 9 2,0 3 2.7

本年度 1,9 6 4 n 221〜5.1 6 86 3 6353 8,3 19.1 — 02 3 219 3 6.634 9,92 8.3

前年度 1,7 9 5.6 〃 1.1 3～5.19 127 28,390 61,545 — 0.2 2 1,2 0 2 2 7,1 8 8 7,8 5 52

(サシルイ) 320 n 4.1 〇〜6.10 62 780 17 9.4 3.41 02 3 30 750 48 75

.(湯ノ沢) 200 u 3.2 5 〜5.3 〇 67 980 2 2 5.4 34 1 02 3 30 950 323.0

根

く元崎無異> 600 〃 4.1 7〜6. 5 50 5^6 9 1 3920 310 02 5 7 5,5 6 2 2,。 023

根 室 750 // 4. 5〜5.3 0 56 6220 1,3 70.6 3.2 7 0.2 2 59 6.161 2,1 012

(本 別) 964 〃 1.1 5 〜5.28 134 4,35 6 8 71.2 32 0 0.20 50 4,3 0 6 2,0893

室
(落 石) 110 H 5.1 5 〜6.1 3 30 1,。 38 2 6 78 3.16 02 5 77 961 36 52

本年度 2,94 4 〃 1.15 〜6.1 3 151 1 8,9 4 3 430 6.4 — 02 3 253 18,69 0 7,36 85

前年度 1,74 5.0 // 1.1 3 〜5.31 139 9,29 9 1,8 3 4.0 — 020 92 9,2 07 3,5193

鶴 居 5 〃 2.1 〇〜3.20 40 6 1.5 32 6 0.25 〇 6

十
(芦 別) 200 〃 2.1 4 〜4.1 5 62 4,65 0 1,13 4.6 32 6 024 200 4450 1,2 2 72

幕 別 ー: 〃 121 6 〜4,3 0 137 1,13 7 216.0 310 0.19 75 1,06 2 25 9.2

(更 生) 50 〃 3.1 7 〜5.2 5 70 75 0 1172.5 32 0 0.2 3 10 740 214J6

(広 尾) 65 〃 3.1 〇〜5.2 6 78 1,312 328 32 0 025 5 1,3 0 7 379

勝 本年度 (320) 〃 12.16～ 5.26 163 7,8 5 5 1,8 5 2.6 一 02 4 2,9 0 7,5 6 5 2,。 8 功

前年度 — 〃 一 — 一 — — — — — -

生産魚体
歩留

飼料

効率

水 温温
P・H 水量

飼育

面積
備 考

体長 体重 低〜高 平均

cm 牙 % % C〜C °C 七/分 荷

38 0 03 0 9 99 7 5.7 42 〜9.8 6.4 7.1 4,9 5 0 4 3 7B

3.20 0.24 9 7.1 3 6B 4.2 〜9.8 6.4 7.1 800 3 20.0

33 0 0.2 3 9 9.9 5 9.8 2.〇〜59 4.0 7.1 1,7 0 0 14 4.0

33 0 02 5 9 9.7 6 0.0 2.〇〜59 4.0 71 1700 14 4.0

3.7 0 0.29 9 9.7 11 8.4 3.〇〜6.6 5.1 72 60 0 3 2 9.0

3.4 5 0.22 9 8.1 28.4 4.〇〜7.1 62 6.5〜6.7
50〇〜

800
1,08 45

(3.85
13.6 4

0.28 
02 4

9 9.8 120.0 3.1〜5.8 4.0 6.6 1,800 4,7 5 2

一 02 7 9 9.4 81.9 2.〇〜9.8 — — 一 72 113

一 02 9 9 5.8 9 4.7 0.2 〜11.4 — — 1 0,3 7 3 2,3 5 3.7

43 9 0.6 5 9 62 9 6.3 3.5 〜90 6.0 6.7 〜68 600 1 0 5.6

3.7 0 0.3 4 9 6.9 4 8.8 5.3 〜11.0 8.5 73 500 71.9

3.7 0 03 6 9 99 10 1.7 1.〇〜1 42 6.0 — — 6 60.0

33 8 03 4 9 9.1 9 7.4 1.〇〜1 6.0 64 7.0～71 40 0 0 5893

4.5 0 0.4 8 9 89 118.2 1.〇〜11.0 5.9 68 2,5 0 0 7 6 0.1

4.16 03 8 9 2.6 88.5 4.〇〜1 8.0 10.1 — 600 8 0.0

— 03 9 9 8.7 10 4.0 1.〇〜18.0 — — 一 2,2669

— 03 8 99.0 0.5 〜1 3.5 — — 7,9 0 0 1,4 8 65

36 5 029 100.0 5.5 74 〜7.5 7.4 7.0 30 —

365 02 9 9 5.7 71.3 15 〜7.0 5.5 7.〇〜72 2,。 00 5863

330 02 4 9 3.4 — 22 〜83 5.3 68 〜73 30〇〜
2,8 9 0

5 9 5.4 サケと混養

3.7 0 02 9 9 8.7 8 42 4.〇〜7.0 5.1 62 800 2 6 98

35 0 02 9 9 9.6 7 8.5 53 〜6.6 5.5 — 一 198

— 028 96.3 一 1.5 〜83 — — — —

一 —
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支 事業場 餌料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死 飼育生産量

場 (収容場) 給餌量 MB 期間 日数 尾数 重重 体長 体重 尾数 尾数
重g

K? 月/日73/日 千尾 診 cm 夕 千尾 千尾

徳 志別 20.0 乾 2.1 5 〜5.10 86 2,9 6 7 5 3 2.3 3I 〇 0.18 57 2,90 0 870

(鬼志別) 160 // 4.21～ 5.2 2 32 2,。 05 3409 — 0.1 7 151 1,854 二70.8

天
«宗 谷» 555 // 2.1 5 〜5N 3 99 1,98 4 3 3 7.3 一 0.17 279 1,7 0 5 8722

く大空沢> 13 〃 2.1 4 〜4.16 63 11" 一 2 6.4 2.6 0 0.2 4 4 106 一

中 川 — // 2.11〜3.31 50 16 3.5 2.72 0.2 2- 2 14 •諄、

塩

(信 砂) 85 // 5I 〇〜5.2 9 20 1,280 2 3 0.4 — 0.18 80 120 0 312

本年度 (1,。 13) n 2.11〜5.2 9 109 83 5 2 1,4 〇 73 — 0.18 573 7,7 7 9 (2,4 3 〇.'

前年度 (2 0 9.0) 〃 1.4〜4.2 7 114 1,2 0 2 23 1.3 4 一 0.19 52 1,15 0 3 4 5.76

«えりも) 3 31.2 11.2 7〜624 190
な。 0&

2943 ■ 0.43 < ］〇> <5 90> 

86

<4 6 6.0

143

千
(様 似) 300 〃 5.1 〇〜6. 6 28 2,9 8 3 80 5.4 3.10 0.2 7 163 2,82 0 1,128

歳
•本年度 6 3 1.2 〃 11.2 7〜6. 6 190

七6 0 0>

3,。 72
1,0 9 9.7 一 0.3 0

< 10>

166

<590>

2,9 06

<4 6 6.0

1,271

前年度 4.7 〃 1.1 9 〜4.11 83 8 1.4 7 3.20 0.1 7 2 6 45 6

全 本年度 (6,8 7 22) 〃 11.2 7 〜6.2 4 190
そ60 0> 

7 5,。 7 5
17,048.6 — 02 3 く !〇>

1,501

<5 90> 

7 3574

<4 6 61> 

23,0803

道 前年度 3,7 5 4.3 〃 1.4〜5.3 1 148 38,89 9 8,221.31 — 021 1,3 4 8 3 7,5 5 1 11,72532

—198 —

生産魚体
歩留

餌料

効率

水 温
P・H 水量

飼育

面積
備 考

体長 体重 低〜高 平均

cm 孑 % %
C〜°C °C £/分 m2

3.50 0.30 9 8.0 16 89 4.5 〜5.5 5.0 6.5 3,80 0 6 4 6.7

4.0 0 0.2 0 9 2.5 18.7 5.5 〜9.3 一 — — 225

4.0 8 0.51 8 5.9 9 6.4 1.2 〜7.7 4.6 — — 9 7.1

4.14 — 9 6.4 — 7.0 7.0 — 200 8.3

3.6 0 0.41 87.5 一 5.〇〜62 5.6 7.5 30 —

一 0.26 9 3.8 9 6.0 4.〇〜6.5 5.0 — — 60

一 0.31 9 3.1 g 1.2～9.3 — — — —

— 0.3 0 9 5.7 (5 4-7) 4.8 〜9.5 — — — —

一
<0.7 9>

1.66
9 8.1 9 5.0 — — — 700 5 2.6

様似から600

(再飼育後10減)

一 0.40 9 4.5 10 7.5 6.〇〜1 6.0 11.5 7.3 1,6 0 0 2 3 7.6 えりもへ6 0 0 (再飼育)

—
<0.7 9> 

0.4 4
9 5.2 101.0 6.〇〜1 6.0 — — 2,4 0 0 2 9 0.2 注ー1

5.10 0.7 6 7 5.0 6 5.7 3.7〜7.7 6.6 — 150 3.14

—
<0.7 9> 

0.31
9 8.0 (8 7.¢ 1.2 〜1 6.0 — — — — 注ー 2

— 0.31 9 65 9 3.3 〇2 〜1 35 — — — —

注ー1 飼育生産数は3, 4 9 6千尾であるが、このうち6 0 0千尾が再飼育後の減10であるため、最終飼育 

放流数は2,8 9 6千尾である。

法一 2 全道の飼育生産数は7 4,16 4千尾であるが、そのうち6 0 0千尾が再飼育され再飼育後10減である 

ため、最終飼育放流数は7 3,5 6 4千尾である。
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第4表 昭和5 8年度ひめます稚魚飼育事業

支 事 業 場 餌 料 給 餌 飼育量 浮上魚体 斃死 飼育生産量

場 (収容場) 給餌量 期間 日数 尾数 重量 体長 体重 尾数 尾数 重量

千 支 笏 湖 120 乾

月ZB明/日

3.1 〇～ 4.26 48

毎

910

Kg 

63.09

cm

222

9

0.06 9

千尾

25

千尾 

885 17334

本 年 度 120 // 3.1 0～ 4.26 48 910 6 3.。 9 222 0.06 9 25 885 17 3.84

歳
前 年 度 16 9.6 // 3.1〜4.29 60 1,12 8 102.7 23 2 0.091 11 1,11 7 23 09

くさけ・ます稚魚餌料基準>

品質形状 乾燥配合餌料 クランプル

粒 状 S号(餌付用) 0.3%以下

A号(前期給餌用) 0.5-1.0%

B号(後期給餌用) 1.〇〜1.5%

成 分 粗蛋白 4 6. 0～ 4 9.0 %

粗脂肪 4. 0～ 6. 0 %

粗繊維 1.〇〜 7. 0 %

粗灰分 12.〇〜16.0 %

水分 7.〇〜10. 0 %

配合原料 ホワイトフィッシュミール、肝粉、血粉、酵母、脱脂粉乳、小麦粉、アルファー澱 

粉、混合ミネラル、混合ビタミン、その他微量添加物

く昭和5 8年度使用餌料分析結果>

注1.窒素•たんぱく質換算係数は、6.2 5を用いた。

分析試験項目 結 果 検出限界 注 分析方法

水 分

粗たんぱく質 

粗脂肪 

粗繊維 

粗灰分 

可溶無窒素物

7.1 % 

4 7. 7 %

7. 3 %

1.3 %

1 0. 3 %

2 6. 3 %

1

常圧加熱乾燥法(1351C2時間)

ケルダール法

ソックスレー抽出法

静置法

直接灰化法
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飼育生産数は8 8 5千尾であるが、このうち新資源造成事業へ110千尾移行したので、最終飼育放流数は 

7 7 5千尾である〇

生産魚体
歩留

餌料

効率

水 侃
P・H 水量

飼育 

面積
備 考

体長

2.72

体重 低〜高 平均

9
0.2 0 0

%

9 7.3

%

92.3

C〜C 

7.2～9.5

°C
7.8 7.8 386 2 5.1 新資源造事業へ110

2.7 2 0.20 0 9 7.3 9 2.3 7.2～9.5 7.8 7.8 386 2 5.1 〃

3.0 4 021 9 90 9 9.0 6.9 〜8.9 7.9 72 550 32.6

ビタミン含量(1町中の含有量)

D 1,。 〇 〇 IU

V itamin A 4,4 〇 〇 IU ナイアジン 4 5 0再

Bi 3 〇 昭 パントテン酸 2 0 0 //

b2 9 〇 ノヾラアミン安息香酸 2 0 0〃

E 1 8 〇 〃 コリン 4,0 0 0 //

B6 3 〇 // イノシトール 6 〇〇Z/

B12 0.0 5 // ビオチン 2.5 "

幻 2 〇 // 葉酸 1 〇 〃

C 1,。 〇 〇 w

水溶性ビタミンは上記数値以上を含有する。
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§15.降河稚魚保護事業

実施結果

本年度も前年度に引続き下記項目について稚魚の安全降河と河川内生残量の増大を目的に実施した。 

1)河川パトロール

全事業において稚魚の降河期間の河川内障害物付近の安全降河見廻りと、稚魚降河状況把握の 

ための見廻りを実施すると共に、放流適期の把握のための資料を収集する目的で降海期の稚魚の 

追跡調査を実施した。

2J 河川清掃及び放流水路の整備

放流稚魚の降河の障害となる風倒木及び流下堆積した塵茶、河床に繁茂する水草等を除去した。

又、灌漑や防水用水等、各種取水施設への稚魚の迷入防止を図るための迷入防止施設の設置を 

関係機関に要請すると共に、安全降河を図るための放流水路の整備を実施した。

3) 害鳥、害魚の防駆除

害鳥等については漁網を利用して施設内への侵入を防ぎ、害魚については各事業場の放流河川 

を対象に、アメマス•オショロコマ・ニジマス等放流稚魚を捕食する魚類の採捕と生息魚類相調 

査を実施した。

なお、採捕魚については、支障のない他地域へ放流した。

4) 広 報

チラシ・ポスタFを印刷して、放流河川沿川の住民及び関係団体に配布し、稚魚の安全降河 

保護の依頼と同時に一般住民の増殖事業に対する理解を深めるためのPRを実施した。
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§16.さけ・ます稚魚輸送放流事業

実施結果,

本年度も前年同様、稚魚の移殖、分散の他、稚魚の灌漑溝、防水用水等の迷入防止、堰堤、ダム等 

の障害回避を目的として、さけ1〇 5水系、13地区(海中飼育のための輸送)で2 8 8, 6 8 2千尾 

を、さくらますは池産を含めて11水系で2,17 3千尾を、からふとます9水系8,151千尾を対象 

に実施した〇

特に、十勝支場管内釧路事業場付近の釧路川は水酸化アルミニュームの害毒による放流稚魚の影響 

を避けるため、例年通り全数輸送放流した。

また、さくらますでは1年間の河川滞留を考慮し、餌料生物の競合を避けるため、各河川で放流河 

川の枝川への分散放流を行なった。
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けさ

支 場
輸送放流場所 放 流 輸送放流尾数

水系 放流点 期 間 回数 輸送尾数 斃死数 放流尾数

北見 支場 * 7
1 7

26

月/0〜月/日 

3/13～ 5/2 4 20 3

千尾

8 8,2 5 7

毎

〇

千尾

8 8,2 5 7

根室 支場
*2
2 1 2 6 4“6〜い3 11 4 3 6,2 9 5 〇 3 6,2 9 5

十勝 支場 ♦ 2
1 3 1 8 2/27〜い5 2 3 1 7 2,6 8 5 〇 7 2,6 8 5

天塩 支場 1 6 1 6 3/2 6—5/31 33 3 1,1 0 6 〇 3 1,1 0 6

千オ 支場 1 9 2 2 3/6 〜6/1 4 9 1 3 1,7 8 6 〇 3 1,7 86

渡島 支場 * 4
3 1 3 6 1/1 3 〜5/4 1 5 9 5 5,3 1 8 〇 5 5,3 1 8

合 計 ～～*T3
11 7

1 4 4 1/1 3 〜6/1 4 8 3 1 3 1 5,4 4 7 〇 3 1 5,4 4 7

さくらます

支 場
輸送放流場所 放 流 輸送放流尾数

水系 放流点 期 間 回数 輸送尾数 斃死数 放流尾数

月/0-月 千尾 千尾 千尾

北見 支場 4 5 4/2 6〜5/1 8 11 1,。 〇 4 〇 1,。 〇 4

根室 支場 1 1 2/2 8 1 2 1 9 〇 2 1 9

天塩 支場 4 4 5/8 〜7/1 〇 8 3 0 5 〇 3 0 5

千オ 支場 2 9 5/11 9 1 4 〇 〇 1 4 〇

渡島 支場 3 1 4 5/2 9〜6/8 1 4 8 4 1 〇 8 4 1

合 計 14 33 2/2 8〜7/10 43 2,5 〇 9 〇 2,5 〇 9

からふとます

支 場

輸送放流場所 放 流 輸送放流尾数

水 系 放流点 期 間 回数 輸送尾数 斃死・数 放流尾数

北見 支場 4 4

月/日明/日 

3/4 〜5/10 1 7

漏

8,4 9 6

千尾

〇

千尾
8,4 96

根室 支場 5 5 5/1 8〜6/5 1 〇 4,9 04 〇 4,9 〇 4

天塩 支場 8 8 レ15〜5/2 4 1 〇 2,5 9 9 〇 2,5 9 9

千オ 支場 2 3 4/4 〜6/8 5 2,9 〇 6 〇 2,9 0 6

合 計 1 9 2 〇 3Z2 4〜6/8 4 2 1 8,9 0 5 〇 1 8,9 0 5
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!増殖基礎調査

1.さけ•ます卵および稚魚の生理生態に関する調査

(1)早期ふ上稚魚、出目金短軀稚魚および臍のう水腫稚魚の相違と発生原因

近年、サケ稚魚の放流量の増大と共に、多くのふ化場で腹部の膨満してみえる稚魚が大量にみら 

れるようになり、臍のう水腫症と極めて混同され易い状況となっていることから、それらの特徴と 

発生原因を要約する〇

腹部膨満稚魚は浮上、遊泳期にいずれも臍のうが吸収されていないもので、水胞症稚魚を除くと、 

大きく三つに分けられる。即わちア)臍のう水腫稚魚、イ)出目金短軀稚魚とウ)早期ふ上稚魚である。 

ア)臍のう水腫稚魚

臍のう水腫稚魚については昭和5 2年度事業成績書(P18 9-19 〇)に要約したように、いく 

っかの発生要因があるが、大量発生をもたらす代表的なものは130 %以上の溶存窒素ガス圧を有 

する高ガス圧の用水で、卵または稚魚が育成されることによって惹起される。高ガス圧用水の大 

部分は自然の地下水に本質的に含まれる成分よりも、むしろ揚・採水時の配水管内での空気の高 

圧吸引によるガス圧上昇であった。この臍のう水腫症は本質的には臍のう内に形成された、御な 

青みがかった色をした水腫であり、浮上、•遊泳期をかなり過ぎた発育期でも腹部が縫合せず、膨 

'満したまま残される。

イ)出目金短軀稚魚

出目金短軀稚魚は、いわゆる通常の淘汰検卵期前で、発眼期の背椎形成期に塩水検卵又は用水 

の水理的異常条件下で発生し、淘汰検卵時期が早すぎることによって生じるものである。尚、同 

様に物理的衝撃による淘汰検卵の場合では検卵時期が早いと昭和5 2年度事業成績書(PP190 ) 

に要約したように多くは背椎湾曲畸型稚魚が大量に発生する。

出目金短軀稚魚は正常発生稚魚に比べると背椎の軟骨部の発達が悪くて狭いため、体長が極端 

に短く(ほぼ2/3)、眼球突出症状並びに臍のう水腫が併行して生じるため、出目金魚によく 

似た稚魚となる。かなり発育が進んでも、同じ症状を呈する。

ウ)早期ふ上稚魚

早期ふ上稚魚は本質的には正常の浮上・遊泳期前に異常環境条件下におかれる結果として、早 

期に強制的遊泳行動を強いられたものであり、いわゆる養魚池管理の不備によるものである。正 

常発生稚魚は積算水温で約960 °Cまでは遮光•暗黒下で湧昇低水流を基本に安静に置かれねばな 

らないが、養魚池内で光の照射又は水流の欠陥(酸素不足)によって稚魚が嫌避流下行動、或い 

は人為管理的強制流下をして、飼育池管理に移ると、必然的に自然光と比較的強い水流条件下に 

置かれる結果、早期遊泳行動を強いられることとなり、稚魚の代謝エネルギーのロスにょって臍
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のう吸収時の虚弱小型稚魚の生産並びに栄養障害或いは細菌性鯉病を併発することとなる。

早期ふ上稚魚は体色、摂餌行動、並びに遊泳行動等の変化が先行するが、臍のうはかなり吸収 

されずに残っているため、腹部が膨満してみられ、池底部での臍のうのすれから臍のう白濁、臍 

のう突起から臍のう水腫に移行し、極めて臍のう水腫稚魚と混同され易いものである。多くは飼 

育池水深のはぼ1/2よりも底部に滞留し、窒息死亡も多発する。

・さけます親魚の生理生態調査

⑴さけます親魚の溯河生態に関する調査

さけの溯河、産卵時期は、海洋及び河川の環境変化により多少の影響を受けるものの、遺伝的な 

要素も大きく関与しているものと考えられる。回帰様式に与える遺伝形質的な影響については不明 

な点が多いが、今後、経済的に価値の高い回帰群を効率的に育成するためには、回帰そ上群の構成 

と回帰様式の解明が急がれている。

昭和5 4、5 6年、石狩川支流千歳川に放流された、異なる発生時期の標識魚が、それぞれ5年 

魚、3年魚として回帰したことから、これら回帰魚のそ上時期、産卵時期について検討した。

5年魚として回帰した標識魚は、昭和5 3年1〇月10 —15日に採卵された盛期発生群の一部 

を用いた。これら標識魚は3年、4年魚として、発生(採卵)時期と良く 一致する成熟、産卵時期 

をもって回帰した。5年魚としての回帰は、9月19 Bの採卵時に初めての饌雌魚が再捕され、 

その後増加し、9月末から10月中旬にかけて多く再捕された。しかしこの間には顕著なピークは 

みられなかった。最も遅い再捕は1〇月31日の採卵時であった。同一年令魚の中で標識魚の占め 

る混入率が最も高かったのは10月中旬であった。

3年魚として回帰した標識魚は、昭和5 5年9月11-2 〇日に採卵された早期発生群で、前年 

は2年魚として雄魚だけが回帰した。8月末から9月初めの捕獲開始時には、捕獲された雄魚全体 

の15%前後(3年魚の約35%)をこの標識魚で占められたが、その後徐々に混入率が低下した〇 

雌魚では、採卵開始時の9月中旬から下旬の初めにかけて、3年魚としての採卵魚のうち3 0%前 

後を占めた。そ上雄魚では10月5日の捕獲時を最後に姿を消し、採卵雌親魚では10月14日の 

採卵時が最も遅い再捕であった。次年度以降、これら早期発生標識魚が4 • 5年魚として回帰する 

ことから、回帰年令による回帰様式の違いについて明らかにしたい。

(2)固有系群の生理生態的特性解明に関する調査

ア)オホーツク海東部地区サケ銀毛来遊群の選抜育成調査

サケ優良系群の選抜育成技術の開発と銀毛来遊群の育成のため、既知の優良系群である石狩川 

系サケを湧另U川水系に移殖して、稚魚の標識放流を行ない、卵採魚期から回帰親魚期までの生理
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•生態と系群特性を掌握することを目途として、稚魚の標識放流を実施した。

標識放流結果

系 群 採卵月 日 標識部位 放流尾数 放流月 日 備 考

系

群
_ 

狩
期 

石
前

S 5 8.

10. 5

右腹ビレ 

脂ビレ

尾
2 0 5,9 9 7 S 5 9. 4. 3 〜13

(標識精度) 

9 4.9 %

系
群

nu另
期

湧
後

S 5 8.

11.18

左腹ビレ 

脂ビレ

尾
2 0 1,4 1 3 S 5 9. 4.13 〜24

(標識精度)

9 6.2 %

(3)品種改良に関する基礎調査

ア)同一系統群改良基礎調査

5 8年秋噴火湾沿岸および遊楽部川に来遊、溯上する標識再捕魚は5 4年春に標識放流した5 

年魚で、沿岸21尾、母川の15尾計3 6尾が再捕された。全再捕魚の平均体重はん8知、尾又 

長U 75.8 cm.で、昨年度再捕魚よりも大きか。た。遊楽部川再捕魚の漁獲期間は1〇月5日〜:12月 

2日の約2ヶ月位で、ピークが10月中、下旬に集中していた。再捕魚のうち、道南木古内沿岸 

の2尾は脂びれと胸びれだけ切除の3年魚、それに遊楽部川の2尾(11月2 8日、12月2日) 

は右腹びれ標識の4年魚なので、部位および年令ともこの川の魚ではなかった。これらを除き、 

沿岸(主に八雲漁協魚市場および野田追、長万部漁協)と遊楽部川の3 2尾(88.9%)はすべて、 

背びれ切除の5年魚で、平均体重は5.08四、尾叉長は7 6.5 mであった。沿岸、河川魚を含め雄魚 

の頭長と体高は雌魚よりもや、大きい値を示していた。

背びれ標識魚は高年令親魚(5 X 5 )による再捕魚であるが、同時に放流した若年令親魚(3 

X 3 )の両腹びれ魚の6年魚は1尾も再捕されなかった。また5 9年度秋の再捕魚は5尾だけで、 

2尾の背びれ切除魚は明らかに6年魚であった。その他は両腹びれの5年魚で、この川起源の魚 

ではないようである。

過去数年間の高令と若令魚の再捕状況からみて、高令魚の方が若令魚よりも幾らか高年令魚で 

帰ってくる傾向があるように思われる。終りに稚魚の背びれ切除標識は脂びれ同様に、作業操作 

も簡単なばかりでなく、沿岸、河川で再捕する場合に、極めて見付け易いので、今後脂びれ、腹 

びれとともに、もっと有効な部位として利用した方が良いと思う。

イ)さけ、ます稚魚の形態調査

昭和5 8年春に放流された(昭和5 7年度卵からの)さけ、からふとます稚魚の実状を知るた 

め、各海区2 9主要河川の放流盛期標本を採取、統計1,390尾(さけー 1,056 )、からふとます 

について計測をおこなった。

調査全標本のさけの体重範囲は0.25 — 3.28、(平均1.069)、尾叉長32〜72砌(平均47.45伽)
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一方、7河川のからふとますの体重は、0.15— 0.83 »(平均0.389)、尾叉長29.5 —51砌(平

均37.11濒)であった。次に代表1〇河川のさけおよびからふとますの計測値を表示した。

さけ

放流河川 採取月 日 体重» 尾叉長顾 頭長砌 体高顾

千 歳

知 内

遊楽部

静 内

十 勝

天 塩

幌 内

岩尾別

湧 別

羅 臼

5 8. 4. 4

58. 3.15

5 8. 4.16

5 8. 3.15

5 8. 4. 29

5 8. 4. 9

5 8. 4.18

5 8. 4. 30

5 8. 3. 2

5 8. 5. 30

0.5 7〜1.6 6 

(0.8 9 )

0.4 1〜1.6 3 

(0.7 9 )

0.4 1〜0.9 8

(0.6 6 )

1.0 5〜3.6 7

(2.1 7 )

0.7 5〜1.8 8

(114)

0.4 5 〜1.4

(0.9 5 )

0.5 5 〜1.7

(1.0 3 )

0.3〜0.6 8

(0.4 6 )

0.2〜0.4 5

(0.3 1)

0.7 3〜2.8 8 

(17 3)

4 〇〜5 4

(4 4.5 )

3 7.5〜5 3.5

(4 5.6 )

3 6.5〜4 6.5

(4 1.1 5 )

4 4 〜7 1

(5 8.8 )

4 4.5〜5 7.0

(5 0.1 6 )

3 7.5〜5 3.5

(4 6.5 9 )

3 9.5〜5 6

(4 8.4 )

3 0.5 〜4 3

(3 8.7 1)

3 2 〜4 〇

(3 5.9 4 )

4 3.5 〜6 6.5

(5 5.4 4 )

9 〜1 2.5

(1 0.3 8 )

8.5 〜1 2.0

(1 0.4 7 )

8. 5 〜11

(9.7 3 )

1 0.5 〜1 5.5 

(1 3.0 4 )

! 〇〜1 3

(114)

9 〜1 2.2

(1 0.4 9 )

9〜13

(11.0 8 )

7.5 〜1 〇

(8.8 1)

7 〜9.5

(8.2 1)

1 0.5 〜1 4

(1 2.5 4 )

7 〜1 0.5

(8.3 5 )

6〜1〇

(7.8 3 )

6 〜8.5

(7.8 )

8 〜1 3.5

(11.3 5')

7.5 〜1 4

(8.5 5 )

6 〜9.5

(7.9 7 )

6.5 〜9.5

(8.1 8 )

4.5 〜7

(6.0 2 )

4〜6

(5.0 9 )

7.5 〜1 2.5

(9.8 1)

()平均
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()平均

からふとます

放流河川 採取月 日 体重0 尾叉長伽 頭長濒 体咼utm

岩尾 別 5 8. 4. 30
0.2 〜0.6 
(0.3 7 )

3 1〜4 2. 5 
(3 6.7 6 )

6〜9 
(8.0 7 )

4〜7 
(5.6 7 )

斜 里 5 8. 4. 17
0. 2 〜1 2.2 
(。 4 7)

3 1〜5 1 
(3 8.3 4 )

6. 5 〜11 
(8.3 9 )

4 〜8. 5 
(6.2 8 )

網 走 5 8. 2. 25
〇.1 5 〜0. 3 5 
(0.2 2 )

2 9.5〜3 4.5 
(3 1.6 8 )

6〜8 
(6.5 5 )

4 〜5.5
(4.4 9 )

湧 別 5 8. 4. 7
0.1 5〜0.2 5 

(〇・2)

3 〇〜3 5.5 
(3 3.2 7 )

6〜8 
(7.11)

4〜5 
(4.6 3 )

幌 内 5 8. 5. 2
0.1 8〜0.8 3 3 〇〜4 7 6.5 〜1 0.5 5 〜1 0.5
(0-4 1) (3 7.3 ) (8.1 7 ) (6.7 1)

標 津 5 8. 5. 20
0.2 5〜0.9 
(0.5 1)

3 5 〜4 9.5 
(4 1.2 3 )

8 〜1 0.5 
(9.3 6 )

6〜11 
(7.1 4 )

西 別 5 8. 5. 19
0.1 7〜0.7 9 

(0.4 7)
3 2.5〜4 8.5 

(41)
7〜11 
(9.2 6 )

5 〜8.5 
(7.0 8 )

この表から喚とも各河川毎に放流稚魚の大きさに可成り差違があることが分かる。今年標本の 

最大と最小差の平均は、さけで16.61砌、からふとますは12.75砌!であった。

次に5 9年放流さけ、からふとますの大きさを比較すると、両種(さけー 46.06砌、からふと 

ます一35.81伽)とも5 8年放流魚よりも多少小さい値を示している。

なお放流稚魚の2、3の形質について述べてみることにする。先づ雄、雌の識別は外観から殆 

んどできない。また卵巣、精巣とも未だ形が小さく、、白色を呈するので、肉眼では容易に見分 

けが難かしい。しかし、生殖巣を染色、低倍率の顕鏡によって卵巣と精巣とを区別することができる。 

とくにさけの生殖巣は雌雄ともに細長い形で、中々分りづらいけれども、相対的に卵巣の方が精 

巣よりも巾が広く、大きい魚では糊かい卵粒が見られる。他方からふとますの精巣はさけと同様 

糸状なのに対し卵巣は膨みが明らかなので、小形魚でも卵粒がはっきりと見られる。大きさの同 

じさけとからふとますの卵巣を比べると後者の方が魚が小さい早い段階から卵巣卵が発達する 

ことが分かる。放流時の平均卵長はさけで4.〇〜13.5砌(9.08 )と長いのに対し、からふとます 

では5.〇〜12.0(8.5 4)と幾らか短かい。

總耙の形は両種で良く似ているけれども、大きい稚魚を除いて、放流時点では未だ醜耙数が定 

数に達していない。即ちさけでは15〜23本(19.1)、からふとますは19〜2 8 ( 22.2)と両者 

の間に明瞭な相違が生じている。

次に腹腔内に残存する卵黄量は個体によって相当な差異がある。4 7年度標本から、さけでは 

平均45.24 %、からふとます46.52 %の稚魚に卵黄が残っていた。しかし、大部分の稚魚の卵黄
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は小形魚を別に、卵黄が肝臓の後上方、縁に僅か附着している程度であった。

以上の事から、この段階のさけとからふとますの生殖巣の発達度合も加味して、極端な小形個 

体を別にして、これ位の大きさで放流してもなんら影響があるとは考えられない。

3.人工ふ化技術の効率向上に関する調査

⑴ さけ・ます稚魚の飼育に関する調査

さけ・ます飼育事業は、これまで回帰率向上の一大動力となって来たところであるが、現在は事 

業量の増加に伴って飼育環境が悪化し、人工ふ化事業に重大な障害を及ぼしかねないところまで来 

ているように思われる。

本調査では、1981年から用水を再使用する条件で飼育実験を行い、代謝生産物による環境汚染 

と飼育魚の成長及び疫病発生との関係から、健全な種苗を生産するに必要な用水(通水)量及び収 

容密度などの環境上最も重要と思われる飼育条件を明らかにしようとしているものである。

これまでのところ、用水の再使用回数が増え、且つ又通水量が減少すると、餌料効率の悪化や死 

亡率の増加などの生じること、及びこのような用水条件の悪化に起因すると思われる飼育結果は、 

用水に銅イオン(Cu++)あるいは水酸化イオン(H一)など特殊な物質を添加することによりかな 

り改善されることが判った。

本年からは、用水の再使用回数増加に伴う飼育結果の悪化が何に起因するかを明らかにする為、 

本年は通水量の比較的多い条件でアンモニアを添加し、その影響を求める実験を行った。

飼育実験はこれまでと同様に、直列に4個連結された3系列(I、U、H)の角錐台型のFRP 

水槽(上辺13 9.5伽X 5 9.5g 下辺135.5伽X 55.5伽、深さ4 9.2 cmのもの2個:上辺139.8颌X 

6 0.2伽、下辺12 9.8伽X 5 0.2 cm、深さ44.8伽のもの10個)を用いて1983年4月1I日から? 

月6日にかけて行。た。

実険条件は1表及び2表に示したとおりである。

1表アンモニア添加量(ppm)

試験区分 通水量七/分 〇 1 2 一 3

I (対照区) 

n

1 8.5 〜1 8.1

1 9.9 〜1 9.3

2 1.〇〜2 0.1

A( 0.7 9〜0.7 5 ) 

0( 0.0 7〜0.0 6 )

B(1.5 7〜1.5 9 )

D( 0.1 5 〜0.1 4 )

即ちアンモニア添加量は、!！系区!］［系区共に1日当りの添加量が同じになるように、!!系区では 

給餌時刻に合わせて1回3 0分!。 3回注入し、!!系区では最初の給餌時刻から連続して8時間注 

入した。なお、1日当りのアンモニア注入量については、!!系区のA濃度(1表参照)が、!981 

年の実険で最大のアンモニア濃度が測定されたときと同程度の濃度に設定し、B及びDはそれぞれ
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A及びCの2倍の濃度になるようにした。飼育結果への影響は、4週間毎に3回・測定して求めた。

試験魚には千歳支場で放流用に飼育されていた餌付間もない平均体重0.3 8 8のもの8,000尾を用 

い、2表は各試験水槽における期始めの尾数及び重量を示したものである。

2表期時めの飼育尾数/重量(9)

再使用回数 〇 1 2 3

期間 〇〜28 〜56 〜8 4 〇〜28 〜5 6 〜8 4 〇〜2 8 〜56 〜84 〇〜2 8 〜5 6 〜8 4

I 1,00〇/ 

-^387

949 /

^^907

50〇/ 

-^926

1,00〇/
-^93

95レ 
-^915

49サ/ 1,00〇/ 

—394

949 /

^918

49シノ 

/ 891

1,00〇/ 

-^386

948 ノ

"^884

498 / 

"612

n 一 — 一
1,000 , 
匕9 2

949 / 

^973

499 / 

""809
— 一 一

1,00〇/ 
•^376

948 / 
^16

50〇/ 

•^960

n 一 一 —
1,000^-

^392

94レ 

^813

49し/ 
^895

一 一 一
1,00〇/
匕52

949 / 

^821

500^ 

'1,024

この結果については、1図及び2図に示したとおり、対照区では2期目以降が用水の再使用回数 

が増えるにつれ、餌料係数が大となり、殊に3回使用後の水を用いて餌料係数が著しく悪化してい 

た水槽では、死亡率も極端に増加した。しかし、アンモニアを添加した試験区ではそのことによる 

餌料係数及び死亡率への悪影響は殆んどなく、かえって死亡率を低下させる効果が認められ殊に連 

続して添加したm系区で顕著であるようにさえうかがわれる。しかしn系区のようにアンモニアの 

注入濃度があまり高い場合には、肥満度の値が減少し、II及び!!いずれの系区も下位の水槽ほど小 

さい値を示した。

1983

〇 Apl11...... May 9

〇 May 9..... June 6

June 6......... July 4

Conversion of food

D HI

——g
〇 1 2 3 〇 ! 2 3 〇 !2 3

NUMBER OF REUSES

1図 餌料係数と用水再使用との関係

!は未処理区(対照)、!［は1番目と3番目の水槽(いずれも未使用) 

の注水部に、アンモニアを1回3 0分1日3回滴下した区、!［は同じく 

連続して8時間滴下した区、アンモニア滴下量は1表参照
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NUMBER OF REUSES

2図 死亡率と用水再使用との関係 

図の説明は1図参照

なお12週間後における海水適応能力もこれまでの方法で求めたところ、4表に示したとおり対 

照区では再使用2回のものより著しく不適応魚が出現したのに、アンモニア滴下区では実験誤差の 

範囲と思われるものであった。

4表 海水移行時の死亡率％ 2 411

使用尾数2 0尾、ローマ数字は1表参照

再使用回数 〇 1 2 3

I 〇 〇 3 5 1 〇 〇

n — 〇 — 〇

I — 5 — 〇

以上のことから、排出されている窒素化合物がアンモニアであるなら、そのものによる飼育結果 

への影響は極めて少ないものと考えられ、適当な濃度のアンモニアはかえって用水を浄化させてい 

るようにも思われる。

(2)さけ・残す親魚の蓄養条件に関する調査

ア)さけ・ます親魚の淡水適応能力と回帰効率向上調査

回帰した親魚の血液凝固性については、十勝丿Iiに溯上した親魚による蓄養実験あるいは事業用

蓄養魚の調査から、溯上直後の魚を蓄養していた打内蓄養池での雌利用率が著しく悪かつり年次 
1)

に劣っていたことが知られている。このような魚は、体表に外傷を受けたとき出血し易いものと 

考えられるため、取扱い等に起因すると云われている蓄養時の死亡に影響しているものと考えら 

れる。

そこで本調査は、回帰した親魚の血液凝固能力の測定によって淡水適応能力を求め、親魚の蓄
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養と資源変動とのかかわりを明らかにしようとしているものである。血液凝固能力については、

血漿のフィブリーノーゲン量をハイランド社製クロテックを用いて、トロンビン特間法によって
2)

定量することが最も簡便で且つ再現性の良いことが小林(外2名)らにより知られており、また 

サケの場合も測定法に起因して発生する測定不能個体の出現が少なかったので、主に血漿の1〇 

倍稀釈試料を用いて求めた。しかし、沿岸で捕獲された魚あるいは溯上直後のものでは、通常法 

における血漿稀釈倍率では凝固物がやわらかく、再度固化物が溶解して凝固時間が測定出来ない 

ことが多いため、このような場所の魚の測定では、血漿の2倍、4倍等の稀釈試料を用いた。

なお、凝固時間は成熟につれて著しく短くなったため、測定にあたっては15倍及び2 0倍等 

の稀釈試料も時には用いた。

結 果

1表及び3表は1 979年から1 983年にかけて得られた十勝川回帰サケ親魚の血漿フィブリノーゲン 

量を示したものである。又2表及び4表は、フィブリノーゲンを測定した標本が群を代表するかどうか、 

又成熟の度合はどうか等を判断するため、比較的簡単に測定出来て、且つ成熟度合と密接な関係にある 

血清蛋白質量を、より多くの標本で測定しその結果を示したものである。

即ち2表及び4表からフィブリノ ーゲンを測定した魚の血清蛋白質量は、フィブリノーゲンを測定し 

なかったものを含めた全てのものの値との間に差は認められない(2表、3表)。したがってフィブリ 

ノ ーゲンを測定した魚はほぼそれぞれの時期、場所にいた魚を代表するものと考えられる。

溯上魚の血液凝固性については、溯上後時間の経過につれて向上するが、1980年及び1983年の終 

漁期即ち遅れて来遊した雌魚は、沿岸来遊時(大津浜定置乗網時)に、血漿フィブリノーゲン量がすで
※ ※

に人間の平均値(性別不詳範囲149-341 ^/dZ平均2 45呷/12)以上の値に達している。く日本卜 

ラベノ ール株式会社、クロテックCLOTHC使用の手弓|P14 > 殊に1980年のそれは、血漿の1〇倍 

稀釈液(以下•••倍液)を用い、測定不能魚の出現が皆無であった。

なおフィブリノ ーゲンの測定値は、血漿の稀釈率が大きい程小さくなるため、絶対量として比較する 

ことは出来ない(1表、3表)が、値の相対的な変化・,変動の傾向を用いて、魚の生理上の変化を知る 

指標としては利用出来るものと考えられる。このようにフィブリノーゲン値は稀釈率の違いにょ.て虞 

ってくるが、そのことを考慮しても、1980年は早期に来遊したものも、溯上直後の6尾の雌魚では6倍液を 

用いた1尾が224昭/dえ、同じく 2倍液を用いた5尾のうち3尾が459昭/dと以上の値を示し、又全 

て2倍液を用いた雄魚では、全ての魚が392〜1,079昭/dらの範囲にあって、1981年及び1 982年の 

魚よりフィブリノーゲン量が著しく多かったことが推察される。

したがーて:1980年来遊した雌魚については、早期に来遊したものも、1〇倍液による測定時に測定 

不能になるものは少なかったものと推察される。またこれらのことから、1980年に来遊した親魚の血 

液凝固性については、来遊の始めから終りまで良い状態であり、1981年及び1982年に来遊したもの
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は、終漁期に来遊するまで悪かったものと推測される。同時に!98I年の血漿フィブリノーゲン量につ 

いては、成熟期に非常に高い値を示すも・のが含まれ、殊に雄魚での値は沿岸来遊時から高いため4981 

年は極めて特異な年次又は魚群であったことが推察される。

なお雌雄によってフィブリノーゲン測定不能魚の出現度合が異なっていたが、それらの原因について 

は、1982年及び1983年の結果によると、雄魚の血清蛋白質量が雌魚より少ない傾向にあるため、性 

成熟の進行度合に関係することも考えられる。しかしながら、1980年は沿岸来遊時にフィブリノーゲ 

ン測定不能魚の出現が皆無なのに、血清蛋白質量は雌雄共に高い値を示している。このことからも1980 

年に来遊した親魚は特徹的な魚群であったことが推察される。

1 979年は雌雄共に河川溯上後においても、フィブリノーゲン測定不能魚が、測定可能魚の2倍以上 

も出現し、測定出来たもののフィブリノーゲン量も少ないものであ"た。しかし、これらの魚の血清蛋 

白質量については、他の年次と特別な違いは認められない。

以上のことから、血液凝固性からみて1979年は、産卵のための淡水生活に極めて不適当な、即ちま 

だ態勢の整っていない魚が高率に含まれたこと、そしてこの傾向は198I年及び1982年に来遊した親 

魚にもあったことがうかがわれる。そして1980年は産卵期の淡水生活に極めて適当な態勢を持った魚 

が早期から来遊したことがうかがえる。

なお十勝川での疾病の発生は、溯上直後の魚を、しかも早期来遊魚を蓄養して人工ふ化事業に供して 

いた打内蓄養池での雌親魚利用率の推移及び十勝川河川内での親魚の死亡状況から、以下のことが一般 

的知見として認められよう。

即ち、打内蓄養池での雌魚利用率は、1976年及び1979年にいくらか良かったものの、1954年か 

らの資料によると1978年までの全ての歴年次において低く、その結果は溯上直後のしかも早期来遊魚 

が、産卵のため淡水生活時に障害を受け易いことを示唆するものであった。殊に1974年は推定2 ～3 

週間後に大半が死亡し、その死亡率は全蓄養魚の88.6%に達するものであった。また利用率の良かった

1 979年においても、親魚蓄養数は例年の1/2 0位であり、しかも同蓄養魚と同じ場所で捕獲された親 

魚を上流に運搬して実験的に蓄養したところ、代表に病的変化を伴って9日間7 5 %と云う高率で死亡 

した。したがって打内蓄養池の使用は1980年以降中止されるに至った。

このような利用状況の中で、なお極端に利用率の悪い年を選び出すと、’54、’57、’61、'65、'66、'70、 

'74、’78、と1954年以来ほぼ4年の周期で疾病の発生したことがうかがえる。

ことに血液の凝固低下が懸念された1982年は、打内蓄養の資料はないものの、河川内で大量の魚が 

死亡していると新聞で報じられ、又中流にある千代田及び幕別両蓄養池での利用率が例年になく低下し 

た。又この年は丁度前記の疾病発生の周期に当る年に相当するものであった。

なお、1976年以前の血液凝固性についての資料がないので比較は出来ないが!982年は沿岸来遊時 

にさえ1979年に比べると凝固性が良いので、疾病による被害が軽減されたことも考えられる。
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1表 十勝川に回帰したサケの血漿フィブリノーゲン量(1979〜1 982 )昭/d£

年月日
淡水生活

回数子1

雌 雄

ni n2 x s d nl n2 x s d nl n2 x s d nl n2 x s d

1979年

9. 27

10.18

10. 26

10.17

*3 
2 
,*8 

?*6 

*1§、尹11

4 9

4 〇

2 2

7 〇

*2
X 10

209 66

780 149

741 115

1,。 51 301

3 6

1 1

3 〇

-X-2
X 10

265 55

355

1,。 5 5 665

1980年

9. 26

10. 23

*1〇、11
10.14

24.

*3 
2
〇・4

*10、・11
17 〜2 7

6 〇

13 〇

*2
X 10

304 11 3

1,。 8 5 586

5 1

*2
X 2

387 189

5 〇

3 〇

*2
X 10

317 80

1,。 8 2 580

4 〇

U2
X 2

679 317

1981年

發
9. 26

11.15

10.16

*3 
2
*4 

〇

泊0、・11
22

3 3

5 〇

7 *2
*10

351 129

2,4 2 2 1,3 80

8 〇

*2
X 2

188 66

3 1

4 〇

*2
X 10

852 195

2,3 7 5 440

4 〇 171 67

1982年

9. 28

11.5

10.14
や

10.14

* 4 
〇
〇・4

*7、・11

必5
1 7

4 4

3 3

4 〇

4 〇

*2
X 10

244 40

303 46

939 358

697 453

8 〇

6 〇

*2
X 4

231 81

290 186

4 〇

5 1

2 〇

2 〇

* 2
X 10

371 122

373 48

910 73

368 5

4 〇

5 1

,*2
X 4

458 165

499 52

n1及びn 2.それぞれの血漿稀釈液で測定出来た数及び測务出来なかった数を表わす。
*1、・3で示した捕獲場所までの推定溯上日数(,1日)3)を加えた日数;*2、血漿の稀釈倍数;

*3、河口より5蜘上流で捕獲したもの;*4、大津浜定置に乗網した魚;

*5、河口より4 3加上流の千代田捕獲場(推定溯上日数17日)で得た魚;

*6、・3で捕獲した魚を蓄養している打内蓄養池の魚;

*7、河口より4 2加上流の幕別捕獲場で捕れた魚を蓄養している猿別蓄養池の魚;

*8、・5の魚を蓄養している千代田蓄養池の魚;

*9、凍結したフィブリノーゲン標準血漿と凍結血漿により測定したもの;

*10、米3で得た魚を実験的に小型水槽で蓄養した魚;*11、採卵可能な魚
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2表 十勝川に回帰したサケの血清蛋白質量(1 9 7 9-1 9 8 2為/'dZ

Aは1表に血漿の1〇倍稀釈液でフィブリノーゲン量が測定出来た魚の平均値と標準偏差を表わし、

年 月 日
雌 雄

n x A sd n x B sd n x A sd n x B sd

1979 9.
*3

27 4 9.9 1.5 14 9.1 1.6

10.
*8

18 4 3.5 1.0

10.
*6

26 2 2.1 0.1 4 2.2 0.2 1 1.7 2.8 1.6

10.
*10、・11 

17 7 4.4 0.8

1980 9.
烘3 

26 5 10.6 1.4 22 10.6 1.1 4 9.4 1.8 1 3 9.3 1.2

10.
*4

23 6 8.5 0.8 5 6.3 1.1

10.
*10、子11 

14、2» 3 4.3 0.5

1982 9.
*4

28 4 8.4 1.6 8 8.7 1.2 4 7.1 0.4

11. 1 5 3 7.7 0.3 7.5 0.4 5 6.9 1.0 6 6.6 1.2

10.
*7、・11 

14 4 3.7 1.4 2 4.5 0.7

10.
% 5

14 4 4.5 0.5 2 4.8 1.1

Bは測定した全ての値を示したものである。その他の記号は1表参照。

3表 19 8 3年十勝川に回帰したサケの血漿フィブリノ ーゲン量 W/dZ

月 日
淡水生活

日数・1

雌 雄

N1 N2 "x s d N1 N2 5c s d N1 N2 5c s d N1 N2 5c s d

*4
9. 28

*4
11.18

〇

〇

3 3

5 1

*2 
X10

265 129

381 64

6 〇

6 〇

*2
X 4

279 129

438 120

5 1

5 1

*2
X 10

380 196

474 110 6 〇

,*2
X 4

644 333

*5
10.19 12 5 〇

*2
X10

672 401 5 〇

*2 
X15

479 260 5 〇

*2 
X10

1,12 0 548 5 〇

*2 
X15

653 271

表中の記おは1表参照。
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4表 1 9 8 3年十勝川に回帰したサケの血清蛋白質量 9/AI

表中の文字、記号は1表及び2衣を参照

月 日

雌 雄

A B A B

n 5c s d n X s d n 5c s d n 5c s d

9.
* 4 

28 3 9.1 0.6 6 9.3 1.6 5 8.2 1.5 6 8.2 1.4

11.
*4

18 5 7.2 1.1 6 7.2 1.0 5 5.4 0.6 6 5.8 1.1

10.
へ・ 5

19 5 7.1 1.8 5 6.2 1.4

ま と め

19 5 7年以降の十勝川における蓄養親魚の利用状況及び! 977年以降測定される親魚の血液凝固性の 

調査から以下のことが提起された。

1) 十勝川水系における蓄養親魚の利用については、周期的な発生が予想される疾病による影響を受 

け、早期に来遊し且つ溯上直後の魚ほど影響され易いものと思われる。

2) 1980年に回帰した親魚は、その血液の凝固性(フィブリノーゲン量)から産卵期の淡水生活に 

対して極めて良い態勢にあCたものと考えられ1 979年及び1982年は疾病の発生が推測され、殊 

に1 979年に回帰した親魚の淡水生活への態勢は劣っていた。なお、1981年回帰の魚群構成は複 

雑であったことがうかがわれる。

3) 1983年に回帰した親魚の産卵に対する態勢及び河川環境は平均的なものであったと推測される。
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さけ・ますの資源の動態並びに生物統計調査

ア)さけ沿岸来遊概況

昭和5 8年度の北海道のさけ来遊量(沿岸+河川)は2,300万尾と史上最高を記録する多く来遊 

があった。そして、その主群は昭和5 4年級の4年魚で1,250万尾、次いで3年魚560万尾、5年 

魚は4 90万尾と各年令群とも例年より多かった。

各海区の来遊状況は次の通りである。

1) オホーツク海区

来遊量は最も多かった昭和5 6年の577万尾に及ばないものの512万尾と500万尾台の来遊が 

みられ、特に西部地区:1〇〇万尾以上と多く来遊した。

2) 根室海区

来遊量は665万尾と最も多かった昭和5 4年の683万尾と略同水準の多くの来遊があり、主群 

は4年魚で400万尾弱と例年に比し多く、特に標津川、薫別川系の前期群に顕著であった。また、 

南部地区も150万尾以上とこの地区としては昭和5 4年に次ぐ多くの来遊がみられた。

3) エリモ以東海区

この海区は昭和5 4年から急激な来遊増がみられ、昭和5 6年には500万尾台の来遊となって 

いる。本年も520万尾と3年連続の豊漁となり、十勝川系の5年魚が多く魚体も大型であった。

4) エリモ以西海区

この海区は来遊量の増加の著しい海区であり、本年は4 4 4万尾と始めて400万尾台の豊漁であ 

り、津軽海峡域系の資源増加が顕著である。そして、その主群は4年魚であるが3年魚も150万 

尾以上と非常に多くの来遊がみられた。

5) 日本海区

この海区もエリモ以西海区と同様増加傾向の著しい海区であり、昭和5 6年に始めて100万尾 

台の111万尾となったが本年はそれを大巾に上廻る160万尾の多くの来遊がみられた。そして、 

そのうち石狩川、天塩川系が特に多く、主群は3年魚であった。
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昭和5 8年度さけ来遊量

海 区 沿 岸 河 川 来遊里
年令 来遊量

2年 3年 4 年 5 年

オホーック 4,7 9 3.5 3 3 0.0 5,1 2 3.5 8.9 1,2 3 4.5 3,1 7 3.1 7 〇 7.0

根 室 6,2 4 0.6 4 11.6 6,6 5 2.2 5.9 1,1 6 7.7 3,9 3 4.0 1,5 4 4.6

以 東 4,8 9 0.9 3 〇 6.1 5,1 9 7.0 0.2 5 3 6.8 2,8 5 0.8 1,8 〇 9.2

以 西 4,1 4 2.1 2 9 9.9 4,4 4 2.0 4.6 1,5 3 2.4 2,1 8 4.1 7 2 0.9

日本海 1,1 6 8.0 4 3 0.8 1,5 9 8.8 7.4 1,1 3 6.8 3 1 4.6 1 4 0.0

合 計 2 1,2 3 5.1 1,7 7 8.4 2 3,。 1 3.5 2 7.0 5,6 〇 8.2 1 2,4 5 6.6 4,9 2 1.7

5.支笏湖のひめます生産に関する調査

支笏湖のヒメマスは昭和4 9年の秋に初めて水力ビ病が発生し大量の斃死がみられた。その後、昭 

和5 〇年春と5 3年春にはその年の産卵群ばかりでなく未成魚にも大量に発生し、資源は著しく減少 

した。そのため、資源保護上昭和54〜56年までは全面禁漁の措置がとられた。しかし、昭和5 7年 

に入り病魚の出現はなくなり資源量も若干回復したため解禁となっている。

ア)病魚の出現状況

最近では昭和5 6年秋に産卵群に大量の病魚が出現したが、その後春季にはなく、また産卵群に 

も殆んど出現していない。従って、過去の病魚の出現傾向からして秋までは病魚は出現しないもの 

と考えられる。

イ)動物プランクトン

ヒメマスの主たる餌料生物である動物プランクトンの消長については図1に示した。図に示すと 

おり、ダフニャは昭和5 3年秋から5 5年春にかけて従前の水準まで回復し、5 7年夏には非常に 

多く出現した。しかし5 8年春より涙少傾向を示し(その後は皆無に近い状態が現在まで続いてい 

る。アカンソディアプトマスは昭和5 3年以降極端に減少したが、現在も回復していない。

ウ)ヒメマスの成長

ヒメマスの魚体の大きさについては図2に示した。昭和5 7年の魚体は昭和5 5年の秋からダフ 

二ヤが増加したため大型であった。また、58年は大型と小型の入り混った魚群があったが5 9年の 

魚群は100 8前後と小型である。これは58年春以降ダフニャが減少したための影響と考えられる。
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図1 支笏湖産動物プランクトンの消長
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図2ヒメマスの体重組成(3月)

(%)
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nさくらますの資源培養に関する総合調査(海牧研究)

1. さくらますの生理生態に関する調査

人工ふ化放流されたさくらます稚魚の河川生活中の分布、成長、食性及び生理機構の季節変化につ 

いて検討し、河川の生物生産力を有効に利用できる適正な放流方法を明らかにするため、前年に引続 

き尻別川支流目名川で実態調査を行った。

河川内稚魚の分布密度と成長、そして翌春のスモルト化度合を明らかにするため、稚魚の放流量を 

調整しながら比較することを計画し、本年はその初年度として、例年の半数程度の4 0万尾を目名川 

へ放流した。放流地点は12点として、各点3〜5万尾ずつ分けて放流した。放流後、8月末まで良 

好な成長を示したが、それ以後成長が停滞した。しかし秋期の体長のモードは9〜10 c所前後で、前 

年に比べ順調な成長が認められた。また、目名川本流の成長は支流に比べ良好であった。これら放流 

魚の脂質量は夏期に増加し、越冬期には1%程度まで減少する季節変化がみられた-また同時期では、 

採集点による差が認められ、成長の良好な本流域に分布する稚魚の脂質量の高いことが明らかとな。 

た。

2. スモルト化促進に関する基礎的調査

昭和5 7年秋に、尻別川にそ上した親魚から生産されたサクラマス稚魚を、千歳事業場に移送し、 

湧水と河川水の組合せによる水温調整、そして電照(長日処理)による成長促進を併用した成長コン 

トロールにより一年間飼育することにより、昭和5 9年春には8 〇 %を越える高いスモルト化率を得 

た。これら飼育魚に尻別事業場での飼育魚2 5,00〇尾を加え、計126,000尾(平均体重21.1)の脂 

ビレ標識魚が5月上旬に尻別川に放流された。これらの放流効果及び回帰様式の検討は、昭和6 0年 

春から秋の回帰時に行われる。

昭和5 7年春に放流された約1万尾の標識サクラマスは、3年魚として回帰した。放流数が少ない 

ため、尻別川および周辺の沿岸での再捕は5 3尾と少なく、詳細な分析は出来なかったが、前年同様 

に沿岸では再捕時期の経過と共に再捕魚体が大型化した。また平均体重6. 6 »で放流された小型群が 

大型放流群と同様の魚体サイズで回帰したことから、放流サイズと回帰親魚のサイズの関係について 

今後検討する必要のあることが知らされた。

また前年に3年魚として大量に回帰した昭和5 6年春のスモルト放流標識魚は、4年魚として河川 

に回帰したのはわずか1尾にとどまり、この回帰魚は河川生活2年を経て降海したものと判断された 

ことから、この河川で生産されたサクラマスは海洋生活1年で回帰することが明らかにされた。
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性成熟のコントロールに関する研究

(1)サクラマス親魚の長期蓄養試験

サクラマス資源の増大のため、斜里川産サクラマスの早期そ上親魚を用いて長期湧水蓄養試験を 

実施した〇

斜里川に昭和5 8年4月1I日から5月17日まで早期そ上したサクラマス親魚を斜里捕獲場の 

併設蓄養池(河川水)に一時収容した後、4月2 8日(510尾)、5月7日(540尾)と5月17 

日(26尾)の3回にわたり、計1,076尾の雌雄親魚(雌517尾)を斜里事業場の湧水蓄養池に活魚 

運搬した。活魚運搬したサクラマス親魚は極めて未熟で、鱗のはげやすい銀毛の魚であった。

湧水蓄養池は底部からの吹上げ水流(200〃分)とサイドパイプからのシャワー水流(4002Z分) 

により微速低水流とし、黒色網目シートで日光の直接射光を遮断した。蓄養期間中の蓄養用水の水 

温は8〜10 C、DOは8〇〜100%で極めて安定していた。蓄養親魚は全期間を通じて安静状態に 

おかれ、魚病の発生はなかった。

130日間(125〜133日間)の長期蓄養後、採卵は8月22日から9月19日まで、5回にわた 

って183尾の雌親魚を用いて実施さ札計238千粒(1尾平均1,301粒)の卵を採卵した。採卵し 

た種卵の歩留りは、ふ出期までで9 3 %と極めて良好であ。た。

活魚運搬親魚の総使用率は43.3%と予想通り悪かったが、斃死魚の大部分が運搬直後の5月の期 

間中に集中し、湧水蓄養による直接的斃死は極めて少なかった。

今後、捕獲・集魚•運搬方法の改善により、より良好な成績が期待しうるものである。
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31沿岸水域調査

1-さけます稚魚に関する調査

(1)オホーツク海東部地区における稚魚調査

サケ優良系群の選抜育成技術の開発と、銀毛来遊群の育成の為、既知の優良系群である石狩川系 

のサケ卵が湧別川に移殖された。これら移殖サケ稚魚の生理生態を明らかにし、系群特性を明らか 

にする為、標識魚を目印として、昭和5 8年春に、湧別川及び湧別沿岸で追跡調査をした。

稚魚の標識は、石狩川系前期群の一部、約2 2万尾の脂ビレと右腹ビレ、そして湧別川系後期群 

の一部、約21万尾の脂ビレと左腹ビレを切除して行ない、夫々4月中旬、5月上〜中旬に放流さ 

れた。

湧別沿岸域の稚魚調査は5月13日•31日、6月21日の3回にわたって実施した。沿岸域の 

水温は5月13日では表層で8. 5〜9. 8 °C、5花層では7. 7〜8. 0 C、1〇 m層で7. 6〜8.1°Cを 

示し、若干沖側で宗谷暖流の影響がみられるものの、5月31日には表層で4.5〜7.6Cと水温低 

下がみられ、6月21日でも表層で!0.4 ～11.2 °Cと例年に比較するとかなり低水温時期が長く続く 

傾向がみられ、宗谷暖流が幾分弱いことが示唆された。

3回の稚魚調査により、サケ稚魚は5月13日にのみ2 〇尾程度が採集された。稚魚は湧別川河 

ロから海岸線沿に網走湾方向へ移動していたが、例年よりも沿岸水温が低いにもかかわらず、5月 

中旬には母川沿岸域から主群が移動し終った状況にあることは、今後、4月の調査を含めて、沿岸 

離脱期の特性を検討する必要があろう。

(2)沿岸域における生物生産機構に関する調査

石狩湾河口における春節の生物の生産機構を明らかにするため、河口を中心として南側1〇切、

北側1饥、離岸距離5加の海域に2. 4点の定点を設定し、物理的生物学的及び化学的な時空間的変 

化について調査を行・〇た。

ア)生物学的調査

① 植物プランクトン現存量を求めるため、クロロフィルの量の分析を行った。

② 動物プランクトンの現存量及び時期的変化を調べるため、中井式ネットによる垂直曳、層別 

ネットによる多層曳を行った。

イ)物理的調査

水温、塩分の水深毎の時期的変化について調査した。

ウ)化学的調査

栄養塩類について調査した。
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く調査結果>

水温は3月末で4C〜4. 4Cであったが、4月中旬には4. 8 °Cと上昇し、4月下旬には6 °C〜5 

てとなり5月中旬には9C〜8 C程度であった。

動物プランクトンは、3月末〜4月中旬まではPseudoc&lanus minu匕us、Calanus Pl— 

umciirusなどの冷水種が優占し、4月下旬〜5月ド旬にはMedusaeが優占した〇

栄養塩類は、石狩川の融雪増水の最盛期の4月中旬〜5月中旬頃まで多かった。

2.親魚に関する調査

⑴ さけ親魚の標識放流試験 / % •
/

昭和5 8年にはエリモ以西海区の西部沿肄においてさけ親魚の標識放流を行った。

ア)標識放流

標識供試魚はエリモ以東海区の西側域に布設されている定置網、大樹8号、広尾5号、えりも

2号の乗網魚を用い、漁業期間に3回行なった。

標識票はカフスボン票付スパゲティ・タッグを用い、背鰭前側の筋肉部に付着した。

放流月日、放流尾数は下表の通りである。

魚 群 放流場所 放流月 日 放流尾数 再捕数 再捕 率

大樹8号 9. 20 9 1 6 8 7 4.7 %
前 期群

広尾5号 9. 21 9 9 6 5 6 5.7

広尾5号 10.12 9 5 4 8 5 1.1
中 期群

えりも2号 10.12 8 5 4 9 5 7.6

大樹8号 11.10 6 〇 2 2 3 3.3

後 期群 広尾5号 11.9 6 〇 3 2 5 3.3

えりも2号 11.9 6 〇 2 4 4 0.0

合 計 5 5 0 3 0 8 5 6.0

イ)標識魚の再捕

標識魚は全部で550尾放流されたがそのうち再捕されたのは308尾であり、再捕率は5 6 %で 

あった〇

再捕場所は別図に示した。

①前期群

前期群については、大樹8号で9月2 〇日に91尾、広尾5号で9月2I日に9 9尾放流し 

た。再捕場所は第:(図に示される通り、大樹8号放流群は放流点より東側域で再捕されたもの 

が多く、えりも岬寄りは少なくなる傾向を示し、河川内での再捕は十勝川で2尾、歴舟川で4
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尾、楽古川で1尾であった。これらのことから、この時期に大樹沿岸に来遊群は十勝川系とこ 

の地区河川系と考えられる。一方、広尾5号放流群の再補は放流点より東西略々同数づ、再捕 

され、えりも岬を通過して日高沿岸でも再捕されている。このことから、この時期広尾沿岸に 

来遊する魚群は、東側の十勝川、歴舟川系、広尾地区系、えりも以西系と多くの河川系の混成 

群と考えられる。

② 中期群

中期群は広尾5号から:10月12日95尾、えりも2号から10月12日に8 5尾放流した。 

再捕場所は第2図に示される通り、広尾5号放流群は前期群に比べ東側域での再捕は少なくな 

り、えりも以西海区で多く再捕され、更に岩手県の田老川、気仙沼沿岸でも夫々:(尾再捕され 

ている。また、えりも2号放流群は広尾5号放流群より東側域での再捕が多く、十勝川で2尾 

再捕されている。これは庶野沿岸では十勝川系、歴舟川系が広尾沿岸より地形的に接岸しやす 

いためと考えられる。いづれにしてもこの時期、これらの地区に来遊する魚群は前期群よりえ 

りも以西海域、本州へ回帰する魚群が多くなる傾向を示す。

③ 後期群

後期群は大樹8号から11月10日に6 0尾、広尾5号から11月9日に6 0尾、えりも2 

号から11月9日に6 0尾放流した。再捕場所は大樹8号放流群は大樹沿岸での再捕が圧倒的 

に多く、東側、西側域での再捕は少ない。しかし、広尾5号放流群は東側での再捕は少なく西 

側域で殆んどが再捕され、中期群と同様、エリモ以西海区系、本州系が多い。えりも2号放流 

群は中期群と同様、広尾5号放流群より東側域での再捕が若干多いが、しかし、エリモ以西海 

区での再捕の比率が大きい。

以上のことから、エリモ以東海区の西側へ来遊する魚群は、前期にはエリモ以東海区系が圧 

倒的に多いが時期の推移と共にエリモ以西海区系が多くなり、本州系も含まれるようになる。 

しかし、大樹沿岸での後期群はエリモ以西海区系の魚群はあまり接岸せず、地元の魚群の来遊 

が殆んどと考えられる。
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放流数 91尾

第1図 大樹8号放流群(9/2 0)再捕数6 8尾 

再捕率 7 4.7 %

再捕率 6 5.7%
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放流数 95尾
第2図広尾5号放流群(1〇’/12)再捕数 48尾 

再捕率 51.1^

放流数 8 5尾

えりも2号放流群(10/12) 再捕数 4 9尾 

再捕率 5 7.6%
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第3図 大樹8号放流群(11/10

放流数60尾
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IV増殖環境調査

I-水質条件に関する調査

昨年度にひき続き、用水調査に伴なう水質分析を実施した。特に今年度は日本海道南地域の民営ふ 

化場の总化用水について重点的に調査した。これら施設の水質の一般分析の結果について、特に問題 

となる点は認められなかった。

水質条件の中で鉄(Fe)はpHやD 〇その他の水質条件の変化にょって、水中での存在状態が変化す 

ることが知られている。地下水などD 〇の低い水中ではFe2 + (第1鉄イオン)として存在する割合 

が高く、地上へ揚水されて、空気に触れたり、曝気されたりすると、酸化してFe3 + (第2鉄イオン) 

となる。第2鉄イオンは水中での溶解度が小さく、沈澱物になってしまう。このため、地下水中の鉄 

分の多い水を用いているふ化場では、ふ化槽に収容された卵が褐色の沈澱物に被われてしまい、ふ化 

管理上懸念される原因ともなっている。

民営の古平ふ化場では地下水中の鉄濃度が1 982年3月の揚水試験の段階で、0.6昭/んと高い値を 

示したが、1983年］1月以降事業レベルの揚水をしたところ、0.1%/ん前後に低下し、さらに1984 

年1月には0.0 2^/Zにまで下った。このように揚水当初、高い濃度であっても、時間が経過するにつ 

れて、低下する場合があり、継続的な揚水試験の重要性があげられよう。

•方、天塩事業場の地下水は19 8 0年度(昭和5 5年度 、)の新設当初より、鉄分が高く、19 81年 

2月には1零/豫上の濃度を示した用水もあり、1981年3月では配水槽で板5叫/七、1年後の1982 

年2月でも0.1呷/匕以上の濃度があり、現在もなおふ化槽全体が褐色の沈澱物で被われてしまう状態 

にある〇

このような決っして良好とは言えない水質条件の中で、昭和5 6年度以前は2,00〇〜3,00 〇尾に低 

迷していた天塩漁協の沿岸漁獲量が昭和5 7年度10,500尾、さらに今年度は5 3,500尾と驚異的な 

増加をすした(図1)〇その上、天塩事,業場構内にも2 2,6 0 0尾のサケが溯上した。今年度の年令組 

成は3年魚が全体の8割を占めていることから、昭和5 5年度から稼動した新しい施設の効果と緻密 

なふ化管理技術に依存するところ大と言えよう。生理的にはまだ詰めなければならない点はあるもの 

の、ふ化槽を被ってしまうほどの沈澱物を生じさせる高濃度の鉄分を含む用水が卵や仔魚の生育に与 

える影響はそれ程大きくなかったものと判断される。
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図1天塩漁協の沿岸漁獲数

60,000

2.さけますの疾病に関する調査

(1)病原体の生理生態に関する調査

サケ.サクラマスの稚魚期に大きな問題となっている細菌性覩病について、その予防方法の確立の 

ために予備的調査を行なった。5 8年度にはまず本病の原因菌の確定のため細菌性鯉病の発生池か 

ら採集した病魚の總から、T Y培地と1/2 0に稀釈したB H I寒天培地を用いて本病原因菌の分離 

を試みた。調査した病魚の一部から、従来から細菌性鯉病の原因菌のひとつとされていた、Fla- 

vobac terium spとは生化学的性状が若干異なり現在種の同定と感染実験による病原性の確 

認を継続中である。また養魚池での稚魚の状況と本病の発生とに関連がうかがわれることから、養 

魚池における稚魚のふ上までの形態的変化について検討した。ふ化後の稚魚の体重はふ上期までほ 

ぼ直線的に増加したが、ふ上後には減少が認められた。このような体重の増加は、ふ化後から 

水分含量が増加したためと思われる。総脂質はふ化時には、約12 %程度であったがふ上まで直線 

的に減少を示し、ふ上期には約5 %まで低下した。注水量の増加にともない、体重の増加速度の低 

下がみとめられた。®をふ化直後より走査型電子顕微鏡をもちいて観察したが、ふ化後2〜3週間 

で8Sの形態はふ上期の稚魚と同様となった。

今後、養魚池の環境と鯉;の形態変化についての検討も必要である。

サケ・マス増殖事業における病害対策は、薬剤の使用を河川環境の保護の観点から制限する必要
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があり、薬剤による治療はますます困難となる。このため予防技術の確立に重点を置くべきである。

(2)寄生虫の分布予防に関する基礎調査

ア)サケ•マスに寄生する鞭毛虫!ch b yb 〇 d 〇 neca t orの病害性

飼育中のサケ・マス類には寄生性鞭毛虫！ch tybod 〇 neca b or ( = C o s tia neca tri x. 

コスチア)がしばしば感染するが、その病害性についてはまったく知られていない。本研究では 

サケ稚魚にコスチアを実験的に感染させ、その病害性、特にサケ稚魚の海水適応能力に与える影 

響を検討した。

(方法)2つの水槽(容量2 3 Z )にコスチアの感染経験のないサケ稚魚(平均体重0.26 9 ) 

を1,4 〇 〇尾ずつ収容し、感染区として一方にはコスチアの大量寄生した稚魚を3 〇尾をカゴに 

入れて同居感染させ、他方を対照区とした。各水槽には水温!〇 ぐの地下水を毎分1.3 Z•注水 

し!15週間給餌飼育して稚魚の死亡率を調べた。実験開始後、1〜3週間毎に両区から一定 

尾数を取り上げ、一部はブアン固定後、組織切片を作整してAlcian blue( pH2. 5)/PAS 

染色をほどこし、残りは2 ［グルタール・アルデヒドまたは1〇%ホルマリンで固定して常法 

に従い試料を作整し、走査電顕を用いて体表•鳍および聽での寄生数と病変を観察した。また、 

2〜3週間毎に両区の稚魚3 〇尾ずつを通気した海水(S3 3%,)15 £入り水槽に2日間収容 

し、その間の生残率を調べた。なお実験開始6週間後の稚魚については、海水移行前および7 

日後まで定期的に血清中塩素イオン濃度を測定した。

(結果) 図1にサケ稚魚の体表、鰭および醜におけるコスチアの寄生数の変化を示した。体表 

と鰭では感染2週間後より寄生数が急増し、体表での平均寄生数は3週間後に6 0 0虫体/洲と 

ピークになり、その後徐々に減少した。酷では3週から6週後にかけて平均!,3 0 0虫体/mifi以 

上感染し、特に背緒、尻緒、腹餚に高密寄生した。なお醜にはほとんど寄生しなかった。感染 

区では5週間後に最も死亡尾数が多くなり、累積死亡率は3 4 %で対照区の3倍であった。感 

染して4〜6週間後のサケ稚魚の体表表皮は広範囲に崩壊して剥離した。表皮の粘液細胞数は 

寄生数の増加に伴い減少したが、5週以後は逆に増加した。感染魚の粘液細胞内容物は初期に 

大部分がP A S陰性、A B陽性なのに対し、回復過程ではPAS陽性物質を含んだ粘液細胞が 

表皮層に多数出現した。4 8時間海水中のサケ稚魚の生残率は対照区で8〇〜100 %なのに対 

し、感染区では4〜6週間後3 7 %に低下した(図2 )。対照区の血清中C1ー濃度は海水移 

行後徐々に増加するが、2日後131meqん に低下し安定した。一方、感染6週間後の稚魚の 

血清中C1-濃度は、淡水中で対照区よりも低く、海水移行後は短時間に急増し、2日後生残 

した稚魚でも148meq/£と高い値を示した。

以上のことから、コスチアはサケ稚魚に対して強い病害性を有し、サケ稚魚の海水適応に大 

きな影響を及ぼすことがわかった。感染して4〜6週間後の稚魚が最も影響を受け易いが、コ
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スチアは給餌開始後に感染する場合が多いことから、稚魚放流がこの時期に重なり降海時に大 

きな減耗を引き起こす可能性も高いと思われる。従って、コスチアの発生する可能性がある所 

では、放流以前に適切な診断を行う必要がある。検査方法としては、背鰭、腹鰭、尻鰭に割合 

多く出現することから、これを切り取り、水プレパラート標本を作整して40 0倍程度で検鏡す 

れば比較的容易に診断可能である。感染魚は治療後1週間でかなり回復し、3週間後には正常 

な海水適応能力をもつようになることが確認されている。

今後は感染のメカニズムを解明し、有効な予防・治療法を検討する必要があると思われる。

図1 サケ稚魚における! necatorの寄生数変化

図2 4 8時間海水中におけるサケ稚魚の死亡率
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資 料 の 刊 行

昭和5 8年度中に次の資料を刊行しました。

◎ 魚と卵 15 3号 ...................................... 5 8年7月

◎ ふ化場研究報告JK. 3 8 ................................................................................. 5 9年3月
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